




















































































ダンジョンに出会いを求めるのは間違っているだろうか６
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　淡く輝く月に、雲がうっすらとかかっていた。

　見上げれば吸い込まれそうな夜空には千切ちぎれた雲が散らばり、いくつもの星明かりを覆っている。

　多くの者が寝静まる夜半。

　冒険者達が酒盛りに耽ふけり、眩まばゆく騒々しい都市の中心から離れた、薄暗い街並みの片隅。

　闇夜やみよに身を隠すように、とある建物へ忍び込んだ少女は、神との面会に臨んでいた。

「お願いいたします、ソーマ様。リリを、【ファミリア】から退団させてください……」

　切願するその声は震えていた。

　古びたローブで全身を隠す少女、リリは、跪ひざまずいて深く頭こうべを垂れている。円つぶらな栗色の瞳ひとみは張り詰めており、床の一点のみを見つめていた。

　彼女の声が向かう先、名を呼ばれた男神は、部屋の隅で膝ひざを抱えている。

　窓から月明かりが差し込む室内。壁の一面を覆う棚が設置されており、植物の苗、透明な酒瓶さかびんが置かれている。派閥の本拠ホーム、【ソーマ・ファミリア】を統べる主神の自室であった。

　リリは派閥の移籍を申し込むべく、ソーマに謁見えっけんしていた。

　真の意味で派閥の呪縛から解放されるため──胸を張ってベル達の隣に並ぶため──彼女は頃合ころあいを見て己おのが主神のもとへ足を運んだのである。

【ファミリア】から脱退──今もなお背中に刻まれている『神の恩恵ファルナ』を改宗コンバージョンするには、主神であるソーマの協力ゆるしが不可欠だ。

「音沙汰がなかったことも含め、数々のご無礼をお詫びします。ですが、どうか御慈悲を……」

　顔を上げられず、目も合わせられず。

　恐れ戦おののくように跪き身を小さくするその姿は、主神に対する潜在的な恐怖を物語っていた。自分を惑わせた『神酒ソーマ』の魔力、そしてそれを作り出したソーマにリリは未いまだ怖気おじけを拭ぬぐえずにいる。

　一方のソーマは、何の反応も示さなかった。

　中背である、青年の神だ。体の線は細くどこか繊細そうな印象が見受けられる。ゆったりとしたローブに似た服は、袖そでや裾すその辺りが土色に薄汚れていた。

　今は両膝を抱え床に座り込んだまま、壁に向かい「運営自粛……」「罰則ペナルティ……」「趣味いきがいが……」とぶつぶつと呟つぶやきを漏もらしている。

　全くまとめられていないぼさぼさの髪には瘴気しょうきが落ちており、長い前髪に埋もれる顔は明らかに気落ちしていた。

　身じろぎ一つせず、リリに背中を晒さらし続ける始末だ。

「ソーマ様はお忙しい。話なら私が聞いてやろう、アーデ」

　リリとソーマ以外の声が部屋に響く。

　膝を抱え込んで動かない主神の側に立っているのは、ヒューマンの男性だった。

　眼鏡めがねをかけた細面ほそおもては彫りが深い。黒い瞳は鋭く、理知人を気取っているが、隠し切れない嫌らしさが口もとの笑みから滲にじみ出ている。

「しかし、お前が生きているとはなぁ。カヌゥからは死んだと報告されていたが？」

　こぼれそうになる舌打ちをリリは口の中にとどめた。

　ザニス・ルストラ。

【ソーマ・ファミリア】の団長にしてＬｖ．２の上級冒険者。

　二つ名は、【酒守ガンダルヴァ】。

　昇格ランクアップしたことで『神酒』の魔力に振り回されない、強い心身うつわを持つ。

　碌ろくに派閥を統率しない主神ソーマに代わって、彼が団員に指示を下すことは少なくない。むしろ団長という地位を用いて──主神の名を勝手に利用して──構成員を私利私欲のため操あやつるのもざらだ。リリを巨大蟻キラーアントの群れに投じて殺そうとした同僚カヌゥと同じく、弱者から搾取してきた側の人間である。

　今日まで己の死を偽装した上で、団員達に出くわさないよう人目を忍びソーマのもとへ訪れたというのに、最も見つかりたくない相手に見つかってしまった。

「そのカヌゥ達もついこの間から消息を絶っているが……お前の仕業か？」

「……知りません」

　依然薄笑いを浮かべている男の問いに、心当たりのないリリは正直に答える。

　忌々いまいましく思う感情が表れないよう苦心しつつ、声を抑え、目だけでザニスの方を窺うかがった。

「ザニス様……リリの用件について、どうかソーマ様にお取り次ぎを」

「ああ、そうだったな、話を戻そう」

　鷹揚おうように頷うなずくザニスはどこか芝居じみた動きで、ゆっくりと次の言葉を告げた。

「退団についてだが、無論代償だいしょうが無なくとは言えん。ここまでお前を育ててくださったソーマ様に報いるためにも──一〇〇〇万ヴァリス、といったところだろう」

　リリは最初の数秒、体の動きを止めた。

　ザニスの言葉を理解した後、大きく息を呑のむ。

「ソーマ様、いかがでしょうか？」

「……任せる」

　振り向きも、一瞥いちべつもせず、壁に投げればはね返ってくる石のように、ソーマはザニスの声に答えた。

「い、一〇〇〇万……」

　その決定に、リリは青ざめると同時に言葉を失う。

　己の内に埋没している主神の耳に、自分の呼びかけは届かない。くつくつと笑いながらこちらを見下ろしてくるザニスなど、もとより抗議を行う意味がない。

　糸の切れた人形のように小さな体から力が抜ける。床へと崩れ落ちるのを細い腕が何とか堪こらえ、リリは長い時間をかけた後、立ち上がった。

　顔から生気を失い、頼りない足取りでふらつきながら、ソーマの自室を後にする。

　開放された両扉から出ていく少女の姿に、ザニスは口端を吊り上げた。

　それから間もなくして。

　リリと入れ替わるように、大柄な人物が入室してくる。

「おい、アポロンの奴等やつらが来たぞ」

　大きな瓢簞ひょうたんを腰にくくりつけた、無愛想ぶあいそうのドワーフだった。

　碌に視線を合わせず、ぞんざいな態度でザニスへ声を投じる。

「ごくろう、チャンドラ。裏手の小部屋に案内してくれ」

「知らん。自分でやれ」

　チャンドラと呼ばれたドワーフは、仏頂面で言い返して背を向ける。

　無用な会話を嫌うように廊下の奥へ消える彼に、ザニスはやれやれと肩を竦すくめた。

　振り返り、主神の背へ声をかける。

「ではソーマ様、自分が交渉に赴きます。よろしいですか？」

「……任せる」

　全く関心のないソーマの声音に、ザニスは小さく、鼻先で笑った。

　瞳の奥に嘲あざけりを隠しながら身を翻ひるがえす。

　扉を閉める音が鳴った後、部屋は静寂に包まれた。

「……」

　取り残された男神は、おもむろに、ぶつぶつと重ねていた独り言を止める。

　月の光を浴びる植物が藍色に染まる中、棚から酒瓶を取り出し、蓋を開けた。

　そして、なみなみとそそがれた杯さかずきを、くいっ、とあおいだ。
















　うららかな日差しが整然とした石畳を照らしている。

　今日も晴れ晴れとした天気に、街行く人達の顔には笑みが咲き、弾はずんだ声が通りのそこら中に溢あふれている。亜人デミ・ヒューマンや馬車の交通は既に盛んで、広いメインストリートには街の住人や旅装を纏まとった旅人達の姿が入り交じっていた。

　人波と大通りが続く先、都市の中心では、壮大で美しい白亜の巨塔が青空の奥から僕達のことを見下ろしている。

「でも本当に、ベルさん達が無事に帰ってきてくれて良かったです」

「その、ご心配おかけしました……あと、ありがとうございます」

　西のメインストリートの一角、酒場『豊穣ほうじょうの女主人』の側で、僕はシルさんに何度目とも知れない謝罪と、感謝の言葉を送っていた。頭の後ろでまとめた薄鈍うすにび色の髪を揺らすシルさんは、18階層から生還した僕達のことを心から喜んでくれている。

　階層主ゴライアスを倒し、地上に戻ってから、既に三日が経たとうとしていた。

『中層』の脱出に失敗し18階層まで避難する羽目になったのが一週間前。当時、地上では、沢山の人達が僕達の安否に心配を募つのらせていたらしい。目の前のシルさんもそれは同じで、自らダンジョンまで来てくださった神様達と方法は違えど、同僚のリューさんを送り出し、助けの手を差し伸べてくれたのだ。

　エルフである彼女に散々救われたこちらとしては、感謝の念がつきることはない。

　勿論もちろん、そんなシルさんの思いやりに対する嬉うれしさも。

　目の前の笑顔に、僕は照れくささを誤魔化ごまかすように苦笑を浮かべた。

「お体の調子は、もう大丈夫なんですか？」

「はい。ミアハ様……良くしてもらっている【ファミリア】の人達に、治療してもらったので」

　ミアハ様とナァーザさんの特製の薬草や回復薬ポーションのおかげで、戦いの中で負った怪我けがや体力、精神力マインドもこの三日間の内にすっかり回復している。

　階層主を撃破した翌日に地上へ帰還、そして中二日を休息に費やした僕は、こうして折を見ては無事帰ってきたという連絡を知り合いの人達に行なっていた。自分の足で直接会いに行って、安心されたり、怒られたり、笑われたり、色々。ちなみに、シルさんには帰ってきてすぐ顔を見せにいったから、こうして喜ばれるのは実は二回目だったりする。

　太陽の光が届く地上に、明るい日常に戻ってきたのだと……こうしてシルさん達と再会できてようやく実感することができた。多くの不安と身の危険に晒さらされかけた分、嬉しさもひとしおというか。

　本当に、帰ってこれたんだ。

　通りを行く賑にぎやかな雑踏に囲まれながら、頰ほおが緩んでしまうのがわかった。

「シル、店を空けるとまたミア母さんに……ああ、クラネルさん、いらっしゃったんですか」

「リューさん」

　酒場からシルさんを呼びに、リューさんが出てきた。おはようございます、と挨拶あいさつすると彼女も、おはようございます、と律儀に返してくれる。

　ダンジョンにもぐっていた時のケープと戦闘衣バトル・クロスを脱ぎ去り、代わりに店の制服を着こなすその姿は、今やもうすっかり酒場の店員だ。あの強くて綺麗きれいだった覆面の冒険者を知るこちらとしては……その可愛かわいらしくもあるウエイトレスの格好に、ずれというか、ちょっと不思議な感じも覚えてしまう。

「壮健そうで何よりです。ダンジョンから帰還する際、貴方はずっと死人のような顔をしていたので、心配していました」

「あ、あの時は、すいませんでした……」

　色々無茶をやらかして、帰還時はお荷物状態だったことを詫びると、彼女は「いえ」と小さく首を振った。肉付きの薄い唇が、ほのかに和らげられている。

　……何となくだけど、リューさんとの距離が近くなったような、そんな気がする。どこか優しく聞こえる声音とか、以前より柔らかく見える表情とか、本当にぱっと感じた程度のものだけど。

　短い間だったけれど、ダンジョンの中で協力し合えたことは、彼女に歩み寄れる切っかけになったのだろうか。

「……ベルさん、リューと随分ずいぶん仲良くなられたんですね？」

「は、はい？」

「でも、覗のぞきなんてしたらいけませんよ？」

「は、はぃっ……！」

　じーと見つめた後、指を上げてずいっと詰め寄ってくるシルさん。

　彼女の注意に、呻うめくような返事をすることしかできない。

　最初に帰還の報告をしに向かった時、例の覗きの件をしっかり聞き出していたらしいシルさんは、その……リューさんの裸を見てしまった僕を、それはこっぴどく叱ってきた。というより、折檻せっかんされた。

　あんなに怒ったシルさんの姿は未いまだかつて見たことがない。年上である彼女の説教は、僕を萎縮させるには十分だったのだ。いや、自業自得に違いないけれど……。

　自分のしでかしたことへの羞恥と反省で顔を赤らめつつ、僕は体を小さくした。

「シル、あれは事故だ。クラネルさんを責めないでください」

「もう、リューったら、どうして事故って言い切れるの？」

「もし邪念を抱いていたなら、私がその場で斬り伏せていた」

　──もう二度と過ちを犯してはいけないと、斬殺を恐れる僕は心に固く誓った。

「リューに話を聞いたんですけど、すごい怪物モンスターと戦ったんですよね？」

　笑みを引きつらせていると、シルさんが不意に尋ねてくる。

　18階層に突如とつじょとして現れた『ゴライアス』のことだとわかり、「あ、はい」と答えた。

「ベルさんが倒されたと聞きましたが、本当ですか？」

「えっ、いや、あれは……」

　咄嗟とっさに否定の言葉が出かけて、けれどリューさんの『謙遜しないでください』という眼差まなざしに僕は声を呑のみ込んだ。自分を貶おとしめるような真似まねはするな、というあの水浴びの時にかけられた言葉を思い出し……ぎこちなく、シルさんの問いに頷うなずいておく。

「わぁ、すごい！　ベルさん、本当に一人前の冒険者様になってしまったんですね！」

「ん、と……」

　ぱんっ、と両手を叩たたいて興奮で頰を染めるシルさんに、苦笑することしかできない。

　誉ほめてくれる声やその尊敬の眼差しは、とても気持ち良くて、嬉しかったけれど、自信をもって胸を張ることは難しかった。

　賭かけてもいい。

　あの戦場で共闘していた誰だれか一人でも欠けていたら、僕はここにいなかったと思う。

【英雄願望スキル】のおかげで止とどめこそ刺せたけれど、一撃を放つまで無防備だった僕を庇かばっていてくれたのは、他ほかならないリューさん達だ。階層主はもとより、周囲にいたモンスターの群れに襲われれば一溜たまりもなかった筈はず。

　沢山の人達に守られて、助けられて。

【ファミリア】の垣根を越えて一致団結できたからこそ、勝利をもぎ取ることができたのだ。

　全員の力で倒した、と言った方が正しいに違いないだろう。

「酒場のお客様が有名になられるなんて、何だか私まで誇らしくなってしまいます」

　そんな僕を他所よそに、シルさんは自分のことのように喜んでいた。

　細められる瞳ひとみとその微笑ほほえみにくすぐったいものを覚えていると、彼女は言葉を続ける。

「良かったら、またお祝いをしましょうか？　せっかくみなさん、無事に帰ってこれたんですから。今日のご夕飯なんていかがでしょう？」

　以前開いた昇格ランクアップの祝賀会に続いて、そんな提案をされた。

　純粋な善意はありがたかったけど……頭の中にとある人物がぱっと思い浮かんでしまい、僕はつい遠慮気味な答えを返す。

「いや、流石さすがに迷惑をかけておいてお祝いするのは……その、ミアさんに合わせる顔がないというか……」

　酒場の女将であるミアさんは、僕達を捜索するため断りなく出ていったリューさんに大層ご立腹だったらしい。所属派閥ファミリア以外の人達にわざわざ助けてもらった僕のことも『甘えてんじゃないよ』と厳しく罵ののしっていた。

　脳裏に浮かぶミアさんの怒った顔が怖くて、情けなく尻しり込みしてしまう。

「ふふっ、お土産話を差し出せば、ミアお母さんもきっと機嫌が良くなると思いますよ？」

「確かに、冒険者の武勇伝は彼女の大好物です」

　そんな僕を見てシルさんはおかしそうに微笑み、リューさんも淡々と説明を補足する。

　どうでしょう？　と優しく尋ねてくるシルさんの気持ちに感謝と、そして申し訳なさを覚えつつ、僕はそのお誘いを辞退させてもらった。

「ごめんなさい、今回は遠慮させてもらいます。今日の夜は、ちょっと予定があって……」

「あ、そうだったんですか？」

「クラネルさん、それはもしや、アーデさん達ですか？」

　はい、と少々の嬉しさを滲にじませながら頷く。

　リューさんの言う通り、今日は仲間パーティとの先約があるのだ。
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　高い市壁の先で日没が終わり、都市は蒼あおい闇やみに覆われる。

　夜を迎えたオラリオは騒がしさが増していた。

　酒場や広場から流れてくる陽気な歌声と弾奏。街のあちこちで魔石街灯が発光し、迷宮帰りの冒険者を加えた通りは人込みで溢れ返っている。

　特に、南のメインストリートに位置する繁華街は一層いっそう騒々しい。

　色とりどりの灯あかりが大通りを照らし出し、星々に負けないほどの光を放っている。目抜き通りに軒を連ねる店は全すべて高く、大きく、外観は豪華で派手派手しい。貴族が利用するような高級酒場や賭博場カジノ、大劇場シアターなど、都市の他の場所ではお目にかかれない施設まで数多く建っている。盛り場の名に相応ふさわしく、南のメインストリートは非常に混雑していた。

　そんな大通りから折れた、路地裏の一角。

　鳥や獅子ししなど、様々な動物を象かたどった看板が立ち並んでいる酒場の一つで、僕とリリ、そしてヴェルフは、ジョッキとグラスを掲げて重ね合った。

『乾杯！』

　笑みと一緒にエールの泡が弾け、ジョッキからお酒がこぼれ落ちる。僕達の声にあたかも随伴するように、周囲で騒ぐ冒険者達のテーブルからも、ガチン、ガチン！　とグラスを叩き合う音が鳴った。

【ファミリア】のエンブレムとも似た、真まっ赤かな蜂の看板を飾る酒場『焰蜂亭ひばちてい』。繁華街の裏道にたたずんでいるこのお店は、ヴェルフ行きつけの酒場らしく、一部の冒険者や鍛冶師スミスにはとても人気があるそうだ。店の名物──まるで紅玉ルビーを煮詰めたかのような真っ赤な蜂蜜酒──の虜とりこになってしまい、連日通う人達も多いらしい。

　路地裏のお店だけあって、『豊穣の女主人』より店内は少々狭苦しいだろうか。けれど移動に苦労するほどの沢山の丸テーブルや、小汚い店の内装、そしてドワーフを始めとした男の人達が笑い合う大声さえも、妙に心を浮き立たせるから不思議だ。お洒落しゃれなシルさん達のお店と比べて、これぞ冒険者の酒場、という感じがする。

　小人族パルゥムの給仕おんなのこがちょろちょろと動き回る中、僕とリリは対面のヴェルフに笑いかけた。

「【ランクアップ】おめでとう、ヴェルフ！」

「これで晴れて上級鍛冶師ハイ・スミス、ですね」

「ああ……ありがとうな」

　普段は見せないような、はにかんだ仕草しぐさをするヴェルフ。口もとからこぼれ落ちる笑みは、目標叶かなって喜びが抑えられない証拠だ。

　先日の中層での強行軍や18階層の度重なる戦闘を経て、ヴェルフはとうとう【ランクアップ】──Ｌｖ．１からＬｖ．２に到達するに至った。伴って、『鍛冶』の発展アビリティ習得も。

　ヘファイストス様に【ステイタス】の更新を施され、【ランクアップ】が判明したのが今日の朝。ヴェルフはいの一番に僕と神様がいるホームに駆けつけ、笑顔でその一報を報せに来てくれた。すぐにリリにも報告して、こうして三人で祝賀会を開くことを決めたのである。

　念願の上級鍛冶師ハイ・スミスの仲間入りを果たした、ヴェルフのお祝いだ。

「これでヴェルフ様は、【ファミリア】のブランド名を自由に使うことができるのですか？」

「自由に、とはいかない。少なくとも文字列ロゴタイプを入れられるのは、ヘファイストス様や幹部連中が認めた武具ものだけだ。下手な作品を世に出して、あの女神かたの名を汚よごせないしな」

　上級鍛冶師ハイ・スミスの末席に名を連ねたヴェルフは、同時に【H[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]s】の名を武具に刻むことを許された。

　本人が語ったように、全ての武具に刻めるわけではないようだけど……恐らく、いやきっと、ヴェルフの作品はこれから飛ぶように売れるだろう。それだけ【H[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]s】のブランド名は大きい。

　上級鍛冶師ハイ・スミスの作品というだけでも十分な価値があるのだ、今回の昇格ランクアップが公式で発表されれば、ヴェルフの鍛冶師としての名は一気に広まる筈。

　大切な仲間の朗報を喜んで祝いつつ、僕は、少し残念そうな笑みを浮かべてしまった。

「でもこれで……パーティ解消、だよね？」

　ヴェルフが僕達のパーティに入ってくれたのは、『鍛冶』のアビリティを手に入れるためだ。上級鍛冶師ハイ・スミスになった今、約束の期限はもう切れてしまっている。

　ヴェルフにも目標がある、自分勝手に引き止めることなんてできない。

　僕が寂さびしさを堪こらえ、リリも困ったように口を噤つぐんでいると……ヴェルフは手で後頭部をかく。

　まるで弟の面倒を見る長兄ちょうけいのように、そしてどこか照れを隠すように、苦笑していた。

「そんな捨てられた兎うさぎみたいな顔するな」

　ジョッキを手で軽く回しながら、ヴェルフは言葉を続ける。

「お前達は恩人だ。用が済んで、じゃあサヨナラ、なんて言わないぞ」

「えっ……」

「呼びかけてくれればいつでも飛んで行って、これからもダンジョンにもぐってやる」

　だから心配するな、とヴェルフは快活に笑った。

　目を丸くしていた僕は、その笑みに釣られて破顔する。リリも隣で目を細める中、もう一度笑い合って、三つの杯さかずきを打ち付けた。

　僕達のパーティは、まだ続けられるのだ。

「それにしても、ヴェルフ様がパーティに加わって二週間……【ランクアップ】するのもあっという間でしたね。リリはもっと時間がかかると思っていました」

「お前達と組むまで、それなりに修羅場はくぐってきたつもりだからな。確かにここまでくるとは俺おれも思ってなかったが……『中層』で五回は死にかけたし、な」

「あはは……」

　酒場の喧騒に包まれる中、僕達も気の赴くまま会話に興じた。

　その間に料理はどんどんと運ばれてきて、焦こげ目のついた厚切りのハムステーキや、香草ハーブのソースを加えた鯛たいの蒸し焼きが湯気を振りまく。例の真っ赤な蜂蜜酒を一口飲んでみると、たちまち喉のどとお腹なかがかぁ～っと熱くなった。ヴェルフの提案でこの『焰蜂亭ひばちてい』を祝いの席に選んだけれど、勧められただけあって料理や飲み物はとても美味おいしい。『豊穣の女主人』と甲乙こうおつ付けがたいほどだ。……料金は、こっちの方が安いかな？

　ちなみに、神様も最初はしっかりこの祝賀会に参加しようとしていた。ただ『間違っても付いていくんじゃないわよ』とヴェルフの口づてにヘファイストス様から釘くぎを刺されてしまい……今日も泣く泣く摩天楼施設バベルの支店でバイト中だ。落ち込んだ表情で祝いの言葉を贈られたヴェルフも、流石に苦笑いしていたっけ。

「ベルは【ランクアップ】しなかったのか？」

「うん、僕はまだ」

　ヴェルフから話を振られ、素直に答えた。

　中層にとどまった約四日間、能力値アビリティこそ大幅な進捗があったものの、僕の【ステイタス】は次の段階に至っていない。

「Ｌｖ．１とＬｖ．２では獲得する【経験値エクセリア】の基準も、昇格ランクアップに必要な総量も違うのでしょうが……まぁ、最後の戦闘に限っては、ほぼリュー様の総取りでしょうからね」

　素性がバレないよう『魔法』で狼人ウェアウルフの子供に変身しているリリが、獣耳をぴょこぴょこ揺らしながら口にする。僕もその指摘には同意見だ。

　最後の戦闘……階層主ゴライアスとの決戦。

　僕達はもとより『リヴィラの街』の冒険者も加わって行われた階層主の攻略は、直接『ゴライアス』と攻防を繰り広げた人だけでも百人は超えていた。召喚されたモンスターの大群を受け持ってくれた人達も合わせれば、あの戦いに身を投じた冒険者は、恐らく五百人にも上るだろう。

　集団戦の法則により、手に入る【経験値エクセリア】は戦闘に参加した者の間で分散する。中でも、ゴライアスを食い止めるため命懸けの近接戦闘を仕掛け続けていたアスフィさんとリューさん──とりわけリューさんの活躍は著しく評価された筈だ。階層主との交戦で発生した【経験値エクセリア】の大半は彼女のものになったに違いない。

　ヴェルフ達がいなければ最後の一撃を与えられなかった僕とは違う、完璧かんぺきな独力。

　仲間を庇うため巨大な怪物をたった一人で迎え撃つ……英雄譚えいゆうたんの一場面ワンシーンにも迫るその偉勲いくんに、今更ながら畏怖を覚える。当時のリューさんの戦いっぷりを鮮明に思い出す僕は、ぶるっと肩を震わせた。

「……結局、何だったんだ、あのゴライアスは？」

　階層主の話題を受けてか、ヴェルフが安全階層セーフティポイントで直面したあの異常事態イレギュラーについて言及する。

　例の事件を振り返る僕達は、自然に顔を寄せ合い、周りに聞こえないよう声をひそめた。

「異常事態イレギュラーとしか言いようがありませんが……間違いなく前代未聞でしょう、安全階層セーフティポイントに階層主が産まれ落ちるなんて」

「能力ちからも普通の階層主やつより上だったんだろう？　上級冒険者が虫みたいに吹っ飛んでたぞ。あんなことがこれからも続くようなら、命がいくらあっても足りない」

「そう、だよね……」

　漆黒の階層主。強化を施された『迷宮の孤王モンスターレックス』。

　本来ほんらい出現する階層を無視し、僕達を絶望のどん底にまで陥おとしいれたあの存在は、全てが規格外と言っていい。

　異常事態イレギュラーという言葉だけで片付けるには、深刻過ぎるほどに。

「ヘスティア様は何か知っていたようでしたが……」

　神じぶんを抹殺するために用意された──あの黒いゴライアスを見て、神様はそうおっしゃった。

　ダンジョンが神様達の存在に感づいて刺客を放った。

　また、存在を察知されないように神様達は原則ダンジョンにもぐらない。

　ヘスティア様の発言から読み取れるこれらの情報だけを見ると、神様達とダンジョンの間に何か因縁めいたものを憶測せずにはいられない。やはり全知零能ぜんちれいのうである神様達はダンジョンについて何か知っているのではないか、という意見を僕達は共有した。

「何か教えてもらえましたか？」とこちらを見やるリリに、僕は軽く頭を振った。あの戦いの後、神様は謝罪しつつも直接の原因については話題を避けている。

　聞いてはいけないという言外の意思表示、他ならない神様の神意しんいに逆らうことはできず……歯がゆい思いは確かに感じている。

　けれど、教えたくない、いや教える必要がない。

　そんな雰囲気があると、僕は受け取った。

　ダンジョンの『未知』を解き明かすことは、僕達、冒険者の役割なのかもしれないと。

　口を閉ざす神様の姿を見て、僕は一人、そんなことを思ってしまったのだ。

「ま、これ以上は話してもしょうがないか……世間の方は今どうなっているんだ？」

　空気を入れ替えるように、ヴェルフが言葉を投げかけてくる。

　事件の後始末や現在の状況について、僕達は情報交換を始めた。

「ギルドが真っ先に箝口令かんこうれいを敷きましたから、都市や冒険者の間で目立った混乱はないみたいですね。詳細を知っているのは、当事者であるリリ達だけでしょう」

「絶対口外するな、って徹底されたし……」

「罰則ペナルティも厭いとわない、って確かに鬼気迫っていたな、ギルドの連中は」

「18階層の『リヴィラの街』は既に機能を取り戻しているそうです。ダンジョンもあれから変わった動きはなく、平常通りだと」

　盗賊業をやっていたこともあり情報には敏感なのか、耳聡みみざといリリがほとんどの現状報告をしていく。

　今のところ都市とダンジョンは常の様相を取り戻しつつあるらしい。ギルドが混乱を防ぐため尽力したということでもあるんだろうけど──冒険者を動揺させて最も痛手を負うのは、迷宮の資源から利益を得て都市を管理している他ならないギルドだ──。

　それにしても、『リヴィラの街』にはもう街の住人達が戻っているのか。かなり危険な目に遭っておいて、怖いもの知らずというか、商人魂が激しいというか、何というか……。

「そういえば、ベル様達は大丈夫なのですか？　ギルドに言いがかりをつけられて、罰則ペナルティを課せられたと聞きましたが？」

「あー、うん……」

　正確には、僕達の【ファミリア】と、ヘルメス様の【ファミリア】だ。

　今回の事件の事情聴取に際して、ヘスティア様とヘルメス様はギルドに強制召喚された。そして雷が落ちたらしい。

　訳を説明しようとしても一切いっさい取り合ってもらえず、今回の事件の発端は『神災じんさい』──神様達が原因であると断定され、激しい警告とともに、容赦のない罰則ペナルティを頂いたのだ。

　罰則ペナルティの内容は……罰金。

「罰金の額はおいくらだったんですか？」

「えっと……【ファミリア】の資産の、半分」

「……キツイな」

　むしろ、僕達の方はまだマシだった。

　発展途上、というより零細れいさいである【ヘスティア・ファミリア】の貯金は正直たかが知れていて、数十万ほどで済んだ──それでも大金だけど──。

　階層主戦で発生したドロップアイテム『ゴライアスの硬皮』も、熱狂していたあの場の乗りで受け取れと押し付けられてしまったので……取り返せる目処めどは一応あるのだ。金貨が詰まった大袋おおぶくろをギルドに提出する神様は、ぐぬぬぬっ、と震えていたけど。

　一方で、ヘルメス様達は悲惨だった。

　派閥の規模が大きい【ヘルメス・ファミリア】は結構なお金の蓄えがあったらしく、僕達とは比べ物にならないほどの金額を請求されたのだ。真っ白に固まって力なく笑うヘルメス様のご尊顔がまだ忘れられない。アスフィさんは溜息ためいきをついていたけど。

　罰則ペナルティの内容を聞いて呻くヴェルフに、僕も空笑いしか返せなかった。

「……？」

　それからしばらく、客の賑やかな大笑の声に囲まれながら、料理を楽しんでいると。

　僕はふと、隣で黙り込んでいるリリの姿が気になった。

「リリ……大丈夫？」

　さっきから、様子がおかしいような気がする。

　目を離すと、時折物憂ものうげな表情を浮かべていて……何だろう、必死に目を背けているけど、リリの心はここじゃないどこかに引っ張られているような。

　心配になった僕が声をかけると、リリは「すいません、ぼーっとしていました」とにこやかに、あるいは誤魔化すように笑った。

「ベル様も、先日の事件で随分株かぶが上がったことだと思います。少なくともあの階層主攻略たたかいに参加した冒険者達には、認めてもらったのではないでしょうか？」

「う、うん……」

　話題を逸そらされたことが気になりつつ、曖昧あいまいに頷く。

　ちらと反対側を見ると、ヴェルフも気付いているようだった。口をつけているジョッキの奥から、リリの横顔を凝視している。ジョッキをテーブルに置くと目を合わせて、今は探っても無駄だろう、と肩を竦すくめる素振りをした。

　ぱたぱたと尻尾しっぽを揺らし、明るく振る舞う獣人姿のリリに、僕もそう思ってしまった。

「──何なんだ何なんだ、どこぞの『兎』が一丁前いっちょうまえに有名になったなんて聞こえてくるぞ！」

　と、そこに、聞こえよがしに大声が。

　僕達の真隣に陣取っていた冒険者達の方からだ。

　六人がけのテーブルに座っている内の小人族パルゥムの冒険者が、杯さかずきを片手に叫んでいる。

「新人ルーキーは怖いものなしでいいご身分だなぁ！　世界最速兎レコードホルダーといい、噓うそもインチキもやりたい放題だ、オイラは恥ずかしくて真似できねえよ！」

　幼い少年のような声音が、騒々しい酒場の隅々まで響いていく。周りの客の視線が集まる中、僕やヴェルフ達の目も隣の冒険者達に向かった。

　金の弓矢に燃える球体……いや、輝く太陽を刻んだエンブレム。

　小人族パルゥムの冒険者も含めた六人の冒険者達の肩には、服の上から【ファミリア】の徽章きしょうが貼はり付けられている。他派閥の構成員達だ。

　椅子いすの背もたれに体を預ける小人族パルゥムの男性は、ぐいっとお酒をあおり、啞然あぜんとしてしまっている僕を見てせせら笑った。

「ああ、でも逃げ足だけは本物らしいな。昇格ランクアップできたのも、ちびりながらミノタウロスから逃げおおせたからだろう？　流石『兎』だ、立派な才能だぜ！」

　冷やかしか、それとも侮蔑なのか。

　大きな目が特徴的な小人族パルゥムの冒険者は、恐らく、わざと、僕に聞こえるよう嘲あざけりの言葉を連ねた。テーブルに腰を下ろしている冒険者の仲間も彼を止めず、面白おもしろそうにこちらを見やっている。

　気持ちの良いいものでは勿論なかったけど……口を閉じた。

　派閥同士の揉もめ事は避けた方がいい。【ファミリア】の規則ルールを入団直後から神様やエイナさんに教え込まれている僕は、素直にその言い付けに従う。

　それに、怒る踏ん切りも、言い返せる勇気も、情けないけれど今の僕にはなかった。

　ともすれば挑発にも聞こえる笑い声に、居心地が悪くなりつつも意識しないよう努力する。

　何かを期待していたのか、僕達を見守る周囲の冒険者達が、若干白けるのがわかった。

「オイラ、知ってるぜ！　『兎』は他派閥よその連中とつるんでるんだ！　売れない下っ端の鍛冶師スミスにガキのサポーター、寄せ集めの凸凹でこぼこパーティだ！」

　しかし、僕が隣のテーブルに背を向けると、矛先はヴェルフとリリにも向かった。調子の良い幼い声に、くっくっと男の仲間が喉を鳴らす。

　ぴくり、と肩が震えた。

　無視ができない言葉。仲間を馬鹿ばかにされたことに対し、両手が不自然に力んでしまう。

　背後を一瞥いちべつしてしまう僕の反応に、ヴェルフ達は同時に口を開いた。

「よせ、構うな。気が済むまで言わせてやれ」

「ベル様、無視してください」

　余裕そうにお酒を飲みながらヴェルフが、嗜たしなめるようにリリが注意してくる。

　久しぶりに胸の中に生まれた赤い感情を、二人の言葉を聞いた僕は自制した。

　飲んだお酒と場の雰囲気に、少し、酔っているのかもしれない。そう自分に言い聞かせて、落ち着くよう息を軽く吸い込んだ。

　そして、無視の姿勢を貫く僕達が癇かんに障ったのか、小人族パルゥムの冒険者から大きな舌打ちの音が響く。

　次には、彼は声を荒らげた。

「威厳も尊厳もない女神が率いる【ファミリア】なんてたかが知れているだろうな！　きっと主神が落ちこぼれだから、眷族けんぞくも腰抜けなんだ!!」

　──瞬間、視界に火花が弾けた。

　椅子を勢いよく飛ばして、立ち上がる。

「取り消せ!!」

　吠ほえた。

　我を忘れて、あらん限りに叫んだ。

　椅子が大きな音を立て倒れる中、小人族パルゥムの男を睨にらみ付ける。

　すぐ隣で、リリが言葉を失っているのがわかった。それほどまでに、僕は怒っている。

　神様を──尊崇する己おのれの主神を侮辱された。これ以上に屈辱的で激しい怒りを覚える事柄なんて存在しない。大切な家族でもあるあの神ひとのことを、目の前の人物は暴言を吐はいて、貶おとしめたのだ。

　束つかの間ま酒場さかばは静まり返っていた。僕の剣幕に小さな体を跳ねさせた小人族パルゥムの男は、怖気おじけ付いたのか、目に見えて怯おびえた素振りを見せる。

　けれど何とか嘲笑を纏い直し、震える声で続ける。

「ず、図星かよっ。あんなチビの女神が主神で、恥ずかしくて堪たまらないんだろう？」

　かっっ、と頭に血が上った。

　抗あらがうことのできない感情の波が、全身を突き動かす。

「いけません、ベル様!?」

　リリの制止の声も振り払い、目の前の相手に摑つかみかかろうとする。

　そして僕の手が小人族パルゥムの冒険者に触れようとした──その直前。

　突如横から伸びた足が、ドゴッッ、と小人族パルゥムの男の顔面にめり込んだ。

「ぶびっ!?」

　潰つぶれた悲鳴を上げて、小人族パルゥムの冒険者が、椅子ごとひっくり返る。

　床に放り出された彼は鼻血を流し、白目を剝むいて、ぴくぴくと痙攣けいれんしながら気絶していた。

　しん、と今度こそ完全に酒場が沈黙する中、前蹴げりを放った張本人、僕の役目を横取りしたヴェルフは。

　左足を伸ばした姿勢のまま、周囲の視線を一身に浴びていた。

　こちらを庇ったのか、もしくはとっくに憤いきどおっていたのか。

　呆然ぼうぜんとする僕を他所に、ヴェルフはふてぶてしく告げる。

「足が滑った」

　目を細め、不敵な笑みを浮かべるヴェルフの行動が合図だったかのように。

　小人族パルゥムの仲間は一斉に立ち上がる。

「てめえ!?」

「やりやがったな!!」

　相手の冒険者達にテーブルが蹴り上げられ、宙を舞う。瞬く間に響き渡る皿が割れる音と給仕の悲鳴。邪魔な障害物を取り払って一直線に迫った相手に対し、ヴェルフは好戦的な笑みを浮かべたまま、豪快に右腕を振り抜いて殴り飛ばした。

　一瞬置いてけぼりを食らった僕も、ヴェルフを横から襲おうとする冒険者を見るなり体当たりを敢行する。

　──わっっ!!　と周囲の客が総立ちして、凄すさまじい歓声を上げた。

「ああもうっ、これだから冒険者は！」

　狭い酒場が熱狂に包まれる。リリが非難の声を上げる中、[image: 拳]こぶしが、蹴りが、何度も飛んだ。

　巻き起こる大乱闘。周囲のテーブルと椅子を手当たり次第にひっくり返す相手の冒険者、そして応戦する僕達に、同じく冒険者である客はこれ以上のない昂たかぶりを見せる。片手に持って振り上げられる酒瓶さかびんやジョッキ、声援とも知れない野太い大声、彼等が周囲を取り巻くことであっという間に狭い喧嘩場リングができ上がった。

　夜の闇も吹き飛ばす熱気に囲まれながら、相手を往いなしては反撃を見舞う。Ｌｖ．２になったヴェルフは喧嘩けんか慣れもしているのか、向かってくる四人の冒険者相手に見事な立ち回りを演じた。飛びかかる冒険者達が面白いように弾き飛ばされる。僕もその動きに便乗しながら素早く屈かがみ込み、床に手をついて足払い。獣人の冒険者が「ギャン!?」と盛大な尻もちをつく。

　攻撃が何度も体を掠かすめながらも、曲がりなりに前衛と中衛を務める僕達の連携は、相手を圧倒していった。

「……」

　二対四の取っ組み合いが過熱ヒートアップし、客の興奮もうなぎ昇りになっていく一方。

　六人組である小人族パルゥムの仲間──その最後の一人が、動いた。

　椅子に座ったままお酒の残りを飲み干すと、グラスを床に放り投げ、立ち上がる。流麗な動きで──かつ意識を割いていた筈の僕の反応が遅れるほどの速さで──ヴェルフに接近した。

　別の相手に殴りかかっていたその腕を取り、片手だけで、逆方向へ投げ飛ばす。

「うおっ!?」

「ヴェルフ!?」

　床に叩きつけられた仲間の姿を見て、僕は相手に向かって正面から挑んだ。

　[image: 拳]を握り締めながら突っ込むと──見えたのは冷ややかな笑み。

　次には目の前にあった敵の体がぶれ、あっさりと、僕の突撃は躱かわされてしまう。

「──」

　足の速さだけには自信があった僕を、嘲笑あざわらうかのような素早い身のこなし。

　体が前のめりに流れ戦慄せんりつしていると、腹を途轍とてつもない衝撃が襲う。両目を限界まで見開きながら、すれ違いざま膝ひざを打ち込まれたことを理解した。

　地面から僅わずかに浮いた僕の体は、肩を摑まれ、そこから強引ごういんに振り向かされる。

　そして視界一杯に迫った[image: 拳]が、顔面へと叩き込まれた。

「ベル様!?」

　真後ろに殴り飛ばされる。

　観戦していた冒険者の人垣がばっと割れ、背後にあった丸テーブルへ突っ込んだ。リリの悲鳴と一緒に、僕を受け止めた木製の卓と脚が派手な音を立てて壊れる。

　顔の中心が熱い。仰向あおむけに倒れ込んだまま、だくだくと流れる鼻血を片手で押さえ、僕は何とか首を持ち上げる。

「まだ、撫なでただけだぞ？」

　割れている人垣の向こう、彼は悠然とたたずんでいた。

　細身で、長身の冒険者。

　エルフにも負けない、美青年のヒューマン。

　茶色の髪は品良く纏められていて、色白の肌は女性のようにきめ細かい。金属のイヤリングを始めとした、様々な冒険者用装身具アクセサリーを派閥の制服の上に身に付けている。瞳は深い海のような碧眼へきがんだ。

『あいつ……ヒュアキントスだ』

『【太陽の光寵童ポエブス・アポロ】……』

『Ｌｖ．３の第二級冒険者様かよ』

　ざわざわと揺れる周囲の喧騒から、断片的な言葉が転がり落ちてくる。その中でも無視できない情報が耳に飛び込んできた。
















　Ｌｖ．３──第二級冒険者。

　つまり僕よりも一段上の高みにいる、上級冒険者。

「よくも暴れてくれたな、【リトル・ルーキー】」

　ヒュアキントス、と呼ばれた青年は、男性にしては高い声音で喋しゃべりかけてくる。

　彼の青い瞳が、気絶している小人族パルゥムの男、そして倒れ伏せ呻いている仲間の姿をなぞった。今やこの酒場で立っていられている騒動の当事者は彼だけだ。

　リリが慌てて駆け寄ってくるけれど、手を借りたところで震える体は満足に立ち上がれない。ヴェルフは膝をついて身を起こすも、青年の無言の圧力によって不用意に動けずにいる。

　血に濡ぬれた顔を歪ゆがめる僕を、青年は髪をかき上げて見下ろしてきた。

「我々の仲間を傷付けた罪は重い……相応の報いは受けてもらうぞ」

　細められた美しい碧眼の奥で、嗜虐しぎゃく的な光が瞬くのを僕は確かに見た。

　そして冷笑を湛たたえる彼が、僕に追い打ちをかけようと一歩踏み出した、その時だった。

　木を蹴り砕くような音が、高々と鳴り響いたのは。

『！』

　酒場にいた人達が一斉に振り返る。

　僕達の視線の先にいたのは……椅子に座りながらテーブルを蹴り倒した、灰色の毛並みを持つ狼人ウェアウルフの青年だった。

「揃そろいも揃って、雑魚ざこが騒いでんじゃねえよ」

　乱暴な口調と合わさるように、顔に刻まれた青い刺青いれずみが歪む。

　獣の耳と尾から機嫌の悪さを発露しているその人物に、誰もが言葉を失った。

　そして僕も、瞠目どうもくする。

（──あの人は）

　未だに色褪いろあせない記憶。

　憧憬しょうけいの剣士をがむしゃらに追いかける切っかけにもなった、酒場での出来事。

　ミノタウロスに追い回された僕を散々罵った、【ロキ・ファミリア】の冒険者だ。

　名前は確か……ベート、さん？

「てめえらのせいで不味まずい酒が糞くそ不味くなるだろうが。うるせぇし目障りだ、消えやがれ」

　鋭い目付きと剣呑けんのんな威圧感に、周囲の人間は顔色を悪くする。

　彼に同伴している仲間の服に刻まれているのは道化師トリックスターのエンブレム。都市最大派閥と名高い【ファミリア】の団員達、何よりその幹部である狼人ウェアウルフの青年に、酒場の冒険者は萎縮させられた。

　アイズさん達より遥はるかに粗暴で、刺々とげとげしく、けれど彼女達を前にしたような本物の空気を、僕以外の人も感じ取っているようだった。

「ふん……がさつな。やはり【ロキ・ファミリア】は粗雑と見える。飼い犬の首に鎖もつけられないとは」

　そんな中で、あの美青年だけは、鼻を鳴らしてみせた。

　口答えする彼に、ベートさんは琥珀こはく色の瞳をほとほと億劫おっくうそうに向ける。

「あぁ、蹴り殺すぞ、変態野郎？」

　狼人ウェアウルフとヒューマンの視線が交差する。

　張り詰める場の雰囲気。しばし見据え合っていた彼等の内、先に視線を切ったのは美青年の方だった。

「興が削がれた」

　そう言って、青年は身を翻ひるがえす。

　仲間に「行くぞ」と声をかけ、一人酒場の出入り口に向かった。よろめきながら立ち上がる冒険者達は、気を失っている小人族パルゥムの男を抱え、店の外へ消えていく。

　最後の男がいなくなった後、酒場には静寂が残された。

（……助けて、くれた？）

　美青年の一行を追い出した【ロキ・ファミリア】……ベートさんに、僕は何故なぜかそんなことを考えてしまった。

　ようやく血が止まった鼻を腕で拭ぬぐいながら、軽い混乱を催していると……ずかずか、と。

　狼人ウェアウルフの青年は、真まっ直すぐ僕のもとに歩み寄ってきた。

　え、と固まる僕を他所に、酒場の客は左右に立ち退いてベートさんに道を開ける。腰を床についた格好の僕の前で、彼は足を止めた。

　心臓が震える。笑い者にされ、容赦なく打ちのめされた当時の感情が一瞬蘇よみがえった。

　アイズさん達の前で失意の底へ突き落としてきた相手に、何もできず凍りついていると、おもむろに伸ばされる左手。

　手を差し伸べられた──なんて好意的に受け取る暇もなく、相手は僕の胸ぐらを勢いよく摑み、ぐいっと強引に引き上げる。

　呼吸が止まった。

「──調子乗ってんじゃねーぞ」

　顔を寄せられ、ギロリと。

　目と鼻の先で凄すごみを利きかされ、僕は、うんともすんとも言えなかった。ものすごい力で床から持ち上げられ、目を見張ることしかできない。

　ベートさんはすぐに手を放し、僕を解放した。うぐっ、と床に墜落した鈍い痛みに腰をさすっていると、彼は反転し、不機嫌な背中を晒しながら酒場の外へ。灰色の尻尾は燃え立つ炎のように揺らめいている。

　慌てる仲間の団員達は代金をカウンターに投げ入れ、彼の背を追いかけた。

　美青年が率いる冒険者達に続き、【ロキ・ファミリア】まで、『焰蜂亭ひばちてい』を後にした。

「大丈夫ですかっ、ベル様？」

「何がしたかったんだ、あいつは……」

　床に膝をつくリリが心配し、体をさするヴェルフは呆あきれた言葉を店の出口へ向ける。

　リリの声にぎこちなく頷きながら、僕は側までやって来たヴェルフの視線を追った。先にあるのは開け放たれた酒場の扉、そして路地裏に続く闇夜だけだ。殴られた顔を手で押さえると、切れている唇がズキリと痛む。

　打ち壊されたテーブルと椅子が散乱する店内で、給仕達が片付けを始めていく中。

　取り残された僕達を、何とも言えない空気が包み込んだ。
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『焰蜂亭ひばちてい』での乱闘騒ぎから、しばらく経った後。

　僕とヴェルフ、リリは、【ヘスティア・ファミリア】本拠ホーム、教会の隠し部屋にいた。

「ふ～ん、なるほどね、喧嘩かー」

　間延びした声を出す神様が、僕の顔に膏薬こうやく──まだ安上がりで一般市民でも手が出せる製薬──を塗っていく。傷口に塗り薬が擦り込まれる度、思わず顔をしかめてしまう。

　僕達は今、怪我の治療がてら、酒場であった一件を神様に報告していた。

　軽傷とはいえ、打撲や切り傷を負って帰ってきた僕達に神様はぎょっとしたけれど、リリの口から事情を聞いて納得した素振りを見せている。酒場の主人マスターに謝罪した後、店の弁償代を【ファミリア】に請求するよう頼んだことも伝えておいた。

「ベル君が思ったよりやんちゃで、ボクは嬉しいような、悲しいような……」

「きっとヴェルフ様の影響です！　ヴェルフ様に会ってから、ベル様はどんどん性格が冒険者気質らんぼうになっています！」

「おいおい、それは言いがかりだろう……って、オイ、もっと丁寧にできるだろう！」

　神様の優しい指使いを受け入れる中、ベッドに座り込んでいる僕達の横では、ソファーの上で馬鹿につける回復薬ポーションはないとばかりに膏薬を乱暴に塗り込んでいるリリと、そしてヴェルフがぎゃーぎゃーと言い争っている。

　直情的に騒動を起こした僕達に、リリは大層たいそうお冠かんむりのようだった。「全くっ」「しっかり返り討ちにあってっ」「心配するこっちの身にもなってください」と小言を繰り返している。

　リリの言葉を聞きながら、神様も苦笑して話しかけてきた。

「驚いたよ、君が喧嘩をするなんて。ベル君も男の子だったんだね」

「……」

　薬を塗ってくれる細い指の動きは今も優しい。神様の手を煩わずらわせていることを申し訳なく思いつつ、それでも僕は、黙り込んでいた。

　治療を終えて手を離した神様は、諭すように告げてくる。

「でも、やっぱり喧嘩はよくないぜ？　サポーター君の言う通り、しっかり怪我までしているじゃないか」

　その言葉を聞いて、僕はベッドから立ち上がった。

　酒場での光景を思い出し、耐え切れずに言い返してしまう。

「だって、あの人達っ、神様を馬鹿にしたんですよ!?」

　初めてかもしれない神様への反抗。リリとヴェルフも手を止めて、僕を見上げてくる。

　自分のことだったらいい、いくらでも我慢する。

　でも大切な人を馬鹿にされたら、あまつさえ侮辱されたなら、黙ってなんかいられない。

　小人族パルゥムの男達は、僕に色々なものを与えてくださった神様に、泥を投げつけてきたのだ。

　僕は悔し泣きするのを必死に堪え、瞳に力を込めた。神様の青みがかかった双眸そうぼうから目を逸らさない。

　そんな僕と黙って見つめ合っていた神様は、やがて、ふっと微笑んだ。

「君がボクのために怒ってくれるのはとても嬉しいよ。でも、それで君が危険な目に遭ってしまう方が、ボクはずっと悲しいな」

「……！」

　体を揺らす僕に、神様は優しく語りかけてくる。

「ベル君の気持ちはわかるんだ、逆の立場だったら、ボクも火を吐くほど怒る。でもそれで相手と喧嘩したボクが、ボコボコになって帰ってきたら、ベル君はどう思う？」

「……泣きたくなります」

「だろ？　ボクも同じさ。少し不公平かもしれないけど、主神ボクを馬鹿にされたって腹を立てないでくれよ。神ってやつは、子が息災であることが一番嬉しいんだ」

　そして神様は、相好を崩した。

「今度は笑い飛ばしてやってくれよ。僕の神様はそんなことで一々怒るセコイやつじゃない、懐ふところが広いんだ、って」

　神様の……女神様の慈愛ある微笑に、熱くなっていた頭が冷えていく。

　あれだけ感じていた怒りも悔しさも、神様は全て優しく抱き寄せ、包み込んでしまった。

　子供のようにあどけなくもあるその笑みに、胸の中のわだかまりが溶けていく。

　押し黙っていた僕は頷いて、謝った。

「今度は、我慢します……ごめんなさい」

　うつむいて約束する僕に、ヘスティア様は温かな暖炉の火のように微笑んだ。

　ぽんぽん、とベッドに座っているご自身の隣を手で叩く。素直に従う僕がそこに座ると、手を伸ばして優しく髪を撫でてきた。赤くなってしまうけれど、逃げなかった。

　そんな僕達のことを、リリとヴェルフも心なし微笑ましそうに見守ってくる。

　うらぶれた教会の地下室に、穏やかな空気が流れ始めた。

「しかし、相手方の反応は気になります。逆恨みをして、ベル様達にちょっかいをかけてこなければいいのですが」

　頭を撫でていた神様が何故か抱き着こうとしてきて僕が慌て始める頃ころ、リリが懸念を口にする。黒の着流しをめくって傷を確かめていたヴェルフは、視線を上げずそれに返答した。

「俺が最初に手を出したんだ、ベルは問題ないだろ」

「それはそうかもしれませんが……自尊心プライドの高い冒険者、とりわけ面子めんつを気にする【ファミリア】であるなら、面倒なことになりかねません」

「うーん、確かになぁ」

　リリの意見に、神様も顔を上げて同調する。

「のちのち面倒くさいことにならないように、主神同士で話をつけておくか」

「あの、すいません、神様……」

　体を小さくして謝ると「なぁに、平気だよ」となんてことないように笑ってくれる。

　それから、神様は僕へ尋ねた。

「相手の【ファミリア】はどこかわかるかい？」

「えっと、確か……」

　酒場での記憶を振り返り、色々な情報を整理する中。

　真っ先に思い出した光景を、僕は口にした。

「太陽のエンブレムを、つけてました」
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　夜空に浮かぶ月の光を浴びて、金属で作られた太陽のエンブレムはきらめいていた。

　魔石街灯の光が届かない、薄暗い路地裏。

　ヒューマン、獣人、小人族パルゥムと種族の異なった六人組の男達が、無数にある細い裏道の一つに集まっている。

「勘弁してくれよぉ、ヒュアキントス。何でいつも、オイラがこんな役目ばっかり……」

「ふふっ、そう言うな、ルアン。お手柄だぞ」

　靴の跡がくっきり残った顔をさする小男に、ヒュアキントスは笑みを深めた。周囲にいる者達もまた、ふざけ交じりの言葉で小人族パルゥムの仲間を労う。

　ルアン、と呼ばれた小人族パルゥムの冒険者は少年のような顔をしかめた。その表情には、押し付けられた損な役回りに対する不満がありありと浮かんでいる。

　そんな彼を見下ろして、ヒュアキントスはもう一度口角を吊り上げた。

「邪魔は入ったが、目的は達した……」

　夜の街に溢れる喧騒は、今は遠い。

　繁華街を離れたこの裏道で、彼等の会話に聞き耳を立てる者はいなかった。

　ヒューマンの美青年はゆっくりと、主神の名を口にする。

「これで、アポロン様もお喜びになられるだろう」

　身に付けている耳飾りが揺れる。

　太陽に代わって輝いている闇夜の月を、ヒュアキントスは目を細めながら仰あおいだ。
















「それじゃあ、もう体は大丈夫なの？」

「はい、すっかり良くなりました」

　目の前にいるエイナさんに、笑って頷うなずく。

『焰蜂亭ひばちてい』で祝賀会を開いた次の日、僕はギルド本部に足を運んでいた。

　担当官であるエイナさんと面談用ボックスに入って、現状の報告や今後の予定の打ち合わせをしている最中だ。

「もう、本当に心配したんだからね？　キミがダンジョンから帰ってこないって聞いて、私、心臓が止まりそうだったんだから」

「ご、ごめんなさい……」

「……でも、うん、許してあげる。こうして無事に帰ってきてくれたし」

　にこり、と笑うエイナさん。

　その綺麗きれいな笑顔に若干見とれつつ、頰ほおを嬉うれしさで染めてしまう。

　先日、帰還したことを報告しに行った時、涙ぐんで喜んでくれたエイナさんの姿を、また思い出してしまった。

「火精霊の護布サラマンダー・ウール、ありがとうございました……本当に、助かりました」

「そっか……」

　お礼を告げると、エイナさんはくすぐったそうに片目を閉じる。

　机を挟んで、何となく見つめ合うことしばらく。

　少し照れくさい空気がお互いの間に流れたので、こほん、とエイナさんは咳せき払いをした。

「それでね、ベル君……私は立場上、余計な詮索をしちゃいけないんだけど……危なかったんだよね？」

「……はい」

　何を尋ねているのか、言われずともわかった。

　異常事態イレギュラー、階層主ゴライアスの出現。ギルド職員は今回の事件を無闇むやみに蒸し返すことを禁じられているのか、エイナさんは深く言及しようとはしなかった。代わりに、それがどれほど危機的な状況だったのか、僕の口から答えを求める。

　深く頷くと、こちらを見つめていたエイナさんも「わかった」と頷き返した。

　眼鏡めがねをかけ直し──きりっ、と緑玉色エメラルドの双眸そうぼうを真まっ直すぐ向けてくる。

「私も、これから少しでも力になれるよう頑張るよ。とりあえず──ダンジョンの予習べんきょうの量も、範囲も、増やしていこう」

「えっ」

「まだ行ける筈はずないから、なんて言って安全階層セーフティポイントのことを教えてなかったのは私の落ち度だね。どんな局面に遭うか……どんなモンスターが出てくるかわからないってことも、今回の事件でよくわかったし。うん、万が一のことに備えて、ダンジョンのことは何でも知っておくことにしよう」

　……冒険者になった僕は、エイナさんがアドバイザーとして決まったその日から、勉強会という名の個人授業を受けている。ギルドの職務と関係なくエイナさんが自主的に開いているソレによって、ひたすらダンジョンの知識──モンスターの種類や能力はもとより各階層の情報など──を叩たたき込まれているのだ。

　今日まで生きてこられたのは、彼女の親身な教えもあってこそ、というのは痛いほど理解しているけれど……きつい。これ以上勉強が厳しくなるなんて。アイズさんとの修行と同じくらい、エイナさんの指導は酷烈スパルタだ。

　顔を引きつらせる僕に、エイナさんは「頑張ろうね」と先程と同じ笑みを浮かべる。

　こちらの身を心から案じてくれているこの人の優しさを、断れる筈もなく。

　僕は乾いた笑みを作りながら、「はい……」と頷いた。

「それじゃあ、これからのことだけど」

「あ……はい。あと二日くらいはダンジョンにはいかないつもりです」

　気を取り直して、話し合いを進める。

　考えている予定をエイナさんに語った。

「あと二日……数日休養するってことでいいのかな？」

「えっと、実はヴェルフ……契約している鍛冶師スミスに、武器を作ってもらうことになっていて」

　直接契約を結んでいるヴェルフのことを話すと、なるほど、とエイナさんも合点がいったようだった。

　18階層への強行軍で失った装備品は数多い。『ゴライアス』との戦闘で半壊したライトアーマーはまだ使えるようだけれど、それでもヴェルフは全すべての武具を新調すると息巻いていた。

『鍛冶』のアビリティを習得した上級鍛冶師ハイ・スミスの作品は、普通の鍛冶師スミスの作品と比べて性能が遥はるかに上回る。僕の武装が上級鍛冶師ハイ・スミスになって初めての仕事ということで、ヴェルフは今までになく張り切っているのだ。

　どんな武器と防具ができるのか、僕も今からわくわくとした気持ちが止まらない。

「じゃあダンジョンにもぐるのは装備が整ってから、ってことだね。ちなみに探索の再開は、どの階層から始めるつもりなの？」

「やっぱり、13階層からしっかりやっていこうと思います。18階層まで行けましたけど、まぐれみたいなものなので……」

　それから僕達は予定を確認し合い、時には相談して、今後の方針と詳細を決めた。

　当面の目標は13階層の完全踏破だ。ヴェルフもＬｖ．２になったので以前よりかなり攻略は進めやすい筈。無論、油断をしてはいけないけど。

　また、エイナさんは僕達のパーティの力量バランスを認めたのか、ギルドに集められている冒険者依頼クエストを数点紹介してくれた。ダンジョン関連の依頼は、諸事情により『中層』以下の層域が対象となっていることが多い。

　経験を積ませようとしてくれている心づかいに感謝しながら、僕はエイナさんが見繕みつくろってくれた冒険者依頼クエストを二つほど受託する。特定のモンスターの『ドロップアイテム』収拾と、13階層に存在する特殊な鉱石の発見・採掘だ。

　迷宮探索に向けて有意義な打ち合わせができた僕達は、席を立って面談用ボックスを後にした。

「あと、ベル君？　他ほかの【ファミリア】の冒険者と喧嘩けんかだなんて、不用意な真似まねしちゃ駄目だよ？　神ヘスティアに絞られたみたいだし、私からはもうしつこく言わないけど……」

「は、はい……」

「他派閥と揉もめ事なんて起こしても、いいことなんて何もないんだからね」

　エイナさんには昨夜の出来事を素直に打ち明けておいた。「行くところまで行っちゃうと、【ファミリア】同士の抗争で街が戦場になっちゃうこともあるんだから」とことの恐ろしさを語る彼女に、思わず喉のどを鳴らす。

　わかっていたつもりだけど、派閥同士のいがみ合いは危険なものであると、僕は危機意識をあらためた。

「……？」

　ボックスからロビーに出て、窓口前でエイナさんと別れようとした時だった。
















　視線を感じ振り向くと、広いロビーの隅にいた二人の女性冒険者と目が合う。彼女達は僕の髪と瞳ひとみを確かめるようにじっと見つめた後、こちらへ近付いてきた。

　現在の時刻は正午頃ごろ。普段より冒険者達の姿は多く見受けられるだろうか。白大理石のロビーをうろつく人の固まりを避けて、彼女達は僕とエイナさんの前で足を止めた。

「ベル・クラネルで間違いない？」

「は、はい」

　気の強そうな短髪ショートヘアーの少女が尋ねてくる。うろたえながら頷くと、今度は後ろに控えていた柔らかそうな長髪の少女が、おどおどしながら歩み出てきた。

「あの、これを……」

　上目がちに差し出される、一通の手紙。

　いや、これは──招待状だ。

　上質な紙には封蠟ふうろうが施されており、差出人がわかるように徽章きしょうが刻印されている。そして刻まれているのは、弓矢と太陽のエンブレム。

　僕が驚いて顔を上げると、短髪ショートヘアーの少女が口を開いた。

「ウチはダフネ。この娘こはカサンドラ。察しの通り、【アポロン・ファミリア】よ」

　自己紹介をする女性、ダフネさんは、僕の予想通りの所属を明かす。

　射手と光明を連想させる弓矢と太陽のエンブレム──【アポロン・ファミリア】。昨日、酒場で一悶着ひともんちゃくを起こした冒険者と、仲間に当たる人達。

　側にいるエイナさんがそっと顔を寄せて、「ダフネ・ラウロスにカサンドラ・イリオン、二人ともＬｖ．２で、第三級冒険者だね」と耳打ちしてくれる。名前は有名な方で、どうやら熟達ベテランの冒険者らしい。

　二人とも、僕より年上だろう。吊り目のダフネさんは強気そうな印象を最初は受けたけど、思ったより落ち着き払った人物らしい。逆に垂れ目であるカサンドラさんは、纏まとっている雰囲気もあってか、どこかあどけなく見える。

　最初からこちらのことを探していたようだし……冒険者の出入りが激しいこのギルド本部で、僕が姿を現すのを待っていたのだろうか。

　どう反応すればいいか困っていると、カサンドラさんがやはりおずおずと話しかけてきた。

「あの、それ、案内状です。アポロン様が『宴うたげ』を開くので、も、もし良かったら……べ、別に来なくても結構なんですけどっ……」

　ぺしんっ、とカサンドラさんの後頭部をダフネさんが叩はたいて、身を乗り出す。

「あぅ」という呻うめき声を無視して出てくる彼女に汗を流していると、招待状と僕、交互に指を向けられた。

「必ず貴方の主神に伝えて。いい、渡したからね？」

「……わかりました」

　念を押され了承すると、ダフネさんは身を引いた。無駄話をするつもりはないのか、カサンドラさんに呼びかけ僕達の前から立ち去ろうとする。

　短い髪を揺らす彼女は、その去り際、こちらに向かって呟つぶやいた。

「ご愁傷様しゅうしょうさま」

　えっ？　と聞き返す僕に、ダフネさんはそれ以上何も言わなかった。

　背を向けて離れていく彼女を、カサンドラさんが会釈をした後、慌てて追っていく。

　エイナさんと一緒に立ちつくしながら、僕は手もとの招待状を見下ろした。
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　その日の夜。

　いつものように二人きりのホームで、僕は昼間あったことを神様に伝えた。

「『神の宴』の招待状か……」

　テーブルに広げた招待状を、椅子いすに座る神様は腕を組みながら見下ろしている。

　既に夕食を済ませた食卓にはお茶も置かれていた。バイトから帰ってこられて疲れている神様の代わりに、後片付けをこなしていく。

「ガネーシャの開いた『宴』から一ヶ月半くらい……そろそろ誰だれかがやると思っていたけど」

『神の宴』は、神様達が自主的に開くパーティだ。

　宴を開けるほどの自勢力ファミリアの力を誇示、自慢したりする側面もあるらしいけど、基本的に神様同士で騒ぐため催すものらしい。以前、神様も足を運んだことがある。

　そして今度、二日後に『神の宴』を開くのが【アポロン・ファミリア】。

【アポロン・ファミリア】……僕も調べてみたけど、その派閥としての力や、冒険者の質は高い。自分達だけのパーティで17階層の階層主ゴライアスも倒している。ギルドの等級ランクは、D。

　矮小わいしょうである僕達【ヘスティア・ファミリア】より、遥かに格上の【ファミリア】だ。

「どうしますか？」

「揉め事があったばかりだし、無視はできないなぁ……」

　困った顔を浮かべる神様を見て、僕は途端に申し訳ない気持ちになった。

【アポロン・ファミリア】とは酒場で騒動を起こしたばかりなのだ、ここでわざわざ招待してもらったのを断ると、余計に話がこじれるかもしれない。

　この誘いを無視するということは、普通に考えて相手の顔に泥を塗る行為と同じだろう。

　うーん、と口をへの字に曲げている神様に、僕は謝った。

「すいません、神様……」

「ああ、大丈夫だよ、変な責任は感じないでくれ。……というか、実はボクもアポロンが苦手なんだ」

「え、そうなんですか？」

「ああ……天界で色々あってね」

　もにょもにょ、と言葉を濁す神様に、僕は首を傾かしげてしまう。

「まぁ、それは置いておいて……今回の宴は普通の宴と違って、趣向が凝らされてる」

　そんなことを言って、神様は招待状を見ながら一笑した。

　手渡すまで開封せず中身を読んでいない僕は、面白おもしろそうな神様の横顔を不思議そうに見る。

　洗ったお皿をしまいながら、何が書いてあるんだろう、と気になってしまった。

「参加しなきゃいけないのは決まっているようなものなんだ。ミアハ達にも届くだろうし、せっかくだ、みんなで一緒に出席してみよう」

　みんな？　と、僕は再び首を傾げてしまった。
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　突然ではあるけれど、オラリオは今、春を迎えている。

　冬の重く垂れ込めていた雲が姿を消し、あらゆる草花が一斉に花を咲かせる季節。天候も安定し、伴って都市を訪れる旅人の数も多くなるらしい。かくいう僕も二ヶ月ほど前、季節の移り変わりに乗じてこのオラリオへとやって来た。僕達のような都市外出身の人々が連日の賑にぎわいに一役買っているということは、ひょっとしたらあるのかもしれない。

　寒さはとうに緩み、日に日に気温は高くなっている。

　夏の足音を身近に感じさせるようになっている中──この体温の高まりの原因が、単純な季節の移ろいでないことは、わかっていた。

　ゴトゴトという車輪の音に体を揺らされながら、汗ばむ手で意味もなく前髪をいじる。

　落ち着きのない体を持てあます僕は、その時が来るまで、窓の外で流れる茜あかね色の街の光景を眺め続けていた。




　馬車が止まる。

　馬の嘶いななきが響く中、高級な作りの扉を開け、一人先に外へ。

　着慣れていない礼服──いわゆる燕尾服えんびふくを身に纏う僕は、これまた上品な革靴を鳴らして、地面に降り立った。

　ぎこちない動きで振り返り、次に降りてくる少女に手を貸す。

　嬉しそうに微笑ほほえみながら馬車から出てくるのは、ヘスティア様だ。

　僕と同じように正装のドレスで身を包み、普段よりずっと綺麗で華々しい。

「ありがとう、ベル君。ちゃんとエスコートできるじゃないか」

「い、いえっ……」

　地面に降りた神様が笑いかけてくる中、僕はがっちがちに緊張していた。

　続々と集まる高級そうな箱馬車、正装している何人もの美男美女、止とどめに大富豪の豪邸──いや宮殿かと見紛うほどの巨大な会場施設。周りを取り囲むあらゆるものが、僕を動転させて止まない。

　本日【アポロン・ファミリア】が開催する『神の宴』は、眷族一名を引き連れての、神と子を織り交ぜた異例のパーティであるらしい。

　通常『神の宴』では眷族の参加は認められていないけれど、今回は主催側が同伴を条件としているのだ。例によって神様達は面白がってその要求を呑のみ、自分の子供を自慢しようと選よりすぐりの団員を伴って参加している。完璧かんぺきな容姿を誇る男神様女神様に紛れて、派手に着飾った冒険者や職人達がごろごろといた。そして、ヘスティア様に連れられた僕もその中の一人だ。

　田舎出身の農民が立派な服を着て、明らかに背伸びしている真似……非常に浮いているのではないだろうか。

　黒の燕尾服姿の体を見下ろして、僕はつくづくそう思った。この日のために用意された礼服は場違いであるという自己評価を倍増させる。

「似合っているぜ、ベル君。恥ずかしがらなくて大丈夫さ」

　そわそわとする僕に、神様は気楽そうに告げた。綺麗なドレスを着用できることが余程嬉しいのか、とてもご機嫌そうだ。

　神様の格好は蒼海色マリンブルーのドレスで、沢山のレースとフリルをあしらっている。しっかり谷間が強調されてしまっているのは立派な胸を持つ神様故ゆえだろうか。正直、視線に困ることもしばしばだ。

　とある国の王女様……と言うのはまた違うかもしれないけど、今の神様には可憐さと美しさが同居している。

「すまぬな、ヘスティア、ベル。服から何まで、色々なものを世話になって」

　と、僕達に続いて馬車の中からミアハ様が出てくる。その手に引かれているのは、団員であるナァーザさんだ。勿論もちろん、二人とも僕達と同じく正装している。

　ミアハ様は最初、極貧【ファミリア】の分際で豪遊するのは抵抗がある、と宴の参加に乗り気ではなかったけれど、「ナァーザ君のためにもたまには羽目を外した方がいい」とヘスティア様に説き伏せられ、確かに、と最後は苦笑して納得していた。普段のお礼ということで、商人から借りた馬車やミアハ様達の衣装代はこちらが肩代わりしている。

　数万ヴァリスもする高等回復薬ハイ・ポーションや二属性回復薬デュアル・ポーションを格安で譲ってもらっていることを顧みれば、まだ安いくらいだろう。

「誘ってくれて、ありがとう、ベル……」

「ナ、ナァーザさん」

　神様と会話しているミアハ様から離れて、犬人シアンスロープのナァーザさんが声をかけてくる。

　普段は質素な服しか着ていないだけに、ナァーザさんのドレス姿も非常に新鮮で魅力的だった。生地は赤く、右腕の義手を隠すよう長袖そでの設計で仕立てられている。

「……似合う？」

　スカートの部分を両手でつまむナァーザさんに、僕はこくこくと大きく頷いた。

　半分瞼まぶたが下りている彼女の表情は心なし嬉しそうで、ぱたっ、ぱたっ、と尻尾しっぽを左右に振っている。

「では、そろそろ行くとするか」

「ああ。じゃあ、ベル君、頼んだぜ？」

「は、はいっ」

　ミアハ様に促され、ヘスティア様が差し伸べた手を、おそるおそる取る。

　背後を振り返ると、たちまち視界一杯に現れる豪華な宮殿。開かれた正面玄関には貴族然とした神様達が足を向け、きらびやかな衣装を纏う眷族とともに入場している。

　やはり、喉を鳴らしてしまう。

　本来は遠い世界──あるいは接点がなかった『夜の世界』。

　オラリオに訪れた時、神様の催しとはいえこのような社交界に参加することができるなんて、想像できただろうか？

　わくわくしていないと言ったら噓うそになるけど……今回ばかりは、緊張が勝る。

　目の前の光景に時を奪われていた僕は、おもむろに小さく息を吸い込んだ。意を決して、足を一歩踏み出す。

　周囲に倣ならってヘスティア様とナァーザさん、二人の女性をミアハ様と一緒にエスコートし、僕達は見上げるほど高い建物の中へと入った。




　玄関ホールは建物の外観に負けず劣らず絢爛けんらん豪華だった。

　金銀の光が太い柱や燭台しょくだいに散らばっていて目が眩まぶしいくらい。吹き抜けの造りはとても開放感がある。壁際に鎮座している雪花石膏アラバスターの彫像は神様を模したものだろうか、男神様と女神様、一体ずついる。

　ホールから思わず仰のけ反ぞってしまうほど豪奢ごうしゃな大階段を上った先、建物の二階にパーティを行う大広間はあった。

　既に賑わっている大広間はもはや語る必要がないほど豪勢だ。高い天井てんじょうにシャンデリア型の魔石灯、沢山の長卓の上には上位階級の人間しか口にできないような料理がずらりと並べられている。背が高い窓の外は、バルコニーになっていた。

　日暮れが終わり、外の景色は宵闇が満ちていた。会場施設は北のメインストリート界隈かいわい、高級住宅街の中に建っているせいか、酒場や雑踏が奏でる夜の喧騒が遠い。本当にオラリオなのかと疑ってしまうくらい、この場所はとても静かだ。

　恐らく社交界特有と言える雰囲気に、思わず感嘆してしまう。

「あ……あの人、見たことある……」

「あの冒険者は前から結構有名、強いよ……あっちに固まっている派閥連中はいい噂うわさは聞かないから、要注意……」

　広間の中に進んでいくと、名の知れた冒険者達をちらほらと見かける。嫌々参加していそうな麗しいエルフに、窮屈そうな礼服を着ているドワーフ、鋭い雰囲気の獣人やアマゾネス、神様の他にも多くの亜人デミ・ヒューマンが会場内にいた。

　側にいるナァーザさんに色々な情報を教えてもらいながら、僕はつい周囲を見回してしまう。

「あら、来たわね」

「ミアハもいるとは意外だな」

「ヘファイストス、タケ！」

　隅の方に足を運ぶと、僕達に声をかけてくる女神様と男神様──ヘファイストス様とタケミカヅチ様がいらっしゃった。嬉々ききとしながら駆け寄るヘスティア様の後にミアハ様が続き、僕とナァーザさんは会釈をすると、「よお」「元気そうね」とお二人は笑いかけてくれる。

「タケの同伴は命ミコト君か。この間はありがとう」

「い、いえっ、はっ、はいっ……！」

「ヘファイストスの子はどうしたのだ？　見えないが」

「変わり者でね、主神わたしを置いて、辺りを一人で散策してるわ」

　ヘスティア様が感謝を告げるのは、タケミカヅチ様の背に控えていたヒューマンの命ミコトさんだ。先日、『中層』まで助けに来てくれた一人である彼女は、今はがっちがちに緊張している。

　上品に束たばねた黒髪と纏っているドレスは絶え間なく震えていて……良かった、同士なかまがいた。

　僕と同様に正装の経験がないのか、剝むき出しになっている肩を恥ずかしそうに小さくして、耳まで紅潮させている。

　ミアハ様とヘファイストス様が会話をする横で、目をぐるぐると回しているその姿に、つい親近感を抱いてしまった。

「──やぁやぁ、集まっているようだね！　オレも混ぜてくれよ！」

「あ、ヘルメス」

　大きな声が僕達のもとに届く。

　振り返ると、弾はずんだ様子で歩み寄ってくるのはヘルメス様だった。目を弓なりにしているそのお顔を見て、げっ、とタケミカヅチ様が嫌そうな表情をする。

　側に付き添うのは眼鏡をかけたアスフィさん。「ヘルメス様、もっと声を下げてください……」と諫言かんげんしながら溜息ためいきを堪こらえていた。

「何でお前がこっちに来るんだ。今まで大した付き合いもなかったろうに」

「おいおいタケミカヅチ、ともに団結してことに当たったばかりじゃないか！　オレだけ仲間外れにしないでくれよ！」

　明るい調子で喋しゃべった後、ヘルメス様はするりとタケミカヅチ様の脇を抜いた。

　僕達の前に出て、人当たりがいい笑みを浮かべる。

「やぁ、ベル君！　その服、決まっているじゃないか！　ナァーザちゃんも綺麗だよ！」

「あ、ありがとうございます」「どうも……」

「おや命ミコトちゃん、緊張しているのかい？　せっかくの可愛かわいい顔がもったいないぜ！」

「か、可愛かわっ……!?」

　ミアハ様や僕と違って衣装を軽く着崩しているヘルメス様は、神様達からナァーザさん達まで、片っ端から誉ほめそやした。最後には面白いものを見つけたように命ミコトさんに近付き、手を取って、その指に唇を落とす。ボンッ！　と命ミコトさんがとうとう真まっ赤かになって爆発した。

　ガンッ、ゲシッ！　とタケミカヅチ様が頭部を殴り、アスフィさんが靴のつま先で蹴けりを見舞う。

「人が多くなってきたわね」

「神々の他に子もいるのだ、常の『宴』より賑々しくなるのではないか」

　崩れ落ちたヘルメス様の悶絶の声に汗を流していると、ヘファイストス様とミアハ様がそんなことを言った。

　確かに、人がどんどんやって来て……パーティーっていうものを実感する。僕達のいるところだけでも既に相当騒がしい。

　でも、ようやく場の雰囲気に慣れてきたかも。




『──諸君、今日はよく足を運んでくれた！』




　と、高らかな声が響き渡った。

　室内にいる全ての人達の目が向かう先、大広間の奥には、一柱の男神様が姿を現している。

　日の光の色を放つブロンドの髪。まるで太陽の光が凝縮したかのような金髪は煌々こうこうとした艶つやがある。口もとに浮かべている笑みも眩しく、その端麗な容貌は男の僕でも目を奪われてしまうほどだ。背丈も高い。

　頭の上には、緑葉を備える月桂樹の冠。

　左右には男女の団員が控えており、間違いないだろう。

　きっとあのお方が、アポロン様だ。

『今回は私の一存で趣向を変えてみたが、気にいってもらえただろうか？　日々可愛がっている者達を着飾り、こうして我々の宴に連れ出すのもまた一興だろう！』

　宴の主催者らしく盛装するアポロン様の声はよく通っていた。乗りのいい他の神様達がやんややんやと声を上げ、喝[image: 采]を送っている。

『多くの同族、そして愛する子供達の顔を見れて、私自身喜よろこばしい限りだ。──今宵は新しき出会いに恵まれる、そんな予感すらする』

　それから口上に耳を貸していると、不意に。

　賓客を見渡していたアポロン様の視線が、こちらを射抜いたような気がした。

（……？）

　怪訝けげんそうな顔をした僕は一度背後を振り返って、顔を戻す。男神様は僕なんかてんで気にしていないように見向きもせず、挨拶あいさつを続けていた

　……【アポロン・ファミリア】とは色々あったから、少し神経質になっているのかもしれない。僕は抱いた違和感を気のせいだろうと自分の中で片付ける。

『今日の夜は長い。上質な酒も、食も振る舞おう。ぜひ楽しんでいってくれ！』

　その言葉を最後にアポロン様は両手を広げた。

　同調するように、男性の神様達を中心にして歓声が上がる。沢山の人が洒落しゃれたグラスを掲げ合い、たちまち大広間は騒がしくなった。

「神様……えっと、どうしますか？」

「んー、アポロンとは話しておきたいけど、後の方がいいかな。どうやら忙しいようだし」

　僕が尋ねると、隣にいるヘスティア様はアポロン様の方を見やる。

　酒場の一件で禍根を残すことはしたくないと僕達は思っているけれど、確かに【アポロン・ファミリア】は忙しそうだ。同一の制服を纏った団員達は給仕役を務めており、主神であるアポロン様も挨拶回りがあるのか多くの神様達に囲まれている。話しかけるのも、あれでは骨が折れるだろう。

　ヘスティア様の言う通り、もうちょっと時間を置いた方がいいかもしれない。

「ま、せっかく来たんだし、パーティーを楽しもうじゃないか。美味おいしい料理でも食べようぜ、ベル君」

「あ、はい」

　神様に促され、ミアハ様達の輪の中に加わる。既にみんなはお酒を楽しんでいた。

　はい、とナァーザさんにグラスを手渡された僕は、しばらく色々な人達と歓談することにした。

「あの、命ミコトさん。18階層ではありがとうございました。沢山助けてもらって……」

「い、いえっ。自分は何も……」

　時間が経たってようやく羞恥と緊張が薄れてきたのか、命ミコトさんはどもりつつも返事をする。

　捜索隊の件だけではなく、神様が冒険者達に誘拐された際に駆けつけてくれたことをあらためて感謝すると、彼女は小さく首を振った。

「ベル殿こそ、お見事でした。あのような事態に陥おちいっても果敢に階層主へ挑み、最後にはご自身の手で決着まで……恥ずかしながら、あの光景には心が浮き立ってしまいました」

「あ、あれは僕一人の力じゃないというか、一人じゃ何もできなかったというか……」

　命ミコトさんがしみじみと言い返してくるので、僕もどもる。

　二人で謙遜し合っていると、同時に笑みが漏もれた。

「……ベル殿。何かありましたら、いつでも声をおかけください。微力ながら助太刀します」

「命ミコトさん……」

「桜花オウカ殿も千草チグサ殿も、ベル殿達の力になりたいと願っています。無論、自分も」

「えっと、それじゃあ……命ミコトさん達も何か困ったことがあったら、呼んでください。力を貸しますから」

　これからお互いに助け合えていけたらいい。

　そのことを伝えると、命ミコトさんは破顔した。

　すっと手を差し伸べられて、僕は頰をかいて照れながら、しっかりと握り返した。

「伝聞ですが、ベル殿の成長には目を見張るものがあると聞き及んでいます。何か強くなる秘訣ひけつはあるのですか？」

「ベルは改造人間、私お手製のヤバイ薬を飲んで、日々薬物強化ドーピングしている……」

「噓うそ言わないでくださいよ!?」

　ナァーザさんも交えて話を楽しみながら、あらためて辺りを見回す。

　噂に聞いていた『神の宴』は変に格式ばったところもなく、ある神様達は口を大きく開けて笑い声を上げていた。何というか、構えていたけれどそこまで息苦しくはない。

　むしろ、贅ぜいがつくされているこの建物の方に気後きおくれしてしまいそうだ。

「あの、この建物って【アポロン・ファミリア】の所有物……ホームなんですか？」

「いえ、違います。この施設はギルドが管理している公的な物件です。必要があれば、【ファミリア】や商人達に貸し出しを行なっています」

　僕が疑問を口にすると、アスフィさんが答えてくれる。

　続けてタケミカヅチ様が口を開いた。

「ホームで『宴』を開く神もいるが、それはガネーシャくらいだな。普通、【ファミリア】の本拠地に他派閥の連中を招く真似はしない」

「忍び込み放題であるからな、情報の秘匿ひとくもあったものではない」

　ミアハ様にも説明され、なるほどと納得する。

　僕達の会話を隣に、ヘファイストス様とヘルメス様も四方を見渡した。

「今日の『宴』はまた勝手が違うから、普段は来ないような神もいるみたいね」

「ああ。アポロンも面白い計らいをするなぁ」

　ヘファイストス様達の語らいを、ちらりと窺うかがう。

　僕は少しためらった後、気になっていることを尋ねてみた。

「すいません……アポロン様って、どんなお方なんですか？」

「ん、気になるのかい、ベル君？」

　ヘルメス様の言葉に「はい」と頷きを返す。

　橙黄色とうこうしょくの両目を弓なりに曲げ、ヘルメス様は口を開いた。

「面白いやつだよ。オレは天界から付き合いがあるけど、見ていて飽きない。他の神々からはよく笑い種にもされている」

　思ってもみなかった内容を聞かされ、へっ、と目を点にしてしまう。

「とにかく色恋沙汰の話題がつきないやつでね。冒険者でもないのに、【悲愛ファルス】なんて渾名あだなをつけられているほどさ」

　ファ、悲愛ファルス？

　何なんだそれ……駄目だ、全くよくわからない。

「恋愛に熱い神、ってことさ。なぁ、ヘスティア？」

「知らないよっ！」

　いつの間にか背を向けて食事──食い溜だめ──をしていた神様は、にやけているヘルメス様に叫び返す。ぱくぱくとひたすら料理を詰め込んでいる背中は、何だかご機嫌斜めだった。

　ヘスティア様はアポロン様が苦手って言ってたけど……何かあったんだろうか？

「後は、そうだな──執念深い」

「え？」

　ヘルメス様が口にした最後の言葉に、顔を振り向ける。

　どういう意味なのか尋ねようとした、直後。

　ざわっっ、と広間の入り口から起こった大きなどよめきに、僕の声は遮さえぎられた。

「おっと……大物の登場だ」

　音の出どころを見つめて、ヘルメス様はおどけるように言う。

　僕も人込みの奥に視線を飛ばすと──何が騒ぎの原因になっているのか、一瞬で理解してしまった。

　衆目を根こそぎ集めているのは、巨身の獣人を従えた、銀髪の女神様だ。

「あっ、あれって……」

「フレイヤ様だよ、ベル君。【フレイヤ・ファミリア】の名前は知っているだろう？」

　あまりの存在感に息を呑みながら、僕はヘルメス様の言葉にかろうじて頷く。

【フレイヤ・ファミリア】──【ロキ・ファミリア】と並ぶ最強勢力の派閥。オラリオの頂点に君臨するこの二強の派閥は迷宮都市の双頭と比[image: 喩]されるほどだ。駆け出しの冒険者であっても、彼かの【ファミリア】の武勇と名声は耳にしたことがあるだろう。

　視線の先の女神様は、そんな【ファミリア】の主神……？

　フレイヤ様の登場を境に、場は一気に盛り上がっていた。それほどまでに彼女は美しい。

　銀の双眸を持つ美貌も、大きな胸やくびれた腰を閉じ込めた天の衣のようなドレスも、一つ一つの動作でさえも、沢山の視線を釘付くぎづけにしている。遠目から見ているにもかかわらず、僕も紅潮してしまうほどだ。

　あんな綺麗な神ひと、初めて見た……。

「──ぬっ!?」

　僕がつい見惚みほれていると、突如とつじょ、ヘスティア様のツインテールが震えた。

　夢中になっていた料理から顔を上げ、フレイヤ様を見て、そしてぼけっとしている僕を見て。

　そこで全てを悟ったかのように、ダッと勢いよく僕へ飛びつく。

「フレイヤを見るんじゃない、ベル君!!」

「へあっ!?」

「子供達が『美の神』を見つめると、たちまち虜とりこになって『魅了』されてしまう！」

　真横から体当たりをかましてきた神様に、押し倒されそうになった。

　何とか踏みとどまると、神様は僕の視線をフレイヤ様から遮ろうと首にかじりついてくる。

『美の神』──知識としては知っている。

　神も下界の者も、万人を例外なく『魅了』してしまう、美そのものとも言える超越存在デウスデア。

　神様の言葉を裏付けるように、各派閥の団員は口を開いてフレイヤ様に魅入みいっていた。性別は関係なく、魂が抜けたかのように立ちつくす人もいる。

　僕達の側でも、いかんいかん、とナァーザさんが首を振り、命ミコトさんは赤くなって呻いていた。アスフィさんに至っては最初から視線を明後日あさっての方向に飛ばしている。

「ガネーシャの『宴』から続いて二回目……フレイヤがこうも公おおやけに顔を出すなんて、本当に珍しいわね」

「ど、どういうことですかっ？」

「普段フレイヤ様は『バベル』の最上階にいて、人前には全く出てこないんだよ。男神の中には彼女を拝みたいがために、一縷いちるの望みに賭かけて『宴』へ足を運ぶやつ等らもいるくらいだ」

　神様と格闘しながらヘファイストス様の呟きを聞き返すと、ヘルメス様が補足してくれる。

　人前には現れない……確かにこうまで人の注目をかき集めては、滅多に出歩くこともできないだろう。フレイヤ様自身が人前に出ることを嫌っているかはさておき、迂闊うかつに外出すればその度に混乱が起きるに違いない。

　男神様達に取り巻かれているフレイヤ様を見て、僕はそう思った。

「──」

　その時、銀の瞳がこちらを捉とらえる。

　ぴたりと動きを止めたフレイヤ様は、じっと僕を見つめていたかと思うと……微笑んだ。

　コツ、コツ、と靴を鳴らして歩み出す。見えない壁があるかのように彼女の前からは人込みが散り、道がどんどん開けていく。まだ抱きついているヘスティア様が目を見張る中、獣人の従者を引き連れる女神様は、間もなく僕達の前で足を止めた。

「来ていたのね、ヘスティア。それにヘファイストスも。神会デナトゥス以来かしら？」

「っ……やぁフレイヤ、何しに来たんだい？」

　にこやかに挨拶するフレイヤ様に対し、ヘスティア様はばっと僕から離れて身構えた。

「元気そうで何よりよ」とヘファイストス様が返す隣で、神様は威嚇めいた空気を醸し出す。

「別に、挨拶をしに来ただけよ？　珍しい顔ぶれが揃そろっているものだから、足を向けてしまったの」

　そう言って、フレイヤ様は男神様達に流し目を送った。

　蠱惑的こわくてきなその視線に、ヘルメス様はあっという間にデレデレし出し、タケミカヅチ様は軽く赤面しつつ「おほん」と咳払い、ミアハ様は「今宵もそなたは美しいな」と普通に褒ほめた。

　直後、眷族である女性達に足を踏まれ抓つねられ打撃される神様達。「ぐあっ!?」「うっ!?」「ぬおっ!?」と悲鳴が飛んだ。一歩後退してしまう僕。

　そして最後に、銀の視線が僕の顔に止まる。

　吸い込まれそうな瞳にごくりと喉を鳴らしてしまうと、フレイヤ様は笑みを深めた。

　自然な動作ですっと手を差し伸べ、頰を撫なでてくる。

「──今夜、私に夢を見させてくれないかしら？」

「──見せるかァ!!」

　フレイヤ様が尋ねてくると同時に、ヘスティア様が吠ほえた。

　頰に添えている手を叩はたき落とし、真っ赤になって激昂げっこうする。

「君もなに赤くなっているんだベル君!?」

「ごっ、ごめんなさいぃっ!?」

「いいかい、この女神は男を見れば手当たり次第ペロリと食べてしまう怪物ドラゴンみたいなやつなんだ!!　兎きみみたいな子がぼーっとしていると一瞬で取って食われるぞ!?」

「はいぃっ……!!」

　眼前でまくし立てる神様の形相に僕は仰け反りまくる。まるで速射魔法ファイアボルトを連続で叩き込まれているかのようだった。

　ツインテールまで荒ぶっている神様はいかにフレイヤ様が危険であるかを力説する。

「あら、残念」

　一方で、フレイヤ様はおかしそうに微笑んだ。

　ヘスティア様の反応を一頻ひとしきり楽しんだ後、あっさりと身を引く。

「ヘスティアの機嫌を損ねてしまったようだし、もう行くわ。それじゃあ」

　固まるヘスティア様を置いて、背を向ける。「オッタル」と側にいた従者に声をかけ、彼女は歩み出した。従者──二Ｍメドルを超す猪人ボアズに一瞥いちべつされてドキリとしつつ、僕はフレイヤ様の後ろ姿を目で追う。

　美しい銀の長髪は、再び人の群れに囲まれながら、ゆっくりと遠ざかっていった。

「──早速、あの色ボケにちょっかい出されたなぁ」

　嵐あらしが過ぎ去ったような間を置き、誰もが口を開かないでいた時。

　今度は別の方向から声がかかる。

　驚きながら振り向くと──今日一番の動揺に見舞われた。

「ロキ!?」

「よぉードチビー。ドレス着れるようになったんやなー。めっちゃ背伸びしとるようで笑えるわー」

　ヘスティア様が叫んだ先、そこには男性用の正装をした朱髪の女神様がいた。

　そして、その隣には。

　美しいドレスを身に纏った、金髪金眼の少女。

「……!?」

　目を一杯に見開き、赤面する。

　薄い緑色を基調にした衣装を恥ずかしそうに着ている少女、アイズさんが、僕の目の前にたたずんでいた。

「いつの間に来たんだよ、君は!?　音もなく現れるんじゃない！」

「うっさいわボケー!!　意気揚々と会場入りしたらあの腐れおっぱいに全部持ってかれたんじゃー!?」

　どうやら、アイズさんとその主神であるロキ様はちょうど今いま来たところらしい。フレイヤ様とのやり取りがあって、広間へ入室したことに気付けなかったのだ。

　礼服を着こなし男装しているロキ様、そしてドレス姿のアイズさん。まるで令嬢に付き従う護衛のような、主従逆転した絵はとても様になっていた。

　体の熱が、治まらない。

　絵本おとぎばなしの中から飛び出した御姫様のようなアイズさんの姿に、目を離せなくなってしまう。

　薄い緑のドレスは胸もとと背中が開き、そのほっそりとした肩まで剝き出しになっていた。精緻な刺繡ししゅうや装飾が施されていて、恐らく衣装作製を主導しただろう神ロキ様のお金と熱意のほどが伝わってくる。両腕にはめているのは、滑らかな生地の長手袋。

　金の長髪は一部を結い上げながら、背中の半ばまで降ろしている。

　頰の染まった可憐な相貌に細い首筋、谷間を作る胸、そして細い腰から広がっていくスカートまで。

　冒険者でも、剣士でもないアイズさんがそこにはいた。

　美神フレイヤ様の時のような時間を忘れて魅入ってしまう感覚とは違う、盛んな胸の高鳴り。

　全身に伝わる鼓動が、言うことを聞いてくれない。

「ぁ……」

「……！」

　顔を上げたアイズさんとばっちり目が合って、互いに言葉に詰まる。

　頰の赤みを濃くさせる中、彼女はまた軽くうつむいて、小さく、もじもじと体を揺らした。

　すすす、とロキ様の体の陰に隠れる。

　か、可愛い……！

「……えいッ」

「いたいっ!?」

　アイズさんに見惚みとれている間抜け面が癇かんに障ったのか、僕は神様から強烈な抓つねりを頂戴した。

「ふーん、その少年がドチビの眷族こか……」

　腿ももの辺りを押さえて苦しんでいる僕を、ロキ様が見つめてくる。

　朱色の瞳に凝視され、思わず口を噤つぐんでしまう。ジロジロと無遠慮に見られ、少々居心地の悪い時間が続いた。

　ややあって、

「何だかぱっと冴さえんなぁ。うちのアイズたんとは天地との差や！」

　グサリ、と来る言葉をもらった。

　剣姫かのじょと釣り合っていないことは自覚しているだけに損害ダメージが大きい。

　そして僕がふらつきかけていると、神様がピクリと頰を痙攣けいれんさせる。

　両目を吊り上げ、びっとロキ様を指差した。

「前のように直接言い争っても勝てないと知って、今度は眷族こども自慢かい!?　あーやだやだっ、浅はかで見苦しい！」

「──あァん？」

　ビキッ、とロキ様のお顔に青筋が走る。

「そもそもそっちのヴァレン何某なにがしよりボクのベル君の方がよっぽど可愛いね！　兎うさぎみたいで愛嬌あいきょうがある!!」

「笑わすなボケェ!!　うちのアイズたんの方が実力もかっこよさも百万倍上や!?」

　醜い眷族自慢が勃発した。

　摑つかみかかる勢いで口論する二柱の主神様。またか、とヘファイストス様がげんなりする中、ミアハ様達も空々しい笑みを作る。ナァーザさん達は口を半開きにしていた。

　僕はというと、本当に仲が悪い、と啞然あぜんとするとともに絶望してしまう。

　超えられない【ファミリア】間の男女の関係……眼前の光景はともすればそれを如実に象徴するものだった。

　ギャーギャーッ、と騒ぎ立てるヘスティア様達に気付いて、『今回もやって参りました』『祭りだ』『見ものだ』と周囲の神様達がわらわら集まってくる。いよいよ僕とアイズさんは恥ずかしくなり、お互いの神様を宥なだめては引き剝はがそうとした。

　ふーふー、と荒い息をつき威嚇し合う女神様達。ヘルメス様達の仲介も経て、何とかことなきを得る。

「……ケッ、ドチビが側にいるとせっかくの気分が台無しや！」

「それはこっちの台詞せりふだ!!」

「ふんっ、行くでアイズたん！」

「ボク達も行くぞ、ベル君！」

　ロキ様とヘスティア様は逆方向に歩み出し、手を摑まれる僕とアイズさんも引っ張られていった。

　あっ、と慌てながら後ろを顧みると、同じく振り返った彼女と一瞬視線が交ざり合う。

　声をかけられたら、あの人の声を聞けたら──そんな胸に抱いていた淡い期待は、離れていく距離を見て、あえなく潰つぶれた。

　情けない僕には神様の手を払う意気地も、ロキ様の前まで歩み出る決心も持ち合わせていない。遠ざかる後ろ姿を名残惜しく思いながら、でもこれが本来の距離であるのだと、お互いの立ち位置を実感する。これまでや、あの18階層の触れ合いがむしろ特別だったのだと。

　歩んでいくロキ様達の周りには次第に人集ひとだかりができていった。疼うずく諦念と劣等感から、まだこちらを見やっていたあの人から視線を外す。

　僕はアイズさんと会話することを諦あきらめ、神様とともに会場を移動していった。
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　それからしばらく、僕はヘスティア様に連れられ、知人だという神様達の前で挨拶をして回った。人の良さそうな女神様や男神様に紹介され、緊張しながら何とか言葉を交わしていく。

　やがてパーティーが始まり二時間ほど経つ頃、僕は小休止をもらった。

　一人、人の流れから外れ、邪魔にならないよう壁際へと移動する。

「ふぅ……」

　壁を背にした途端、吐息が漏れた。

　知れず、疲れていたのかもしれない。

　明々と光るシャンデリアに照らされながら、ぼーっと、見るわけでもなく会場を眺める。

　まだ運び込まれていく豪華な料理に、給仕が手渡す深い色合いの葡萄酒ワイン。どこからともなく流麗な音楽が流れ出し、広間の中央では舞踏が始まる。視界の隅では性懲りもなく口喧嘩しているヘスティア様とロキ様の姿があった。

（やっぱり、変な感じ……）

　優雅に舞い踊る美男美女を眺めて、呟きがこぼれる。

　きらきらと光り輝く絢爛な世界。つい昨日までいた場所とは、本当に別世界。

　一人になっているせいか、この場所に不相応な自分を見つけ出そうとしてしまう。今まで知らなかった環境に放り込まれると不安になる、そんな情緒の揺らぎなのかもしれない。

　ダンジョンにもぐるようになった時も、似たものを覚えていたような気がする。

　もしこの先も機会があるのなら、目の前の世界に慣れるようになるのだろうか。

　ちょっと、想像がつかない。

「……」

　眼前の光景から逃げるように、壁から背中を離した。

　少し歩いて、開け放たれている窓辺に近寄り、外へ出る。

　バルコニーに足を踏み入れた瞬間、澄んだ夜気に包まれた。

　頭上には雲一つない星空。蒼あおい闇が周囲を覆い、ここからでは見えないメインストリートの方角はうっすらと輝いている。肌を滑る風が涼しい。

　軽く呼吸をすると、体に溜まった色々なものが抜け出ていくようだった。

　頭の中がすっきりする。

「……？」

　もう少し外の空気に当たっていようと、豪華な造りの手すりに歩み寄った時だった。

　緑の芝、そして噴水が設けられた広い庭を見下ろすと、二つの人影を見つける。

（あれは……）

　会場施設であるこの建物は広い敷地を有し、眼下のような庭と背の高い庭木の群れに囲まれている。ちょっとした林を連想させる庭木の下、宴の光も届かない木陰の一角で。

『焰蜂亭ひばちてい』で僕を圧倒した美青年……ヒュアキントスさんと、後は見たことのないヒューマンの男性がいた。

　何かを、話してる……？

『早ければ明朝……手筈通り……仕掛ける時機タイミングは我々……いいな、ザニス？』

『言われなくとも……報酬は……』

　言葉にならない予感に突き動かされての、反射的な行動だった。

　集中し、【ステイタス】によって強化されている聴覚を研ぎ澄ます。

　相手の位置はバルコニーから遠く、目を凝らし唇の動きも読むことで、何とか会話の一部分を予想していく。

　ザニス……？

　それがヒュアキントスさんの対面にいる男性の名前だろうか。

　盗み聞きしていることを自覚しつつ、バルコニーの手すりに手をついて身を乗り出す。

　しかしそこで、ばっ、とヒュアキントスさんがこちらを振り仰あおいだ。気配を察知したのか彼の碧眼へきがんと視線がぶつかり、一瞬、息が止まる。

「ベル君？」

「！」

　背後からかけられた声に、振り向く。

　窓辺に立っていたのは、ヘルメス様だった。広間の光景を背にしている神様の姿を見つめていた僕は、視線を庭へと戻す。

　ヒュアキントスさん達は、忽然こつぜんと姿を消していた。

「こんなところで何をしているんだい？」

「あ、いえ……別に」

　歩み寄ってくるヘルメス様に、言葉を濁す。

　盗み聞きなんてしていた手前、後ろめたい思いがあった。彼等の会話は気になりつつも、なんでもありませんと僕は誤魔化ごまかしてしまう。

「……まぁいいか。ほら、飲むといい」

「あ、ありがとうございます……」

　手にしていた二つのグラスの内、その一つを受け取る。

　口付けると、どうやら水のようだ。正直お酒はもう飲みたくなかったのでありがたい。

　それにしてもどうしてここに、と思い不思議そうな目を向けると、ほんのりと香る葡萄酒ワインを飲んでいたヘルメス様は一笑した。

「ゆっくり話す機会がなかったからね。可愛い女の子じゃなくて悪いけど、いいかな？」

　おどけた物言いに僕は笑みをこぼしてしまい、「勿論です」と快諾した。
















　しっかりたたずまいを直して、バルコニーの中、ヘルメス様と向かい合う。

「君とヘスティアの快進撃はとどまることを知らないね。前から気にはなっていたけど、あの18階層の戦いっぷりを見て、オレもすっかり君の応援者ファンになってしまったよ」

「そ、そんなっ……」

　最初こそうろたえたけれど、陽気に笑うヘルメス様を前に肩の力が抜けていくのがわかった。賞賛したり、からかったり、冗談を言ったり、今まで会ったどんな人よりも話術はなしが上手うまい。

　広間から流れてくる心地の良い旋律を耳にしながら、僕とヘルメス様は、当たり障りのない話題を交わしていく。

「ベル君は、どうして冒険者になったんだい？」

　手すりに背を向けながら、ヘルメス様がそう問いかけてくる。

　僕は一瞬口ごもった。『ダンジョンに運命の出会いを求めて～！』とか、『英雄になる夢が捨て切れなくて～！』とか、今更ながらアレな理由を語るのに羞恥を覚える。

　頰をかく僕は、ちょっと悩んだ後、口を開いた。

「祖父が……育ての親が、亡くなる前に言ってて……『オラリオには何でもある。行きたきゃ行け』って」

「へぇ？」

「オラリオにはお金も、その、可愛い女の子との出会いも、何でも埋まってる……何だったら女神びじんの【ファミリア】に入って、手っ取り早く眷族かぞくになるのもありだって」

「──はははははははははっ！」

　細い顎を夜空に向けて、ヘルメス様が大いに笑う。

　お腹なかを押さえる神様に赤くなりながら、僕は最後に、言った。

「『英雄にもなれる。覚悟があれば行け』……そう言われました」

　誰の指図でもない、自分で決めろ。

　まだ小さかった僕に、生前の祖父は一度だけそう告げた。

　それが、僕がオラリオに来た理由。冒険者になった訳。

　祖父を失った僕は、祖父が残した言葉を考え、悩み、決めたのだ。

　温ぬくもりが欲しくて家族を求めて。

　幼い頃からの憧あこがれを──祖父との絆おもいでを──叶かなえたくて出会いを求めて。

　そして英雄への憧憬しょうけいもまた、心のどこかで抱いたまま、オラリオにやって来た。

　ヘルメス様に話す傍かたわら、僕自身、回想に耽ふける。軽くうつむいて床に視線をさまよわせながら、当時の記憶を思い返していった。

「……ベル君の育ての親は、愉快な人物だったみたいだね」

「そう、ですね。面白い人でした」

　つい苦笑してしまう。愉快、という言葉は祖父を指すぴったりの表現だと思ったからだ。

　微笑ましそうにこちらを見やっていたヘルメス様は、グラスを傾け、残っていた葡萄酒ワインを飲み干す。

「そうすると、ベル君はオラリオに来るまでは、ずっと生まれ故郷に？」

「はい。山奥の田舎で……だから、知らないことが沢山あって」

　世間知らずであることを照れながら打ち明けると、ヘルメス様は、目を軽く細めた。

　もともと切れ長である双眸が弓なりの形を解き、僕のことを見据えてくる。

「それじゃあ、ゼウス、という神は知っているかい？」

　そして、一柱の神様のことについて問うてきた。

「ゼウス様……いえ、知りません。有名なお方なんですか？」

「ああ。神々の降臨からこの地オラリオに君臨し続けていた、最強だった【ファミリア】の主神さ」

　その口から発せられた内容に、僕は目を見張ってしまう。

「い、一番強いのは、【ロキ・ファミリア】と【フレイヤ・ファミリア】の筈じゃあ……？」

「つい昔まえまでは違ったのさ。今の勢力状況は、十五年前にほぼできあがった」

　十五年前……と唇が呟きをこぼす。

　ヘルメス様はそのまま説明を続けた。

「ロキとフレイヤ様が台頭するまで、オラリオの頂点にいたのは男神ゼウス、女神ヘラが統べる二大派閥だった。そして十五年前に形勢がひっくり返り、ロキ達が彼等を倒して都市から追い出したのさ」

「……ゼウス様達は、【ファミリア】の勢力争いに負けたってことですか？」

「そうだね、間違ってはいない。ただ、派閥の新旧交代が起こった直接の原因は、とある冒険者依頼クエストの失敗だ」

　そして、ここからが本番だと言うかのように。

　ヘルメス様は僕の眼前で、指を三本立てた。

「オラリオには下界全土せかいから求められる『三大冒険者依頼クエスト』というものが存在する」

　突き付けられた三本の指に、視線が引き寄せられる。

「子供達が『古代』と呼んでいる時代、ダンジョンから地上に進出した力ある三体の怪物モンスター──その討伐が依頼内容さ」

「え……それって、つまり……」

「そう、まだ生きているんだ。ダンジョンの大穴を破って現れた、古いにしえのモンスターが」

　僕は息を呑んだ。

『古代』の時代、つまり約千年以上も前にダンジョンから進出したモンスターが生き残り、地上に君臨しているという事実に。

　ヘルメス様の話し方からして……以前ナァーザさんに説明された祖先オリジナルの怪物モンスターから派生した子孫、というわけではないだろう。

「話す必要はないと思うけど、この迷宮都市としはダンジョンという試練おんけいに恵まれ事実上世界最強の冒険者達が揃う。オラリオには、自分達の地底あしもとから抜け出した彼かのモンスターを討たなければならない責務と、資格があるんだ」

　オラリオの純粋な勢力は世界の中でも飛び抜けている。それはダンジョンというモンスターの巣窟が冒険者達を鍛え上げ、【ランクアップ】の機会を絶えずもたらしているからだ。地上に住み着いた祖先オリジナルから劣化した怪物モンスターや人間同士では、どうしたって【経験値エクセリア】──そして試練の数も質も限られてくる。世界の各地で強者と称えられる人達の能力ステイタスはＬｖ．２やＬｖ．３が精々であるらしい。

　迷宮都市が『世界の中心』とも呼ばれる最大の理由は、保有するその絶大な力によるものだ。

「十五年前……ゼウスとヘラの勢力は最盛期。歴代最強を誇る【ファミリア】は満を辞してモンスター討伐に出発し、陸の王者ベヒーモス、海の覇王リヴァイアサンを撃破してみせた。──そして」

　ぴっと二本の指をたたんだヘルメスは、最後の一本を残し、告げる。

「最後の一体、『黒竜こくりゅう』に敗北し、全滅した」

　僕は、目を見開いた。

「こっ、黒竜ってっ、まさか……『隻眼せきがんの竜』ですか？」

「ああ。知っているのかい？」

　知ってる、知っている。

　子供の頃、読み耽った物語の中で、僕はその絶望の象徴と出会ったことがある。

　遡る『古代』、このオラリオの地で偉業を残した英雄達の物語、幼き日の愛読書バイブルであった『迷宮神聖譚ダンジョン・オラトリア』──その最終章を飾る、暴虐の怪物。

　最強の英雄が己おのれの命と引き換えに片目を潰し、この地から退しりぞけた、竜の王。

　ヘルメス様の声に何とか頷き返しながら、喉が音を立てて鳴る。

　生ける厄災、生ける伝承、生ける終末。

　沢山の英雄譚えいゆうたん、様々なお伽噺とぎばなしでも語り継がれている伝説の存在が、物語の中ではなくこの世界にいることに……僕は、果てしない衝撃を受けた。

「『黒竜』に返り討ちに遭ったゼウス、ヘラの両【ファミリア】は主戦力を失い派閥の力が大きく減退した。そしてここで話は最初に戻る。当時とうじ、目の上のタンコブ──いや仲が超悪かった彼等を、ロキとフレイヤ様は結託して都市から追い出したってわけさ」

　笑みを浮かべるヘルメス様は肩を竦すくめる仕草しぐさをする。

「時代の流れだったのかな、長年付き合っていたギルドも、力を失ったゼウス達を庇かばうことはしなかった」

　あるいは庇えなかったと言う方が正しいかもしれない、と最後に言葉が付け足される。

「これがゼウス失脚のあらまし、そして今のオラリオの状況さ」

「……」

「とりわけ三大冒険者依頼クエストの残る一つ、『黒竜』の討伐は全世界の悲願でもある。オラリオに身を置く者として、覚えておくといい」

　まだ立ちつくしてしまっている僕に笑いかけながら、ヘルメス様はそう締めくくった。

　オラリオで最も強く有名だった【ゼウス・ファミリア】の存在とも絡からめ、ヘルメス様はこの下界の現状を説明してくれたらしい。

　ちょっと前まで辺境の田舎に閉じこもっていたとはいえ、無知であったことを痛感させられる。一見平和そうに見える世界が、そんな厄災ばくだんを抱えていたなんて。

『黒竜』はどこにいるのか、今は何をしているのか、知りたいことは沢山あったけど……一介の冒険者に過ぎない僕には詳しく知る必要も、知っていい理由もないのかもしれない。

　少なくとも、彼かの竜の最も近くにいるのは──二つの都市最大派閥に所属する、あの憧憬の剣士達なのだろう。

「……あの、ヘルメス様？」

「なんだい？」

「ゼウス様達は……その、どうなったんですか？」

　三大冒険者依頼クエストについてこれ以上詳しい情報は教えてもらえないと何となく察せたので、代わりに、オラリオを追われた神様について尋ねてみる。

　ヘルメス様はじっとこちらを見つめた後、ふっと笑って瞼を閉じた。

「さぁ。天界に送還されたという話が有力だけど、あの好々爺こうこうやがどうなったのか、今になっては誰にもわからない。新たな英雄の器を探しているとも、色々嫌になって隠居しているとも、ヤンデレに地の果てまで追いかけられているとも……諸説がある」

「そ、そうですか……」

「気になるのかい？」

　いえ、そういうわけじゃあ、と返事を曖昧あいまいにしつつ、僕は視線を逸そらす。

　都市を追放された神様達の話を聞いて、少し、考えてしまったのだ。

　もし、何かを切っかけに勢力争いに巻き込まれ、敗北してしまったら……僕も、ヘスティア様も、この都市を追われるのだろうか、と。

　決して他人事にはならない事柄に、少し怖い想像を抱いてしまった。

「さて、話が長くなってしまったね。付き合わせてごめんよ、ベル君」

「い、いえっ。僕もお話が聞けて良かったです」

　会話が途切れた後、ヘルメス様は優男みたいな笑顔を纏い、場の空気をがらっと変える。

　お礼を告げていると、僕はおもむろに尋ねられた。

「ところで、ベル君は踊らないのかい？」

「えっ？」

「今も行われているダンスさ。ほら」

　ヘルメスの視線を追えば、大広間の中央では盛んになっている舞踏の光景が。

「君の育ての親も言っていたんだろう？　ここには世界が羨うらやむ美女美少女が揃っているんだぜ？　お近付きになる好機チャンスだ」

「え、あの、そのっ？」

　神様特有の悪乗りを発揮し出したヘルメス様に、引きつった笑みを浮かべた。

　ニヤニヤと笑ってくる神様に強制され、バルコニーから窓辺まで連れていかれる。

「ヘ、ヘルメス様っ、僕ぼくは踊り方を知らないので、いいですよっ。パーティーに参加させてもらえただけで十分……！」

「何を抜かしているんだ、ベル君。さぁさぁ、君の好みの女の子は誰だい？」

　下種ゲスな笑みを浮かべ肩に腕を回してくるヘルメス様。

　体の自由を奪われたまま、女性漁あさりを課せられる。スカートを膨らませながら踊る美しい女神様、今まさにダンスを申し込まれているエルフの団員、食事を楽しむ猫人キャットピープルの少女、大広間にいる女性達をぐるーっと見渡していく。

　赤面して慌てる僕は、あの人のことだけは見まいっ、と必死に瞳へ念じるも……逆効果だった。

　ざわめいている広い会場の中で、砂金のように輝く金の髪──アイズさんの姿を、よりにもよって見つけ出してしまう。

　そしてヘルメス様は、目敏めざとく僕の視線に気が付いた。

「ははぁん、【剣姫けんき】か。お目が高いなぁ」

「いえっ!!　僕はっ、そのっ……!?」

　真っ赤になりながら、口をぱくぱくと開閉する。

　ヘルメスは、しばし黙り込んだかと思うと、満面の笑みを湛たたえた。

「──なるほど、そういうことか」

「ぅ、ぅぅ……」

　得心がいったように頷き、再びニヤニヤ笑うヘルメス様。

　その笑みが全てを物語っていて、全身が羞恥に燃え上がった。

　あっさりと、見抜かれてしまった。自分の憧憬こいごころを把握したヘルメス様を直視できず、僕は上気した顔を伏せて呻いてしまう。

　一方でヘルメス様は、「よし、それなら!!」と声の調子を数段階はね上げた。

「オレは愛の神じゃないが、ベル君の恋を応援しようじゃないか！」

「声が大きいですっ!?」

　叫び散らす僕に応こたえた素振りも見せず、ヘルメス様は手を引っ張った。

　大股で勇むその足が一直線に向かう先、大広間の隅には、アイズさんが。

「な、何をするつもりですか!?」

「ダンスをするに決まっているじゃないか！　君と、【剣姫けんき】が！」

　僕は卒倒しそうになった。

「無理、無理です!!　絶対に無理っ!?」

　大声で何度も不可能だと連呼するも、一切いっさい受け入れてもらえない。

　僕からは絶対に誘えないし、きっとアイズさんだって受け入れない、何より主神ヘスティア様達が許す筈がない！

　僕の動揺と懸念が伝わったのか、ヘルメス様は振り返って、男前の笑みを浮かべた。

「任せてくれ。オレが一肌脱ぐよ」

　そう告げて、ヘルメス様は僕を引っ張りながら颯爽さっそうと歩んでいく。

　楽隊の素晴らしい演奏が満ちる大広間は薄暗くなっていた。天井にある魔石灯の光は抑えられ、唯一ダンスホールとなっている広間の中心だけが、月に照らし出されたように明るくなっている。

　会場の隅、ギャーギャーと喚わめいているヘスティア様とロキ様の後ろにアイズさんは立っていた。主神が可愛がっている彼女に手を出そうものなら【ロキ・ファミリア】の反感を買うので、誰もあの人に声をかけられないようだ。

　とうとう神様達の取っ組み合いが始まる中、アイズさんは仲裁に入るか否か迷っている。

　そんな一人たたずんでいる彼女に、ヘルメス様は、奇襲をかけた。

　神様達の激しい乱闘の隙すきを突き、素早く接近して、彼女の前に躍り出る。

「ああ、麗しの【剣姫けんき】！　どうかこのヘルメスと踊って頂けないかな？」

　直前で手を離され、すぐ後方に控える僕は、色々な意味で蒼白になった。

　その申し出に対し、感情の希薄な表情が若干うろたえる。アイズさんは困ったように少し眉まゆを下げ、ヘスティア様と争うロキ様を見やる。

　やがて断ろうとしたのか、口を開きかけるけれど、その前に、

「おおっと、しまった！　これから急用があるんだった!?　今いま思い出してしまった！」

　と、あからさまに芝居がかった身振りで、ヘルメス様は天を仰いだ。

　目を白黒させる僕、きょとんとするアイズさん。

　ばしんっ、と片手で額を叩くヘルメス様は、やがて頭上を仰ぐのを止め、くるりと僕に振り向いた。

「誘った女性を放り出すなんて、神として、いや男として廃すたる──ベル君、代役を頼んだよ」

　続けざまの発言に、僕と、そしてアイズさんも仰天した。

　対面上にいる僕達の目が、大きく見開かれる。

「なっ、何をっ……？」

「いいかい、ベル君？　神オレの名に泥を塗らないでくれ」

　固まっている僕に、ヘルメス様は目配ウィンクをした。

　気まぐれな神に代役めんどうを押し付けられたという大義名分──アイズさんをダンスに誘う権利を手に入れた？　全ての責任は発端であるヘルメス様が持っていって？

　男神様の目配ウィンクを見て、僕は状況を何とか理解した。ヘルメス様は18階層での『リヴィラの街』観光などを通して、それなりの親交があることを察しているのか、アイズさんは僕ならば断らないと信じているようだった。

　一笑するヘルメスはそっと離れていく。場には正装した僕とアイズさんだけが残された。

「……」

「……」

　距離を置いて、立ちつくしたまま、視線を交わし合う。

　ぐんぐんと体が火照っていくのを知覚しながら、僕は、腹をくくった。

　ヘルメス様の御心みこころを無碍むげにはできない。何より、どうすればいいかわからないでいる目の前のこの人を、放っておくことなんてできない。

　しかし……ダンスに誘うなんて、どうすればいいんだ？

　大量の汗と懊悩おうのうの嵐に見舞われていると──すっ、と僕の真横からミアハ様が現れた。

　そしてアイズさんの隣にも、ナァーザさんが進み出てくる。

　啞然とする僕達の隣で、ミアハ様がナァーザさんに歩み寄り、向かい合った。

「私と一曲踊って頂けますか、淑女レディ？」

　手を差し伸べ、恭うやうやしく頭こうべを垂れる。

　ナァーザさんは笑みを浮かべ、手を重ねた。

「喜んで」

　手を握り合った二人はダンスホールへ歩んでいく。

　お手本とばかりに真隣で行われた一連の動きに、僕とアイズさんの目が釘付けになっていると、ミアハ様とナァーザさんは、こちらに微笑みかけた。

　ぐっっ、と胸が一杯になる。

　ホールへ向かっていった二人の優しさを受け取り、僕はもう迷わず顔を上げた。

　アイズさんの瞳を真っ直ぐ見据え、歩み出す。

　コツ、コツ、と響いていく靴の音。彼女の姿はゆっくりと近付き、やがて距離はなくなった。

　目の前で足を止め、見つめ合う。

「僕と……私と、踊って頂けますか？」

　頭を下げ、顔を紅潮させて。

　大きな心臓の高鳴りと一緒に、手を差し出す。

　ドレスを纏うアイズさんは……頰をうっすらと染め、微笑んだ。

「……喜んで」

　そっと重ねられた彼女の細い手を、勇気を振りしぼって、ぎゅっと握る。

　指を絡ませた僕達は、ダンスホールとなっている広間の中心へ赴いた。

　激しい鼓動が伝わってしまわないだろうかと気になりながら、滑らかな動きで踊る男女の輪に加わる。左手は握り合ったまま、おそるおそるほっそりとした腰の辺りに右手を回すと、アイズさんも僕の肩に手を置いた。

　周囲の人達と同じように、音楽に合わせ、見よう見まねでダンスをする。

「うっ──」

「んんっ──」

　動きが、全く嚙かみ合わない。

　お互いの姿勢を崩し合い、動く方向もばらばら。根っからの剣士であるアイズさんはダンスの勝手がわからず、男である僕も情けなく先導リードできず。

　ずてっ、と胸の中に飛び込んでくるアイズさんに頭突きをもらい、これは不味まずいっ、と咳せき込みながら発汗が募った。

「落ち着け。腕だけで相手を引っ張るな」

「！」

　ぎこちなくステップを踏んでいると、一組ひとくみの男女ペアがすれ違うように近付いてくる。タケミカヅチ様と、命ミコトさんだ。

　顔を真っ赤にしている彼女パートナーを巧みに先導リードしながら、背中合わせに助言アドバイスを送ってくる。

「肩の力をもっと抜け。足もとを見るんじゃない、視界を上げろ」

「ベ、ベル殿っ、足さえ踏まなければ戦況は立て直せますっ」

　神様の言葉を必死に反芻はんすうし、命ミコトさんの小声に汗を流す。

　アイズさんと一緒に耳を貸しながら、動きの齟齬そごを減らしていく。

「冒険者だろう、互いの目を見ろ。足の向かう先を、判断を、相手の声を、瞳から察しろ。技わざは要らん、駆け引きだけだ」

　タケミカヅチ様の声が耳の奥に吸い込まれていく中、たった一週間、市壁の上で交わしたあの鍛練を思い出す。

　何度も攻防を繰り返し、相手の動きを必死に読んだ。彼女がどう動くのか、何を狙ねらっているのか。それを踏まえた上で、自分の動きに反映した。

　目の前にある金の双眸と見つめ合う。

　揺れる瞳と視線を絡ませ続けていると、僕達はどちらからともなく、笑った。

　──右？

　──ひ、左でお願いしますっ。

　徐々に、次第に、そしてはっきりと、動きが合わさっていく。

　視線と動作で言葉を交わしながら、僕とアイズさんは揃ったステップを踏み始めた。

　タケミカヅチ様はもう大丈夫だと言うように笑い、命ミコトさんとともに離れていく。

『──うおおおおおおおおおおおおっ!?　アイズたーんっ、何やっとるんやー!?　おいっコラッ、ドチビッッ、離せぇー!!』

『はぁ？　何を言ってうわぁあああああああああああああああああああ!?　ベルくーんっ!!』

　広間の奥から放たれた絶叫にぎょっとした。視界の端からは怒髪天を衝つく二柱の女神様が僕達を引き剝がそうと迫ってきており、声をなくしてしまう。

『──押さえろ、アスフィ！』

『後でどうなっても知りませんよ……』

『『ぐむうっー!?』』

　しかし次の瞬間、ヘルメス様が指を打ち鳴らし、そしてアスフィさんがドレスを翻ひるがえす。

　彼女の細腕に捕獲された神様達は視界の外へ消えた。その光景をアイズさんと一緒に、何とも言えない表情で見送る。

『……オッタル、ここにミノタウロスの群れを連れてこれないかしら？』

『不可能です、フレイヤ様……』

　……お、悪寒が？

「初めて……」

「えっ？」

「ダンスを踊ったのは、これが初めて……」

　アイズさんの唇が動いた。

　僕とあまり身長差のない彼女は、ほぼ同じ目線で話しかけてくる。

「子供の頃は、少し、憧れていたけど……」

「ほ、本当ですか？」

「うん」

　意外なことを聞いた。

　何だか不思議な気分になったけど、それでも微笑ましくて、思わず口もとが緩んでしまう。

「だから、嬉しい……ありがとう」

　そして、アイズさんははにかんで、笑った。

　一瞬、あどけない女の子の顔をその笑みの中に見て、目を奪われてしまう。

　凛々りりしい彼女の表情からこぼれて落ちた、幼い少女の笑顔。

　多分、きっと──【剣姫けんき】なんかじゃない、本当のアイズさん。

「……っ!!」

　僕は、笑うことができているだろうか。

　嬉し過ぎて、顔が変になっていないだろうか。

　微笑むアイズさんに瞳を震わせながら、腰と肩に手を添え合って円舞曲ワルツを踊る。




　美しい弦楽器の調べに合わせ、金の長髪が揺れる。

　少しはマシになったステップを踏んで、横に揺れていた僕達はくるりと回った。

　薄暗い大広間、周囲で優雅に舞う多くの人々。

　照らし出される光の下、僕は彼女と踊りながら、夢のような一時ひとときを過ごした。
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　ダンスを終えた僕とアイズさんは、ダンスホールからヘルメス様達のもとへ戻った。

　最後までリードして、手を離す。触れ合っていた箇所の感覚がまだ生きているようで僕が変な気持ちになっていると、アイズさんは緊張の糸が切れたように吐息をつく。

　ミアハ様とナァーザさん、タケミカヅチ様と命ミコトさんに笑いかけられ、僕は盛大に照れながら感謝を告げた。

「あの、助けて頂いて、本当にありがとうございました。ヘルメス様も……」

「喜んでもらえて何よりだよ」

　破顔するヘルメス様になおも言葉を続けようとすると、すっ、と遮るように手の平を上げられる。

「じゃあ、オレはこの後あと死んじゃうから」


『『ヘルメスゥ～～～～～～～～～～～～～～～～～』』



　ヘルメス様の背後に出現する、怒気を纏った神様達。

　ガッ、と体を摑まれたちまち広間の隅へ連れて行かれたかと思うと、ぎゃあああああああああああっという叫び声が散った。僕は顔色を青くする。

　ややあって、ヘルメス様を処刑したヘスティア様が矢のように飛んできて、ドンッ！　とアイズさんを突き飛ばした。

「ベル君っっ、今度はボクと踊ろうぜ!!」

「アイズたんもうちと踊ろー!!　拒否権はなしやァ！」

　両手を摑んで鬼気迫るヘスティア様。目が怖い。僕が後退あとずさる横でアイズさんもロキ様に捕まっていた。

　しゅばっと光の速さで身だしなみを整え、鷹揚おうように手を差し出してくる。

　断れる筈もなく、苦笑する僕が応じようとすると──。

「──諸君、宴は楽しんでいるかな？」

　主催者である、アポロン様が登場した。

　従者達とともに僕達のもとへ足を運び、正対する形になる。

　いつの間にか舞踏の演奏は止まっており、その声は思いのほか響いた。

「盛り上がっているようならば何より。こちらとしても、開いた甲斐があるというものだ」

　僕達が動きを止める中、他の招待客も自然と集まり、アポロン様を中心に円ができあがる。

　適当な言葉を並べた後、月桂冠を被かぶる男神様はヘスティア様に目を向けた。

「遅くなったが……ヘスティア。先日は私の眷族こが世話になった」

「……ああ、ボクの方こそ」

　笑みを浮かべているアポロン様に、ヘスティア様は返事をしつつ怪訝な表情をする。

　ひとまずことを荒立てないよう神様が話をつけようとすると。

　男神様は最初からみなまで言わせず、発言を被せてきた。

「私の子は君の子に重傷を負わされた。代償をもらい受けたい」

　次には、そう要求される。

　耳を傾けていた僕も、ご自身も固まる中、すぐにヘスティア様は激怒した。

「言いがかりだ!?　ボクのベル君だって怪我けがをしたんだ、一方的に見返りを要求される謂いわれはないぞ！」

「だが私の愛しいルアンは、あの日、目を背けたくなるような姿で帰ってきた……私の心は悲しみで砕け散ってしまいそうだった！」

　まるで演劇を見ているかのように、アポロン様は胸を押さえ、かと思うと両腕を広げて大げさに嘆く。左右に控えていた従者達は泣く素振りを見せ、極めつけによろよろと僕達の側に歩み寄ってくる影があり、「あぁ、ルアン！」とアポロン様はソレに駆け寄った。

　ルアンと呼ばれた小柄な影、小人族パルゥムの団員は……全身を包帯でぐっるぐる巻きにした木乃伊ミイラ状態で、呻いた。

「痛いてえぇ、痛いてえよぉ～」

「ま、まさか、ベル君……本当にここまでボッコボコに……？」

「してませんっしてませんっ!?」

　震えて見上げてくる神様に、真っ赤になって叫ぶ。

　流石さすがにこれは脚色し過ぎだ!?

「更に、先に仕掛けてきたのはそちらだと聞いている。証人も多くいる、言い逃れはできない」

　パチン、と指を弾くと、僕達を取り囲む円から複数の神様とその団員が歩み出てくる。

　証人……あの時いた『焰蜂亭ひばちてい』の客？　僕は記憶にないけれど、彼等はみな口を揃えてアポロン様の言葉を肯定し、そして低劣な笑みを浮かべた。

　偽者か、あるいは本当に当時とうじ居合わせたのか……どちらにせよ、今いま出てくるなんて上手くでき過ぎている。

　嫌な予感が胸の中に芽生え始めていた。

「待ちなさい、アポロン。貴方の団員に最初に手を出したのはうちの子よ？　ヘスティアだけを責めるのは筋じゃないでしょう？」

「ああ、ヘファイストス、美しい友情だ。だが無理はしなくていい、ヘスティアの子が君の子をけしかけていただろうことは、火を見るよりも明らかだ」

　何だったら証人かれらに問いただしてもいい、とアポロン様はヘファイストス様の訴えも軽く一蹴した。紅髪の女神様は眼帯をつけていない左眼を細める。

　誰かがやったと言えば誰かがやっていないと言う、完璧ないたちごっこだった。そして、この場では事前に味方を用意していたアポロン様の方が発言力は強い。

「団員を傷付けられた以上、大人しく引き下がるわけにはいかない。【ファミリア】の面子めんつにも関わる……ヘスティア、どうあっても罪を認めないつもりか？」

「くどい！　そんなものは認めるものか！」

　言い分をはねのける神様に、アポロン様の顔が──醜悪に歪ゆがむ。

　端麗な容貌には相応ふさわしくない嫌らしい笑みを深め、口角を吊り上げた。




「ならば仕方がない。ヘスティア──君に『戦争遊戯ウォーゲーム』を申し込む！」




　神様ともども、僕は目を見開いた。

　──『戦争遊戯ウォーゲーム』。

　対戦対象ファミリアの間で規則ルールを定めて行われる、派閥同士の決闘。眷族を駒に見立てた盤上遊戯ボードゲームのごとく、対立する神と神が己の神意しんいを通すためぶつかり合う総力戦。

　言わば、神の『代理戦争』。

　勝利をもぎ取った神は敗北した神から全てを奪う、命令を課す生殺与奪の権を得る。通常ならば団員を含めた派閥の資財を全て奪うことが通例だ。

　エイナさんに教えてもらった知識を鮮明に思い返した僕は、あっという間に言葉を失った。

　僕と神様だけの派閥ファミリアが、中堅以上の実力を持つ【アポロン・ファミリア】と戦争遊戯ウォーゲーム？

　全くもって話になっていない。

『アポロンがやらかしたァ──!!』

『すっっげーイジメ』『逆に見てみたい』

　一方で、アポロン様の宣言を受けて、周囲はにわかにざわついていた。

　娯楽好きの神様達は早速ニヤニヤと笑い出し、面白くなってきたとばかりに囃はやし立てる。

　色めき立ってアポロン様の宣言を支持する人垣の輪。僕とヘスティア様が四方を見渡していると、黙っているロキ様と、瞳を見張るアイズさんと目が合った。

「我々が勝ったら……君の眷族、ベル・クラネルをもらう」

　愕然がくぜんとしているヘスティア様に、アポロン様が更に要求を重ねた。

　えっ!?　と思わず目を剝いた僕の隣で、神様は盛大な歯ぎしりをする。

「最初からそれが狙いかっ……！」

　神様達が何を言っているのか、僕が混乱して顔を左右に振っていると、アポロン様は。

　欲望だけを一途に煮詰めたような、そんなおぞましい笑みを浮かべた。

「──駄目じゃないかぁ、ヘスティア～？　こんな可愛い子を独り占めしちゃあ～」

　ぞっっ、と。

　肌が泡立ち、顔の色をなくす。

　アポロン様の熱い視線が僕を絡め取り、立ち竦んでしまう。

　生まれてこのかた味わったことのない猛烈な悪寒。神様が美神フレイヤ様に言った『食べられる』といった言葉の意味を──僕はこの時とき正しく理解したのかもしれない。

「この変態めぇ……!!」

　ヘスティア様は親の仇かたきを見るように、アポロン様を睨にらみ付ける。

「変態とは酷ひどいな、ヘスティア。天界では求婚し、愛を囁ささやき合った仲だろう？」

「噓を言うな噓をおおおおおおおッ!?　ベル君っっ、勘違いするなよ!?　あの頭がお花畑の神がしつこく言い寄ってきただけで、速攻でお断りしたからな！　この処女神ボクが守備範囲の広過ぎる変神へんじんの求婚なんて受け入れるものかァ!!」

「は、はいっ……!?」

　顔を真っ赤にしてまくし立てる必死のヘスティア様に気圧けおされまくる。

　神様がアポロン様を苦手としている理由は、つまり求婚を迫られたことだったらしい。一気に疲労したのか、はぁーはぁー、と肩で息をする神様は顎の下の汗を手で拭ぬぐう。

　でも、これで何となくわかった。わかってしまった。

　アポロン様は恐らく、神様のような外見の幼女しょうじょから……その、僕みたいな少年おとこまで、とにかく男性だろうと女性だろうと関係なく見初みそめた者には求愛しているのだ。

【アポロン・ファミリア】の団員をよく見れば、よく思い出せば、標準が高過ぎるくらい美男美女、あるいは愛らしい容姿をした者が多い。招待状を届けに来たダフネさんやカサンドラさんも、小人族パルゥムのあのルアンさんでさえ貴族に可愛がられる小姓こしょうのようですらあった。

　行き過ぎた恋の情熱、まるで輝く太陽のような。

　──【悲愛ファルス】。

　喜劇にもなりかねない求愛を繰り広げる神様、それがアポロン様なのだ。

「いちゃもんをつけられた酒場の一件から何まで、アポロンの計略だ……！　ボクからベル君を奪うため、全部！」

　嵌はめられたと悟るヘスティア様は、娯楽好きの神様達を味方につけつつあるアポロン様を忌々いまいましげに見上げる。僕達の少ない味方であるナァーザさんや命ミコトさんは盛り上がる周囲に狼狽ろうばいし、ミアハ様とタケミカヅチ様は口を結び沈痛な面持ちを作っていた。大きな溜息をつくヘファイストス様の横では、アスフィさんを側に置いて苦笑するヘルメス様。

　孤立無援になりかけている状況を言葉なく見回していると、最後に、無言でグラスに唇をつけているフレイヤ様と視線がぶつかった。

「それでヘスティア、答えは？」

「受ける義理はないな！」

　返答を求めるアポロン様に、神様ははっきりとつっぱねる。

　戦争遊戯ウォーゲームに持ち込まれてしまえば、所属団員一名の【ヘスティア・ファミリア】には一筋の勝ち目もない。

　ヘスティア様は断固拒否する。

「後悔しないかい？」

「するものか！　ベル君、ここを出るぞ！」

　にやつくアポロン様に怒声を飛ばし、ヘスティア様は僕の手を摑む。

　つまらん、と不興を買った神様達の人込みを強引ごういんに割って進み、小さな全身を怒らせながら大広間を後にした。

「──」

　会場の出口を通過する間際まぎわ、扉に寄りかかっていた美青年と目が合う。

　瞳を細めるヒュアキントスさんの冷笑が、僕の双眸に焼き付いた。

「……」

　神様に手を引っ張られながら、後ろを振り返る。

　遠ざかっていく醒さめやらぬ饗宴きょうえんの会場と、こちらを見送る神の従者の存在は。

　まだ終わりではない、と暗に語りかけてくるかのようだった。
















『神の宴うたげ』から一夜が明け、翌朝。

　ホームである教会の隠し部屋で、【ステイタス】更新を終えたベルとヘスティアは、それぞれの予定のため行動していた。




　ベル・クラネル

　Ｌｖ．２

　力：Ｃ 635　耐久：Ｄ 590→594　器用：Ｃ 627　敏捷：Ｂ 741　魔力：Ｄ 529

　幸運：Ｉ

《魔法》

【ファイアボルト】

　・速攻魔法。

《スキル》

【英雄願望アルゴノゥト】

　・能動的行動アクティブアクションに対するチャージ実行権。




（ちょっと上がってる……）

　回復薬ポーションをレッグホルスターに詰めながら、空いた左手で渡された用紙を持つ。

　更新された【ステイタス】内容を眺めながら、ベルは僅わずかに上がった『耐久』の数値に複雑な思いを抱いた。

　18階層から地上に帰還して一度目の更新作業は体調が回復した五日前、そして二度目は『焰蜂亭ひばちてい』での乱闘騒ぎを経た本日。ヒュアキントスから受けた攻撃は戦闘にも満たない喧嘩けんかの一幕であっても、確かな【経験値エクセリア】としてベルの能力値アビリティに反映されたらしい。

　Ｌｖ．３は伊達だてではない。容易たやすく叩たたき伏せられた当時の情けなさを思い出しながら、ベルは片手で後ろ髪をかいた。

「全く、アポロンめっ。よくも抜け抜けと戦争遊戯ウォーゲームなんかっ……」

　一方でバイトの準備を進めるヘスティアは、ぶつぶつと悪態をついている。昨夜から機嫌が悪い彼女は、ソファーの上にいるベルへ呼びかけた。

「ベル君、気を付けてくれよ。流石さすがに昨日の今日で何かしてくるってことはないと思うけど、アポロン達はこじつけてちょっかいをかけてくるかもしれない」

「は、はい……」

　ヘスティアの警告にベルは神妙に頷うなずく。

　少年を奪うため様々な画策をしていた【アポロン・ファミリア】を主神たる彼女は警戒していた。迷宮探索をしていないにもかかわらず【ステイタス】を更新したのも、彼等が何かやってくるのではないかと危ぶんでのものだ。流石に拾える数値は微々たるもので、備えと言うには心もとないものであったが。

「ベル君、何かあったらすぐ逃げるんだぞ。移動する時も一人にならないように、人が大勢いるところを行くんだ」

「わかりました」

「ダンジョンへもぐる時も、しばらく命ミコト君達と行動をともにした方がいいかもしれない。タケも事情をわかってくれている筈はずだから、パーティの申請も受け入れてくれるだろう」

　主神の助言をベルは胸に刻む。他派閥の闇やみ討ちやダンジョン内での犯罪など、アイズやリリと行動をともにして目まの当あたりにしてきたものだ、用心するに越したことはない。

　18階層の戦闘によって装甲の一部が破損している兎鎧よろいを装着する。完全に壊れた装靴グリーブの代わりには以前まで履はいていたブーツを。《ヘスティア・ナイフ》と《牛若丸うしわかまる》も腰に差し、ダンジョン探索の準備を終えたベルは立ち上がった。

「ベル君、出るのが一緒なんだし、どうせだから摩天楼施設バベルまで二人で行こうぜ？」

「はい、いいですよ」

　ベルが快諾するとヘスティアも笑う。彼女の本日のバイトは【ヘファイストス・ファミリア】支店の雑用だ。隠し部屋である地下室を出て、階段を上っていく。

　階段が繫つながっている小部屋は薄暗く、がらんどうの本棚には埃ほこりがうっすらと積もっていた。ヘスティアが階段を上る音を背で聞きながら、お先に狭い部屋を後にする。

　祭壇が備わった礼拝堂にも似た広い屋内は、相変わらず床のタイルから雑草が伸び放題だ。天井てんじょう、いや屋根にぽっかり空いた大穴から青空が見えた。廃墟然とした教会内を見渡しながら、流石に少しは綺麗きれいにした方がいいだろうか、とベルは考える。

（……魔力？）

　屋内を突っ切っていったベルは、ふと顔を上げた。

　詠唱中や魔法行使の際に感じる出力の余波、それを朧気おぼろげに感じたのだ。あくまでかすかなもので、本職の魔導士でもないベルにはこれが意味するところはわからない。

　一度足を止めたベルは周囲を軽く見回し、振り返る。背後では小部屋から出てきたヘスティアが、不思議そうな顔で首を傾かしげた。

　怪訝けげんな思いを抱くベルは、彼女を後方に置いて、扉のない教会玄関口を一人でくぐる。


「────」



　そして、半廃墟と化している教会から一歩出て、朝日を浴びた瞬間。

　周囲の建物の屋根や屋上にたたずむ、無数の影が目に飛び込んできた。

　自身を見下ろす数え切れない瞳ひとみ。正面玄関を包囲するように配置された彼等、冒険者は、弓矢、杖つえをそれぞれ装備している。

　──【アポロン・ファミリア】。

　防具に刻まれた太陽のエンブレムを視認し、凍りつくベル。

　待ち伏せていた冒険者達は彼が出てくるなり武器を構えた。弓使いアーチャー達が一斉に弓を引き絞り、詠唱を済ませ待機状態であった複数の魔導士から大きな魔力の風が吹き上がる。

　小隊長と思しき、襟えり巻きで口もとを覆い隠すエルフ、彼が片手を上げた瞬間──ベルは脇目も振らず反転した。

　未いまだ教会内にいるヘスティアのもとまで疾走し、驚く彼女に抱き着いて、押し倒すように礼拝堂の奥へ飛び込む。

　間髪入れず、エルフの手が振り下ろされ──大爆発が起こった。
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　西のメインストリートより北に位置する第七区画。

　北西と西の大通りに挟まれ市民の住居が密集する居住区から、大きな爆発音が発生した。

「何だ何だぁ？」

「火事かニャ!?」

「朝っぱらから傍はた迷惑ニャ……」

　酒場『豊穣ほうじょうの女主人』の従業員、ヒューマンのルノアと猫人キャットピープルのアーニャ、クロエが店から西のメインストリートへ飛び出す。大通りを歩いていた一般人も驚いて爆発の方角を振り仰あおぐ中、彼女達の視線の先では煙が立ち上っていた。
















「……戦闘ドンパチの音がするニャ」

　ぴくぴくと頭上の耳を動かすクロエの言葉通り、煙の方角からはまるで魔法を放っているような激しい爆音が続いてくる。彼女が目を凝らす先、建物の屋根の上で黒い人影が一瞬いっしゅん高速で過よぎっていった。

「ありゃあ、もしかして……」

「【ファミリア】同士が抗争こうそうをおっ始めたニャ？」

「久々ニャー」

　事態に気付いたのか、大通りを歩いていた市民達はみな青ざめ、瞬く間に避難を始めた。

　多くの【ファミリア】を抱えるオラリオでは派閥同士の争いが決して珍しくない。管理機関ギルドの目も委細構わず街中で繰り広げられる抗争を何度も経験している都市の住人達は、何が起こっているのか察するのも早く、その行動は迅速だった。

　通りを走っていた馬車が大慌てで道を引き返し、市民達が騒ぎを起こす中、『豊穣の女主人』からはシルを始めとした他ほかの店員達が外に出る。女将であるミアも、カーテンを払い窓から顔を出した。

　立ち昇る煙は、遥はるか青い上空まで身を伸ばしている。

「ここらへんを根城にしている【ファミリア】…もしかして、白髪頭しらがあたまだったりするニャ？」

「ちょっとっ」

　アーニャの不用心な発言をたしなめるルノア。

　はっと口を両手で押さえる猫人キャットピープルの少女が目をずらすと、呆然ぼうぜんとしているシルの姿がある。

　煙の方角へ釘付くぎづけになっている薄鈍うすにび色の瞳。手の中にあるランチのバスケットが、未だ現れない少年を不安そうに待ちわびていた。

　再び起こった爆発によって震動が起こり、バスケットがかすかに揺れる。

「……」

　一足遅く大通りに出てきたリューもまた、砲撃が炸裂さくれつする方向を仰ぐ。

　魔力の残滓ざんしが舞う大気を見て、空色の瞳が細められた。
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　相次ぐ轟音ごうおんに、発生する衝撃波。

　魔法と爆薬が結わえられた矢が着弾し、教会が破壊される。

　正面玄関の真上に立っていた半壊の女神像が、ガラガラと音を立てて崩れ落ちた。

「っっ!?」

　その一方、建物の裏手で、勢いよく木製の扉が開け放たれる。

　教会の裏口から脱出したベルが、煙とともに吐はき出された。ヘスティアを胸の中に抱え込んだ彼はごろごろと地面を転がり、すぐさま体勢を立て直す。

　顔を上げた先には、粉塵を巻き上げ前半分が瓦礫がれきの山と化す、見るも無残な教会ホームの姿があった。

「──シャアッ！」

「!?」

　戦慄せんりつする暇も許さず、ベルに刺客が襲いかかる。

　あらかじめ裏手で待ち構えていたのか、複数の獣人が短剣をもって頭上より奇襲した。ベルは咄嗟とっさに左腕でヘスティアを抱きしめ、右手で抜刀した《ヘスティア・ナイフ》で敵の斬撃を打ち返す。

　弾はじき、躱かわし、鎧を浅く斬り付けられながら──あえて立ち込める砂煙の中に飛び込んだ。

　敵方が躊躇ちゅうちょする気配を後方に置き去りにし、ベルは土地勘を頼りに裏道の一つへ逃げる。

「ぷはっ!?」

　煙を抜けた瞬間、大きく息を吸い込むヘスティア。

　顔を埃まみれにするベルは彼女を横抱きにし、追手から逃げるべく走った。

（──仕掛けてきた!?）

　白昼堂々と、街の中で！

　容赦なく攻撃を加えてきた相手、【アポロン・ファミリア】にベルは動揺を重ねる。

　闇討ちや迷宮内の襲撃どころではない。敵は堂々と、ためらいもなく、この地上でベル達に攻めかかってきた。

　戦争遊戯ウォーゲームに応じなかったから実力行使に出てきた？

【アポロン・ファミリア】は【ヘスティア・ファミリア】を完全に敵とみなした？

　外部の顰蹙ひんしゅくを切って捨て、ギルドの取り締まりさえも恐れずに？

　未だに混乱が抜け切らず頭が疑問で埋めつくされる中、不意に──『【ファミリア】同士の抗争で街が戦場になってしまうこともある』──エイナの言葉が蘇よみがえる。

　己おのれが今まさに、噂うわさに聞いていた派閥間抗争の当事者となったことを、ベルは悟ってしまった。

「ベル君、襲ってきたあの子達は……!?」

「【アポロン・ファミリア】ですっ！」

　幅三Ｍメドルほどの細い路地裏を走りながら、胸の中のヘスティアに叫ぶように答える。

　彼女はベルの肩から顔を出し、既に遥か後方、煙に満ちて崩れ落ちた教会を睨にらみ付けた。

「お、おのれぇ……!?　よくもボクとベル君の愛の巣を……！」

「えっ!?」

　怒りで震えるヘスティアの言葉も気になったが、それよりも、もっと。

　背後を振り仰いで認める教会の廃墟跡──帰る家ばしょを失ったという事実が、ベルに衝撃を与えていた。

「っ!?　ベル君、前から来た！」

　崩れ去ったホームに迷子の子供のような顔を浮かべるベルを、警告が叩く。

　はっと目を前に戻せば、進路方向の奥に現れる五名ほどの冒険者。得物を携え突っ込んでくる相手に対し、すぐさま右に折れた道を曲がった。

　入り乱れる路地裏中から響く無数の足音、そしてベルを索敵し呼びかけ合う──『行ったぞ！』『そっちだ！』──冒険者達の声。右から、左から、背後から、前方から、襲撃の気配が途切れない。

　焦燥でベルの顔が歪ゆがむ。ヘスティアを抱えたままでは戦えない。

　一刻も早く敵のいない戦域外には離脱しなくては、と足が逸はやり、堪たまらず一本道へと出た、その矢先。

　道の両端に連なる家屋の上に、都合十名の弓兵が姿を現した。

「っっ!?」

　左右に五名ずつ、獣人とエルフの弓使いアーチャーが鈍く輝く鏃やじりを眼下のベルに照準する。

　ヘスティアの呼吸が止まる音を耳もとで聞きながら、ベルは、眦まなじりを吊り上げた。

　体を前に倒し、道の先のみを見据え、地面を蹴けり付ける。

　左右頭上から放たれた一斉射撃を、前方へ疾走することで背後に置き去りにした。

『逃げられた!?』

『何をやっている！』

『兎うさぎ』と称されるほどの爆発的な加速で一本道を駆け抜け、矢の回避に成功する。後方で怒号が飛び交う中、両足で石畳を削り急制動、曲がり角を何とか曲がって逃走を続行する。

　──完璧かんぺきに包囲されてる！

　難を逃れたベルの視界上、建物の屋根の上で並走してくる狩猟者ハンター達。

　現区画につぎ込まれている敵の数が多過ぎる──これほど敵対派閥アポロン・ファミリアの規模は大きかったかと疑ってしまうほどの、圧倒的な動員力だ。

　ホームの周囲、土地勘という利があるにもかかわらず相手の目を振り切れない。己の足を最大限に活かしても次々と新手が沸いて出る状況に、ベルは唇を嚙かみながら、錯綜さくそうする裏道を駆けていく。

「ベル君、行き止まりだ!?」

　振り落とされまいと必死にしがみついているヘスティアの悲鳴。

　道の奥、巨大な人家の壁が立ちはだかっている。

　袋小路に追い詰められたベルは、そこから更に速度を上げた。

「摑まっていてください!!」

　はっ？　とヘスティアが目を丸くする中、勢いをつけ大股で走行する。

　見る見る内に迫ってくる壁面を前に、ベルは長い助走を利用し──踏み切った。




「ぅ──わああああああああああああああああああああああああああああっ!?」




　大跳躍。

　高さ八Ｍメドルにも及び人家の壁を、【ランクアップ】を経て大幅に向上した身体能力をもって、飛び越える。

　ヘスティアの絶叫が轟とどろき渡る中、放物線を描いた跳躍はぎりぎりのところで高壁を越え、屋根の上に着地した。豪快な着地音を決めるベルの胸の中で、幼女の女神が盛大に息を切らす。

　閉塞感の強い狭い路地裏から解放され、風と青空に包まれる。見晴らしのいい人家の天辺てっぺんから辺りを見渡し、ベルは、北側の方角に視認できる大神殿を見据えた。

（こうなったら、ギルドに逃げ込むしか……！）

　絶対中立である都市の管理機関にはさしもの敵も攻め込めない。

　荘厳な万神殿パンテオン、ギルド本部に避難しようと、ベルは逃げる算段をつける。

「諦あきらめた方がいいよ」

「！」

　背後から投げかけられた声に、振り返った。

　同じ人家の屋根に立っていたのは、数名の団員を率いたダフネだ。小隊の中にはロングスカート型の戦闘服バトル・クロスに身を包んだカサンドラの姿もある。

　横から吹く風に短髪ショートヘアーをなびかせるダフネは、その吊り目を哀れむように向けてきた。

「アポロン様は気に入った子供を地の果てまで追いかける。手に入れるまでね」

「……！」

「ウチやカサンドラも、見初められてずっと追われ続けたんだから。都市から都市、国から国……観念するまで、ずっとね。逃げても早いか遅いかの違いだけだって」

　忠告すると同時に、自分達もベルと似た境遇だったと告白する。

　ダフネが同情の眼差まなざしを送ってくる中、ヘスティアが表情を歪めた。

「アポロンの執着を甘く見ていた……！」

　ダフネの話を聞き、手段を選ばずベルを奪取しようとしているアポロンの神意しんいに気付いた彼女は、後悔すると同時に男神への嫌悪と戦慄をあらわにする。

　──執念深い。

　ヘルメスが『宴』の際に発した言葉が、ベルの脳裏にも過よぎった。

「投降しない？　仲間になっちゃう子に、できれば手荒なことはしたくないんだけど」

「……できません」

　腰の鞘さやに収まった剣の柄をぽんぽんと叩くダフネに、ベルは顔を振る。

　勧告を聞き入れずじりじりと後退していくベルとヘスティアに、彼女は溜息ためいきをついた。

「そうなるよね、じゃあ──かかれ！」

　ダフネが抜剣し、切っ先をこちらに向ける。彼女の号令に従い小隊員達が一挙に跳躍した。

　ベルも背を向けて、ギルド本部の方角へ走り出す。

「相手は足が速い、リッソスの隊を呼んで回り込んで！」

　指示を飛ばすのと並行し、ダフネは短刃ダガーを投擲とうてき。

　察知したベルは振り返り、驚愕きょうがくしながら、寸分狂わず投じられた白刃を肩鎧で防御する。甲高い音とともに凄すさまじい衝撃が走り、その体は平衡バランスを崩した。

　よろめいたベルに、団員達が殺到する。

「……っ！　神様、戦います！」

「わ、わかった！」

　止やむなく応戦するベル。横抱きしていたヘスティアの腰に左腕を回し、脇に抱える格好を取る。あまりの姿勢にヘスティアの頰ほおが羞恥に染まった。

　自由になった右手で《ヘスティア・ナイフ》を引き抜き、接敵する。

「うっ!?」

　正面から迫った剣撃をナイフで切り払う。すかさず迫る槍も弾き、続く攻撃はぎりぎりのところで回避した。

　間断なく攻めかかってくる相手の冒険者達も手練てだれだ、パーティとしての連携能力も高い。

　斬撃を凌しのいでは移動を続けるものの、ベル達は確実にギルド本部から遠ざけられていた。

（駄目だ……！）

　主神ヘスティアを抱えたままでは、逃げ切ることもかなわない。

　ベルは躊躇を捨てるしかなかった。

　一瞬ヘスティアと目線を交わし合い、ナイフをパス。彼女がしっかりと《ヘスティア・ナイフ》の柄を捕刀キャッチする中、ベルは空いた右手を突き出した。

　頭上より飛びかかってくる三名の冒険者に向かって、砲声する。

「【ファイアボルト】！」

　爆炎が咲く。

　無詠唱で放たれた『速攻魔法』が三連射、敵冒険者達を吹き飛ばした。

　悲鳴が散り、黒焦こげとなって屋根の一角に倒れ込む小隊員達。

　目を見開くダフネは、しかし動じなかった。

「カサンドラ！」

「はい！」

　すかさず飛んだ彼女の指示に、一人後衛として残っていたカサンドラが杖を構える。

　素早く詠唱を奏で、次には治癒魔法が発動した。

「!?」

　焼け焦げて蹲うずくまっていた冒険者達が青い光に包まれ、傷が癒いえていく。復活した彼等は殺気を漲みなぎらせ立ち上がった。

　カサンドラ──治療師ヒーラーの存在にベルは汗を流し、そして同時に見せつけられる。

　組織としての、パーティとしての地力。本来あるべき【ファミリア】の姿。

　敵の連携の方が一枚も二枚も上手であると、痛感させられる。

「くっ──!?」

　ダフネ達の小隊に加え四方から集まってくる敵の影に、ベルは堪らず下方へ。

　射られる何発もの矢をナイフで撃墜し、再び路地裏に飛び降りた。




「逃げ足速いなぁ……無駄なんだから諦めればいいのに」

　高い家屋の屋根の上、足を止めたダフネは、眼下で逃げ惑うベルへ呟つぶやいた。彼女が浮かべる表情と眼差しは同情的でありながら、達観している。

　ダフネはその強引ごういんに入団させられた経緯により、主神に心酔する団長ヒュアキントス達とは異なって、アポロンをそこまで敬っていない。しかし眷族になって育てられた以上、命令には従うし、つくしてやる義理おんもあると思っている。一応、男神かれは男神かれで求愛を受け入れた者には紳士なのだ──というより男神かれは少年青年おとこの方が好きなのだ──。

　そんなアポロンが今度はベルを欲しがっている……少年に憐憫れんびんを抱くことはあっても、神意に背く気持ちはこれっぽっちもなかった。

「あの、ダフネちゃん、やっぱり止めた方が……いいような気がする」

　そんな彼女の背後から、場に一人残っていたカサンドラがおずおずと声をかける。

　自身と似たような境遇で、かつ付き合いの長い少女は腰まで届く長髪を両手で弄いじくり、その垂れ目を伏せがちにしていた。

「何が？」

「あの子を、刺激する真似まね……『兎』を追い詰めちゃいけない」

　弱腰に警告してくる彼女に、ダフネは溜息をついた。

「また夢？」

　呆あきれながら問いただすと、カサンドラはこくこくと必死に頷いた。

　この少女カサンドラは『予知夢』を見ることができる、と言ってはばからない。そして誰だれにも全く相手にされない。無論、ダフネにも。

　アポロンに見初められる前はいいところの育ちだったようだが、彼女の妄言はその育ちの弊害だとダフネ自身は思っている。

　カサンドラの予知夢それは、箱入り娘の言動にありがちな、一笑に付してしまうような『呪力まりょく』があるのだ。

「馬鹿ばかなこと言ってないで追いかけるわよ」

「ど、どうして信じてくれないのぉ～～～っ」

　取り合う気のなかったダフネは面倒くさそうに、半べそのカサンドラへ目を向ける。

「じゃあ、どんな夢を見たのよ？」

「ぅんと……傷付いた兎さんが、月を飛び越えて、太陽を呑のみ込んじゃう夢……」

　ダフネは鼻で笑うことすらしなかった。

「そうよね、夢はそれくらい荒唐無稽こうとうむけいじゃないとね」

「ダフネちゃ～～～んっ」

「しつこい。行くわよ」

　まだ何か言ってくるカサンドラを引き連れ、ダフネはベルを追走した。





[image: ]






　八本のメインストリートが集結する都市中央、中央広場セントラルパーク。

　白亜の巨塔『バベル』の前で、大刀を背に備えるヴェルフと獣人に変身しているリリはたたずんでいた。

「……遅過ぎないか？」

「そう、ですね……いくらなんでもあのベル様がここまで遅刻して、一報も届けないなんて」

　大刀とバックパックを携えるヴェルフとリリは、今日から再開される迷宮探索のため、ベルを待っている最中だった。

　広大な中央広場セントラルパーク内では多くの冒険者が移動を続けている。

「さっきから派手な音も上がってる……嫌な予感がするのは俺おれだけか？」

「……」

　白布に包まれたベルの新武器ナイフを片手に、ヴェルフは懸念を口にする。リリは黙りこくった。

　待機している塔の西門前から正面に伸びている西のメインストリートからは、先程まで魔法と思おぼしき爆発音が上がっていた。広場まで避難してくる市民達もどこか浮き足立っており騒々しい。西の方角を見つめるリリの瞳に、封じ切れない不安が現れ始める。

　すると、西地区から駆け込んできた冒険者によって、にわかに広場は騒がしくなった。

『おいっ、アポロンのやつ等が抗争をおっ始めてるぞ!?』

『相手は【ヘスティア・ファミリア】──【リトル・ルーキー】が袋叩きにされてやがる！』

　ばっ、とヴェルフとリリは顔を見合わせた。

「行くぞ！」

「はい！」

　真っ昼間から勃発した抗争の情報に周囲が興奮する中、二人は脇目も振らず駆け出した。

　彼等の足が向かう先は、緋色ひいろの炎雷が鳴り響いた西方、第七区画。




「フレイヤ様は動いたか？」

　逃亡と追跡が繰り広げられる戦場から距離を置いた北西のメインストリート周辺。

　高い建物の上から状況を追っていたヘルメスは、今しがた戻ってきたアスフィに問うた。

「いえ、フレイヤ派は今のところ静観しています」

「今回の騒動に関しては、フレイヤ様は手を出さないつもりか？」

　装備した純白のマントをはためかせるアスフィの返答に、ヘルメスは手を顎に添える。

　確認できただけでも戦況はベルにとって過酷なものだった。少年は主神を庇かばって今も逃走を続けており、敵との単純な戦力差──人数の差は、優に百倍を超える。

　何か理由があるのか、それともこれを新たなベルへの試練と見なすつもりか。

　加速度的に変化している少年を取り巻く環境を、あるいはあの美の女神も喜んでいる側面があるのかもしれない、とヘルメスは憶測する。先日、自分が見逃されたように。

　彼女の言う『輝き』が今も増しているだろう光景が、想像に難くない。

「どうするのですか？」

「何もしないさ」

　背後から尋ねてくるアスフィに、前を向いたままヘルメスは答える。

「オレはヘルメスだぜ？　今までもこれからも、傍観者に徹するさ」

　己もまたベルの行く末を見守る、見届ける。優男の神は振り向いてそのように笑う。

　眷族であるアスフィは何も言わず、ただ面倒が増えるだろうことに溜息をついた。

「場所を移す。アスフィ、手伝ってくれ」

「了解です……」

　ベル達の動向を追うため、ヘルメス達は移動を開始した。




「アルゴノゥト君が襲われてるって～！」

　都市北端、【ロキ・ファミリア】ホームの長邸。

　街に出て情報を集めてきたティオナが、団員達が集まる応接間に駆け込んできた。

「ティオナ、本当……？」

「うん、【アポロン・ファミリア】が総出であの子を追いかけ回しているらしいよ！」

　歩み寄って尋ねてくるアイズに対し、アマゾネスの少女は自分が見て聞いたものを語る。

　彼女の説明を聞いたアイズは、感情の乏とぼしい表情にかすかな心配の色を窺うかがわせた。

「ここまで表立って抗争が行われるのも久々じゃな」

「アポロン派は、ギルドの罰則ペナルティも覚悟の上だろう」

　ソファーの上に座りながらドワーフのガレス、エルフのリヴェリアが客観的に分析する。

　自派閥の団員達も先程からホーム中でざわついている中、外で何が起こっているのか彼等は感づいていた。

「そういえば、ロキはどこに行ったのよ？　さっきまでいなかった？」

「とっくに見物に出かけやがったぞ、あのアホ女神は……」

「……これだから神ってやつは」

　ティオナの姉妹かたわれであるティオネの疑問に、ベートがくだらなさそうに答える。

　彼女もまた彼の言葉を聞いて呆れ返った。

「アイズ、変な気は起こさないでくれよ」

「フィン……」

　リヴェリアやティオネ達がそれぞれ会話する一方、ソファーから立ち上がり微妙に落ち着きのない様子を見せるアイズに、フィンが近付く。

「以前の18階層とは状況が違う。ヘスティア派に手を貸すような真似はしないでくれ」

【ファミリア】の団長である彼に、アイズは釘を刺されてしまう。

　派閥幹部でもあるアイズに勝手な動きは許されない。ベル達を助ける理由も【ロキ・ファミリア】にはなかった。

　何より、派閥間の問題は介入しにくい。最大派閥ロキ・ファミリアほどの規模にもなれば、様々なしがらみがあるのだ。

「間違っても介入するな、と主神ロキからの厳命もある。しばらくは様子見だ」

「うん……わかった」

　小人族パルゥムのフィンの碧眼へきがんに見上げられ、アイズは小さく頷いた。

　やがて彼が団員の一人を呼び出して命令を伝達させる中、応接間の窓辺に近付く。

　整った相貌を硝子に薄く反射させながら、アイズは外の光景を眺めた。
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　ベルはひた走っていた。

　未だ抜け出せない敵の包囲網の中、主神を抱えながら路地裏を駆け巡っていく。

　逃げ遅れ立ちつくす市民に「ごめんなさい！」と跳躍して、頭上を高く飛び越えた。

「ま、また来たっ……!?」

　ヘスティアが呻うめく中、ベルは素早く視線を一帯に走らせる。

　前方に回り込んできた二名の冒険者に、一本道、逃げ場はない。

　ベルは走りながら主神を一度地面に下ろし、先行。両手にナイフを装備して突貫する。

「!?」

「うあっ!?」

　仕掛けてくるとは思わなかったのか、電光石火、全力全開の疾走に相手は不意を突かれる。ベルの峰打ちが防具の継ぎ目を的確に縫って、斬り伏せられた。

　硬殻を持つ巨大蟻キラーアントとの戦闘経験たたかいを巻き戻しているようだと思いつつ、ベルはすぐに追いついてきたヘスティアの手を取って走り出す。

「す、すまないベル君っ、いつも足を引っ張ってしまって……！」

「神様のせいじゃないです！」

　呼吸を乱しながら謝ってくるヘスティアに叫び返しながら、ベルは握っているか細い手をぎゅっと握った。

　下界の者が『神殺し』をするのは禁忌、絶対の規則ルールである。神に手を下せるのは神のみだ。

　神々は致命傷を与えられると、封印している『神の力アルカナム』が発動し肉体が生命維持される。つまりそこから『神の力アルカナム』を使用されたと見なされ、天界に強制送還されるのだ。

　極論、ヘスティアが生け捕りにされアポロンの手で処刑されれば、主神を失ったベルは必然的に無所属フリーとなり、他派閥は彼を入団させる機会を得る。可能性的には、ヘスティアを人質ならぬ神質にして、彼女の下界在留と引き換えに入団を強しいられる方が高いであろうが。

　とにもかくにも、敵にはヘスティアを渡せない。主神を庇いながら逃走を続けなければ。

（敵にもＬｖ．２が多い……けど！）

　前方で矢を構えてくる弓使いアーチャーを【ファイアボルト】で射撃する。仲間が爆砕し動揺する相手方にすかさず肉薄し、都合三人の敵を瞬く間に倒した。

　相手のＬｖ．２の冒険者なら渡り合える。一対一ならば後れを取らない手ごたえを感じており、『敏捷』に関してはまず間違いなくこちらの方が上だ。

　複数で攻囲されない限りはまだ対処できる筈。そこまで考えたベルは、何とか包囲網が薄くなっている一角を見つけ出し、強行突破を図れれば、と縋すがる思いで希望を抱いた。

「ベ、ベル君、君の『魔法』を撃ちまくれば、ひょっとして何とかなるんじゃないかっ？　相手をポンポンと倒せるじゃないか！」

「いえ、その、『魔法』はあまり使いたくなくて……」

　火力をできる限り抑えているとはいえ、民家に燃え移り、それが西地区全体を炎の海に変えれば、もはやベルはオラリオで生きていけなくなる。いざとなったら乱射も辞さない覚悟ではあるが、できるならば避けたい事態だ。

　使い勝手のいい速射魔法ファイアボルトは起死回生の一手にもなりうるが、現状ではあまり期待できない。

「……っ？」

　屋根の上から追跡してくる狩猟者ハンター、随所に配置されている見張りを含めた足止め役、そして直接ちょくせつ襲撃してくる上級冒険者。

　目まいのするような敵の人海戦術に目を眇すがめてしまう中、ベルの深紅ルベライトの瞳が、とある冒険者のエンブレムを捉とらえる。

（三日月に、杯さかずき……？）

【アポロン・ファミリア】を示す太陽のエンブレムではない、他派閥のエンブレム。

　追手から何とか距離を稼いだベルの中で疑念が生じる。敵は一派閥だけではない？

　瞬間、喚起される昨夜の光景。

　宴から抜け出したバルコニーの先、自分が目撃した密会ものは──。

　そこまでベルの記憶が蘇った、次の瞬間。

　だんっ、と何者かが後方で着地する音が響いた。

「──」

　これまでにない、重圧と殺気。

　どっ、どっ、どっっ、と高まる鼓動の音を感じる。

　この相手に背中を見せてはいけないと、本能が全力で叫んでいた。

　ベルの震える瞳が背後を見やると、そこに立つのは、冷笑を浮かべる美青年。

　白を基調にした戦闘衣バトル・クロス、腰に佩はいた長剣と短剣、揺らめく大型のマント。

【アポロン・ファミリア】首領、ヒュアキントスは、膝ひざを曲げて前傾を取る。

「っっ!?」

　ヘスティアを道の脇手へ突き飛ばした瞬時、敵の影が眼前に迫った。

　目にも止まらぬ速度で抜剣し、紅炎プロミネンスのごとく輝く長剣──波状剣フランベルジュが斬り上げられる。

　咄嗟に《ヘスティア・ナイフ》の刃で受け止めたベルは、衝撃に負けて吹き飛んだ。

「ベル君っ!?」

　後方に飛び石畳へ墜落したベルを、ヒュアキントスは追撃する。

　振り下ろされる剣尖けんせんを横に転がり回避、歯を嚙み締めるベルは《牛若丸》を腰から引き抜き、身を翻ひるがえす敵と衝突する。

　路地裏の壁にへばりついた女神ヘスティアの悲鳴が散る間の、僅か数瞬における攻防だった。

「よくここまで逃げたな、ベル・クラネル！　私自ら相手をしてやる──喜べ」

「づっっ!?」

　二刀のナイフと一振りの長剣が、凄まじい量の斬閃を交わし合う。

　瞠目どうもくするヘスティアの聴覚を塗り潰つぶすほどの金属音が路地裏を支配した。逃亡を許さない強大な敵の存在に、ベルが全力で徹底抗戦に臨む。

　奥深い路地裏に逃げ込み他たの襲撃が途切れる中、凄烈な戦闘が展開された。


「────」



　弾かれる右手の斬撃、往いなされる左下方からの斬り上げ。

　交互に見舞う双撃が掠かすりもしない。攻守があっという間に入れ替わり、放たれた強烈な突き、咄嗟に横から叩いて逸らす。

　にもかかわらず、迎撃した筈の剣尖が二の腕を掠め、血が飛び散った。

「なるほど、速度は相当のものだ」

　唇を吊り上げるヒュアキントスの姿に──ベルの瞳が揺れる。

　双刀装備ダブル・ナイフのベルに対し、敵は長剣一本。手数で勝る筈の二刀流が全すべて弾き返され、真っ向から押さえ込まれる。まるで先に回り込まれているかのように全ての攻撃が通らない。

　速度はやさが、完全にせり負けている。

「っっ!?」

　純白のマントが翻った次の瞬間、ベルの反応を遅らせるほどの縦断の一撃が放たれた。

　縦一閃に振りおろされた紅炎色の刃を、間一髪、《ヘスティア・ナイフ》と《牛若丸》を交差させ受け止める。

　二刀のナイフで敵の波状剣フランベルジュを挟み込み、鍔迫つばぜり合い。

　ぎぎぎっと震える刀身が、片手で握られた長剣に押し込まれていく。

「アポロン様の寵愛ちょうあいを向けられる貴様が憎くてしょうがないが……それも主神あるじの望み、栄えある我が派閥の一員にしてやる」

　途方もない『力』の能力値アビリティ。

　重なり合う刃の向こう、眼前で笑う凶敵ヒュアキントスの瞳の中に、戦慄する己の顔が映り込む。

　──Ｌｖ．３。

　脳裏に過よぎる酒場での一戦。手も足も出なかった一瞬の攻防。

　首筋を焼く焦燥感を、ベルは力づくで振り払い、双眸そうぼうを吊り上げた。

「う──ぁあああああああああああああああああああああああっ!?」

　咆哮とともに全身の力を振りしぼり、敵の長剣を強引に打ち払う。

　ばっと退き距離の離れた敵に対し、瞬時、極限まで沈み込む体。

　全身を引き絞られる弓、そして放たれる矢に見立て──次には、突撃した。

「ふッッ!!」

　最大加速。

　蹴りつけた石畳を爆発させるほどの勢いをもって、己の持ちうる全て、渾身こんしんの必殺を仕掛けにいく。

　白兎の猛攻ラビット・ラッシュ。超連続斬撃。

　仮借のない斬閃の嵐あらしが火蓋を切った。

「──遅い」

　が。

　嘲笑あざわらう敵は、微塵みじんも揺るがなかった。


「────」



　紫紺しこん、紅緋べにひ、繰り出される夥おびただしい光の円弧。

　その無数の斬撃を相手は先程と全く変わらない様子で、全てを迎撃する。

　空を切る《ヘスティア・ナイフ》、打ち落とされる《牛若丸》、連続斬りのことごとくを装飾過多の波状剣フランベルジュがあしらった。波打つ剣身は太陽の輝きを放ちながら、炎のように揺らめき、そして出[image: 鱈]目でたらめな威力をもって《ヘスティア・ナイフ》と《牛若丸》の間に火花を生じさせ、甲高い悲鳴を上げさせる。

【アポロン・ファミリア】の首領だけが持つことを許された、《太陽のフランベルジュ》。

　残像を刻む波打つ剣身が、見開かれたベルの瞳に焼き付く。

「兎風情が、吠ほえるな」

　唇を吊り上げるヒュアキントスの体が、今いま以上の速度で、霞かすんだ。

　高速かつ、巧妙な切り払い。

　紅緋の円弧を描く《牛若丸》を撃墜し、紫紺の斬閃を見舞う《ヘスティア・ナイフ》を弾き返す。流れるような一連の切り払いに、美しくすらあった技に──弾かれた反動によって両腕が泳ぐベルの呼吸が止まった。

　次の瞬間、下方より振り上げられる波状剣フランベルジュ。

　超反応で後退したベルの体を、胸甲ブレストプレートごと切り裂く。軽装を断ち皮膚に食い込む波状の刃が胸の肉を抉えぐり、削そぎ落とし、凄まじい激痛をもたらした。

　──斬やられた。

　そのまま走り抜ける紅炎色の斬閃。

　鮮血を飛ばし、動きを止めてしまう少年を、ヒュアキントスは容赦なく追撃する。

「がっっ!?」

　返す剣の柄頭で頰骨を真横から殴打、蹈鞴たたらを踏み距離を取ろうとする足を踏みつけ、肘。

　喉のどに突き刺さった肘がベルの全身を痙攣けいれんさせる。嘔吐えずくことも許されず切り裂かれた腹を殴られ──最後に強烈な回し蹴りをもらった。視界横半分に相手のブーツがめり込み、石畳の上に吹き飛ばされる。

　一回転したヒュアキントスのマントが舞い、動きに合わせ金のイヤリングが揺れた。

「ベ、ベルく……!?」

　青ざめたヘスティアの声は、最後まで言葉にならなかった。

　叩きのめされた少年の体が死体のように地面へ横たわっている。出血する胸部の裂傷は酷ひどく、血の混ざった唾液が辺りの石畳に飛び散り、顔も血まみれだ。かろうじて震えている手が地面につき、何とか起き上がろうと試みている。

　完全敗北を喫した、初めて見る己の眷族の姿に、女神は声を失ってしまう。

「あっ、がっ、ぅ……!?」

「まだ意識があったか」

　倒れ伏した上半身を地面から引き剝はがすベルの視界は滲にじんでいた。涙が浮いている深紅ルベライトの瞳で、笑うヒュアキントスを見上げる。

　これが──第二級冒険者。

　Ｌｖ．３上位に上り詰めたヒュアキントスは本物だった。能力ステイタスの上に胡坐あぐらをかかず、技も、駆け引きも一流だ。モンスターの戦闘とはまるで勝手が異なる対人戦、照準する暇がなかった『魔法』も、蓄力チャージなど自殺行為に直結する【英雄願望スキル】も、彼の前では何の役にも立たない。

　純粋な白兵戦の力量も、能力ステイタスも。

　今のベルとは、冒険者としての格が違う。

　叩きつけられた泥沼のような敗北感。止まらない落涙。

　体を焼く痛みと、言葉にできない感情の渦が、ベルの相貌を歪ませた。

「醜い顔だ、品もない……何故なぜアポロン様はこのような輩やからに執着されるのか」

「うっっ!?」

　血まみれの顔で自身を見据えてくるベルを、ヒュアキントスは容赦なく蹴りつけた。

　防御できない少年の体はあっけなく飛び、路地裏の先にあった開けた空間へ転がる。

「待てっ、止よすんだ!?」

「私は身も心もあの方に捧げている。私だけが、あの方の全てを受け止められる。……兎など大人しく狩られていればいいのだ」

　ヘスティアのことは見向きもせず、声も聞かず、ヒュアキントスはベルに歩み寄る。

　言葉の端々に嫉妬を滲ませ、うずくまる少年の前で止まった。

「……暴れられても困る。どうせ後で治すのだ、腕や足の一本は斬っておいても構うまい」

　左手に持つ波状剣フランベルジュを鳴らし、嗜虐しぎゃく的な笑みを浮かべるヒュアキントス。ベルの瞳が恐怖に染まった。

　だっとヘスティアが走り出すも、間に合わない。

　振り下ろされた長剣が、ベルの肩を斬り裂こうとした、その直後。

　幾多もの矢が、ヒュアキントスの立っていた石畳を撃ち砕いた。

「なにっ？」

　間一髪回避したヒュアキントスは、ベル、ヘスティアともども驚愕を同じくする。

　ばっと振り向いた先、西のメインストリートの外れにある古ぼけた鐘楼しょうろう。遥か遠方の、高い塔の屋根の上に、長弓ロングボウを構える弓使いアーチャーの姿があった。

　あれほど離れた地点からの遠距離射撃──狙撃手スナイパーか、とヒュアキントスは感嘆する。

「犬人シアンスロープ……」

　目を細め凝視するヒュアキントスのもとに、再び矢が放たれた。
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「これだから上級冒険者は嫌い……」

　視線の先で射った矢をことごとく回避するヒュアキントスに、ナァーザは顔をしかめる。

　腰に固定した矢筒から矢を番つがえ、彼女はベルを援護するため連続射撃を行った。

【アポロン・ファミリア】が巻き起こした抗争を察知し、速やかにこの高所へと陣取ったナァーザは、誰よりも早くベル達の位置を捕捉していた。【ミアハ・ファミリア】の元第三級冒険者である弓使いアーチャーの腕は正確無比であり、常人には視認できないほど遠く離れた地点においても敵ヒュアキントスのみを的確に狙撃していく。

「ベル、逃げて……」

　ナァーザが呟くと、彼女の願いが届いたように、ふらつきながら立ち上がったベルがヘスティアを引っ張り駆け出していく。ヒュアキントスが追おうとするが、すかさず支援射撃、矢を叩き込んで行く手を阻害した。

　こちらを忌々いまいましげに睨んでくる小さな影に、もう一発いっぱつ矢を放ってやると、長剣であえなく切り払われる。彼は致し方なく建物の陰へ逃げ込み、射線上から身を隠した。

　見失ったベル達の追跡を一度諦めたのか、マントを引いて逆方向へ駆け出していく。

「敵、多過ぎ……」

　ヒュアキントスを足止めした後もナァーザは他の冒険者達を狙撃するが、その援護も焼け石に水だった。

　彼女が俯瞰ふかんしている光景の中には、下手をすれば二百に届く敵影がいる。

　空になった矢筒を放り投げ、新しいものを再装備。

　屋根の上を走っていた狩猟者ハンターの足を射抜き、建物の上から叩き落とす。木霊こだましてくる小さな悲鳴を獣の耳で拾いながら、次から次へと矢を射った。

「ミアハ様、急いで……」

　焦あせった表情で、ナァーザは呟いた。
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「ベル君、大丈夫かい!?」

「は、はいっ……」

　泣きそうな顔になっているヘスティアに、ベルは息も絶え絶えに返事をする。

　ヒュアキントスに痛め付けられた全身は重い。手持ちの上等回復薬ハイ・ポーションだけでは胸の傷を塞ふさぐだけで精一杯だった。彼から距離を取ろうとここまで必死に走ってきたが、とうとう体勢を崩し、ヘスティアに両手で支えられてしまう。

　傷付き思うように動かない体に焦りを覚えていると、遠方より、詠唱が響いてきた。

「っ!?」

「魔法!?」

　ヘスティアの悲鳴通り、頭上には杖を構えるエルフの魔導士の姿があった。

　建物の高低差を利用し、ナァーザのいる鐘楼からは狙ねらえない位置で詠唱を進めている。さらに完璧に【ファイアボルト】の射程外。屋根の上にいる彼女から間合いを取ろうとベル達は必死に走ったが、完成した魔法の前では些事さじに過ぎなかった。

　射程距離の長い雷属性の魔法が、すぐ後方に炸裂する。


「「～～～～～～～～～～～～っ!?」」



　後ろ髪の先端を焼かれながら、ヘスティアと仲良く地面に転がった。

　女神ヘスティアを砲撃に晒さらさないよう着弾位置を調整したとはいえ、敵は路地裏だけでなく周りの建物を抉り取るように吹き飛ばし、大量の煙を発生させる。

「リッソス、捕まえました！」

「でかした、ダフネ達を呼べ！」

　耳の機能が数秒潰され視界もちかちかとする中、倒れ込んだベル達のもとに多くの足音が集まってきた。顔を上げると、襟巻きで口もとを隠したエルフの団員──教会の攻撃を指揮していたあの小隊長だ──が、五名の冒険者を連れて路地裏の角から現れるところだった。

　リッソス、と呼ばれた眉目秀麗びもくしゅうれいなエルフは「降伏しろ」と冷たく告げてくる。

　べちゃりと地面に潰れているヘスティアの肩を抱きながら、ベルが汚れた顔を歪めていると──ざっ、と彼等に立ちはだかる者達がいた。

「えっ……」

「面白おもしろそうなことをやっているな。俺達も交ぜろ」

　ベル達の後方から進み出たのは、六名の冒険者パーティだった。

　呆然としたベルの呟きと眼差しを受け止めるのは巨漢の背中、【タケミカヅチ・ファミリア】の団長、桜花オウカだ。

　彼の他にも槍を持った千草チグサに三名の他団員、そして命ミコトの姿がある。

「何だ、貴様等……我々【アポロン・ファミリア】に楯突たてつく気か!?」

「その通りだが？」

「盟友の危機を、捨て置くなどできない！」

　怒いかるリッソスの脅し文句に、桜花オウカが大剣を構えることで答え、命ミコトが声高らかに断言する。

　敵意をぶつけ合う【アポロン・ファミリア】と【タケミカヅチ・ファミリア】は、雄叫おたけびとともに激突した。

「間に合ったか……！」

「ミ、ミアハ!?」

　ベル達が激しい戦闘を見せつけられていると、呼吸を乱すミアハが背後から登場する。

　ヘスティアが顔を上げると、男神は「うむ」と頷いた。

「騒ぎを聞きつけ、タケミカヅチのところに応援を頼みに行っていた。無事か？」

「は、はい」

「ミアハ、君ってやつは……！」

　ベルの驚いた顔とヘスティアの感激した眼差しを前に、ミアハは一笑する。

　彼は団員のナァーザと別行動をし、桜花オウカ達をここまで引き連れてきたのだ。

「悠長に構えている暇はない。ここは彼等に任せ、ベル達は行け」

「え……で、でも」

「聞くのだ。そなた達の身の安全が確保されなければ、この戦いは終わらん。わかるであろう」

　躊躇するベルだったが、その時、路地裏の奥から大声が上がる。

　敵の新手、援軍だ。

　息を止めるベル達に、ミアハは焦った表情で迫った。

「さぁ、行け！」

「……ごめん、ミアハ！」

　ヘスティアが立ち上がり、痛みを堪こらえるようにベルも頷いた。

　逃走を再開させながら、命ミコト達が奮闘する後方を一度見やる。胸に宿るのは関わった者達を巻き込んでしまっていることに対する罪悪感だ。

　それと同時に、これが【ファミリア】の抗争なのだと悟る。

　一つの派閥が戦端を開けば、与くみする派閥も芋づる式に乗り出て抗戦し──泥沼化。時が立てば際限なく激化する派閥間の抗争に、【ファミリア】が表立って武力衝突をしない筈だ、と半ば強制的に納得を得てしまった。

「市壁が近い、今いる場所は都市の西端はしっこか……!?」

　負傷しているベルと懸命に走りながら、ヘスティアは細い裏道の頭上を仰ぐ。

　視線の先では都市を囲む市壁がベル達を見下ろしており、そそり立つ石の巨壁の距離感から、現在地は都市の西端に近いとヘスティアは推理した。

　追手ヒュアキントスから出[image: 鱈]目に逃げ回ったせいか、ギルド本部の方角から大きく外れてしまっている。

『いたぞぉ！』

「……!?」

　間もなく、大量の刺客を動員している敵に捕捉される。

　ナァーザの射撃をかいくぐり建物伝いに疾走してくる冒険者達は、手負いのベル達に飛びかかった。

　屋根を蹴り飛ばし、三名の冒険者がベル達の頭上から急襲する。

「──やらすかァッ!!」

『!?』

　ベルとヘスティアを三つの影が覆った瞬間、突如とつじょ横合いから火砲のような速度で黒い影が割り込んだ。右手に持った片刃の大刀を振り抜き、空中の相手を二人まとめて吹き飛ばす。

　更に、それに続いて飛来した金属矢が残った一人の頰に突き刺さった。体勢を崩し墜落した敵冒険者を、宙から降り立った先程の黒い影が、大きく円を描いて蹴り飛ばす。

「……無事か、ベル？」

　相手を蹴散らした赤い短髪の青年が、着流しを揺らしながら振り返る。

「ヴェルフ!?」

　大刀を肩に担かつぐ仲間の姿に、ベルは目を見張った。




「ベル様！」

　ヴェルフに遅れて現れたリリは彼等のもとに駆け寄った。

　射撃した右腕のハンドボウガンの感触を確かめながら、ベルの名を呼ぶ。

「サポーター君まで……」

「どうして、ここに……」

「ベル様達が心配だったからに決まっています！」

「街中で『兎』が追い回されているって、騒ぎになってるぞ」

　驚くヘスティア達に声を張りながら、目の前で足を止めると、獣人に変身したままのリリはすぐに気付いた。

　腫はれ上がり流血もしているベルの相貌。装備している軽装の胸甲ブレストプレートは斬撃が貫通した大きな傷跡を残し、更には陥没までしている。リリは慌ててバックパックから道具アイテム──ナァーザから以前購入した上級回復薬ハイ・ポーションと二属性回復薬デュアル・ポーション二つ、計三本の試験管をベルに押し付けた。

「ありがとう、リリ……」

　ボロボロの顔で笑うベルに、リリの小さな胸が痛む。酷い、と痛々しい少年の姿を見て己の身を斬られたかのような幻覚を抱いた。

　飲むのもきつそうにベルが栓コルクを抜いて群青ぐんじょう色の溶液を頭から被かぶる中、「止まっているのは不味まずい、移動しよう」とヘスティアが呼びかける。

「状況は何となくわかっていますが……やはり酒場のいざこざが原因なのですか？」

「いや、それも含めて、全部アポロン達の作戦だ」

　四人で走りながらリリはヘスティアに問うと、簡潔に成り行きを教えられる。

　冗談なのか真実なのか、少年の貞操すべてが危ういと小声で囁ささやかれた時は卒倒しそうになった。

「おい……もう来たぞ！」

「！」

　ヴェルフが前方を見据えながら言う。まず三人、更にその奥からも複数。

　顔が強こわばるベルとヘスティアに、リリは促した。

「ベル様達はギルドに急いでください！」

「片付けたらすぐ追い付いてやるから、安心しろ！」

　やり切れないような表情を浮かべているベルの反論もヴェルフが塞ぐ。リリがヘスティアを見つめると、彼女も「すまない、頼んだよ！」と少年の手を取った。

「リリスケ、援護しろ！」

「わかっています！　ですが、お一人で大丈夫なのですか!?」

　ベル達を分かれ道へ進ませたリリとヴェルフは、自ら前方の敵へ迫る。

　こちらの心配を他所よそに、ヴェルフは単独、突っ込んだ。

「いや、今の俺なら──」

　そして最初に迫る三人の冒険者に対し。

　両手に持った大刀を思い切り背後に溜ため、横一閃フルスイングする。

　風圧が発生した凄まじい一撃に、瞠目する敵は回避できず、悲鳴を上げて吹き飛んだ。

「──結構やれるんじゃないか？」

「……お強いのは結構ですが、足もとをすくわれないでくださいねっ！」

　真上に舞った冒険者達が、錐揉きりもみしながらリリの背後にどしゃっと落下する。

　Ｌｖ．２の潜在能力ポテンシャルを見せつけるヴェルフに、リリは頼もしさを隠しながら注意した。

　二人はすぐさま接敵する後続と交戦に入る。

「動きが違う奴等やつらがいるな！」

　Ｌｖ．１とＬｖ．２の混合パーティをリリ達は相手取る。動きの遅い下級冒険者達をヴェルフは真っ先に潰し、一人残った上級冒険者はリリの絶妙な射撃えんごが一瞬注意を引き付ける。

　次には、独楽こまのように動いたヴェルフの回転斬りが、上級冒険者を背後の壁に叩きつけた。

「ヴェルフ様、どいてください！」

「って、お前、それまさか……!?」

　まだ前方から現れる敵集団に、リリは[image: 拳]こぶし大の袋を取り出す。

　投擲する前から彼女に鼻をつまませるそれは──『強臭袋モルブル』だ。

　ヴェルフが顔色を変える中、リリは集団に向かって投げ入れた。瞬間、ブワッッと不気味な緑色の粒子もとい臭気が逃げ場のない狭い路地裏に爆散する。

　ぎゃああああああああああああああああああああああっと凄まじい複数の絶叫が上がった。

「使うなら先に言え!?」

「道を開けろとしっかり伝えたではないですか！」

　互いに片手で鼻をつまみながら、背後から迫る緑色の爆臭から全力逃走する。

　周囲一帯の戦場を使い物にならなくした後も、リリとヴェルフは向かってくる敵と何度も戦闘に臨んだ。

「っ……敵が本当に多いぞ！」

　押し寄せる敵の数にヴェルフが叫ぶ。

　四方八方、続々と姿を現す敵の影。盛んに鳴っている警笛けいてきはベルとヘスティアを発見した者達が出す合図か。いつの間にか足止めもままならなくなっている状況に、リリは辺りを見回す。

「相手は……本当に統率が取れているのですか？」

　断続的に襲いかかっている敵の姿を顧かえりみるに、連携がところどころ雑だ。急造を思わせるような、そんな動きの流れがある。

　量にものを言わせた包囲網。異常なまでの敵方の数に不自然なものを覚えていると……ヴェルフが眼前で斬り伏せた冒険者を見て、リリは凍りついた。

「えっ、なっ……うそ、どうして」

「おいっ、どうした!?」

　ヴェルフの援護も忘れ立ちつくすリリの視線の先、倒れたヒューマンの防具には、三日月と杯さかずきのエンブレムが刻み込まれていた。リリは反射的に己の左肩を摑つかむ。

　吐き気を催す冷気が腹の底から立ち上っていた。一方で肌の上では熱を伴った発汗が止まらない。まさか、まさか、まさか、とリリの頭がその文字列に埋めつくされる。

　リリの疑念を氷解させるかのように現れたエンブレムが示すのは──【ソーマ・ファミリア】。

『神酒』を象徴する杯のエンブレムを見下ろし、その栗色の瞳が動揺に打ち震える。

「っ!?」

　顔を振り上げ周囲を見た。今もヴェルフと矛を交わす獣人の大男、屋根の上から乱暴に応援を呼ぶアマゾネスの女性、矢に撃ち抜かれる人相の悪いドワーフ。彼等は、所属派閥ファミリアと疎遠になっている自分が、いつかどこかで見かけたような顔をしていないか。

　多過ぎる敵の数、【アポロン・ファミリア】と結託している派閥の存在にリリが行き着いてしまうと。

　止とどめとばかりに、冒険者達を指揮する、眼鏡めがねと細面の男性を発見してしまった。

「リリスケ!?」

　ヴェルフの声も聞かずリリはその場を発ってしまう。細い足をがむしゃらに漕こぎ、積み重なった木箱を蹴りつけ、そして変身魔法シンダー・エラを解除して、建物の屋根へと出る。

「ザニス様!?」

「……おお、やはりいたか、アーデ」

　現れたリリに、【ソーマ・ファミリア】首領ザニスは大して驚かず、笑みを作った。

　広く平坦な屋根の上で、ヒューマンの男と、獣人から小人族パルゥムに戻った少女が対峙たいじする。

「何を、何をなさっているのですか!?　何故【アポロン・ファミリア】に協力するような真似を!?」

「アポロン派から依頼を受けたのだ。報酬を約束する代わり、【ヘスティア・ファミリア】との抗争に協力してほしいとな。主神ソーマ様もそれを許可した……いや、私に一任した」

　確かに、【ソーマ・ファミリア】は、ある意味この都市の中で一番御ぎょしやすい派閥だ。

　酒造りにしか興味がない主神は世間に疎く、勢力争い及び勢力図とも無関心だ。酒造りの資金が手に入るなら、恐らく簡単に釣れる。

　ベル奪取の計画を事前に進めていた【アポロン・ファミリア】はこの日のために、都合のいい協力者パートナーとして事前に目を付けていたのだろう。

「正気ですか!?　大金のためだけに加担するなんて……【アポロン・ファミリア】は今回の騒動に関してギルドの罰則ペナルティ覚悟の上でしょう、手を貸した【ソーマ・ファミリア】も罰の対象になるに決まっています!!」

【ソーマ・ファミリア】は主神の派閥運営をギルドから問題視され、現在ただでさえ活動自粛を促されているのだ。街中を騒がした事件に協力していたと明るみになれば、今度こそ都市からの追放もありえるかもしれない。ザニス達は自ら剣の切っ先を首もとに添えている。

　アポロン達に協力する真っ当な道理も、ベル達を攻め込む理由もないとリリは叫んだ。

「いや、我々には大義名分がある」

　だが、ザニスは泰然と、腰に後ろ手を組みながらそう告げた。

「大義、名分……？」

「そうだ。【ソーマ・ファミリア】にはアポロン派の申し出を抜きにしても、【ヘスティア・ファミリア】と争う理由がある」

　慌てる素振りも見せず言い切る姿に、リリは怪訝な顔をする。薄い笑みを浮かべるザニスは目を細め、顎を上げて彼女のことを見下ろした。わからないか、と尋ねるように。

　身に覚えはないか、とそう問いかけるように。

「──まさ、か」

　脳裏を一瞬過ぎった可能性に、リリは蒼白になる。

　そしてザニスは、彼女の最悪の予想をあっさりと肯定した。

「そう、お前だ。アーデ」

　鷹揚おうように、彼は頷いた。

「私達のかけがえのない同胞を、誑たぶらかした連中から奪い返すのだ。そして然るべき報復を行い、我らの正義を証明する」

　リリは崩れ落ちそうになった。

　今も【ソーマ・ファミリア】に所属扱いになっているリリを建前たてまえにして、彼等はベルとヘスティアへの襲撃に加担しているのだ。ギルドの罰則ペナルティを躱す盾と抜け道を確保しているのだ。

　それほど【ファミリア】の契約、拘束は強い。主神と派閥が退団していない者を利用され不利益を被ったと訴えれば、彼等の言い分は少なくとも認められる。一団員であるリリがいくら喚わめこうが最後に聞き入れられるのは組織の声だ。

　リリが、今もベル達を追い詰めている一因となっている。

「私もつい先日までお前は死んだものだと思っていた。……とある酒場で酔った者達の話を耳にするまではな」

「それ、は……」

「18階層で活躍したという【リトル・ルーキー】、そしてやつに付き従う小人族パルゥムのサポーターの情報だ」

　己の迂闊うかつさをリリは心底呪のろった。

　地上では【シンダー・エラ】を駆使し、常に獣人の子供を装っていたが、ダンジョン内では精神力マインドの節約のため『魔法』は解除している。そしてあの18階層で起こった事件によって、活躍したベルの名聞とともにパーティであるリリの情報も一部の者達に出回ってしまったのだ。

　ザニスはそこからベル達とリリの関係を察し、報酬を用意するという【アポロン・ファミリア】の依頼に渡りに船とばかりに飛び付いたのだろう。

「安心しろ、アーデ。私がソーマ様にかけ合って身の潔白を証明してやる。【ヘスティア・ファミリア】こそが諸悪の根源なのだと」

　いつかベルとヘスティアに語った【ソーマ・ファミリア】の報復が、現実のものとなってしまった。

　いらぬ火の粉が二人に及ぶ……リリはあの時そう言った。とんだ間違いだ。リリが火の粉を招き、悪意の炎まで呼び込んで彼等を苦しめている。

　全て、自分リリのせい。

「お前を騙だまし、脅し、今日まで利用してきた連中には、相応の罰が与えられるだろう。【アポロン・ファミリア】がやつ等を破滅へと追い込む」

　目眩めまいが襲った。立ちくらみが起こる。世界が揺れ乱れているような、そんな最悪の感覚。

　自分は疫病神なのか、リリは頭をかきむしりたい衝動に駆られた。脳裏に浮かぶのは自分に良くしてくれた花屋の老夫婦。彼等の居場所もまた【ソーマ・ファミリア】の手で無残にも荒らされた。小さな胸に釣り合わない巨大な自己嫌悪の渦が、叫びとなって喉から迸ほとばしりそうになる。

　思い出す。先程ボロボロに傷付いていたベルの顔を。

　見渡す。巻き起こっている周囲の戦闘を。

　鐘楼から追われるナァーザが、徒党に囲まれている命ミコト達が、鍔迫り合いを繰り広げるヴェルフが、【ソーマ・ファミリア】の団員達の手で危機に陥おとしいれられている。

　いけなかったのだ。

　リリは、ベル達のもとにいるべきではなかったのだ。

　──あの優しく温かい彼等の側に、汚い自分がいてはいけなかった！

　涙を目の縁に溜めながら、自失呆然としたリリは、がくりと首を惨むごたらしく折った。


「…………ください」



「ん？」

「ベル様達に、もう手を出さないでください……」

　震える声で、リリはザニスに請うた。

　死人のような顔を上げ、彼を見上げる。

「ソーマ様のもとに帰ります。だから、これ以上は……あの人達に何もしないでください」

　単純な引き算だ。

　リリが外部派閥ソーマ・ファミリア加勢の原因となっているなら、投降してザニスの言う大義名分を消失させる。リリ一人でベル達を襲う派閥が一つ消えるなら、十分な交渉だ。

『神酒』に魅せられ構成員が莫大な数に上っている【ソーマ・ファミリア】さえ撤退すれば、現在の包囲網は維持できず、ベル達も助かるかもしれない。

　受け入れられる見込みは低いと理解していながら、それでもリリは祈る思いで懇願する。

　藁わらにも縋るそんな彼女の姿をザニスはしばし正視した後、もったいぶるように、頷いた。

「いいだろう」

　あっさりと下されたその了承に、リリは驚くとともに訝いぶかしむ。

　ザニスは眼鏡を指で押し上げた。

「事実、危ない橋を渡っている自覚はある。【アポロン・ファミリア】からは既に十分な前金みかえりも頂いた、この辺りが潮時だろう」

　そこまで述べ、彼は口端を大きく吊り上げる。

「それに、私はもともとお前が必要だった」

　意外な事実を打ち明けるザニスに、瞠目する。

　つまりリリを奪い返すという建前は、ザニスの中では半分が真実だったのか。

　こんな小さく弱い自分に何の価値を見出しているのかと思うも、彼が約束を守ってくれる以上、リリは要求に従うしかない。

「私のもとへ来い。来れば、撤退の合図を出す」

　懐ふところから取り出される筒型の小銃。リリは黙ったまま彼の指示に従う。

　従順な少女に満足そうに頷き、ザニスは空へ向け小銃の引鉄ひきがねを引いた。打ち上がる閃光弾。

　蒼穹そうきゅうに弾けた強い光と音に、第七区画にいる多くの冒険者達が動きを止める。やがてザニスの言う通り、【ソーマ・ファミリア】の団員達が撤退を始めた。

「おい、リリスケ！」

　大半の敵が持ち場を放棄することで余裕ができたのか、ヴェルフが下の路地裏から叫ぶ。

　屋根の上にいるリリは、力のない視線で彼の顔を見返した。

「行くぞ、アーデ」

「はい……」

　口もとを歪めるザニスの声に、リリはうつむいた。

　彼が踵きびすを返す中、事情を呑み込めていないヴェルフを見下ろして告げる。

「リリは【ソーマ・ファミリア】に帰ります……もう、ご迷惑はおかけしません。ベル様達にそうお伝えください」

「何を言ってる！　俺がベルに合わせる顔ないだろっ、さっさと戻ってこい！」

「ごめんなさい……さようなら」

　別れを告げ、リリはザニスの後を追う。

　路地裏から見上げているヴェルフの視界から、小人族パルゥムの少女は消えた。

「何やってんだ、あいつ……！」

　リリの後を追おうとするヴェルフだったが、運悪く【アポロン・ファミリア】の冒険者達に見つかり交戦を強いられてしまう。

　くそっ、と悪態を吐つく彼はリリの追跡を諦めるしかなかった。





[image: ]






　もう何度目とも知れない襲撃がベル達の身に降りかかった。

　狩猟者ハンターの矢が、魔導士の短文詠唱魔法が、得物を持つ上級冒険者達が少年に襲いかかり、息をつく暇がない。先程から罵声が絶えない敵勢──【アポロン・ファミリア】はどこか余裕を失ったように、ベル達をより苛烈に攻め立ててきた。

　一周さまよって戻ってきたホーム近辺、人の気配が完全に消え静まり返っていた住宅街に、再び激しい戦闘音がもたらされる。

「っ……【ファイアボルト！】」

　使われなくなっている石造りの古家に、ベルは魔法を撃ち込んだ。

　連射された炎雷が石材を巻き上げ、膨大な煙幕が発生する。驚愕する敵冒険者達の視界をまとめて塞ぎ、素早くその場を離脱した。

「はっ、はっ……！」

「っ……ベル君、こっちだ！」

　息が切れ切れのベルを危ぶみ、ヘスティアはその手を引っ張った。

　彼女が見つけたのは眼下に走る水路だった。路地裏の道から階段を経て進める。駆け下りたベル達は隧道ずいどう状の用水路に飛び込んだ。

「大丈夫かい、ベル君？」

「すいませんっ、神様……」

　壁に寄りかかり、そのまま座り込んだベルは謝罪をする。ヘスティアは顔を振ると、一度辺りを見回した。レンガ造りの水路は存外に広く、まるで橋の下の空間を思わせる。中央を走る水の流れの行き着く先は都市の地下水路だろうか。反対側の出口からも外の光が見える。

　水路の外からは、姿をくらましたベル達を探し回る足音と声がけたたましく聞こえてきた。見つからないことを願いながら二人は息をひそめ、小声を交わす。

「まだ、動けるかい？」

「……大丈夫です、いけます」

　度重なる襲撃で削られた体力を回復するため、ベルはリリからもらった残りの回復薬ポーションを全て消費する。必死に息を整えようとするその姿にヘスティアが苦渋の表情を浮かべていると、外から大音声が聞こえてきた。

『聞こえているか、ベル・クラネル！』

　ヒュアキントスだ。

　肩を跳ねさせるヘスティアの側で、ベルも両目を歪める。

『どこに隠れようと、どこに逃げ込もうと、我々は貴様を追い続ける。一時を凌ごうが無駄だ！』

　高台にでも登っているのか、辺り一帯に響く大声で彼は警告を発してきた。

『地上でも、ダンジョンでも同じことだ！　この先、お前に安息の日々はないと思え!!』

　彼の言葉の意味することに、ベルは息を呑んだ。

　例え今回の騒動をやり過ごし、ギルドや他派閥のホームに匿かくまってもらったとしてもアポロン達は一生ベルを付け狙う、そう言っているのだ。地上で生活している時も、ダンジョンを探索している時でも、常に。

　力ある派閥の標的になるという意味を、ベルは身をもって実感してしまった。

　ヒュアキントスの言う通り、何かしらの決着をつけなければ、ベル達に平穏は訪れない。

「……」

　動揺するベルを隣に、ヘスティアは押し黙った後。

　決然たる表情を浮かべた。

「──ベル君、聞いてくれ」

　座り込んでいる彼の正面に回り、自らも屈かがみ、目と鼻の先で見つめ合う。

　その深紅ルベライトの瞳に、語りかけた。

「アポロンが本気になった以上、このままじゃあボク達に未来はない。打開する手段は二つ、勝ち目のない戦いに臨むか──このオラリオから逃げるか」

「……っ!!」

　現実を叩きつけられ震えるベルに、ヘスティアは続けて言う。

「ボクは君がいてくれるなら、どこに行こうがへっちゃらさ。例え追われることになっても、相手が諦めるまで、君と一生逃避行とうひこうを続けてやる」

　覚悟のほどを告げるヘスティア。

　住み心地の良いこの土地も、得た仲間達の存在も心惜しいが、ベルがいてくれるならどこへ行ってもどこで暮らそうが構わない、と心の内を明かす。

（神様と、オラリオを出て、遠い場所で暮らす……？）

　胸を手で押さえるヘスティアの顔を、まじまじと見る。

　事実、それがベルとヘスティアに残された最後の選択であるのかもしれない。

　これまで勢力争いに敗れ去った【ファミリア】と同じように……ヘルメスが語った彼かの大神ゼウスのように、助かるにはこの都市から逃げ出すしかないのかもしれない。

　想像する。

　たった二人、ヘスティアとともに広い世界を旅していく光景を。

　風車の回る牧歌的な村で、素晴らしい青空に包まれる丘の上で、海原が見える港街で。

　白い衣服ワンピースと帽子を被った少女ヘスティアと、荷物を背負う少年じぶんが笑い合う姿を。

　それはなんて優しくて、心休まる情景なのだろう。

　なんて胸がときめいて、心温まる夢の旅なのだろう。

　ありえたかもしれない、ありえるかもしれない二人の未来だ。

（でもっ……！）

　そこまで胸を揺らされていたベルの脳裏に、この都市で出会った者達の顔が次々と浮かんでは消えていく。

　彼等と肩を組んで分かち合った笑みを、彼女達に支えられた沢山の微笑ほほえみを。

　あの冒険の日々と、今日までの出会いの数々を、全て思い出す。

（僕は──）

　そして、心の奥に蘇る憧憬しょうけいの姿。

　きっと始まりだった、金髪金眼の剣士との出会い。

　少女の横顔が、胸の奥から離れない。

「……」

　そんなベルの心の動きを読んでいるかのように、無表情になるヘスティア。

　彼女はぎゅっと唇を引き結び、意を決してベルの手を両手で握る。

　驚く少年に、女神は問うた。

「ベル君、ボクのことは好きかい？」

　その突然の問いに、ベルは素すっ頓狂とんきょうな声を上げる。

「は!?」

「これは大切なことなんだ」

　顔を紅潮させ、ヘスティアは続けた。

「君が好きと言ってくれれば、ボクは覚悟を決める。君の言葉を信じられれば、面倒な嫉妬心かんじょうも鼻で笑えて、ボクは何でもできるようになる！　何とだって戦える！」

　手を握る力がこもる。

「ボクは君のことが好きだぜ？　可愛かわいくて可愛くてしょうがない。君とずっと暮らしていたい、君の隣にずっといたい……君を、誰にも渡したくない」

　手を包む指が震える。

「君は、ボクのことをどう想おもっている？」

　そして最後に、再び問いかけた。

　今も赤くなりながら、真剣な表情でヘスティアは少年の顔を見つめる。

　混乱するベルは、釣られて赤くなりながら返答した。

「そ、尊敬しています……」

「そういうことじゃない！」

　目の前で叫ばれベルの肩が跳ねる。

　女神ヘスティアが何を言おうとしているのか、何を聞こうとしているのか、意識を離れ暴走する鼓動の音を聞きながら必死に考える。主神の問う『好き』の意味、言葉の意味。

　ヘスティアのその揺れる眼差しに、何か大切なものが壊れる、神と眷族の関係ではいられなくなる、と。

　無意識の内に心が危ぶむ中、ベルが震える唇を開くと─爆撃。

「「!?」」

　水路の入り口で発生した爆風がベル達を襲った。

　慌ててヘスティアを押し倒して庇ったベルの目に、魔導士と冒険者の小隊が映る。

『いたぞ、水路の方だ！』

『かかれ！』

「っ!?」

　とうとう発見され、ベルはヘスティアを抱き寄せ逃げ出した。

　再び彼女を横抱きにし、一目散に出口から水路を脱出する。

「一度ならず二度までも、ことごとくボク達の邪魔をしてっ……おのれぇ～～～っ!?」

　胸の中で怒りの形相を浮かべる女神に怯おびえるベル。

　大爆発したヘスティアは眦を決した。

「もう怒った！　ベル君、ボクは腹をくくったぞ！」

「は、はい!?」

「西南だ、西南を目指せ！」

　激しい口調で飛ばされる指示にベルは従った。

　これまでの進路を大きく変更して、ギルド本部とは逆方向、西南に向かって路地裏を駆け抜ける。思いもよらぬ転進に動揺した冒険者達を、純粋な加速で振り切った。

「……」

「……」

　無言で走り続ける中、問答が有耶無耶うやむやになったことをベルは密かに安堵あんどした。

　ヘスティアも同じ気持ちなのか、それ以上触れようとはせず、代わりにベルの胸へ赤い顔を押し付ける。

　抱きかかえる女神の体と、鼓動が交ざり合っている、ベルはそう感じてしまった。




　ヘスティアの示す西南を目指すのは容易であった。

　つい先程までと比べ明らかに手薄になった包囲網を脱し、西のメインストリートを越えて第六区画、西と南西の大通りに挟まれた区域に進入する。

　周囲の注目を集めながら広々とした街路を走り抜け、ヘスティアの導きのもと、広い敷地前に到着した。

「ここ、は……」

　背の高い鉄栅に、広々とした植栽豊かな前庭、巨大な石造りの屋敷。門に飾られた弓矢と太陽のエンブレムを見て、ベルは喉を鳴らす。

　ヘスティアが目指すよう命じていたのは、他ならない【アポロン・ファミリア】本拠ホームであった。

「殴り込みに来たんじゃない、どけどけ！　しっ、しっ！」

　正門をくぐろうとするベル達を門兵が槍で制そうとしてくるが、手を振り回すヘスティアの迫力に負け、思わず道を開けてしまう。

　屋敷の前には奇襲されることも前提に置いていたかのように、まだ残っている多くの団員達が配置されていた。言葉を失うベルはあらためて彼我の戦力差を見せつけられてしまう。

　周りの団員達に警戒されながらヘスティアがずかずかと前庭の中央を突っ切っていくと、まるで見越していたかのように、屋敷から悠々とアポロンが現れた。

「やぁ、ヘスティア。こんなところまで乗り込んできて、どうしたというのかな？」

　玄関の階段を下り、ニヤニヤと笑いながら出迎えてくる男神を、ヘスティアはギロリと睨み付ける。

　側仕えをする小人族パルゥムのルアンを伴って、アポロンはヘスティア達の目の前で立ち止まった。

　女神が一方的に発散する穏やかではない雰囲気に、ベルがルアンとともに冷や汗を湛たたえる中、主神同士は対峙する。

「……小人族パルゥム君、その手袋を貸してくれ」

「え……は、はい」

　有無を言わせない声に、ルアンはうろたえながら従った。

　手渡された手袋を握り締め、ヘスティアは、アポロンの顔かお目がけ渾身の力で投げつけた。

「「!?」」

　べちゃ！　とアポロンの顔面に炸裂する手袋。

　投げた反動で漆黒のツインテールがふわりと舞う中、ベルとルアンはぎょっとする。

　笑みのまま手袋を剝がすアポロンに、ヘスティアは声高らかに宣言した。




「上等だっ！　受けて立ってやる、戦争遊戯ウォーゲームを!!」




　ベルが目を見開く中、にぃっとアポロンは口端を引き裂く。

「ここに神双方の合意はなった──諸君、戦争遊戯ウォーゲームだ！」

　彼が両手を開いた瞬間、敷地内から一斉に神々が姿を現した。

『いぇええええええええええええええええええええええええええええええええッ!!』

　いつの間にひそんでいたのか、庭の茂みや木の上から、大勢の男神と女神が歓声を上げる。

　ベルとルアン、そしてアポロンの団員達が押しなべて驚愕する中、周囲は一気に慌ただしくなった。

『ギルドに戦争遊戯ウォーゲームの申請をしろ！』

『臨時の神会デナトゥスも開くぞ！　他の神々ヤツラも招集だ!!』

『漲ってきた──ッ!!』

『久々の宴まつりやー！』

　飛び交う興奮の声々。娯楽に飢える神々が真骨頂を発揮し、あっという間にお祭り騒ぎになる。ロキの声も交ざる中、彼等彼女等は戦争遊戯ウォーゲームの膳立てを主導し始めた。

「聞いての通りだ。試合ゲームの詳細は神会デナトゥスで決める。日程は後で知らせよう……楽しもうじゃないか、ヘスティア？」

　周囲が騒然となる一方、アポロンは不敵な笑みを浮かべる。

　睨み返すヘスティアに背を向ける彼に、ルアンは慌てて付いていった。

「か、神様……」

　屋敷へ去っていくアポロンの後ろ姿を視界に、ベルは呆然とこぼす。

　派閥の団員数、力の差は歴然だ。勝負にもならない勝負に、悲観的な考えと末路しか浮かんでこない。

　立ちつくすそんなベルに、ヘスティアは勢いよく振り返る。

「ベル君、一週間だ」

　眷族の少年を見上げながら、女神は言葉を続けた。

「戦争遊戯ウォーゲームが開催されるまで、一週間、ボクが何としてでも時間を稼いでみせる」

「えっ……」

「その一週間の間に、ベル君、できる限り強くなってくれ。今日ボク達を襲ってきた子の誰よりも、何よりも強くなってくれ！　君ならできる!!」

　ベルの【憧憬一途かのうせい】に望みを賭かける、ヘスティアの瞳。

　主神が自分を信じるその曇りない眼差しに、ベルは瞠目し、胸が震えた。

「ベル、ヘスティア様！」

「ヴェルフ!?」

　そこへ、ヴェルフが一人で現れる。

　ベル達を追う敵の動きと周りの馬鹿騒ぎで居場所を突き止めたのか、このアポロンのホームに駆け込んできた。

「リリスケが【ソーマ・ファミリア】に自分から……いや連中に連れてかれた」

「!?」

「他のやつ等に邪魔をされて連れ戻せなかった……すまん」

　思ってもみなかった報告に、ベルはヘスティアと並んで衝撃を受ける。

　何故、どうして、今、少女リリの安否は──と様々な疑問と不安がごった返して取り乱す中、ベルは助けにいかなければと、事情を知るヴェルフに詰め寄ろうとした。

　しかし、その腕をヘスティアに摑まれる。

「ベル君、君はボクが言ったことをやるんだ」

「で、でもっ!?」

「サポーター君はボクが必ず助け出す。お願いだ──どうかボクを信じてくれ」

　ヘスティアは反論を遮さえぎって説得する。

　神は眷族こを信じる、だからどうか眷族こも神を信じてくれ、と。

　ヘスティアの決然とした表情に、揺れ動いていたベルは……最後には、女神かのじょを信じた。

　沸き上がるあらゆる感情を全てヘスティアに捧げ、大きく頷く。

「ベル君、行く前にボクのナイフを置いていってくれ」

「わかりました」

「ヴェルフ君、すまない、サポーター君の救出に力を貸してもらうよ」

「いえ、構いません。使ってください」

　互いのやるべきことへ向かう前に指示を下し、ヘスティアはベルを見上げる。

「後のことは全部任せるんだ。さぁ、行ってくれ」

「はい！」

　ヘスティアの言葉に送り出され、ベルは騒然となっているアポロンのホームから全力で駆け出していく。

　期限リミットは一週間。

　それまでに敵を──ヒュアキントスを超える自分になる。

　恩恵ステイタスの刻まれた背中を発熱させながら、もはや意地も体裁もかなぐり捨て、ベルは最強の剣姫しょうじょが待つ都市北端の塔を目指した。
















　戦争遊戯ウォーゲームが開催されるという知らせは、神々によって凄まじい速度で都市中に広まった。

　騒ぎ、浮かれ、はしゃぐ彼等の姿を見た冒険者達や市民の口伝えもその勢いに火をつけ、多くの者達へ知れ渡っていく。

　アポロンとヘスティアの宣言がもたらされてから、一刻にも満たない間の出来事であった。

「確か、あの塔……！」

　街の至る場所がいつにない喧騒に包まれる中、【アポロン・ファミリア】ホームを出発したベルは都市の北部へと到達する。市壁に近い場所で伸びる高層の塔を見つけ、更に走る速度を上げた。もう一ヶ月前になる秘密の鍛練の際、市壁の上から教えられ眺めた記憶を頼りに、あの少女が属する本拠ホームを目指す。

　北のメインストリートを駆け抜け、懸命に腕を振り、網目状に分かれる街路を進んだ。

　長邸と名高い館の天辺を何度も見上げて確認し、道を曲がること数回、ベルはとうとう【ロキ・ファミリア】本拠ホーム、黄昏たそがれの館に辿たどり着いた。

「止まれ、貴様！」

「一体なんの用だ!?」

「アイズさんにっ……アイズ・ヴァレンシュタインさんに会わせてください!!」

　ホームに近付く不審者ベルを男女二名の門番が警戒する中、アイズの面会を頼み込む。

　必死の表情を浮かべる少年に対し、男性の団員は何か気付いたように眉まゆをひそめた。

「お前、【リトル・ルーキー】……？　他所よその人間が彼女と会おうなど、どういう了見だ!?」

　白髪に赤い目という特徴から見抜いたのか、門番は他派閥のベルに激昂げっこうする。しかしベルの方も引く訳にはいかない。

　事情も上手うまく説明できず、ただアイズに会わせてほしい、と何度も懇願していると……騒ぎを聞きつけ、ホームにいた団員達が正門前に集まってきた。

「……！」

　槍衾やりぶすまのように塔がいくつも重なり合ってできている邸宅から、二十人はいる集団がベルの目の前で半円を作った。門番があらましを伝えるなり、剣呑けんのんな雰囲気が形成される。

　すぐに団員達はベルを罵ののしり始めた。厚顔無恥、恥晒さらしめ、よくもそんな身勝手を……既に【ヘスティア・ファミリア】が戦争遊戯ウォーゲームに参加することを知る彼等は、ベルがアイズへの戦争参加──虎の威を借る狐のような真似まね──を交渉しに来たと捉とらえ、非難轟々と叫んだ。彼等の剣幕と仲間を利用することへの怒りに触れ、ベルは本気で怯おびえ、体が後退しかけてしまう。

　自分の中でも、恥知らずな真似をしている自覚はあった。

　しかし、背に腹は代えられなかった。

　許された時間の中で限界まで自分を磨くには、あの強敵ヒュアキントスのいる高みに肉薄するためには、アイズにもう一度師事するしかない。過去、ベルが宿敵ミノタウロスを撃破するに至った基礎を築き上げたように。

　連れ去られたリリのことが脳裏に掠かすめ、尚更なおさら焦燥感が募る。彼女を助けに向かわずここにいる自分が、時間を刻一刻と浪費することに耐えられない。

　ベルは顔を一杯に歪ゆがめながら、「お願いします!!」と何度も彼等へ切願した。

「何の騒ぎ？」

　その時、声が通った。

　団員達は静まり返り、ベルもまた動きを止める。

　館から出てきたのは、アマゾネスの第一級冒険者、ティオネ・ヒリュテだった。種族特有の肌が露出した衣装を身に付け、その長い黒髪を揺らし歩み寄ってくる。

　団員達が道を開け、ベルの眼前にティオネが現れる。

　隣にいる者から事情を耳打ちされると、彼女はすっと瞳ひとみを細めた。

「ここから消えなさい。そんなふざけた真似、許す訳にはいかないわ」

「……っ!?」

　対峙たいじするティオネは無慈悲に告げた。ここにはいない首領フィンの代わりに、彼女の口から【ロキ・ファミリア】の総意が言い渡される。

　僅わずかとは言え交流があった彼女の冷酷な言葉と視線に、立ち竦すくんでしまうベル。ティオネは二の腕を摑つかみ、問答無用に正門前から引き剝はがした。

「まっ、待ってください、ティオネさん!?　お願いします、話をっ……！」

　第一級冒険者の力に抗えず、強引ごういんに門から遠ざけられていくと。

　身を揺らすベルの耳もとに、自然な動きで、ティオネの顔が近付いた。

「──ここから右にいった、二つ先の路地裏へ向かいなさい」

「！」

　周囲には聞き取れない小声が耳朶じだに触れる。

　瞠目どうもくするベルを彼女は無視し、そこから突き飛ばすように街路へ追いやった。

　表面上は冷たい顔を浮かべ、くるりと背を見せるティオネ。長髪が翻ひるがえりホームへ戻っていく後ろ姿を、蹈鞴たたらを踏むベルは呆然ぼうぜんと見つめる。

　やがてベルは、ゆっくりとその場を離れ始めた。周囲の団員の厳しい視線を背で感じながら、もと来た道を引き返していき……館が完全に見えなくなった後、すかさず走り出す。

　ティオネが指定した細く薄暗い路地裏へ、息を切らしながら飛び込むと──。

「あっ！　アイズ、アルゴノゥト君が来たよー！」

「アイズさん!?　それに──ティオナさん!?」

　果たしてそこにいたのは、サーベルを帯剣するアイズと、そして大型の武器を携えたティオナだった。

　ベルが驚いていると、アイズと一緒にティオナが人懐なつっこい笑みで近付いてくる。

「アルゴノゥト君がやって来たの、窓から見えてさ。それでアイズがピーンと来たらしくて、ティオネに一芝居打ってもらったんだ」

　ことの顚末てんまつを簡潔に話すティオナ。

　つまりアイズは、なりふり構わず駆け込んできたベルの姿を見て、もう一度いちど鍛練をつけてほしいという彼の願いを正しく理解したのだ。そして他団員達の手前、申し出を聞き入れることはできず、ティオネを説得してベルへの伝言メッセージを頼んだのである。

　ティオナは状況を楽しんでいるのか、または友アイズの意思を支持しているのか、彼女の行動に便乗している。

「……アイズさん、いいんですか？」

　自ら足を運んでおきながら、ベルはためらいがちに尋ねた。

　彼女に教えを請いたいという願望はあくまでベルの勝手な都合だ。懇意にしている派閥でもない構成員に力を貸す真似は、ひょっとしなくても彼女の独断行動だろう。

　ベルがおそるおそる問うと、アイズは唇を開いた。

「私は、直接ちょくせつ力を貸すわけじゃないから……君が頑張って、それから……」

「ウンウン、あくまで戦うのはアルゴノゥト君、だって！」

　口下手な彼女の隣で、ティオナが通訳してビシッ！　と指をベルに向ける。

　ベルが汗を流していると、アイズは更に続けた。

「それに、君を見捨てるのは……違うと思う」

「アイズさん……」

　透いた金色の瞳で見つめてくるアイズに、ベルもまた胸が透明になっていく感情を覚えていると、ティオナが能天気に喋しゃべった。

「これくらい大丈夫だって～。アイズがアルゴノゥト君を鍛えれば、戦争遊戯ウォーゲームが盛り上がって、きっと神ロキ達も喜ぶよ！」

【アポロン・ファミリア】との力の差を縮めて競り合った方が面白おもしろくなる、と楽観的に話すティオナに、ベルは思わず苦笑した。アイズも彼女に向けて小さく笑う。

「それに、【アポロン・ファミリア】のやり方、あたしちょっと気に食わないもん。無理矢理っていうか、汚いっていうか……」

　口を尖とがらせる彼女は、ベルを見てころっと微笑ほほえむ。

「あたしも、アルゴノゥト君のこと応援するよ～」

「え、それって……」

「うん、あたしも君とアイズに付いてく！」

　ベルがアイズを窺うかがうと、彼女はこくりと頷うなずいた。

　まさかの展開に驚いていたベルは、二人の少女達に礼を告げる。

「本当に、ありがとうございます……」

「いいっていいって！　じゃ、早速行こう！」

「うん」

　恩をもらってばっかりだと考えつつ、いつか受け取ったものを返せるように、とベルは誓う。

　待ちきれないとばかりに大型武器を肩に担かつぐティオナに促され、ベルはアイズとともに移動を開始した。

　向かう先は一ヶ月前と同様、都市北西、市壁上部。

　第一級冒険者達による命懸けの修行が始まろうとしていた。
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　ヘスティアとアポロンの戦争遊戯ウォーゲームは、間もなくギルドに承認されることとなった。

　同時に開催される運びとなり都市の動きは活発に、そして慌ただしくなっていく。

　割を食らったのは都市管理機関であるギルドだ。派閥同士の総力戦という物騒な催しによって間違ってもオラリオに被害が及ばぬよう、物資や人員の手配、宣伝、戦争遊戯ウォーゲームの舞台候補となる戦場の絞り込みなど、近隣地域への呼びかけも含め様々な作業に追われることとなった。神々の身勝手な要望もそれに拍車をかける。

　件くだんの話題が冒険者や一般人問わず持ちきりとなり、都市内外での注目を集める中、戦争遊戯ウォーゲームへの準備は着々と進められていった。

「──今日もヘスティアはいないのか!?」

　オラリオ中央、摩天楼施設バベル三十階。

　神会デナトゥスの席でアポロンは声を荒らげた。

　列柱が高い天井てんじょうを支え、円卓が一つ配置されている大広間には、現在多くの神々が集まっている。戦争遊戯ウォーゲームの規則ルールや形式の打ち合わせは、対戦派閥である主神の合意のもと、他神達の意見が織りまぜられる──最高の娯楽とするために──この神会デナトゥスで決められるのだ。

　そして、都市を騒がせた【ヘスティア・ファミリア】襲撃から既に三日。

　一向に姿を見せない女神に、アポロンは苛立いらだっていた。「病に伏せた」の一点張りで神会デナトゥスの欠席を繰り返し、んがー、と周囲の神々を退屈させている。あからさまな仮病で、あからさまな時間稼ぎであることは見え透いていた。

　逃げ出す準備をしているのではないだろうな、とアポロンが怒りを募らせていると、音を立てて広間の大扉が開かれる。

「遅くなった。待たせてしまって、悪かったね」

　口にする言葉とは反して、ヘスティアが悠々と登場する。側にはミアハも一緒だ。

　ちっとも悪びれた様子を見せていない彼女を、アポロンは睨にらんだ。

「遅いぞっ、ヘスティア。神会デナトゥスをずるずると遅延させ、どう責任を取るつもりだ？」

「君の団員に追い回されて熱が出てね～。いや～、死の淵ふちを彷徨さまよったよ～」

「うむ、あれは危なかった」

　投げられる文句にヘスティアと自称看病していたミアハが抜け抜けと答える。小憎い、と言わんばかりに顔をしかめるアポロン。

「ドチビはうざいけど、時間も押しとる、さっさと始めん？」

　頭の裏で両手を組むロキが億劫おっくうそうに言う。彼女の言葉に応じ、戦争遊戯ウォーゲームの打ち合わせは始まった。

　まず女神ヘスティアと男神アポロン、両者の必要書類の自署サインや手続きを周囲の監修のもと済ませていく。

「我々が勝ったら、ベル・クラネルをもらう」

「……」

「そこだけははっきりとさせておく。後で聞き苦しい言い訳を並べられても煩わずらわしいのでね。ヘスティアが勝者になった暁には、要求は何でも呑のもう」

　己おのれが勝つことを微塵みじんも疑っていないアポロンは、ベルの所有権──円滑スムーズな派閥の移籍だけを強調した。ヘスティアが押し黙る中、会議の記録を取る書記の神へ『ほーい』と明文化させる。

　やがて、戦争遊戯ウォーゲームの勝負形式に関して話が及んだ。

「一対一、【ファミリア】の代表者の一騎打ちでケリをつけようじゃないか」

　円卓の一角に座すヘスティアが、対面にいるアポロンを見据えながら発言する。

「闘技場を使って観衆のもと、決闘を行うんだ。これが一番盛り上がるやり方だろう？」

「私も賛成だ。アポロンの子達が寄ってたかってベルを袋叩だたきにしても、興醒きょうざめであろう」

「俺おれも支持する」

　鋭い目付きでアポロンを射抜くヘスティアに続き、彼女へ味方するミアハとタケミカヅチも肯定の意見を出した。

　それは確かに、と周囲の神々もちらほらと同調する。

「どうするんだ、アポロ～ン」「相手は猛牛殺しオックス・スレイヤーだぜ？」

「格上の敵、しかも一騎打ちには滅法強いかもな～」

「……」

　円卓につく神々はニヤニヤと笑う。敵でも味方でもない彼等は、黙るアポロンの反応を見て楽しんでいた。

　月桂冠を被かぶる金髪の男神は、冷静の仮面を被り、フッとせせら笑う。

「【ファミリア】の団員が少ないのは、ヘスティア、今日まで積極的に勧誘をしてこなかった君の怠慢だ」

「むっ……」

「子の数が少ないという君の泣き言に、我々が合わせる道理はないな」

　派閥を率いる主神としての責任を説くアポロンに、ぐぬぬっ、とヘスティアは呻うめく。

　確かにベルとまだ二人きりでいたいという欲望のため、勧誘を非積極的にしていた経緯はあった。

「ここは公平に、くじで決めようじゃないか」

　ヘスティアが反論できないでいると、アポロンのその提案は認められた。ヘイ、と準備のいい神が箱をどこからか取り出し円卓に置く。

　その場にいる神が一柱一枚戦争遊戯ウォーゲームの方法を羊皮紙に書き、集められていく。ヘスティアは勿論もちろん『一騎打ち』と記して箱の中に入れた。

　くじが完成すると、では誰だれが引くかとなる。

「アポロンの息がかかったやつ等は信用できないな」

「……それはこちらも同じこと。ミアハやタケミカヅチ達には自重を願おう」

　小さく舌打ちするアポロンはヘスティアに同様の条件を出す。

　ならば……と円卓を見回す彼と彼女の視線は、とある神の顔に止まった。

「「ヘルメス」」

「えーと……本気マジ？」

　ヘスティア達は同時にその男神の名を呼ぶ。

　抜擢ばってきされたヘルメスは、思わずと言うように苦笑を浮かべた。

「我が友よ、君に全すべてを委ゆだねよう」

「頼んだぞ、ヘルメス」

　天界からの付き合いがあるアポロンは厳かに頷き、ヘスティアもまた優男の神を強い眼差まなざしで見据える。

　神々の中でも中立を気取る姿勢スタンスが仇あだとなった形だ。両主神から念を押されるヘルメスは「参ったな」と観念して、立ち上がる。円卓の隅に置かれた箱へ歩み寄っていく彼を、この場にいる全ての神の目が追った。

「どうかお手柔らかに……」

　呟つぶやきながら箱をゴソゴソとあさるヘルメス。

　固唾かたずを呑むヘスティア達の前で、彼は取り出した一枚の羊皮紙を確認すると……あ、と。

　一度固まって、空々しく笑いながら、ぴらりと広げた羊皮紙を神々へ公開した。

『攻城戦』

　──ドンッッ!!　と歯を嚙かむヘスティアの[image: 拳]こぶしが円卓に振り下ろされる。

「フハハハハハハハハハハハッ!?　神聖かつ公平なくじの決定だ、異論は認められないぞ！」

　対照的に、アポロンは哄笑こうしょうした。

　よりにもよって、攻めるにしても守るにしても多大な兵力を必要とする大人数戦闘。きっとアポロンが書いたくじをヘルメスは引き当ててしまったのだろう。『流石さすがヘルメス』『持ってるわー』と他ほかの神々が口々に言った。

　ヘルメスがあちゃーと天を仰あおぎ、ヘスティアが真まっ赤かになって震える中、アポロンは上機嫌になって喋る。

「たった一人で城を防衛するのは不可能だろう。攻めはヘスティアに譲るとしよう」

　にやけながら攻撃側を譲られる。

　最悪の展開にヘスティアが奥歯を嚙み締めていると……ヘルメスが「すまない、いいかな」と口を挟んだ。

「アポロン。これじゃあヘスティアがあまりにも気の毒……不平等アンフェアだ。オレ達も出来勝負できレースなんて見ていて萎なえる」

「……」

「そこでどうだろう、助すけっ人との制度を設けるのは？」

　人数を制限して他の【ファミリア】から協力者を求める、というヘルメスの提案に、アポロンは目を細めた。

「……ヘルメス、知っているぞ。君はいつも何てことのないように言って、私を丸め込もうとする。その手には引っかかるものか」

　天界から続く腐れ縁を語りながら、笑みを浮かべつつ不平を告げるアポロン。

　受け入れ難いと彼は主張した。

「戦争遊戯ウォーゲームに参加する戦士は【ファミリア】入団者のみ、これは絶対だ。他派閥の子の存在は、神の代理戦争の名に傷を付ける」

「ああ、そうかもしれないね」

「そも、極端な話、第一級冒険者に近しい者がヘスティア側に加担した場合、我々の身は危うくなるだろう。ヘファイストスのところなどはヘスティアと仲が良いようだしな」

　ヘルメスと受け答えしながらアポロンは円卓の者達を見回した。

　鍛冶の腕だけでなく戦闘能力の点でも上級派閥と認められるヘファイストスは、彼の指摘に対し「そんな肩入れしないわよ」と肩を竦める。

　どうだかな、と鼻を鳴らすアポロンだったが──。

「あら、アポロン。怖いの？」

「フレイヤ……」

　円卓の席に静かに座っていた銀髪の女神が、微笑んだ。

「相手が一人じゃないと、もしかして戦えないのかしら？」

「馬鹿ばかにするな……」

「なら、自分の子を信用していないの？　貴方の子供達への『愛』はその程度？」

　愛を司る美の女神フレイヤのその言葉に、恋多き神アポロンはいたく矜持きょうじを刺激されたのか苦虫を嚙み潰つぶしたような顔をする。またフレイヤが発言したことで一部の男神達が彼女に味方し、協力者の制度に肯定的になる。神会デナトゥスが瞬く間に揺らめいた。

　──やはりフレイヤはベルのことを。

　女神の言動に一抹の懸念と危惧を抱くヘスティアだったが、今この場では口を閉ざす。少しでも状況が有利になるのなら、それは歓迎しなければならない事柄だ。

　ややあってムキになったアポロンは、果たしてフレイヤの思惑通りに、ヘルメスの提案した制度を一部受け入れた。

「……いいだろう。では、助っ人は一人まで。そして助っ人を提供する派閥は、都市外の【ファミリア】に限る」

　せこい、とその条件を聞いて眉をしかめるヘスティア。

　人数はもとより、都市外の【ファミリア】はオラリオの【ファミリア】と比べて力の水準は低い。正確にはオラリオの上級冒険者の水準が高過ぎる、であるが。

　Ｌｖ．２以上の団員を保有する【ファミリア】が、オラリオ近隣に一体いくつ存在しているだろうか。何よりそれほどの有力派閥を探し出し、戦争遊戯ウォーゲーム開始前までに連絡コンタクトを取れる筈はずがない。

　譲歩しない姿勢を貫くアポロンはそのまま押し切り、提示された条件の上での協力者制度が認められる。フレイヤもそれ以上は何も口出ししない。

　満悦そうに頷く彼に対し、ヘスティアは口を噤つぐんだ。

「適当な城を見繕みつくろわんといかんし、戦争遊戯ウォーゲームの開催日はギルドとの相談をかねてやな。じゃあ、解散するか」

　ロキの言葉を最後に神会デナトゥスは解散した。ぞろぞろと神々が広間を出ていく中、アポロンは去り際にヘスティアに向かって口を吊り上げる。

　睨み返すことしかできないヘスティアは、彼が姿を消した後、ふぅと息をついた。彼女の他にこの場に残ったのは、ミアハやタケミカヅチを始めとした味方である者達だけだ。

「悪いね、ヘスティア。不利な条件を押し付けてしまって」

「いや、ヘルメスのせいじゃない」

　近寄って謝ってくるヘルメスにヘスティアは首を振った。悔しいがアポロンの言う通り公平なくじの結果だ、助っ人が認められただけでも奇跡だろう。娯楽を期待している神々と、後はフレイヤのおかげで、今回の話し合いではこちらが贔屓ひいきされる場面が多かった。

　この定められた盤上、そして手持ちのあらゆる駒を駆使して勝つしかない、とヘスティアは決意する。勝利の道程を見つけてみせると瞳を燃やした。

「それよりヘルメス、サポーター君の居場所はわかったかい？」

　意識を切り替えたヘスティアは、今いま最も気になっていることを尋ねた。

　仮病していたこの三日間、彼女は何もしていなかったわけではない。【ソーマ・ファミリア】に連行されたリリの行方ゆくえを何とか追おうとしていた。同時に、情報収集に定評のあるヘルメスにも協力を依頼済みである。

「ん、収穫はあったよ。アスフィが突き止めた。どうやらリリちゃんは、ソーマのところの酒蔵に連れ込まれたらしい」

「酒蔵さかぐらぁ!?　ホームじゃなくてかい？」

「ああ。ホームとは別に、ソーマは神酒さけを保管する倉庫を持っているんだ」

　訝いぶかしげなヘスティアの疑問にヘルメスは答えた。

　入手した情報を彼女に渡していく。

「場所は都市の東南、『ダイダロス通り』の近く。警備はホームを放ったらかしにしている分、半端はんぱじゃない。上級冒険者もぞろぞろいるみたいだ」

「……」

「悪いけど、オレの【ファミリア】は争い事には力を貸せない。……どうするんだい？」

　ヘルメスの問いに対し、ヘスティアはためらいなく、顔を上げた。

「行くに決まっているじゃないか」

　ベル君と約束したんだ。

　彼女はそう言った。
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　薄汚れた魔石灯が、ぼんやりと光を落としていた。

　頰ほおに石床の冷たさを感じながら、リリはゆっくりと瞼まぶたを開ける。

　両腕を後ろ手に縛られた、うつ伏せの状態。軋きしむ体の音を聞きながら辺りを見回せば、初日から何も変わらない薄暗い牢屋が目に映る。檻おりの中で潰れている自分は、さぞ卑しい身に見えるのだろう、と彼女は自嘲しながら思った。

　ザニスに従って【ファミリア】の酒蔵に連れて来られたリリは、間もなくこの牢屋に放り込まれた。

　派閥内での懲罰、または『神酒』によって理性を失って行き過ぎた者を幽閉する地下牢だ。手首を結ぶのは『恩恵ステイタス』を授さずかった下級冒険者でも引き千切れない極太の鋼線である。こういった牢や道具がこの酒蔵にはいくつもあった。これまで【ファミリア】を離れていた罰を与えるように、リリは陰湿な牢獄に囚われている。

　既に時間の感覚は曖昧あいまいで、あの抗争から何日経たっているのかもわからない。

　リリは縛られた体を這はわせ、お情けとばかりに床の隅の窪くぼみに集められた水に口をつける。惨みじめな有り様に何も思わないということはなかったが、この程度の醜態には慣れていた。

　ベル達と過ごした日々が特別だっただけで、今日まで自分は汚水をすすりながら生きてきたのだ。

（ベル様達は……）

　無事だろうか。

　それだけが気がかりだった。

　見張りも何もいない地下牢はリリに外界の情報を教えてくれない。そして脱出しようとも思わなかった。恩人達を窮地に追いやったという事実が、小さな胸にぽっかりと穴を空けている。

　ごつごつとした石造りの牢屋はよく冷えた。体が寒い。

　己を閉じ込める鋼鉄の格子の外で、魔石灯の灯あかりが蠟燭ろうそくのように揺らめいている。

「……っ」

　カツン、カツン、と通路の奥から響いてくる音があった。この地下牢への階段を下る音だ。

　リリは身じろぎをして伏せている床から顔を上げた。通路と牢屋を隔てる格子の先に、やがて長い影を引き連れたザニスが現れる。

「気分はどうだ、アーデ？」

「……最悪です」

　檻の正面で自身を見下ろすヒューマンに、リリは吐はき捨てるように答えた。

　腰の後ろで両手を組むザニスは皮肉げな笑みを浮かべる。

「それはすまなかった。この三日間、都市そとの動きが目まぐるしくてな、状況を見極めるために手が離せなかったのだ。許せよ」

「……ベル様達には、本当に危害を加えていないのですか？」

「勿論だとも。主神ソーマ様の名に誓おう」

　大仰な返答をひとまず信用しながら、リリは、気になっていたことを尋ねた。

「何故なぜ……今更リリに構うのですか？」

　乾いた声でその真意を問う。

　リリに投降を呼びかける際、彼は確かに言っていた。自分にはお前が必要だったと。

　以前、己を見殺しにしようとした同僚カヌゥと同様、ザニスはリリから搾取する側だった非道な男で結託していたことなど一度もない。彼にとってリリなど気まぐれのように金品たくわえを奪い取るのみで、見下すだけの虫けらの一人だった筈だ。

「私が、お前の価値を認めたからだ」

　ザニスは笑みを深めた。

「お前が生きていると知り、それは喜んだものだ。先日一人でホームに現れた時に捕らえてしまってもよかったが……【アポロン・ファミリア】とは既に交渉中だった。ならば報酬を頂いた後で、大義名分おまえにも最後まで役立ってもらった方がいい」

　結果お前は従順になり、ことは上手く運んだ。願ったりだとそう続けるザニスに、リリは瞳が尖っていくのを感じた。

「……リリに、そんな価値はありません」

「いや、お前は使える。こそこそと金を貯めていたことには気付いていた。盗賊紛いの優れた腕も私は知っているし、評価している」

　何より、と言葉を区切り、ザニスはかけた眼鏡めがねを指で押し上げた。

「お前には、稀少きしょうな『魔法』があるだろう？」

　変身魔法シンダー・エラについての言及に、リリは目を見開く。

　ベル達を除き誰にも教えていない魔法の情報を知る彼に驚いていると「ソーマ様から聞き出したのだ」とあっさり答えた。『魔法』を発現させたのは他ならない主神ソーマだ、知っていて当然である。

　時期的に見て、恐らくリリが死を偽装した前後で彼は変身魔法シンダー・エラについて知ったのだろう。

「確認だが……アーデ、お前はモンスターにも化けられるのか？」

「……だったらどうだと言うのですか？」

　その返事に、ザニスは凶笑を浮かべた。

　暗い喜びを瞳に秘め、警戒するリリを舐なめるように見下ろす。

「お前にぜひ協力してほしいことがある。なに、ちょっとした商売だ」

「それは……？」

「モンスターを誘おびき出し、捕獲して、売りさばく……単純だろう？」

　馬鹿馬鹿しい──とリリは心の中で嘲あざけった。

　凶暴なモンスターは、調教テイムしたとしても調教師テイマーの言うことしか聞かない。例えば小屋につなぎ止めて待機を命じたとしても、調教師テイマー以外の者が近付けば容赦なく襲いかかる。馬車などに代わる交通手段等とうとして普及しないのはそのためだ。

　どのような過程を辿ろうが、怪物モンスターは人類に仇あだなす『敵』に違いないのである。

　従順な奴隷とは違う。

「怪物モンスターに、商品価値がある筈ありません」

「ふふっ……どうだろうなぁ」

　断言する少女の声に対し、ザニスは欲にまみれた瞳でニヤニヤと笑った。

　リリは純粋な怒りを抱き、彼を睨み付ける。

「そんなことのためにリリを、【ソーマ・ファミリア】の構成員を……ベル様達を今回の騒動に巻き込んだのですか」

「そんなこと、とは心外だ」

　知れず、ザニスの声の調子は上がっていた。

　気取っていた理知人の仮面は崩れ、軽薄そうな態度を、本性を垣間見せる。

「私はソーマ様の作る神酒さけが欲しい、金も女も欲しい、もっと美味うまいものだって食べたい──体を満たすこの世のありとあらゆる快楽を貪むさぼりたい！」

　ガンッ!!　とザニスの靴底が檻に叩き込まれる。

『神の恩恵ファルナ』を授かった冒険者が暴れ回っても壊れない特製の鉄格子が、見事にへこみ、変形していた。眼前で靴の形にめり込んだ格子に、リリは瞳を震わせ、言葉を失う。

　その強欲振りを語るザニスの顔は、リリが今まで見てきたどんな者よりも──『神酒』に溺れた者達よりも──遥はるかに恐ろしく、醜怪しゅうかいな形相であった。

「俺はこの【ファミリア】が好きだ。悪事にいくら手を染めようが主神からは咎とがめられもしない。あの趣味に没頭する野郎かみの邪魔さえしなければ、好き放題できる。最高の環境だ」

「……地じが出ていますよ」

「おっと」

　リリの指摘に、ザニスは禍々まがまがしい口元えみを片手で隠す。檻から足を離し、何事もなかったかのように姿勢を正した。

　敬わないどころか神ソーマを見下すザニスに、リリは強い嫌悪感を抱く。【ソーマ・ファミリア】が歪いびつな派閥となったのは、主神の【ファミリア】運営に対する関心の無さの他にも、この目の前の団長に起因しているものが大きいと、はっきり悟った。

　そしてリリが薄い笑みを纏まとうザニスを見上げていた、その時だった。

「……？」

「警鐘の音……敵襲だと？」

　分厚い石造りの地下牢にも響く、大きな警戒の呼びかけ。

　甲高い鐘の音の後には夥おびただしい足音が天井から伝わってきた。石床に伏せた体勢のリリは何が起こっているのか、何度も周囲や頭上を見回す。

「チャンドラ！　チャンドラ、いないのか!?　何が起きてるか報告しろ！」

　通路の奥、地上への階段に向かって吠ほえるザニス。

　彼の声からしばらく経った後、のそのそと、面倒そうな顔で大柄なドワーフがやって来る。

「自分の目で見に行けばいいだろうが……その足は飾りか」

「御託はいい。何があった」

「鼠ネズミの侵入を許していたらしい。所属はばらばらの連中で……幼い女神もいるそうだ」

　短い髪と髭ひげを生やした無愛想ぶあいそうなドワーフ、チャンドラは牢の中にいるリリを一瞥いちべつする。

　幼い女神、という言葉にリリは心臓が跳ねた。同じくして侵入者の正体を悟ったザニスが、眼鏡の奥で瞳を愉快げに細める。

「侵入者達は今どこに？」

「倉庫一帯の広場で、今も戦っている」

「そうか。それでは──駆除することにしよう。私が指揮をとる」

　ザニスの発言に、リリは目の色を変えた。

　ふらつく足を動かし、腕を縛られたまま鉄格子にかじり付く。

「約束が違います!?　ヘスティア様達には危害を加えないと言ったではないですか!!」

「あちらが自ら攻めてきたのだ。身にかかる火の粉は振り払わねばなるまい」

「では、リリが説得します!!　引き取るよう説き伏せてみせます、だから……！」

「駄目だ。大事な仲間を危険な場所にはやれん。相手の狙ねらいもお前だろう」

　仲間を守るための自己防衛だと言ってはばからないザニスに、リリは憤慨する。

「約束を違えるなら、リリは貴方に協力しない！」

「そうか、それは残念だ……」

　両の瞼を瞑つむるザニスは、檻の前にゆっくり歩み寄った。

　そして、唇を吊り上げ、格子に張り付くリリにぐっと顔を近付ける。

「では仕方がない。私がくすねておいた『神酒』を一滴、お前に飲ませてやろう」


「────」



　リリの時が凍る。

「『神酒』欲しさにお前は従順な下部しもべになる……喜んで私の願いを聞き入れてくれるだろう」

　ソーマが作り出した極致。

　途方もない陶酔感をもたらし、下界の者の心を虜とりこにする極上の酒。

　過去、リリもたった一口飲み、その神の酒をひたすら求める餓鬼がきとなった。

「ッッ!!」

　額が破れるのも構わず、檻の先にいるザニスへ向けて頭を打ちつける。

　鉄格子に阻まれた頭部が大きな音を立てて牢屋を震わせた。額から血を垂れ流し怒りの形相を浮かべるリリを、目と鼻の先にいるザニスは瞳を歪ませ嘲笑する。

　憎しみさえこもった彼女の視線を浴びながら、やがて彼は踵きびすを返した。

「チャンドラ、アーデが抜け出さないように見張っておけ」

「ふんっ……」

　団長の命令にチャンドラは碌ろくな返事をせず、牢屋に背を向けて座り込んだ。それを見たザニスはやはり笑みを漏もらし、リリの視線の先で通路の奥に消えていく。

　待て、と叫びたくとも怒りで体が震え言葉も出ない。最初からあの男はいつでも約束を反故ほごにするつもりで、その時はリリを都合のいい傀儡にんぎょうに変える腹積もりだったのだ。

　ちくしょう、と割れんばかりに歯を食い縛るリリは、牢屋からの脱出を決意した。

　もうここに捕まっていることに意味はない、ヘスティア達を逃がすにせよ行動を起こさなくては。

「……っ！」

　牢屋脇の壁によりかかるチャンドラの死角で、必死に縄抜けを試みる。

　腰をまさぐり自前の瓢簞さけをあおっているドワーフはこちらを見向きもしない。リリは肌に強く食い込んでいる鋼線と格闘すること数分、培った盗賊の業わざで──素早く小声で詠唱し鋭い爪つめの生えた獣人の手に部分的な『変身』も行い──何とか両手を解放した。

　縄が外れたことを気取られないよう、まだ腕を後ろ手に回したまま考える。この見張りをどうやって躱かわし外へ脱出するか。

　チャンドラの隙すきを窺いながら、リリが全力で頭を回転させていると、おもむろに。

　ドワーフの男は口を開いた。

「出たきゃ出ろ」

　リリは驚愕きょうがくする。

　彼女の反応を他所に、チャンドラは座り込んだまま牢の錠部分を片手で摑み、勢いよく破壊した。

「ど、どうして……ザニス様に逆らうんですか？」

「俺はあいつが嫌いだ」

　頭上から戦いの震動が届いてくる中、無愛想なドワーフは淡々と答える。

「最高に美味い神酒さけがあると聞いて俺は迷宮都市ここにやって来た。そしてこの派閥に入った。だが、今の派閥はほぼあの男が私物化している。主神の神酒さけも満足に飲めん」

　瓢簞ひょうたんの酒を飲むチャンドラの横顔を、リリをまじまじと見つめる。

　チャンドラ・イヒト。ザニスと同じＬｖ．２の上級冒険者。

　孤独であったリリが派閥ファミリアの者達に苦しめられていた時、助けてくれたわけでもなく、そして同時に害にもならなかった人物だ。

「お前もやつが気に食わんのだろう。なら、目を瞑ってやる」

　一瞥する彼の茶色の目とリリの栗色の目が重なり合う。

　美味い酒だけを求めてやって来たという朴訥ぼくとつな彼の言葉を、リリは信じることにした。

「すいません、ありがとうございます」

　礼を告げ、リリは牢屋を飛び出した。

　閉じ込められていたせいで思うように動かない体を必死に前へ倒し、地下牢の階段を駆け上がる。

「っ……!?」

　石造の建物の一階に出た途端、戦闘の気配は一気に間近なものになった。

　荒々しい声と剣戟けんげきの音が一層激しくなり、焦あせりがその小さな胸を焼く。リリは堪たまらず顔を周囲に振り、視界奥、廊下の曲がり角に取り付けてある明り取りの窓へ走って飛び付いた。

　跳躍し、鉄格子がはめられている小窓に顔を突っ込む。

「ヴェルフ様っ、それに命ミコト様達まで……!?」

　狭い視界に飛び込んできたのは、【ソーマ・ファミリア】と交戦するヴェルフ達の姿だった。

　いくつもの倉庫が建てられた敷地内、数えるのも億劫おっくうなほどの敵に彼等は攻囲されている。倉庫の一角に陣取る前衛のヴェルフと桜花オウカ、命ミコトが奮闘し、後衛のナァーザや千草チグサ達が頻しきりに援護するも、【ソーマ・ファミリア】の団員達は全く減らない。

　敵方には下級冒険者が数多いといっても、多勢に無勢であった。

「帰ってっ、帰ってください!?　今すぐここから逃げて!!」

　蒼白になるリリは鉄格子を握り締め、あらん限りに叫んだ。

　心優しい彼等がこのような他派閥の領域テリトリーに侵入する理由は、自分ひとつしかない。己のせいで彼等が傷付くことにリリは耐えられなかった。

　戦いを止やめるよう窓越しに叫び散らしていると、倉庫隅、頭を両手で抱えていたヘスティアがこちらに気付く。

「サポーター君!?」

「ヘスティア様！」

　ナァーザ達後衛の更に後方で顔を出すリリのもとまで、ヘスティアは駆け寄った。

　分厚い石壁を隔てて、彼女達は再会を果たす。

「リリは大丈夫ですから、早く逃げてください!?」

「そうはいかない!!　君を連れて帰るまで、ボク達はここにいる！」

「どうしてっ!?　もうご迷惑をおかけしたくなかったから、ヘスティア様達を巻き込みたくなかったから、だからリリは……っ！」

　帰れ、帰らない、と幼い外見の少女達が激しく言い合う中、ヘスティアは叫んだ。

「ボク達は、アポロン達と戦争遊戯ウォーゲームをする！」

「っ!?」

「形式は攻城戦、【ファミリア】と【ファミリア】の総力をつぎ込んだぶつかり合いだ!!」

　ヘスティアのまくし立てる説明に、リリは今度こそ言葉を失った。

　団員一名しかいない【ヘスティア・ファミリア】が【アポロン・ファミリア】と戦争遊戯ウォーゲームなど、無謀を通り越して無茶苦茶だ。更にそこへ攻城戦などと。

　愕然がくぜんとするリリに向かって、ヘスティアはなおも続ける。

「ベル君は勝つために、今は一人で頑張ってる！」

「え……」

「戦争遊戯ウォーゲームに勝つために、あの子は今いま地獄のような目に遭ってるんだ！　でもそれだけじゃ足りないっ、ボク等が勝つためには、君の力が必要なんだ!!」

　──何を言っているのか。

　戦争遊戯ウォーゲームに勝利するためにリリの力が必要？

　ありえる筈がない。どうして足を引っ張ってばかりのリリが、勝利に貢献できるだろうか。

　これまで他者に虐げられ、踏みにじられ、色々なものを奪われてきた小人族パルゥムが、暗い感情に駆り立てられ薄汚い悪事にも手を染めてきたこの自分が。

　どうして、彼等の救いになどなれるだろうか。

　ヘスティアは戯言ざれごとを言っている。

「勝つには君がいないと駄目なんだっ、君じゃないと駄目なんだ！」

　しかし、彼女は訴えていた。

　今まで必要とされなかったリリを、女神は必要としていた。

　少年だけが助けてくれた自分に、少年だけが必要としてくれた自分に──今度は、君が少年のためにと。

　ヘスティアは、リリに助けを求めていた。





「お願いだ、ボク達を────ベル君を助けてくれ!!」






　走った。

　その場から弾はじかれるように、リリは駆け出した。

　石造りの狭い廊下、薄暗い通路、音を立ててひた走りながらヘスティアの叫びを反芻はんすうする。

　弱くて小さいリリにできるわけがない。役立たずのリリにベル達を助けられる筈がない。買い被り過ぎだ。ヘスティアの言っていることは神のくせに全て的外れである。

（でもっ……！）

　必要だと言ってくれた。

　助けてくれと懇願された。

　他でもない、リリに。

　誰からも必要とされなかった自分を、こんなにも必要としてくれている人達がいる。

「ぅ……!!」

　視界がぼやける。頰が熱い。胸が何かで決壊してしまいそうだ。

　言葉にできない感情がリリの体を突き動かす。今も戦っているヘスティア達を助けたいという一念が、行いって、と全身へ叫びかける。

　ザニスが戦闘を指揮している以上、この戦いを止められるのは彼より権力が上の神物じんぶつ──主神であるソーマだけだ。牢屋に連れてこられた際、リリは確かに主神の姿を建物内で見かけている。派閥の呪縛から解放されるためにも、何としてでも彼を説得するしかない。

　酒蔵に一度足を運んだ当時の記憶を必死に掘り起こす。地下牢が併設された管理塔であるこの建物、その最上階の自室にきっとソーマもいる筈だ。

　瞳から透明な滴しずくをぽろぽろとこぼしながら、リリは主神のもとを目指した。
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「粘るな……」

　倉庫の屋根から戦場を見下ろすザニスは呟く。

『神酒』を貯蔵する倉庫──酒蔵が左右五戸前とまえずつ並ぶ管理塔前の敷地内。見張り塔も側に建つ最も端の酒蔵に侵入者達は固まり、【ソーマ・ファミリア】の団員達と応戦していた。

　十名にも届かない侵入者達の必死に戦う姿を見て、ザニスはあらためて鼻で笑う。団員の数が桁けた違いであるのに、よく攻め込んできたものだと。

　あの幼女の女神を捕らえてアポロン達に借りを作っておくのも一興だと、取らぬ狸たぬきの皮算用を働かせる彼は眼下の団員達に次なる指示を送った。

「……？」

　嗜虐しぎゃく的な眼差しで戦況を見守るザニスの視界に、過よぎるものがあった。

　管理塔の渡り廊下を急いでいるリリだ。

　牢番チャンドラは何をやっていると顔をしかめつつも、すぐに愉悦の笑みを纏い直す。

「面白い、何をする気だ？」

　ザニスはリリを追うべく、指揮を上級冒険者の一人に任せ、その場から離れた。




　広大かつ複雑な管理塔の通路を走る。

　階段をようやく見つけたリリは急いで二階へと上がった。

　狭苦しかった下階と異なり上階は開放感が強くなった。廊下の幅が広がり部屋に通じる扉の数は多い。開閉式の窓の外には青い空が見え、装飾の剝はがれた燭台しょくだい型の魔石灯に代わり塔内を明るくしている。

　ソーマの部屋は三階だ。

　戦闘に駆り出され人っ子一人いない塔内をリリは駆けていく。

「どこへ行く、アーデ？」

「ッ!?」

　廊下を走っていたリリの後方、音を立てて窓が破壊された。

　ザニスだ。外から二階にあっさりと侵入してきた上級冒険者は、硝子の破片を踏み締め、リリの背中へ声を投げかける。

　──見つかった！

　胸中で叫ぶリリは慌てて床を蹴けりつけ、廊下の角を曲がった。

「そっちには上への階段しかないぞ？」

「うっっ!?」

　背後から急速に迫る気配を感じた瞬間、リリは撫でられた。

　ザニスの手の平が背を叩き、それだけで小さな体は床に吹き飛んでいく。

　吐きたくなるような痛みに背を焼かれながら、リリは転がるように体を起こし再び走った。

「ふっ……はははははっ!?　おい、アーデ、何をそんなに急ぐ!?」

　ザニスの哄笑が背後から追ってきた。リリは顔を歪めながら必死に前へ。

　容易たやすく急迫する男の横殴りを今度は肩に受ける。

「あ!?」

「まさかソーマ様にかけ合うつもりかぁ？　無駄だ無駄だ!!」

　壁に体を叩きつけられ、それでも前へ。

　ふらつく細い足を叱咤し、冷たい石の壁を片手で突き飛ばした。

「あの神が耳を貸すものかよ！　我らの主神様は酒造りにしか興味がない！」

「いっ……!?」

「お前達は男神あれにとってただの雑音だ！　縋すがり付いてもみじめな思いをするだけだぞ!?」

　何度も追いつかれては弾き飛ばされた。大振りに振られる[image: 拳]が、蹴りが、体の一部を掠める度に床へ倒れ込む。

　面白がるように足を止めくつくつと見下ろしてくる黒い影から、リリはもがくように立ち上がり、何とか前へ。

　傑作だと言わんばかりにザニスは大笑の声を撒まき散らす。

「変わったなぁ、アーデ！　お前はもっと利口だと思っていた！　この世の全てを恨んでいるような、お前のあの冷めた目だけは、私は気に入っていたんだが！」

　暗い過去が、逃げる自分を何度も闇やみの中に引きずり戻してきた派閥の呪縛が、ザニスという殻からを纏ってリリを嗤わらう。

　瞳から滲にじむ水滴は、そう、体の痛みを耐える代償だ。決して悔し涙ではない、悔し涙は流さない。自分を縛る過去にだけは、もう涙を見せはしない。

　舐めてかかってくるザニスの妨害に遭いながら、リリは前に前に突き進んだ。男の接近を躱して階段を駆け上がり、とうとう三階へと辿り着く。

　管理塔の最上階は通路を除き丸々一室となっていた。主神の間まに飛び込むべく、リリはなけなしの力を振り絞る。

「そらっ！」

「あぐっ!?」

　ザニスから強烈な蹴りを食らい、吹き飛ぶ。

　小さな体はそのまま部屋の入り口へと向かい、リリもその勢いを利用し、両開きの大扉を体当たりするように突き破った。

　盛大な音を立てて、リリは室内の中に転がり込む。

「……」

　ソーマはいた。

　広いバルコニーが備わった部屋の奥、作業机の上で、乳鉢にゅうばちを用いて何種類もの植物を混和させている。

　外の戦闘も、入室してきたリリのことも、まるで無関心に酒の原料を調合していた。

「ソーマ様っ、ソーマ様!?　どうかリリの話を聞いてください!?」

　背を向けている主神に、全身傷だらけのリリは床から顔を上げて叫ぶ。

　薄汚れたローブ姿で作業を行なっていたソーマは、何度も続く彼女の声に対し、煩わしそうに振り返る。

　ちょうど部屋に入ってきたザニスを、長い前髪の奥から睨んだ。

「やかましいぞ、ザニス。雑事は全てお前に任せている」

　己の存在を歯牙にもかけていない主神に、リリが衝撃を受ける中。

　笑いを堪こらえ切れないザニスは、そんな彼女を一度見下ろして、進言した。

「失礼ながら、ソーマ様。このリリルカ・アーデが直訴したいことがあるそうです。どうか聞いてやって頂けませんか？」

　まるで迎える結末をわかっているような、ザニスの余裕の態度。

　彼の申し出にソーマは億劫そうにこちらを瞥見してきた。

　リリは何とか跪ひざまずいた格好を取る。

「お願いします、ソーマ様、今いま外で起こっている戦闘を停止するようお呼びかけください──ヘスティア様達を、外の者達をお救いください!?　どうか、どうかっ……！」

　痛切に響く願いの声に、ソーマは、緩慢な動きでリリと向き直る。

　ほとほと面倒そうに、口を開いた。

「簡単に……酒に溺れる子供達の話を聞くことに、何の意味がある？」


「────」



　起伏の少ない声を聞いたリリは言葉を失い、凍りつく。

　ぞっっ、とするほどの神の視点で語る主神の、その胸の内を、悟ってしまった。

　ソーマは失望しているのだ。自身の派閥の団員に、下界の住人達に。

【ソーマ・ファミリア】の壊れる原因となった『神酒』の報酬。派閥の起爆剤となればと主神がもたらした褒美ほうびの酒に、眷族達は、彼の言う通り溺れてしまった。我先に得ようと躍起になり、挙句、お互いを蹴落とす醜い争いまで始めた。

　ソーマ本人からしてみれば、自分が支払ってやることのできる、自製の美味い酒を褒賞にしただけなのだろう。ところが子供達は逆に酒に飲まれ、愚かな行為を繰り返す。醜態を晒す彼等に神は、幻滅に近い感情を抱いてしまったのだ。

　──ソーマに悪意はない。害意もない。そもそもリリ達には興味すらない。無関心。

　哀れむほど愚かな下界の住人に見切りをつけたソーマは、『神酒』をひたすら求めてくる煩わしい信者達に褒美を恵み続け、利用するだけになった。

「酒に溺れる子供達の声は……薄っぺらい」

　長い前髪の中、リリに向けられる墨色の瞳は、リリを見ていない。そこに映っているのは人の姿を象かたどった失望の塊だ。

　神の醒さめた眼差しにその場から動けずにいると、ソーマはゆっくりと動いた。

　壁に作り付けされた棚、そこから白い酒瓶さかびんを取り出す。

　呆然としているリリに近付き、杯さかずきを手渡して、言った。

「これを飲んで、また同じことが言えたなら、耳を貸そう」

　──呼吸が止まった。

　杯にそそがれていく液体、目眩めまいを催すような涼しい芳香、酒の水面に映る青白い己の顔。

『神酒しんしゅ』。

　喉のどが干上がる。汗も止まらない。両手に持っている杯を取り落としそうになる。

『神酒』の魔力に魅了されおかしくなった当時の記憶が、走馬灯のごとく頭を駆け巡った。恐怖に打ち震えながら顔を上げると、ソーマは何の感情もなく見下ろしている。

　ザニスはこうなることがわかっていたかのように、笑みを浮かべながら傍観していた。

「あ、ぁ……!?」

　小刻みに揺れる足でその場から立ち上がる。

　その唇から息を乱しながら杯を見下ろした。

　飲まなくては。ヘスティア達を助けるために、派閥との因縁と決別するために、この酒を飲み干さなくては。

　震える両手でリリは杯さかずきを唇へ近付けた。

　リリを獣のように惑わせた神の酒。

　リリの人生から救いを奪い、歪めてきた元凶。

　ソーマとザニスに見つめられながら、リリは意を決して、『神酒』をあおった。


「──────」



　次の瞬間、世界がぐにゃりと曲がった。

　果てしない陶酔感。意識をねじ曲げる感動の絶頂。

　からんっ、と音を立てて杯が床を転がった。

　震える手足。立っていられない。糸の切れた人形のように両膝ひざをその場につく。

　頰が上気し、視点も定まらない中で……リリは、笑っていた。


「────ぁ、は」



　この世のものとは思えない美酒の味わいに心身が溶けていく。

　正気を失うリリに対し、踵を返すソーマが無感動に遠ざかっていく気配。耳から外界の音が失われていく最中さなか、ザニスの哄笑が聞こえてきたような気がした。

　何事にも代え難い多幸感。色々なものが削がれては消えていき、それまで抱いていた使命も想おもいも、リリの中から全て忘れ去られていった。

　視界が白く濁っていく。

　体の感覚も、意識も、心も。

　濁って、濁って、濁っていく。

　そして、何もかもが白濁色に染まっていく中、リリが最後に見たものは。




　少年の、白い笑みだった。





「────」



　飢えが止まらなくなり、『神酒』を追い求めるだけの獣に成り下がる直前。

　白濁色に染まった視界の中で、自分を救い出してくれた、あの時の少年の笑顔を見つける。

　塗り潰されていく心の一番奥底で、最後に残っていたものは、彼の笑みだった。


「…………」



　頰に、ゆっくりと、一筋の滴しずくが伝っていく。

　ふやけていた口もとの笑みが、崩れ、顎がぐっと持ち上がる。

　心に灯ともり続けている少年の温ぬくもりに、感情が溢あふれ、涙を流しながら。

　リリは、再起した。


「…………ください」



　小さな唇から落ちた掠れた呟きに、ぴたり、とソーマの動きが止まる。

　次には、弾かれたように振り向いた。

　長い前髪の奥、見開かれた瞳が、震える手足で立ち上がるリリを映す。

「……止めて、ください」

　はっきりと紡つむがれる言葉。

　愕然とするソーマとザニスの視線の先で。

　リリは、顔を振り上げる。

「戦いをっ──止めてください!!」

　そして涙を散らし、変わることのない願いを叫んだ。

「な……」

　その呟きはソーマか、あるいはザニスのものだったのか。

　はねのけた。『神酒』の魔力を。

　万人を虜とりこにし、数え切れない者達を惑わした神の美酒に。脆弱ぜいじゃくであった筈の少女が、打ち勝った。

『恩恵』の昇華を経ていない低次な身であるにもかかわらず、胸に宿す意志だけで、ソーマの呪縛に抗った。

「リリは、あの人達を助けたい!!」

　懇願と想いをリリは叫びかけた。

　泣きじゃくる子供のように。

　絆きずなを自らたぐり寄せた、灰被けがれの少女のように。

「神様に教えてもらわなくたってわかる、リリはっ、今のために生まれてきたんだって！」

　リリは、忘れないだろう。

　例え死んでも、何度生まれ変わろうとも、地獄の底に落ちたとしても。

　リリは、少年かれのことを忘れないだろう。

「この日のために、間違いを積み重ねてきたんだって！」

　自分を救い出してくれたあの手の温もりを、抱きしめてくれた優しさを。

　自分を許してくれたあの白い笑みを、決して。

　例えリリがリリではなくなっても、忘れない。

　この魂に焼き付けられたあの光景だけは、永遠に色褪いろあせない。

「今度は、リリがあの人の力にならなくちゃ！」

　笑顔と初めての温もりを与えてくれたベルの姿を想起しながら、リリは訴えた。

　間違いだらけの灰色の過去に後悔と虚むなしさを抱きながら、それでも今のために叫び続ける。

「リリが、あの人達を助けなくちゃ!!」

　主神を真まっ直すぐ見つめて、心の内を吐露した。

「戦いを、止めてください！」

　塔の外にまで響き渡る声音で、望みを言い放った。


「…………」



　小さな少女のその姿に、ソーマは立ちつくす。

　苦悩も成長もしない神々には届かない目の前の光景。

　初めて目にする下界の住人の生き様に、言葉を奪われていた。

「まさかっ……!?」

　そんなソーマの様子を見て、ザニスは危惧を抱いた。

　それまでの余裕を失って主神へと呼びかける。

「ソーマ様、耳を貸してはいけません!?　今、我々は他派閥に攻められて──!?」

「黙れ、ザニス」

　一瞥もされず、その一言で、一蹴される。

　異論を封じられたザニスが顔を痙攣けいれんさせるのを他所に、ソーマはリリと見つめ合う。

　墨色の瞳に確固とした少女の姿を映し出し、次には歩み出した。

『神酒』の酒瓶を携えたまま巨大な窓を開け、広いバルコニーの奥へ。今も戦闘が行われている敷地内、その光景を一望できる手すりの位置から、手に持った酒瓶を放ほうった。

　曲線を描き、上空から降下する酒瓶が、戦場の真ん中で割れる。

　高い音とともに砕け散った瓶の破片に、【ソーマ・ファミリア】の団員達は動きを止めた。

　バルコニーを仰いだ彼等は、例外なく息を呑む。

「戦いを止やめろ」

　多くの視線に見上げられながら、ソーマは眼下へ告げた。

　酒造りにしか関心のない筈の主神の厳命に、呆然とする団員達が逆らうことはなかった。

　ザニスの命令を放棄し、神意しんいに従って武器を下ろす。

「ソ、ソーマがっ、動いただと……!?」

　静まり返る戦場、そしてバルコニーの奥にいるソーマの後ろ姿に、ありえないとザニスは首を横に振った。理知人を気取る仮面が剝がれ落ち、わなわなと体を震わせている。

　動揺する彼はしばらく動けずにいたが、ドンッという管理塔の扉が蹴破られる音に、はっと肩を揺らした。

　侵入者達が階下から押し寄せてくる気配にザニスは焦ったように部屋を見回し、醜く歪んだ瞳でリリのことを射抜いた。

「くそがっ、こうなったらお前だけでも──ッ!!」

　野獣のようにリリへ飛びかかるザニス。

　欲望かねのためにリリだけでも確保しようとする彼の行動に、ぼろぼろに傷付いた少女の体は反応できない。腰から片手剣を引き抜いたザニスは、口端を裂いて手を伸ばす。

　しかし、彼の手がリリに触れるその寸前。

　鋭い矢が襲いかかった。

「っ!?」

　真側面から迫る矢を、ザニスはぎりぎりのところで回避する。

　突き刺さった壁へ亀裂を刻む矢に戦慄せんりつしながら、彼は狙撃された方向、バルコニーに振り返った。

　捉えたのは、敷地内の見張り塔上部で長弓ロングボウを構える、犬人シアンスロープの姿。

「いいぞ、やれ!!」

「言われなくとも」

　男の大声が向かいの塔から響いた瞬間、犬人シアンスロープの女は手渡された金属矢をすかさず放った。だが今度の矢はザニスのもとではなく、管理塔からせり出したバルコニーの壁に深く突き立つ。

　何を、とザニスが抱いた一瞬の疑問は──突き立った矢から伸びている極太の鋼線を見て、まさかという驚愕に変わった。

　そして彼の驚きを正解だと笑うように、大刀を肩に担いだ赤髪の男が、鋼線の上を突っ走ってきた。

「!?」

　向こう岸の見張り塔から鋼線という名の橋を渡し、曲芸師さながら疾走してくる。塔の柱に結び付けられた鋼線は千切れる素振りも見せず、大刀を担いだ男──ヴェルフは瞬く間に走破し、見上げるソーマの頭上を越えてバルコニーへ着地した。

　黒い着流しをなびかせる鍛冶師スミスが、室内に入り、啞然あぜんとするザニスとリリの前に現れる。

「家出は終わりだな、リリスケ」

「ヴェルフ、様……」

「さっさと帰るぞ」

　笑みを浮かべるヴェルフは、眦まなじりを吊り上げ、硬直するザニスと対峙した。

「こいつは返してもらう。俺うちの相棒ぼうけんしゃが待ってるからな」

「ふ──ふざけるなぁああああああああああああああああっ!?」

　体を震わせるザニスは、雄叫おたけびを上げて斬りかかってきた。ヴェルフも右手に握った得物をもって迎え撃つ。

　片手剣と大刀、一騎打ち。

　初撃が互いの武器を弾き合い、戦闘の幕が開けた。

「鍛冶師スミス風情がぁぁっ!?」

　荒々しい無法者の顔となってザニスが片手剣を振り下ろしては斬り上げる。

　回避する着流しに刻まれる薄い切り傷。下級冒険者には真似できない速い攻撃にヴェルフは油断など微塵もせず、機を狙いすまし大刀を逆袈裟に放った。ザニスの踏み込みを退ける。

　互いにＬｖ．２、甚だしい威力の斬撃と斬撃が応酬された。

　リリを仰のけ反ぞらせるほどの衝撃と風切り音が打ち合う刃の間で発生する。大振りの蹴りも放ってくるザニスに対し、ヴェルフは空いている左腕の肘を繰り出し撃墜、命中を許さない。

　激情に身を任せたザニスの、激しい連続斬り。

　威力も強まる敵剣の乱舞に、大刀を軽々と扱うヴェルフは防御を重ねていく。

　武器の種類、性能もあってかザニスの手数てかずの方が多い。唇を吊り上げ力と速さでねじ伏せようとしてくる相手に、ヴェルフは、その双眸そうぼうを細めた。

「上級冒険者が威張るわけだな」

　瞬時、ヴェルフの腰、肩、腕が唸うなる。

　自身の能力ちからを引き出すかのような大刀の一閃。ザニスの大振りの攻撃をこれ以上のない正確さで叩たたき、振り抜いて、片手剣を宙へと弾き飛ばした。

「──」

　ザニスの時が止まる。

　技と駆け引きが伴っていない力押しの戦法──高い【ステイタス】に寄りかかっている者の欠点あなを、『戦える鍛冶師スミス』を自称するヴェルフは見逃さない。

　不自然に硬直する相手に対し、黒い着流しが音を立てて翻る。

　時間の流れが緩慢になり、ザニスの顔がゆっくりと引きつっていく中、ヴェルフはその懐ふところに左足を打ち込んだ。

　そして、くるり、と。

　右手の中にある柄つかを回転させ、刃のない峰みね側を前に構える。

「技わざを磨け。武器が泣いてるぞ」

　次の瞬間、眼鏡をかけた相手の顔面がんめん目がけ、ヴェルフは渾身こんしんの一刀をお見舞いした。


「げえぇッ────!?」



　袈裟に振り下ろされた大刀が、眼鏡ごとザニスの顔にめり込む。

　潰れた絶叫を散らしながら相手の体は吹き飛び、壁へ豪快に叩きつけられた。

　床に転がって動かなくなるザニスの体。分厚い峰部分が純粋な鈍器となって炸裂さくれつした顔面は、斜め一線に陥没した跡が残り、眼鏡もばらばらに砕けている。

　白目を剝むいて完璧かんぺきに沈黙する敵に対し、「よし」とヴェルフは大刀を肩に担いだ。

「本当にやったか……これで溜飲が少しは下がる」

「……チャンドラ様？」

　勝利したヴェルフと再起不能になったザニスの姿を見せつけられていたリリのもとに、【ソーマ・ファミリア】のチャンドラが現れる。

　無愛想なドワーフはそのままザニスの体を引っくり返し、上級冒険者でも素手では破壊が困難な、精製金属ミスリル製の手枷てかせを取り付けた。

「『神酒』も勝手に流して金儲けしていたからな、牢屋にぶち込む理由はある」

「それでは……」

「ひとまず後腐れはなくしてやる。後のことは主神の裁量に任せるが……今なら俺達の声も届くような気がしないでもない」

　主神の名を借りてザニスが【ファミリア】を牛耳っていた間、誰が逆らっても粛清されるのみであった。だが今後は彼の事実上の独裁も防げるのではないかと、主神の威光を発揮したソーマを見やって、チャンドラは言う。

　まだバルコニーにいる彼等の主神は、めちゃくちゃになった室内を──いやリリのことを見つめ続けていた。

「無事かい、サポーター君？」

「ヘスティア様……」

　しばらく経ち、ヘスティアが命ミコト達を引き連れてこの最上階の間まにやって来た。

　リリへの労いと感謝の言葉も半ば、彼女は顔を上げ、ソーマのもとに進む。

「サポーター君……リリルカ・アーデ君の【ファミリア】移籍について交渉したい」

「……」

　バルコニーの中で、無言のソーマのことをヘスティアは真っ直ぐ見上げた。

「彼女の【ファミリア】脱退金は、ひとまずこのナイフを担保にしてくれ」

「ヘ、ヘスティア様っ、それは!?」

「いいんだ。ベル君には話してある」

　取り出された《ヘスティア・ナイフ》にリリが悲鳴を飛ばすが、ヘスティアはそれを押さえ込む。

「このナイフはめちゃくちゃ高い武器だ。もしボク達が戦争遊戯ウォーゲームに負けたら、売って金にすればいい」

「……」

「ただし勝てば賠償金が手に入る……というより絶対にアポロン達からせしめる。その時は、そのお金と引き換えにナイフを返してもらう」

　ヘスティア達が戦争遊戯ウォーゲームに勝とうが負けようが脱退金に見合う大金が手に入る、と説明する。《ヘスティア・ナイフ》を受け取ったソーマは、鞘さやに刻まれた【H[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]s】の文字列ロゴタイプをじっと見つめた後、顔を上げた。

「これで派閥としての体裁はつくだろう。彼女の退団を認めろ」

　静かにヘスティアの要求が言い渡される。

　ヴェルフや命ミコト達、チャンドラに見守られる中、沈黙していたソーマは、リリのことを見た。

　ぼろぼろに傷付いた彼女と視線を交わし、やがて、答えが出たのか。

　ヘスティアと向き直った彼は、「わかった」と頷いた。
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　ヘスティアとソーマ、リリの三人のみで、管理塔二階の別室に移る。

　窓はなく扉も固く閉められた室内は、万が一にも秘匿情報が漏れる要素はなかった。そして薄暗い部屋の中、彼女達は儀式に取りかかる。

　椅子いすに腰かけるリリが上着を脱ぎ、【ステイタス】の刻まれた背中を晒す。次にソーマが己の指を切り、神血イコルを【神聖文字ヒエログリフ】で形成されたその刻印へと滴り落とした。

　更に彼の指がリリの背中ステイタスの上で滑り、特定の動きを描いた瞬間、刻印全体から淡い光が立ち上る。やがて、【ステイタス】は明滅を始めた。

　すかさず自分の神血イコルを垂らすヘスティア。血の落下点を中心に大きな波紋が広がっていき、見る見る内に文字群の色と形は薄らいでいく。仕上げとばかりにヘスティアが主神おのれの名を表す象徴シンボルと契約相手リリの真名を描き、刻んだ。

『改宗コンバージョン』。

　前【ファミリア】から退団し別派閥へと移籍する、再契約の儀式だ。

　碑文を彷彿ほうふつとさせる文字の羅列は、発光とともにとうとう【ヘスティア・ファミリア】を表す刻印へと成り変わる。

　今この瞬間から、リリはヘスティアの眷族となった。

「ヘスティア様……本当に良かったのですか？　リリを引き抜くために、ベル様が大事にしているナイフを……」

「いーんだよ。戦争遊戯ウォーゲームに勝てば全部丸く収まるんだ。そして勝つためには君の力がいる。何も問題はないさ」

　儀式の終了とともに大きく脱力し、服を身に付けたリリは、担保ナイフの件を不安げに尋ねてくる。対してヘスティアは胸を張って勝てばいいのだと豪語した。

「時間がない。行こう」

「は、はい……」

　ソーマのことをちらちらと気にするリリの背中を、ヘスティアは両手でぐいぐいと押して、退出を急せかした。

「……ヘス……ティア？」

「合ってるよ。何だい？」

　リリを先に部屋から出した後、まだ女神ヘスティアと初対面であるソーマが自信なく名を呼ぶ。

　去り際に呼び止められた彼女は、二人だけで部屋に残った。

「……少女あれは、本当に俺が『恩恵』を授けた眷族なのか？」

　記憶にはない強い眼差しを浮かべる己の眷族、見違えてしまった少女に、疑問と困惑を呈するソーマ。

　振り返ったヘスティアは、怒気を滲ませた口調で言い返した。

「紛れも無く、君が勝手に失望して、見限って、放り出した眷族の一人だ。君が捻ねじ曲げたおかげで強くなった、小さな女の子だ」

　君に見捨てられ、どれだけたくましくならざるをえなかったか、と。

　青みのかかった瞳を吊り上げ、ヘスティアは口を噤つぐむソーマを睨み付ける。

「あの子が変わった意味を、もう一度よく考えろ」

　最後にそう締めくくり、ヘスティアは今度こそ部屋を後にした。

　茫洋ぼうようとした男神が、一人取り残される。

　誰もいなくなった室内で、ソーマはその場で黙考し、たたずみ続けた。
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　ヘスティア達はヴェルフやナァーザ、命ミコト達と合流し【ソーマ・ファミリア】の酒蔵を出た。

　万が一のために外で待機していたミアハも加わり、十人以上の塊となって通りを走る。

「みなさん、ご迷惑をおかけしました……ありがとうございます」

「ん、だいじょぶ……」

「お気になさらずに、リリ殿」

「そうだよ……また会えて、良かった」

　リリの言葉に、ナァーザ、命ミコト、そして前髪で瞳が隠れた千草チグサが微笑んだ。

　彼女達のすぐ横では大刀と斧おのを担いだヴェルフと巨漢の桜花オウカが会話をしている。

「あの鋼線、持ってきていたのか？」

「いや、塔の中にあったから勝手に使っただけだ」

　各々がリリ奪還の成功に喜び、場が明るさに包まれる中。

　リリは並走するヘスティアに声をかけた。

「しかし、やはりヘスティア様、リリだけが戦争遊戯ウォーゲームに加わっても……」

　戸惑うリリに対し、ヘスティアは前を向いて走りながら口を開く。

「いいや」

　顔を横に振る彼女の隣で、更にミアハが言葉を引き継ぐ。

「そなただけではない」

　微笑を浮かべるミアハを不思議そうに見上げるリリの側で、命ミコトは一人、覚悟を決めた表情を作る。

　ヴェルフもまた、リリ達を見て笑みを漏らした。

　やがて一行は十字路に入る。

「じゃあ、またな、リリスケ」

「……ヘスティア様、自分達もここで」

　右の道に向かうヴェルフ、左の通りへ走っていく桜花オウカや千草チグサ、命ミコト達。

　ミアハやナァーザ、リリが岐路の中央で彼等の後ろ姿を見送っていると、唐突に風が吹き寄せる。

　結わえている漆黒の髪を片手で押さえるヘスティアは。

　風向きが変わった青空を見上げた。
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「ぬ～～～んっ……」

　タケミカヅチは唸っていた。

　狭い街路に面して建てられた古ぼけた集合住宅。六名の団員達と慎ましやかに暮らしている派閥ファミリアの本拠ホームの中で、彼は両腕を組みながら、自室を行ったり来たり繰り返していた。

「戦争遊戯ウォーゲーム……ヘスティアに力を貸してやりたいが……」

　既にギルドから公式に戦争遊戯ウォーゲームの発表がなされ、攻城戦という試合形式を始めとした全容は把握している。

　神友しんゆうのためにも援軍を派遣してやりたいタケミカヅチは、懊悩おうのうしていた。

　つまり、自分の団員を【ヘスティア・ファミリア】に『改宗コンバージョン』させるか否かで迷っているのである。

「ミアハのところは駄目だ。あいつには眷族が一人しかいない、虎の子の団員を吐き出したら【ファミリア】が潰れる……」

　所属構成員が一人もいなくなった派閥は、【ファミリア】を名乗れず消滅する。それまで発展させてきた信用や名声、場合によっては家ホーム等の財産も手放さなくてはいけない。

　ぶつぶつと独白を重ねながら、タケミカヅチの思考は堂々巡りをする。

「しかしうちのやつ等を移籍させようにも、アポロンの連中とまともに戦えるのは桜花オウカと命ミコトだけだ。千草チグサ達には荷が重い……」

　未いまだＬｖ．１の千草チグサや他三名の団員、そして上級冒険者である桜花オウカと命ミコトの顔を思い浮かべる。

「桜花オウカは団長だ、送り出すわけにはいかない……」

　つまり、行かせるのは命ミコトしかいないのだが──。

「あいつが他所よその【ファミリア】に行くか……？」

　命ミコトは【タケミカヅチ・ファミリア】を愛し過ぎている。

　もとより根っからの義理高い性分だ、ともすれば桜花オウカ達を裏切る真似が彼女にできるだろうか。更にタケミカヅチ達には故郷である極東のための使命──という名の仕送り──もある、命ミコトがその責務を放り出せる筈もない。


「無理に説得したところで……そもそもこれはヘスティア達を助けてやりたい俺の私情……いや、だがしかしっ……ぐぉぉぉぉぉぉぉぉぉ……!?」



　室内の行き来を止め、両手で頭を抱えながら天井を仰ぐタケミカヅチ。

　神らしからぬ様子で苦悩していると、そこへ扉を叩く音が響いた。

「タケミカヅチ様、命ミコトです……今、よろしいでしょうか？」

　来訪してきた命に、タケミカヅチは「おおぅ!?」と飛び上がる。

　その奇声を了承と取ったのか、失礼します、と命ミコトが入室した。

「……？　何かあったのですか？」

「い、いやっ、何でもないぞっ。気にするな」

　首を傾かしげる彼女に咳せき払いをするタケミカヅチ。

　平静を装う男神は内心慌てて口を閉ざしてしまうが、命ミコトもまた、主神と同じく沈痛そうに押し黙る。

　艶つやのある彼女の黒髪はいつものように結わえられていた。しかし普段ふだんから真っ直ぐ伸びている背筋には、心なし覇気がこもっていない。青紫色の美しい瞳も何かに揺れている。

　二人で向き合いながら、しばし流れる無言の時間。

　ややあってタケミカヅチは、ええいっままよっ、と腹を固めて口を開いた。

「──み、命ミコト」

「──タケミカヅチ様！」

　全く同じ瞬間に、言葉が被った。

　ぎょっとした二人は「お、お先にどうぞ」「いやお前が先に……」と延々やり取りを続ける。

　先に折れたのは命ミコトの方だった。

　それでは、と口にして主神の目をじっと見つめる。

　次の瞬間、彼女は土下座をした。

「申し訳ありません!!」

「な、なにっ？」

　床に膝をつき頭を下げる命ミコトの姿に、タケミカヅチはうろたえる。

　彼女は顔を伏せたまま、次の言葉を叫んだ。

「自分を、ベル殿達のもとに行かせてください！」

　その訴えに、タケミカヅチは瞠目する。

「自分は、一度死地に追いやった彼等にまだ何も返せていません！　約束も交わしました、お互いを助け合おうと！」

　そして命ミコトは、切実な声で体を震わせた。

「自分は、今度こそ、彼等を見捨てたくありませんっ……」

　心の内を吐露する少女の姿に、呆然としていたタケミカヅチは。

　ゆっくりと、体から力を抜いた。

（考えていたことは、同じか……）

　少女の思いを理解してやれてなかった、短い付き合いでもないだろうに、情けない、と。

　タケミカヅチは苦笑して、そしてすぐに優しげな笑みを浮かべる。

　ふぅ、と吐息をすると命ミコトの肩が揺れる。

　主神である彼は天井を見上げ呟いた。

「一年か……長いな」

　はっと命ミコトは顔を上げる。

【ファミリア】の規則ルールだ。派閥を移籍した者が新たに『改宗コンバージョン』するには、一年の期間が必要となる。

　その呟きの言外の意味を受け取った命ミコトは、顔を見る見る内に明るくさせた。

「急がば回れ、ってな。ヘスティア達のもとでここにはない色々なことを学んで、また戻ってこい」

「──はい！」

　笑いかけるタケミカヅチに、命ミコトは跪き[image: 拳]と手の平を合わせる。

　少女は帰ってくるその日のために、【ファミリア】のエンブレムを主神に預けた。




　ヤマト・命ミコト──【ヘスティア・ファミリア】入団。
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「……」

　ヘファイストスは、机の上に出された一振りの短剣を見下ろしていた。

　北西のメインストリートに建つ、【ヘファイストス・ファミリア】支店。自らの執務室で仕事をするわけでもなく、手を止めて、その武具だけを見つめる。

　この短剣は、とある曰いわくつきの問題児が打った作品だった。当時、腕はまだまだ未熟で粗もあった、だが熱情おもいだけは既に一人前だった彼の意志がこめられたように──この剣つるぎには使い手を引き付ける『熱』がある。

　そんな光沢を帯びる剣身を眺めていたヘファイストスのもとに、ノックの音が届いた。

「入りなさい」

　執務机の棚を開け、鞘に収めた短剣をしまう。

　ヘファイストスが促すと、開けられた扉から着流しを纏う青年、ヴェルフが現れた。

「何の用？」

　尋ねると、彼は何も言わず歩み寄る。

　執務机を挟み、ヴェルフは彼女の目の前で跪いた。

「お別れを告げに来ました」

　瞳を閉じ、彼は言う。

「【ヘスティア・ファミリア】のもとへ行くことを許してください」

　それは懇願ではなく、既に固まった意志からくる申し出だった。

　退団すれば『ヘファイストス』の鍛冶師スミスを名乗ることは許されない。念願の上級鍛冶師ハイ・スミスへと上り詰め、【H[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]s】の文字列ロゴタイプを刻む資格を手に入れたにもかかわらず、彼はそれら栄誉をなげうってまで女神ヘファイストスのもとを去ると言う。

　感情の動きを見せない表情で、ヘファイストスは尋ねた。

「そんな勝手な真似を、私が許すと思っているの？」

「自分が敬愛する女神めがみは、ここで出ていかなければきっと叱りつけてくるでしょう」

　すかさず、ヴェルフが答える。

　表情を変えずヘファイストスは更に問うた。

「血筋にまつわる全てを見返して、『魔剣』を超える武器を作りたいのではなかったの？」

「鎚つちと鉄てつ、そして燃えたぎる情熱ほのおさえあれば、武器はどこでも打てる。それを教えてくれたのは、貴方です」

　女神あなたのもとを離れても、名を馳せてみせ、いずれ至高に辿り着く。

　ヴェルフは再び淀よどみなく答えた。

「貴方をそうまで駆り立てるものは、一体なに？」

　最後の問いに、ヴェルフは顔を上げ、笑った。




「友のため」




　断言された言葉に、ふっとヘファイストスも笑みをこぼす。

「いいわ。許しましょう」

　ヘファイストスは立ち上がり、いくつもの金槌ハンマーが並べられた棚に近付く。

　自身の髪、そして瞳の色と同じ、紅の鎚を手に取った。

　跪いているヴェルフのもとまで行き、その鎚を彼の眼前に突き出す。

「餞別せんべつよ。持っていきなさい」

　鍛冶師スミスの魂ぶんしんを差し出し、送り出すヘファイストスに、ヴェルフはもう一度笑みを浮かべ、深い礼を取った。

「お世話になりました」

　黒い着流しを揺らし、背を向ける。

　ヴェルフは迷いない足取りで部屋を後にし、崇敬する女神のもとを発った。




　ヴェルフ・クロッゾ──【ヘスティア・ファミリア】入団。
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「……というわけなんだけど、また協力してもらえないかな？」

　ヘルメスは相手の顔色を窺うように尋ねた。

　酒場『豊穣ほうじょうの女主人』の離れ。住み込みで働く店員達が寝泊りする木造の建物の中で、苦笑を浮かべるヘルメスに対し、エルフのリューは嘆息した。

「神ヘルメス、貴方は私を便利屋と勘違いしていませんか？」

「ゴメンッ!!　でもどうかシルちゃんのためだと思って、ベル君を助けてやってくれ！」

「そこでシルを引き合いに出さないでください……」

「ご、ごめんね、リュー……」

「シル、貴方も謝らなくていい」

　今、リューの自室にいるのは彼女本人とヘルメス、そしてシルだ。

　数日後に迫った戦争遊戯ウォーゲームを前に、ヘルメスは今回特例として認められた助っ人の制度に、他ならないリューの協力を仰いでいた。

　制度利用の条件は、都市外の【ファミリア】出身の眷族──つまり都市外の神の『恩恵』を得ている者。リューの主神である女神アストレアは都市外の地で今もなお存命しているので、条件としては一応かなっている。

　攻城戦という不利な形式を押し付けてしまった負い目からベルとヘスティアに肩入れしているヘルメスは、何卒なにとぞ、と手を合わせ哀願した。

「戦争遊戯ウォーゲームに参加すれば、戦う私の姿を見て正体に気付く者も現れるでしょう」

「そこは安心してくれ。戦いが始まる前に、オレが君のことを都市の外からやって来たと吹聴ふいちょうして回っておくよ。酒場の店員なんてことは明るみにさせない」

　過去の事件によって要注意人物ブラックリストに載っている覆面の冒険者──【疾風しっぷう】を恨む者は今もいる。身許と現在の所在が割れることをリューが危ぶむと、すぐにヘルメスが対抗策を語った。

　リューはもう一度、嘆息した。

「またミア母さんから叱られます」

　どちらにせよ少年ベルを見捨てられないエルフの元冒険者は、ヘルメスの要請に応こたえた。

　飾り気のない部屋の隅にある筒型の背囊はいのう、そして木刀を携える。

「ギルドに提出する助っ人参加の許可証しょるいなんかは、こっちが偽装しとこう。リューちゃん、【ファミリア】のエンブレムなんか持ってたりしないかい？」

「ありますが、どうかなくさないでください」

　ああ、と言ってヘルメスは正義の剣と翼が刻まれた徽章きしょうを受け取る。

　リューは最後に、近寄るシルからケープを受け取った。

「頑張って、リュー。お母さんには私も何とか言っておくから」

「ありがとう、シル」

　小さな笑みをこぼし、リューは紐ひもを持ち背囊を肩に担いだ。

　ヘルメスとシルに見送られながら、彼女は一人、酒場を後にする。




　リュー・リオン──戦争遊戯ウォーゲーム参戦。
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　激しい剣舞の音が鳴り響いていた。

　凄すさまじい速度で繰り出される銀閃にそれを真っ向から叩き落とす紅緋べにひの斬撃。美しい夕焼けに見下ろされながらサーベルとナイフが幾度もぶつかり合い、白髪と金の長髪が風になびく。

　石畳の上に伸びる少年の長い影が、何度も、何度も、何度も、愚直なまでに挑みかかり、その度に少女の影に弾き飛ばされては吹き飛ばされ、叩きつけられた。

　激しい鍛練が、都市の市壁の上で繰り広げられている。

「見なくても、反応できるようになってきたね……」

「ほ、本当ですかっ……？」

　鍛練を始めて既に五日。

　今は小休止と言うように剣を下ろしているアイズの前で、息が盛大に上がっているベルは自分の体を見下ろした。夕陽の光に焼かれる汗まみれの顔と傷だらけの肌と服は、修行の内容のほどを物語っている。

　この市壁上部に訪れ準備を整えた後、ベルは徹底的にアイズと打ち合った。日が昇る前から月と星の輝きが曇るまで、前回の鍛練とは比べ物にならないほどの密度と時間を費やし、過酷なまでに。修行が始まってからは寝食もともにしており、二人は一度もこの場から街に降りてはいない。離れている胸壁の下には鍋と燃え残った燃料えだ、水筒、そして三人分の毛布が置かれている。

　休息を要求している体を見下ろしていると、前触れなく、ひょい！　と死角から飛んでくるサーベル。ベルは驚異的な速度で反応しそれを打ち払い、更に後ろへ一歩飛んだ。

　肩を上下させながら追い詰められた兎けもののごとき動きをする少年の姿に、アイズはどこか満足そうにうんうんと数回頷いた。

「たっだいまー！」

　飛んできた明るい声に、ベルはアイズとともに振り返る。

　視界奥、市壁内部に繫つながる階段から駆け上がってきたのは、大型のバックパックを左肩に背負ったティオナだ。彼女は二人のもとまでやって来て、「よっと！」と大量の荷物を石畳の上に放る。

「お肉と魚、一杯買ってきたよー！　パンと水も！」

「ありがとう、ティオナ……」

「うん！　あ、アルゴノゥト君の得物、これでいい？　五本くらい買ってきたけど」

「あ、ありがとうございます……す、すいません」

　アイズが礼を言う横で、ティオナから手渡された新品のナイフにベルは恐縮する思いだった。

　ティオナはこの五日間、率先して食料や道具の調達を買って出てくれている。ベルとアイズが市壁上部にこもっていられるのも彼女の協力に寄るところが大きい。

　にこにこと天真爛漫てんしんらんまんに笑うティオナの前で、ベルは内心、見る見る内に借金かりがかさんでいく、と頭を痛める思いだった。《牛若丸うしわかまる》を除き、鍛練の中で駄目にした武器は既に数知れない。

「えーっとね、それで、色々聞いてきたよ。戦争遊戯ウォーゲームは今から四日後だって」

「四日……」

「そ。戦う場所はオラリオじゃないらしいから、移動する時間を考えたら……ここにいられるの、あと二日くらいじゃないかな？」

　情報収集も行なってきたティオナの口から、状況の動きを聞く。

　戦争遊戯ウォーゲームの詳細も伝えられたベルは、顔を横に向け、胸壁の向こうに広がる美しいオラリオの街並みを見渡した。

「ちょうど一週間……神様」

　鍛練を始めて今日で五日、後あと二日を足せば一週間。約束通り期限リミットの時間を稼いだ己の主神に、ベルは感謝を捧げた。

　眺めているこの街のどこかにいるだろうヘスティアに、深紅ルベライトの瞳を細める。

「あとね、【ヘスティア・ファミリア】の団員が増えたって、ギルドの掲示板で公開されてたよ」

「えっ!?」

「ソーマ、タケミカヅチ、ヘファイストス……三つの派閥から一人ずつ移籍したみたい」

　驚いていたベルはティオナの話を最後まで聞いて、見る見る内に顔に喜びが広がり、そして涙を流しそうになった。

　ヘスティアがリリを助け出した、ヴェルフ達が駆け付けてきてくれた、詳しい内容を聞かずともわかる。胸に残っていた唯一の懸念が消え去り、熱い感情が胸に込み上げてくる。

　ベルは両手を握り締めた。意志と力をこれまでの倍以上に漲みなぎらせ、アイズとティオナの顔を見つめる。

「続けさせてください、お願いします！」

　訓練を促す一途な少年の眼差しに、アイズとティオナは笑みを漏らした。

「うん……」

「頑張ろー！」

　燃えるような夕焼けの下、鍛練は大詰めに突入していく。




　三対の足が目まぐるしく駆け巡る。

　決して広くない市壁上部の中でベル、アイズ、ティオナが高速で動き回り武器を振るった。二振りのナイフが、銀のサーベルが、大型の双剣が、大気を切り裂いては火花を散らして激突し合う。

「えいさーっ！」

　アイズとティオナ、まさかの第一級冒険者二人がかりによる連携を必死に防戦する中、双頭そうとうの大刃がベルを脅かす。攻撃を横から叩く防御の術すべを体得したにもかかわらず彼を怯ひるませるのは、ティオナが装備する、太い柄に連結された二振りの巨剣だった。

　一目で特注品オーダーメイドとわかる大双刃。極厚かつ超重量の大型武器を短剣のように扱うその姿はいっそ悪夢ですらある。女戦士アマゾネスの少女は笑みを浮かべながら横殴りの一撃を見舞ってきた。

　正面から防げば木っ端微塵になるだろう攻撃に、ベルは咄嗟とっさに回避を選択する。

　大双刃の迫力と威力に呑まれ大きく後退した少年を、ティオナは下策とばかりに追撃した。

「ほいっ！」

「ぐぅっっ!?」

　ベルの顔面に叩き込まれるティオナの上段蹴り。

　褐色の素足が頰にめり込み、次には決河の勢いで吹き飛ばされる。石畳を何度も跳上バウンドし胸壁に衝突することでようやく止まった。

「回復薬ポーションはあまり使わない方がいいよー。怪我けがすると、つい使っちゃう癖くせがつくから」

「わ、わかりました……」

　アイズとともに大双刃を肩に担いで歩み寄るティオナは、レッグホルスターに伸びかけているベルの手を見て助言してくる。

「冒険者なんだからさ、ぼろぼろの時でも戦えて、動けるようにしよう！」

　手加減されているだろうとは言え第一級冒険者の蹴りだ、半端ではない致命傷ダメージが体をがくがくと揺さぶるが、ベルは何とか頷いた。彼女の言う、傷付いた時こそ十全に近い動きを発揮できるよう、その教えを呑み込む。

　歯を食い縛って立ち上がるベルを見て、ティオナは満面の笑みを浮かべた。

「行くよ」

「っっ!?」

　訓練が再開される。激しく斬りかかるアイズに、ベルは両手に持つナイフで立ち向かった。

　死角から加えられるティオナの奇襲にも対応しながら、都市最強の剣士の剣舞を凌しのぎ続ける。夥おびただしい数の斬撃を必死に防御しながら、それでも防戦一方を嫌い、命懸けの反撃を織り交ぜた。

　臆病な自分の腰を蹴り飛ばして、果敢に前へ出る。

「！」

　アイズの姿勢が僅かに崩れる。

　こちらの気迫に押されたのか、上半身と下半身の動きがずれた。堪らず後退しようとする華奢きゃしゃな体に、瞠目したベルは迷わず突っ込む。

　千載一遇の好機──あの剣姫アイズから一本取れる。

　彼女の右脇腹を叩こうと、ベルは懐に踏み込んで渾身の峰打ちを放った。

「ん」

「──」

　が、独楽こまのように、恐ろしい勢いでアイズの体が回転する。

　見舞った左逆手の横斬り、前のめりになったこちらの体勢を利用して、互いの位置を入れ替えるようにベルの真後ろへ。間髪入れず、軽装の上から加減された斬撃を浴びせられた。

「ぶっっ!?」

「隙に、飛びついたね……」

　石畳に倒れ込んだベルに、アイズは口を開く。

　罠わなだった、と彼女の言葉を聞いてベルは悟った。彼女の仕掛けたこれみよがしの人参えさに、兎じぶんは見事に誘い出されたのだ。間抜けな妄想が頭に浮かび、がっくりと首を折ってしまう。

　腰を石畳についたまま上半身を起こすと、目の前にたたずむアイズは諭すように語りかけてきた。

「モンスターと、人との戦い方は違う……」

「は、はい」

「モンスターはいつも本気で襲いかかってくるけど……人は様子を窺って、動きを読もうとしてくる」

　常に全力で殺しにかかってくる大多数のモンスターとは異なり、確かに人は先を読むという予測、駆け引きをもって度々たびたび戦闘に臨んでくる。互いの実力が近いほど、一層それは著しい。

「人は隙を見つけると、動きが単純になることがある。さっきの君みたいに」

「……！」

「止めの一撃は、油断に最も近い……私はそう教わった」

　人は絶好の機会を見つけた時、慢心と油断、更に隙を晒し返してしまう。

　決定打を見舞う際はそれが顕著である、と。

　淡々とそう語るアイズの顔を、ベルは目を見張って見上げる。

「追い込まれたその先が、一番の好機こうきにもなる。忘れないで」

　彼女のその言葉を胸に刻み込む。

　ベルは頷いて、差し伸べられる手を取った。

　アイズに引き上げられ、立ち上がる。

「じゃあ続き、やろうか！」

「ん……」

「はい！」

　ティオナの声に頷き合い、再度さいど武器を交わし合う。

　第一級冒険者達に指南される内容をひたすら反芻、反復しながら、ベルは鍛練に明け暮れた。





[image: ]






　勝利を摑むため、あるいは仲間を救うため。

　渦中の人物達がそれぞれの行動を起こし、それぞれの決意を秘め、それぞれの思惑が絡からみ合っていく中。

　都市オラリオは静かに、確実に熱を帯び始めていた。

　迫る戦争遊戯ウォーゲーム。日に日に熟していく機運に多くの者達が声を上げ討論を交わし、酒の肴さかなにして盛り上がる。迷宮へもぐる足が自然と少なくなっていく冒険者達、些細ささいな物の流れにも敏感になる商人、労働に中々なかなか手が付かなくなる一般市民。路傍ろぼうで遊び回る幼い子供達も街の雰囲気を感じ取り、玩具おもちゃの剣を振ってあどけなく笑っては、興奮に身を委ゆだねた。

　オラリオは、静かに、確実に、熱気が爆発する瞬間を待ちわびている。

　そして、渦中の彼等彼女等に近しい者達もまた、各々の感情を抱きながら、繰り広げられる戦いの行方を見届けようとしていた。




　夕闇が都市に満ち、空が蒼あおく移ろっていく。

　都市中心部にそびえ立つ白亜の巨塔は、魔石灯の光を灯し始める広大な街並みを今も見下ろしていた。

「フレイヤ様、命じられていた物品ものが準備できました……フレイヤ様？」

　摩天楼施設『バベル』最上階。

　背後からかけられた従者オッタルの声に、フレイヤは反応を示さなかった。

　怪訝けげんそうな顔を浮かべる彼に美しい長髪を晒しながら、窓辺の椅子に腰かけ、視線の先の光景を食い入るように見つめている。

「……ふふっ」

　銀の瞳が魅入るのは、市壁の上で今もなお続けられている熾烈しれつな修行風景たたかいだ。

　金髪金眼の剣士と大双刃を振り回す女戦士、彼女達二人を白髪の少年は同時に相手取る。三つの影、三つの『輝き』が入り乱れるその光景に、フレイヤは恍惚こうこつの息をつく。

　アマゾネスの少女に吹き飛ばされては、ヒューマンの少女に斬り伏せられる、少年のその姿をみじめとは思わなかった。

　なぜならば叩かれることで少年の魂はきらめいていく。まるで鍛冶師の鍛錬によって不純物が取り除かれる金属のように、純白の『輝き』が引き出されていく。

　これまでも、これからもフレイヤを夢中にさせる少年の光。刻一刻と輝きを増す白兎の姿に、彼女は酔いしれるように視線をそそいだ。

「……本当に、アポロン派の行動に目を瞑ってよろしかったのですか？」

　市壁の光景にのめり込むフレイヤに、オッタルはもう一度声を投げかけた。

　細い指で耳の後ろに髪をかけながら、彼女はクスリと小さく笑う。

「ふざけた真似をするようなら潰そうかと思っていたけど……止めるわ」

　視線を眼下の少年に縫い付けながら、銀の瞳を細める。

「代理戦争これの行方を見守らないのは、もう神なんかじゃないもの」

　あたかも天から見下ろすような、女神の微笑みを浮かべた。




　蒼然そうぜんとした夜空に星の光が散らばる。

　白い柱で作られた大神殿、ギルド本部はこれまでにない騒々しさに包まれていた。羊皮紙を片手に持つ職員達が、書類を詰め込んだ箱を抱える受付嬢が、周囲を慌ただしく走り回っている。

　戦争遊戯ウォーゲームを四日後に控え、彼等の目が回る多忙さは頂点ピークに達しようとしている。

「無理ぃ～。もう死んじゃう～」

「ミィシャ、だから重いって……」

　職員達がてんてこ舞いになる中、ヒューマンの受付嬢ミィシャは、エイナの背中にもたれるように抱き着いた。力つきてしくしく泣く同僚兼けん古くからの友人に、さしものエイナも疲れを滲ませながら言葉をかける。

「エイナ、今は何やってるのぉ……？」

「戦場付近に近付かないよう各方面へ呼びかける……勧告書作り、かな」

　作業机デスクに広げられた数枚の羊皮紙にはエイナの直筆の文字が踊っていた。

　立ち入り禁止を促す戦域の詳細には──オラリオ東南『シュリーム古城跡地』と記されている。

「シュリームのお城って……確か盗賊が住み着いているんじゃなかった？」

「うん。【ガネーシャ・ファミリア】に要請して、先に討伐に行ってもらってる。近隣の街や村から都市に冒険者依頼クエストも出されてたから……いい機会だから捕まえちゃうって」

　ミィシャの疑問に、エイナは羊皮紙を見下ろしながら答える。

　どこか淡々と、そして元気のない口調に、彼女の横顔を見つめていたミィシャはひょいっと背中から降りた。隣に並び、その端整なハーフエルフの相貌を覗のぞき込む。

「エイナ……ベル君のこと、心配？」

「……心配だよ。心配しないわけない……」

　緑玉色エメラルドの瞳が揺れ、彼女の表情が曇る。

　うつむくエイナはそっと胸の中心を撫なでた。担当している冒険者が、弟分である少年が、【ファミリア】の抗争に巻き込まれ、死者が出てもおかしくない戦場に駆り出されようとしている。今、彼が浮かべていた無邪気な笑みや横顔を想像するだけで──あの笑顔は一生失われてしまうのではないか、と切なくなるほど胸が締め付けられてしまう。

　逃げてと説得できたなら、あるいは彼の力になれれば、どれだけ楽だろうか。

「でも、私はギルドの職員だから……どっちにも肩入れしちゃいけないよ」

　しかし、状況はハーフエルフが一人動いたところで収拾がつくものではなくなっている。大きな力のうねりの前に、エイナは無力だ。

　己の立場も身に沁しみている。無力感とやるせなさを抱きながら、彼女は沈んだ声を落とした。

「うーんと……でも、さ？　心の中で、応援するのはいいと思うよ？」

　そんな友人の様子を見守っていたミィシャは、明るく言葉を与える。

　エイナは顔を上げた。

「応援……？」

「うん。頑張れー、って。ベル君、エイナに応援してもらったら、すごく頑張れるんじゃないかな」

　子供のように微笑むミィシャを、エイナはしばらく見つめた。

　やがて、そっと椅子から立ち上がり、部屋の窓際に進む。

　窓の外、空に浮かぶ月は白く輝いていた。

「……頑張って」

　輝く月を見上げながら、エイナは呟いた。




「あぁ、待ち遠しい……」

　暗い部屋に差し込む月明かりに、神の瞳が細められる。

　豪奢ごうしゃな金細工の椅子に腰かけ、アポロンは葡萄酒ワインのグラスを唇に含んだ。

　派閥のホームである屋敷は街の喧騒を離れ、静寂に包まれている。僅かな者を残し、団員達は既に戦場となる古城跡地へ出発していた。古城に籠城する【アポロン・ファミリア】は戦いくさに備えて準備することが山ほどあるからだ。

　ベルを奪うだけなら、共犯者ソーマ・ファミリアの撤退があったとは言え、あのまま抗争せんとうを続け敵対派閥ヘスティア・ファミリアを無理矢理むりやり潰せば十分だった。そうなれば今頃は、少年はこちらの軍門に下っていただろう。

　しかし、アポロンはあくまで戦争遊戯ウォーゲームという形式にこだわっていた。

　抗争と戦争遊戯ウォーゲームの違いは明確な見返りの有無である。敵を攻め滅ぼすことを目的とし周囲に禍根かこんを残す前者と比べ、後者は規則ルールのもと勝者への褒美が約束された、言わば神聖な決闘ゲームだ。ギルドや漁夫ぎょふの利りを得ようとする第三勢力の介入も許さない。敵の主神を隷属れいぞくさせることも可能な権限をもってベルを名実ともに所有物にすることができる──もし女神ヘスティアが改宗コンバージョンを認めず人質として効果を発揮しなければ男神アポロンはベルを己の眷族にすることはかなわない──。

　何よりあっけない幕切れは他の神々が満足しない。ベル奪取のため多くの協力を募つのっていたアポロンは『娯楽』に飢うえる彼等の要望に応える義務が、払わなければならない報酬ほうしゅうがある。

　そして、アポロン自身も彼等と同じ思いだ。

　神々の『代理戦争』。下界の醍醐味であり、神にとっての最高の遊び。

　誰にも邪魔されず、眷族という名の駒を打ち合う盤上遊戯ボードゲームを、心より興じたい。

　それが偽いつわらざるアポロンの本音──避けられない神の性さがである。

　様々な欲望を宿しながら、月桂樹げっけいじゅの冠かんむりを被る男神は、そっと視線を上げた。

「愛おしきベル・クラネル……ついにこの私の手で愛めでられる日が来るのか」

　見初みそめたのはいつだっただろうか、確か世界最速兎レコードホルダーとして噂うわさになり始めた頃ころだ、と追憶に耽ふけるアポロンは愉悦ゆえつの極みにあった。遠くない未来の光景を想像して、つい歓喜に打ち震えてしまう。

　──ああ、ベル君！

　──いや、ベルきゅん！

　──もう逃がさないぞ！

　涙を流す彼の姿をふと想像しただけでも、込み上げてくるものがある。胸に疼うずくこの熱い想いは少年に対する何よりの愛の証左だ。アポロンは狂おしいほど彼を求めてしまっている。その細い体つきも、兎うさぎのような白い髪も、汚れを知らないあの赤い瞳も、全てだ。

　陶酔するようにアポロンの頰が紅色に染まる。

「……私とあの少年が愛を育むためには、ヘスティア、君は邪魔だ。彼を奪った後、君には都市から、いや下界から去ってもらおう」

　妄想から立ち返ったアポロンは開け放たれた窓から夜空を見上げた。

　白い月を焦こがれるように見上げる瞳の奥、剣呑な光を宿しながら、彼は唇を吊り上げる。

「頼んだぞ、私の可愛かわいい眷族達よ……」

　月が静謐せいひつな光を放つ中、低く抑えられた笑声が響いていく。

　ややあってカチリと音を立て、真上を仰ぎ重なり合う、時計の長身と短針。

　時は近付いていた。
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　夜明け前の街、肌寒い冷気が漂っている。

　鎧戸よろいどを締め切った店が並ぶ大通りは日中の活気が噓うそのように閑散としていた。高い市壁に囲まれる街並みは巨大な影に覆われていて薄暗い。

　都市が朝の静寂を纏っている中、うっすらと白み始めている東の空を目指すように、二つの影が東のメインストリートを走っている。

「急ぐんだ、ベル君！　隊商キャラバンがもう出発してしまう！」

「はい！」

　朝靄の中を走っているのは、ベルとヘスティアだ。彼等は喋りながらメインストリートの先、都市の東門前へ向かっている。

「隊商かれらにはもう話はつけてある、馬車に乗って古城の近くにあるアグリスという町で降りるんだ！　そこからはギルドが臨時の支部を作っている筈だから、彼等の指示を仰いでくれ！」

「わかりました！」

　戦争遊戯ウォーゲーム開催、二日前。

　アイズ達との修行、そしてヘスティアとの【ステイタス】更新を済ませたベルは都市を発とうとしていた。費やされる移動時間は丸一日、戦争遊戯ウォーゲームの舞台となる『古城跡地』へ隊商キャラバンの馬車に乗り案内してもらう手筈だ。

　ベルは身軽な旅装の上にマントを羽織った格好で、紐を握って荷物袋を肩に担いでいる。

「ヴェルフ君達はもう行っている、現地で合流してくれ！　あと、これがギルドの通行許可証、隊商キャラバンと門番に見せるんだ！」

　諸事情によりオラリオは入るのは容易いが逆に都市外に出るのは難しい。本来ならばギルドの煩雑な手続きを通さなければならなかった。戦争遊戯ウォーゲーム参加者と認める署名サインが入った許可証を手渡されたベルは「ありがとうございます！」と礼を告げる。

　やがて辿り着くのは市壁に築かれた都市門だ。ベルがこのオラリオに来た当初も同じことを思ったが意外と小さい。ベルとヘスティアは多くの馬車と荷車、そして慌ただしい商人達が駆けずり回る門前の広場で足を止めた。

「……君達が凱旋がいせんしてくるのを、ここで待っているよ」

「……はい、行ってきます！」

　笑いかけるヘスティアに、ベルも笑った。

　離れ際にぎゅっと抱擁され硬直したベルだったが、逃げようなどと野暮やぼなことはしなかった、できなかった。周囲で走り回る者達に囲まれながら、しばし彼女と交わし合う体の温度。真っ赤になって首に回された細い両腕を感じていると、顔を離される。「いってらっしゃい」と頰を染めながら幼い女神は満面の笑みを浮かべた。

　恥ずかしそうに笑い返すベルは、今度こそ離れてヘスティアのもとを後にする。すっかり熱くなっている顔を腕で拭ぬぐいながら、出発を目前に控えている隊商キャラバンに急いだ。「待ってください！」と慌てて駆け込み、会話を交わしていた御者と二名の門番に通行許可証を見せる。

　門衛しごとを依頼されているのか、とある【ファミリア】の団員と、ギルド職員からなる二名の門番は、許可証を確認して頷いた。御者に馬車の一つに連れて行かれる。

　ベルが乗り込んだのは思っていたより広い箱馬車だった。屋根があり窓もある。ベルの他にも数人の同乗者がおり、旅人か、または隊商キャラバン護衛の用心棒なのか、旅装や軽装など格好は様々だ。

「……おい、あんた、【ヘスティア・ファミリア】の【リトル・ルーキー】か？」

「あ、は、はい」

「やっぱり！　戦争遊戯ウォーゲームに参加するんだろう、応援してるぜ!?」

　馬車の一角に腰を下ろすと、隣で肩を突き合わせる獣人が何かに気付いたように声をかけ、それから歓声を上げた。旅人然とした気の良さそうな青年は、尻尾しっぽをぶんぶんと振って笑いかけてくる。それを皮切りに周囲の乗客も集まってきた。

　相手はやばいけど頑張りなよ！　お近付きのしるしだ、食べてくれ！　これもどうだ!?

　思わず面食らっていると手の中に次々と砂糖菓子ヌガーや果物フルーツの焼菓子タルトが押し付けられていく。気のいい人物達に囲まれて、ベルは「あ、ありがとうございます……」と相好を崩してしまう。甘いものは苦手だったりするんだけど……と思いつつも、彼等の優しさと一緒に全て頂こうと決めた。

　やがて、車輪がゆっくりと揺れる。

　外では他の馬車が広場から順を追って走り出していた。馬の嘶いななきとともに、ベルが乗っている馬車も動き出した。

　そして、硬い座席から衝撃を感じていると、不意に──。

『──ベルさん！』

　自分の名を呼ぶ声が響いた。

　驚いて窓を見ると、すぐ近くで走るシルの姿がある。

「シルさん!?　あ、危ないですよ！」

　慌てて窓を上に開けて離れてくださいと叫ぶ。

　制服の上からケープを羽織った酒場の少女は息を切らしながら、走り出している馬車と懸命に並走し、ベルへぐっと右手を伸ばした。

「これをっ……！」

「えっ？」

　伸ばされた手の中にあった金属の輝きを、ベルは咄嗟に受け取る。

　それは首飾りアミュレットだった。涙型の金属に美しい緑の宝石が埋め込まれている。何らかの力を宿す冒険者用装身具アクセサリーだろうか。ベルが顔を上げると、シルは走り続けながら話す。

「私達の酒場を懇意にして頂いている冒険者様から譲ってもらって……お守りです！」

　目を見開くベルに、彼女はなおも言葉を送った。

「頑張ってください！　また、私達のお店に来てください！」

　徐々に馬車から離され、転びそうにもなりながら、シルは最後に叫んだ。

「お、お弁当を作って、待ってます！」

　恥ずかしそうに頰を紅潮させる酒場の少女に、ベルは破顔した。

　窓から身を乗り出し、遠ざかっていくシルに腕を振る。足を止めた彼女は右手を胸に置き、馬車が都市門へ消えるその時までこちらを見守っていた。

「……」

　座席に腰を下ろし、手の中で美しく輝く首飾りアミュレットを見下ろす。

　ベルは首にかけ、服の胸もとの中に入れた。

　──勝とう。

　──勝って、帰ってこよう。

　都市に残る者達の顔を思い浮かべながらベルは心に誓う。胸もとの首飾りアミュレットをぎゅっと片手で握り締め、知れず笑みを浮かべた。

　揺れる馬車の中、窓の外に視線を向ける。

　山の稜線りょうせんから始まる日の出の光。

　朝空を燃やす太陽の輝きに、ベルは瞳を細めた。
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　シュリーム古城跡地。

　森も丘も存在しない平原の真ん中に堂々と建つ城砦じょうさいは、『古代』に築き上げられた防衛拠点の一つだ。『蓋』に当たる巨塔バベルと巨大市壁が完成する以前、ダンジョンの大穴から出現するモンスターの進撃を背後の都市や町から遠ざけるため、あるいは食い止めるため、こういった砦とりでは迷宮都市オラリオの比較的近隣の地域に数多く造られた。今日こんにちではほとんどが廃墟化しているが、このシュリーム古城跡地に限っては、隆盛を極めていた王国ラキアが一世紀以上前まで要衝として長く使用していたこともあり、寂れてはいるものの城壁を始めとした機能がまだ生きている。戦争遊戯ウォーゲームの戦場にはこの場所が選ばれていた。

　城壁には崩れた跡のある塔がいくつもあるが、その石造りの壁は高さが優に一〇Ｍメドルを超える。幅も十二分にある外壁を突破するのは──少なくとも砲撃まほうを用いない限りは──上級冒険者をもってしても一筋縄ではいかない。攻められやすい平原にあってこの城が今も原型を残しているのは、この城壁によるところも大きかった。

「物資を運べ。補修できるところは可能な限り進めろ」

　月が高く浮かぶ深夜の時間帯。戦争遊戯ウォーゲームを明日あすに控え、【アポロン・ファミリア】は古城の中で最後の前準備を行なっていた。

　三日前から現地入りを果たしている彼等の総人数はおよそ百十名。派閥に所属するほぼ全構成員だ。部隊長の指示のもと、それぞれの団員が城壁の修繕作業や予備スペアの武器や道具アイテム、食糧の保管と配置に勤しんでいる。

「ふん、くだらん……意味のないことを」

　城砦の中でも一際ひときわ高い塔、玉座の間で団長である美青年のヒューマン、ヒュアキントスは鼻を鳴らした。団員達が散らばる城内を窓から眺める。

　戦争遊戯ウォーゲームの形式が攻城戦ということもあり、交戦期間は三日と定められている。勝敗条件は大将であるヒュアキントスが期間内まで生き延びるか、あるいは敵大将──まず間違いなくベル・クラネル──を戦闘不能にすれば、【アポロン・ファミリア】の勝利だ。

　城を守る立場とあって籠城ろうじょうの準備を行なっているが、徹底せずとも勝利するのは明白であった。土壇場で相手の団員数は増えたらしいが、それでも五人は超えていないと聞く。城に立てこもる百名の軍勢とまともな勝負ができる筈もない。

「アポロン様は何故、攻城戦などと……」

　このような有利な条件でなくても敵を圧倒する自信がある。自分達は信用されてないのかと、ヒュアキントスは主神に不服を抱く思いだった。

　不満を溜ため込む彼は、周囲で動き回っている団員達を無視し、間まの奥にある玉座にどかっと腰を下ろす。玉座の背後の壁には弓矢と太陽を刻んだ【ファミリア】の旗エンブレム。潔癖な彼が団員達に、部屋を掃除して相応に美しく飾れ、と命じたのだ。

　玉座でふんぞり返りながら、ヒュアキントスはもう一度鼻を鳴らす。

「つまらない遊戯ゲームだ……」




「──なーんて、ヒュアキントスは言ってそうね……」

　堅牢な城壁の上で玉座の塔を見上げながら、短髪ショートヘアーの女性幹部、ダフネはぼやいた。

　王国ラキアの手で改築と補強を加えられたこの城砦の作りは少しおかしい。見栄と贅ぜいを好む主神かみが命じたのか、玉座のある極太の塔が砦の中にこれみよがしに建っているのだ。質実剛健の城砦に王城のような華やかさが持ち込まれている。その塔の上でなびいている自派閥の旗エンブレムを見つけると、つい失笑したくなってしまった。

　溜息ためいきをつきつつも、ダフネは自分の仕事をこなした。団長トップ同様、対戦派閥ヘスティア・ファミリアを格下と捉え楽観視している団員達に外壁の補修を急がせる。百を超える人員をもってしても、この広い城砦を整備するのは一苦労なのだ。

　ちなみに、ダフネ達より早く、この古城に住み着いていた野盗を討伐しに来た上位派閥ガネーシャ・ファミリアの精鋭は、戦争遊戯ウォーゲームのため城を傷付けるなという神々の無茶な要望に応えるため、地中を掘り進んで僅か一日で城を制圧、野盗達を全員捕縛していた。無論、地下の穴は利用できないようしっかり塞ふさいでもらったが。

「ダフネちゃん……」

「カサンドラ？」

　松明たいまつの代わりに魔石灯が灯る城壁の上、カサンドラが震える声でダフネの名を呼んだ。

　ぼうっとした灯あかりに横顔を焼かれる長髪の少女は、両手で自分の体をかき抱きながら口を開く。

「駄目……ここから逃げよう」

「はぁ？」

「城が、城が滅ばされる……」

　突拍子もないことを言うカサンドラに、ダフネはうんざりとした表情を作った。

「また夢？　今更そんなことできる筈ないでしょう。いい加減にして」

「お願い、お願いだからっ、信じて……！」

　全くあてにならない『予知夢ほら』を吹くカサンドラは必死に取り縋ろうとしてくる。

　聞く耳を持たないダフネだったが、今日はいつも以上にしつこい。眉を煩わしそうにまげていると、カサンドラは不意にその場で固まる。

　ある一点を見つめ、その整った顔を死人のように蒼白にさせた。

「駄目、受け入れては駄目、まだ間に合う、あれを入れてしまったら……」

　彼女が見つめる城壁の下では、最寄りの街から取り寄せた最後の物資運搬の荷馬車が、列となって城門をくぐっていくところだった。




「おーい、待てっ、待てったら!?」

　ゆっくりと閉まっていく城門に対し、ルアンは悲鳴を上げた。

　最後列にいた荷馬車を慌てて急がせ、ぎりぎりのところで城門をくぐり切る。分厚い鉄門扉は鼓膜を殴るような大音とともに、完全に閉め切られた。

「何で閉めるんだよぉ～。オイラがまだいただろ？」

「へへっ、いたのか、ルアン。小さくて見えなかったぜ？」

　情けない声を上げる小人族パルゥムの小男に、大柄な獣人はふざけた笑みを送る。

　まだ下級冒険者であるこのルアン・エスペルという男は、子供のような体格もあってか、【アポロン・ファミリア】の中でもよく下っ端扱いされていた。今回の物資運搬めんどうごともそうだ。

　総じて小人族パルゥムは小さく頼りない外見から偏見をもたれやすい。なんだよっ、といじけたような素振りで、ルアンは馬鹿にしてくる同僚に口を尖らせた。

「……随分運び込まれたなぁ」

「三日分の武器と兵糧メシだ、備えあればなんちゃらってやつだろう」

　まぁあんな格下あいてには入念過ぎるくらいだけどな、と笑う獣人の同僚の声を聞きながら、ルアンは辺りを見回す。

　城壁内には、数え切れない大量の木箱と大袋が荷馬車から下おろされるところだった。




「あぁ……」

　閉じられた城門にカサンドラは立ちつくす。

　これまで目にしたことのないただならぬ様子に気圧けおされながらも、ダフネは踵を返した。

「ちょっと、行くわよ？」

　遠ざかっていく少女の気配を背後に、カサンドラは嘆きに明け暮れる。

　そして悲劇の予言者のように、震える唇を開いた。

「もう駄目……破滅トロイは運び込まれてしまった」
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「遅かったな」

「ごめん」

「もう、準備はいいのですか？」

「はい。神様にも【ステイタス】をみてもらいました」

「そうか。じゃあ、ほら、約束していた短刀ナイフだ。一代目より切れ味は抜群だ、保証する」

「ありがとう」

「ヴェルフ殿……例のものは？」

「用意してある。ただ、やっぱり時間がなかった、悪いが二振りだけだ」

「……その、ヴェルフ、良かったの？」

「ああ。……意地と仲間を秤はかりにかけるのは、もう止めた」

「？」

「気にするな……おい、預あずけとくぞ。さっき言ったが急造だ、威力も強度も保証できない。使いどころを間違えるな」

「わかりました」

「それでは……ヘスティア様達の手筈通りに」

「おお。明日中に──城を落とすぞ」

「うん……勝とう」

　闇の中で、複数の声が響き渡っていった。




　ＶＳ．【アポロン・ファミリア】。戦闘形式カテゴリー──攻城戦。

　勝利条件は、敵大将の撃破。

　長い夜が明けようとしていた。
















　都市が賑にぎわいを見せている。

　待ちに望んだ戦争遊戯ウォーゲーム当日。オラリオには尋常ではない熱気と興奮が溜ため込まれていた。

　朝早くから全すべての酒場が店を開き、街の至るところで出店が路上に展開している。今日まで通りの壁を彩いろどってきた無数の絵羊皮紙ポスターは悪乗りをした神々が散々周囲に喧伝けんでんした結果だ。絵の内容は【アポロン・ファミリア】の太陽のエンブレムと、徽章きしょうを持っていない【ヘスティア・ファミリア】の代わりに一匹の兎うさぎが描かれている。

　今日ばかりはほとんどの冒険者達が休業し、酒場に詰め寄せ観戦準備を整えている。何とか休暇を申し込んだ労働者達、一般市民も大通りや中央広場セントラルパークに出て、今か今かとその時を来るのを待ちわびていた。

『あー、あー！　えーみなさん、おはようございますこんにちは。今回の戦争遊戯ウォーゲーム実況を務めさせて頂きます【ガネーシャ・ファミリア】所属、喋しゃべる火炎魔法ことイブリ・アチャーでございます。二つ名は【火炎爆炎火炎ファイアー・インフェルノ・フレイム】。以後お見知りおきを』

　ギルド本部の前庭では仰々しい舞台ステージが勝手に設置され、実況を名乗る褐色の肌の青年が魔石製品の拡声器を片手に声を響かせていた。この前庭にも大勢の人々が詰めかけている。

『解説は我らが主神、ガネーシャ様です！　ガネーシャ様、それでは一言！』

『──俺おれが、ガネーシャだ!!』

『はいっありがとうございましたー！』

　実況者イブリの横で巨大な象の仮面を被かぶった男神、ガネーシャが吠ほえる。観衆は一斉に喝[image: 采]を送った。

　商人等らと提携し都市を盛り上げる戦争遊戯ウォーゲームは一種の興行だ。この催しを観戦するために他地域の者達が足を運ぶことはざらであり、そこで当然のように入場料が発生する。一方でギルドは世界へオラリオの実力を示す示威行為にも利用し、また素質を秘めた有望な冒険者達をこの都市に引き込むのだ。

　そして何より、戦争遊戯ウォーゲームは神々が求める至上の娯楽の一つでもある。

「おー、盛り上がっとる盛り上がっとる」

　べたー、と窓に顔を押し付けるロキが眼下の光景を見下ろす。

　白亜の巨塔『バベル』三十階。戦争遊戯ウォーゲームを誰だれよりも楽しみにしていた神々は、多くが『バベル』に赴いていた。代理戦争を行う両主神ヘスティアとアポロンもこの場で待機している。

　それ以外にも神々の中には酒場へ赴き冒険者達に混じる者、ホームで眷族達と見守る者と様々いた。

「ヘルメス様……本当に私がこの場にいていいのですか？」

「ああ、構わないよ。固いことを言うやつはこの場にはいないさ」

　このバベルの広間に連れられ、男神女神の中に一人だけ交ざる眷族アスフィは居心地悪そうにしていたが、ヘルメスは笑い飛ばす。彼は強こわばっている彼女を脇に、服の懐ふところに手を伸ばした。

「……頃合ころあいかな」

　取り出した懐中時計は正午が目前に控えていることを告げていた。

　ヘルメスは顎を上げ、宙に向かって話しかける。

「それじゃあ、ウラノス、『力』の行使の許可を」

　空間を震わせた彼の言葉に、数秒を置いて応こたえる声があった。

【──許可する】

　ギルド本部の方角より、重々しく響き渡る神威しんいのこもった宣言を聞き届けたかのように。

　オラリオ中にいる神々が一斉に指を弾はじき鳴らした。

　瞬間、酒場や街角、虚空に浮かぶ『鏡』が出現する。


『～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～!!』



　都市の至る場所で無数に現れた円形の窓に、人々は色めき立った。

　下界で行使が許されている『神の力アルカナム』──『神の鏡』。千里眼の能力を有し離れた土地においても一部始終を見通すことができる。企画される下界の催しを神々が楽しむために認められた唯一の特例であった。

　オラリオからかけ離れた場所で行われる戦争遊戯ウォーゲームを、この『鏡』をもって子供達とともに観戦するのだ。

『では鏡えいぞうが置かれましたので、あらためて説明させて頂きます！　今回の戦争遊戯ウォーゲームは【ヘスティア・ファミリア】対【アポロン・ファミリア】、形式は攻城戦!!　両陣営の戦士達は既に戦場に身を置いており、正午の始まりの鐘が鳴るのを待ちわびております！』

　酒場や大通りなど場所に合わせて大きさが異なる円形の窓には、太陽の旗エンブレムを掲げた古城、そして平原が映し出されている。一気に盛り上がっていく都市全体に対し、実況が拡声器を通し戦争遊戯ウォーゲームの概要を話し始めた。

「もういいかァー!?　賭かけを締め切るぞ！」

　実況の声が外から響く中、街の数多くの酒場では、商人と結託した冒険者主導で賭博とばくが行われていた。【ヘスティア・ファミリア】と【アポロン・ファミリア】、戦争遊戯ウォーゲームの勝者がどちらになるか賭けるのだ。大金を積んだ者達は酒が置かれた卓の上で賭券を握り、虚空に出現している『鏡』を見据えている。

「アポロン派とヘスティア派、二十五対一ってところか……」

「【ヘスティア・ファミリア】の予想配当オッズが二十倍以上……思ったより低いな。どこの馬鹿ばかがあの【ファミリア】に賭けてるんだ？」

　胴元の冒険者達が金と賭券を集計し賭場の状況を確認する。勢力状況から言っても間違いなくアポロン派の勝利に金が傾く筈はずなのだが、ヘスティア派も中々どうして多い。

「どうせ神かみ連中だろ……」

　神の馬鹿共どもはいつも大穴狙ねらいだ、と呆あきれる胴元冒険者の視線の先では『うおーっ!?』『来い来ーい！』『幸運の兎よー!!』と賭券を握り締め祈っている神々ギャンブラーの姿があった。

　一方、別の酒場では、

「何だよ、アポロンに賭けるやつしかいねえじゃねえか」

　つまらねえ、と酒場の面々を見回して嘆く胴元の姿があった。愚痴るそんなドワーフの前に、ヒューマンの冒険者が歩み出て、金貨の詰まった袋を叩たたきつける。

「──兎に十万！」

「おいおいおいおいっ！」

「本当かよっ、頭がおかしくなっちまったのか、モルド!?」

「他ほかにヘスティア派に賭けるやつはいねえかー!?　ぎゃはははははっ!?」

　名乗り出た強面こわもての男に、わっっ、と酒場が一気に沸く。周囲の客の大笑いに晒さらされる冒険者──18階層でベルを忌み嫌っていた──モルドは、椅子いすの上で両手を組んでふんぞり返る。

　街中はどこを切り取っても、盛況の一途を辿たどっていた。

「ベル・クラネルとは別れを済ませてきたかい？」

「……」

　賑わう眼下の街並みを他所よそに、アポロンがヘスティアへと近付く。

　髪をかき上げ薄笑いを浮かべる彼に対し、椅子に座っているヘスティアはぷいっと顔を背け、目の前に出現している自身の『鏡』だけを見つめる。

　やれやれ、と軽く肩を竦すくめ、アポロンは優雅な動きで自分の席へ戻っていった。

『それでは、間もなく正午となります！』

　実況者の声がはね上がる。

　ギルド本部の前庭にざわめきが波のように広がった。

「始まるね……」

「うん……」

　前庭に浮かぶ『神の鏡』を仰あおぐエイナは、隣にいるミィシャの声に頷うなずく。

　冒険者が、酒場の店員達が、神々が、全ての者の視線がこの時『鏡』に集まった。

　そして、

『戦争遊戯ウォーゲーム──開幕です！』

　号令のもと、大鐘の音ねと歓声とともに、戦いの幕は開けた。
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　同時刻、古城跡地。

　開始を告げる銅鑼どらの音が、遠方の丘から響き渡る。

　盛り上がるオラリオとは裏腹に、戦場である古城の士気は低めであった。

　攻城戦とあって戦闘期間は三日間も用意されている。相手方の人数は少なく、こちらの集中力が低下してくる最終日まで本格的な城攻めは引っ張ってくるだろう、というのが【アポロン・ファミリア】の大方の予想だ。散発的な攻撃はあるだろうが、それも見張りの目と堅牢けんろうな城壁が力を合わせれば何も問題はない、と。

　城内では弛緩しかんした空気が流れていた。

「おい、ルアン。お前も見張りに行ってこい」

「なっ……何でオイラがっ！」

「お前、目だけはいいだろう。碌ろくに戦えないんだ、昨日みたくちょろちょろ城を駆け巡って、今の内に役に立っておけ」

　小奇麗に片付けられた城内で、小人族パルゥムのルアンは同僚達にそう指図された。

　この城砦じょうさいは広く、規模から考えれば百人でも少ないほどだ。自然見張りの数も不足がちになる。最初は反抗していたルアンも、不承不承ふしょうぶしょう引き受けた。

　笑う彼等に送り出され、高い階段を通じ城壁へ上った。

「おっ、ルアン。何しにきた？」

「……見張りだよ」

　北側の城壁を哨戒しょうかいしていた二名の弓使いアーチャーは、それだけ聞いて全てを悟ったのか笑った。彼等から顔を背けたルアンは一面の平野に囲まれた辺りを見回す。

　平野にはほとんど物陰がなかった。時折思い出したように岩の塊が存在するが、まず何人も隠れられない。北から東にかけて僅わずかな緑と荒野が続き、南の彼方かなたには川、西の方角には林が見える。目を細める彼が風であおられる短い髪を押さえていると、話し声が聞こえてくる。

「『魔法』の詠唱だけには注意しとけよ」

「なぁに、姿を現したらコイツをお見舞いしてやる」

　相方の注意に、長弓ロングボウと特注の巨矢を手で叩く獣人の青年は笑った。

『魔法』の威力、そして射程距離はまず詠唱文の長さに比例する。もともと城壁はとても奥行きがあり、分厚く、生半可な短文詠唱級まほうを何発叩き込もうがまず崩れない。警戒すべきは発散される魔力が探知しやすい長文詠唱のみだ。

　迂闊うかつに近付いてくれば矢の雨を降らせ、遠方で長文ちんたら詠唱してきたのなら狙撃してやる、と青年は豪語する。

　得意げに交わされる二人の会話に、雑用を押し付けられたルアンは「けっ」とグレる。

　その時だった。

　振り返った彼の目に、ある光景が飛び込んでくる。

　北側、城砦正面、荒野の中央を静かに歩んでくる……全身をマントで覆った、謎なぞの人物。

「お、おいっ」

「なんだ……？」

　奇怪な格好をした人物だった。恐らくフード付きのケープを身に付け、その上から更にマントを羽織って全身を隠している。フードで顔を隠したその相手に弓使いアーチャー達も気付く。

　まず間違いなく敵だろう。だが、たった一人で、詠唱をするわけでもなく、黙々と歩んでくる覆面の人物に、ルアン達はうろたえていた。陽動かと勘繰ってしまうほどの静けさを纏まとい、古びたマントだけがばさばさと風に殴られる音を奏でる。

　そして、城壁から約一〇〇Ｍメドルまで接近を許した瞬間。

　覆面の人物が、動いた。

　ばっと両腕を広げ、弾みでマントが宙を舞い、その隠れていた全身があらわになる。

　細い両手が握りしめていたのは、紅と紫に染まった──二振りの『魔剣』だった。

「は？」

　ルアンが目を丸くした瞬間、二振りの無骨な長剣が同時に振り下ろされる。

　城壁の上にいた者達の目の前で、凄すさまじい砲撃が炸裂さくれつした。
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「な、何だァ!?」

　城壁の正面から押し寄せてきた衝撃に、城内は一瞬で混乱に見舞われた。

　今も続く恐ろしい震動と爆音に騒然となる周囲。砦とりでの正面入り口から外に飛び出した者達は、その光景を見上げ、瞬く間に言葉を失う。

　膨大な土煙を上げ、城壁の一部が破られていた。

「し、信じらんねえっ!?　あいつら、攻めてきやがった!?」

　城壁の階段から転げ落ちるようにルアンが戻ってくる。団員達は慌てて彼に問い詰めた。

「数は!?」

「ひ、一人だ！」

　耳を疑う仲間に対し、ルアンは怯おびえたように言葉をどもらせる。

「も、もしかしたら………い、いやっ、間違いねえよ!?　『クロッゾの魔剣』だ！　あいつら、伝説の魔剣を持ち出してこの城を落とそうとしてやがる!!」

　真に迫る彼の言葉に、ごくりと喉のどを鳴らす団員達。

　世界広しと言えど、あれほどの城壁を一撃で粉砕する『魔剣』が他にあるだろうか。魔法でないとするならば、妄言であると切り捨てたいルアンの言葉も急速に現実味を帯びてくる。

　そして止とどめを刺すかのように、頭上から『敵、一人!?』『魔剣で攻撃されている！』と城壁の見張り達が矢継ぎ早に報告ひめいを落としてきた。

「このままじゃあ城ごと吹き飛ばされちまう!?」

　喚わめくルアンに冒険者達が固まっていると、一際ひときわ強い爆発。城壁の上部が弾け、瓦礫がれきとともに長弓ロングボウを持った弓使いアーチャーが地に叩きつけられる。

　うあああああああああああっ、とルアンは青ざめる仲間を置いて滑稽こっけいに城内へ逃げ込んだ。
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「まさか、私がこの『魔剣』を使う日が来るとは……」

　覆面の人物、リューは、両手の長剣を交互に振るいながら呟つぶやいた。

　紅の剣を振り下ろせば巨大な炎塊が吐はき出され、紫の剣を薙なげば大蛇のごとき紫電しでんが迸ほとばしる。分厚い城壁が貫通し、比[image: 喩]抜きで弾け飛んだ。

　ヴェルフが一週間の間に用意した『クロッゾの魔剣』。

　呪のろわれた血筋から作り出された剣の破壊力は他の魔剣ぶきの追随を許さず、過去、王国ラキアの進撃とともにその力と戦果を世界に知らしめている。

　僅か一夜で難攻不落の要塞を更地に変えたという逸話もある、最強の攻城武器だ。

「そこからでは当たらない」

　慌てたように城壁から放たれる矢の雨を、走り続けるリューは難なく回避。お返しとばかりに『魔剣』を振ると、紫の稲妻が不穏な詠唱うごきを見せていた魔導士ごと弓使いアーチャーを呑のみ込み、轟音ごうおん、次には火炎の砲弾が城壁の一部を爆砕した。

　砂の城のように崩れ落ち、穴だらけとなる北側城壁。正式魔法オリジナルを超える砲撃を連発し、リューは城砦を迂回うかいするように北から東に進路を取る。東壁もまた無残に蹂躙じゅうりんされ始めた。

「このまま何もしてこないのなら、城を落としましょう」

　覆面の下、空色の瞳ひとみは細まり唇が動く。

　破れた城壁を越え、砦本体に紫電の一撃が着弾。絶叫が木霊こだまする。

「さぁ、出てきなさい」

　もう一発、リューは特大の爆撃を見舞った。
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「じょ、状況を報告しろぉ!?　今どうなっている!?」

　リューによって破壊されていく城内では怒号と悲鳴が飛び交っていた。無茶苦茶な連続砲火を行う出[image: 鱈]目でたらめな相手に、誰もが当惑し判断に窮する。

　たった一人の敵に応戦する術を見出せないでいると──城の奥から、ルアンが大急ぎで戻ってきた。

「ヒュアキントスの命令だ!?　五十人出撃して、相手を倒しに行け！」

「五十!?」

　言い渡される指示に団員がおうむ返しをする。城を守る味方の約半数をつぎ込む内容に驚く周囲だったが、次のルアンの叫びに反論を封じ込められた。

「半端はんぱな数じゃあ近寄る前にあの『魔剣』で吹き飛ばされちまう!?　敵は十人もいないんだ、倒してさっさと戻ってくればいいだろ！」

　的確な指摘に誰もが口を噤つぐむ。そうこうしている間にも再び爆撃され、砦を大きな震動が襲った。パラパラと小石を落とし揺れる天井てんじょうに「うひゃあ!?」とルアンが頭を抱え逃げ惑う。

「は、早く行けよぉ!?」

「っ……止むをえまい、出るぞ！」

　ルアンの声にも押される格好で、五十名の団員がかき集められる。エルフの小隊長リッソスに率いられた彼等は城砦の東に回っている敵に対し、東の門を開門させて出撃した。

「固まるな！」というリッソスの声に従い、十組の隊に分かれ覆面の冒険者へ直進する。

「ぐ、ぐぅっ……!?」

　案の定、接近する前に砲撃をもらい先鋒の部隊が吹き飛ぶ。無慈悲に二振りの『魔剣』が振るわれる度、一組、また一組と小隊が再起不能に追いやられた。荒野を駆けるリッソスは炎の尾が飛び紫電の幕が弾ける中をかいくぐり、果敢に覆面の冒険者へ肉薄していく。

　そして、再び振るわれた『魔剣』が次の瞬間、木こっ端ぱ微塵みじんに砕け散った。

「っ！」

「今だ!?　突撃しろ！」

　使用限界を超え破砕する『魔剣』。リッソスは好機と声を上げ全隊で攻めかかった。

　覆面の冒険者は剣の残骸を捨て木刀を装備、三十人残る大部隊と接敵する。

「は、速い!?」

「連携を組め、飛び出すな！」

　リッソス達と覆面の冒険者は瞬く間に大混戦に陥おちいった。ほとんどがＬｖ．２の第三級冒険者で形成される部隊に相手は孤軍奮闘──どころかこちらを屠ほふり切る勢いで疾風のごとく木刀を振るってくる。恐ろしい速度でケープを翻ひるがえし、同時に放たれた三つの突きを一太刀で弾き返す、止とどめに迂闊うかつに近付いたヒューマンが反撃を頂戴し二十Ｍメドル以上後方へ吹き飛んだ。

　三十人もの冒険者達が、たった一人の敵を攻め切れない。

「はぁっ！」

「！」

　味方の攻撃を利用して死角から鋭く斬り込んだリッソスの短剣が、敵の顔を掠かすめた。

　フードが僅かに斬り付けられ、一瞬あらわになる木の葉のように尖とがった長い耳。エルフを象徴するその長耳に啞然あぜんとしたリッソスは、次には激怒した。

「貴様ぁ!?　同胞エルフでありながらよりにもよってあの忌々いまいましき魔剣を手にするなど、恥を知れ!!」

　激昂げっこうするエルフのリッソスは、己おのれの長い耳を真まっ赤かに染めながら覆面の冒険者を攻め立てる。

　エルフの森もまた灰燼かいじんに帰した『クロッゾの魔剣』。一族の怒りと恨みを纏い「同胞の里が焼かれたことを知らないのか！」と怒鳴り散らす彼に、覆面の冒険者──リューは、顔色を変えず次の一撃で敵の短剣を叩き折った。

「──」

「生憎あいにく、一族の怨讐おんしゅうより私には大切なものがある」

　時が止まった相手に、淡々と言葉を告げ、踏み込む。

「友人ともを助けることが恥だと言うのなら、いくらでも甘んじましょう」

　戦慄せんりつする同胞リッソスへ、リューは一閃を見舞い、撃破した。
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『これはすごーい!?　【ヘスティア・ファミリア】、まさかの短期決戦でしょうかー!?』

　オラリオでは早くも驚愕きょうがくと興奮が人々に伝播でんぱしていた。

　宙に浮かぶ『鏡』の中では煙を上げる北側と東側の城壁、更に砦にも損害が出た古城と、大勢の上級冒険者を相手に獅子奮迅ししふんじんの活躍をする覆面の人物が映っている。大通りに出ている観衆は強く美しい彼女に応援の声を送った。

『それにしてもガネーシャ様、あの凄まじい『魔剣』は一体何だったんでしょう!?』

『あれは──ガネーシャか!?』

『解説する気がないなら帰ってくれませんかねぇガネーシャ様ァ!!』

　ギルド前の実況と解説の熱気ボルテージも絶好調に達し、拡声された声が都市に響き渡る中。

　中央広場セントラルパークに建つ巨塔バベルでは、神々の多くが感嘆していた。

「あの覆面の冒険者、強くね？」

「ヘルメスの話によると、あれが都市外からの助すけっ人とらしい」

「覆面の冒険者……一体何リオンなんだ……」

「【アポロン・ファミリア】の対応も早いなぁ」

　広間の一角で男神達が『鏡』の一つに固まる一方、円卓ではアポロンが「ちッ」と舌打ちを放っていた。白い歯を剝むきながら忌々しそうにヘスティアを見やるが、幼い女神はやはり『鏡』を凝視するのみだ。

「お、また何か仕掛けてくるぞ」

　荒野を映し出す『鏡』の中には、地を這はう獣のように疾走する黒髪の少女の姿があった。
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　大地の色と同じ隠蔽布カムフラージュを纏った命ミコトは、混乱の隙すきに乗じて城砦へ侵入することに成功した。

　敵の注意を一時的に引き付けるリューの影で、破られた北側城壁から城内へ。無骨な長剣を片手に提げ、破壊された砦の正面入り口、砂塵が盛大に舞う瓦礫の山を跳躍で飛び越える。

「【掛けまくも畏かしこき──】」

　そして、走行しながら詠唱を始めた。

「奇襲だ──ッ！　北から敵が紛れ込んでるぞぉー!?」

　いち早く侵入を察知した小男ルアンの叫びが、団員達の視線を命ミコトのもとに導いた。

　彼女は段差が激しい砦の石屋根に躍り出て、敵大将ヒュアキントスが腰を据える玉座の塔、敵陣の本丸へまっしぐらに突き進んだ。

「【いかなるものも打ち破る我が武神かみよ、尊き天よりの導きよ。卑小のこの身に巍然ぎぜんたる御身の神力しんりょくを】」

「あいつも『魔剣』を持ってるぞ！　ヒュアキントスを直接狙う気だぁ!?」

　命ミコトが持つ長剣を見てルアンが大声を上げる。彼の言葉を聞いた団員達は泡を食い、脇目も振らず彼女の進攻を食い止めようと殺到した。

「【救え浄化じょうかの光、破邪の刃】」

　地上から矢と怒声を浴びせられる中、命ミコトの呪文うたが小さく響く。

　体内で渦を巻く凶暴な『魔力』と鼓動の衝撃によって、肌の上には大量の汗が浮かんでいた。

「──っ!?」

「違うっ、あれは『魔剣』じゃないぞ!?」

　下方から射られた矢が長剣に命中し、あっけなく折られる。

　バレた。続く矢の斉射によって隠蔽布カムフラージュも吹き飛ばされ、命ミコトのしなやかな四肢が晒される。真後ろからも敵が迫り激しさを増す攻撃、矢が戦闘衣バトル・クロスを切り裂き足もとにも魔法が着弾する。飛び散った石の破片が命ミコトの頰ほおと首筋を傷付けた。

　体勢を何度も崩しかけながら、しかしそれでも、彼女は詠唱と疾走を中断しない。

「【払え平定へいていの太刀たち、征伐せいばつの霊剣れいおう】」

　揺らぐ精神、未熟な『並行詠唱』。体の中心から魔力暴発イグニス・ファトゥスという愚かな自滅が今にも巻き起ころうとしている。

　動揺を全力で殺し必死に『魔力』を制御する命ミコトの瞳に焼き付いているのは、【疾風】の歌。

　強大な敵と対峙たいじしながら紡つむがれていた美しい旋律が頭から離れない。命ミコトは彼女に高みを見た、そして必ず辿り着くという渇望を秘めた。

　何度も攻撃が身を掠め詠唱が乱れそうになるも、これしきっ、と歯を嚙かみ締める。

　歌い、走り切るだけだ。攻撃、移動、回避、詠唱の四つをこなしたあの妖精ようせいの戦士にはほど遠い。この程度を成功させなければ高みを夢見た自分にも、手を取り合ったばかりの仲間かれらにも顔向けできない。

　続々と敵が城内から集まる中、命ミコトは疾走の速度を上げた。

「【今ここに、我が命なにおいて招来する】」

　石屋根を駆け抜ける。戦闘に持ち込まれれば間違いなく詠唱を続けられない命ミコトは、敵の接近を振り切りながら、砦の中央──広い中庭にまで辿り着く。

　未いまだ視界奥にそびえる玉座の塔を認めながら、追撃を躱かわす彼女は、そこで特大の跳躍をした。

「【天より降いたり、地を統すべよ──】」

　上空を舞う少女の影を追い、城内から、屋根から、敵の冒険者達が中庭へ押し寄せる。

　偽剣まけんを[image: 餌]にして引き寄せた注目、集結する冒険者を眼下に、命ミコトは眦まなじりを吊り上げる。

　無数の目に仰がれながら、残る最後の詠唱を紡いだ。

「【──神武闘征しんぶとうせい】!!」

　中庭に着地すると同時に莫大な『魔力』が解放される。敵の冒険者達が驚愕きょうがくし、させまいと剣、槍、斧おの、武器を手当たり次第に投擲とうてきするが、遅い。

　半径五十Ｍメドル、最大範囲。

　命ミコトは己の直上に一振りの光剣を召喚し──『魔法』を激発させた。




「【フツノミタマ】!!」




　地に発生する複数の同心円、そして円中央、命の足もとに突き立つ深紫の光剣。

　特大の重圧魔法が発動し、投擲された武器を、冒険者達を、そして命ミコトを地に叩き落とす。

『がっ、がぁあああああああああああっ……!?』

　ドーム状の深紫の檻おりに囚われた冒険者達は、重圧によって歪ゆがんだ絶叫を上げた。

　命ミコトに届く前に地面へ叩きつけられた多くの得物が、バキッ、と音を立てて罅ひび割れる。ヒューマンが、エルフが、獣人が、重力領域内にいる全ての者が膝ひざを、あるいは手をついて、頭上から押し潰つぶしてくる重圧に耐えようとする。

　命ミコトもまた、両の足を踏み締め、自らの魔法の力を凌しのいでいた。

『て、てめえ、正気かぁ……!?』

　自爆攻撃。

　強力な魔法に自分も巻き込み、中庭一帯に集まった冒険者達を結界の中に閉じ込める。

　重力の牢獄によって彼等は地面に縫い付けられ身動きが取れない。中庭が陥没し刻一刻と崩壊していく最中さなか、側にいるヒューマンが戦慄した眼差まなざしを浴びせる。

　我慢比べを続ける命ミコトは、毅然きぜんとした声を返した。

「しばらく、自分と付き合ってもらいます……！」
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「気張れよ、命ミコト……」

　ホームに出現させた『鏡』の前にいるタケミカヅチは、少女へ激励を送った。

「頑張ってっ……」

「敵を逃がさないつもりか？」

　主神の側で他の団員達とともに見守る千草チグサと桜花オウカもまた、苦痛に歪む命ミコトの横顔を見つめる。

　重力の檻に閉じ込められた人数は都合二十二名。重圧魔法フツノミタマは外部そとから矢だろうが魔法だろうが撃ち込まれても、あの光の領域に触れた瞬間地ちに叩きつけてしまう。つまり、力場の中心にいる命ミコトには攻撃が届かず、彼女が力つきるまでこの結界は解除できない。

　城壁ごと『魔剣』に吹き飛ばされ、かつリューにつぎ込まれた戦力を合算すれば、【アポロン・ファミリア】は約八割の人員が既に動けなくなりつつある。

「速過ぎるな」

　──一方、バベル三十階の広間。

　戦いの趨勢すうせいを見極めるヘルメスが、『鏡』の前で口を開いた。

「何がですか？」

「アポロン側の動きがさ。対応の速度が速過ぎる」

　隣に控えるアスフィの問いに、『鏡』の中で戦闘を繰り広げる者達を眺めながら答える。

「『クロッゾの魔剣』の脅威に気付いたことといい、奇襲を仕掛けた命ミコトちゃんへの素早い対応といい、あまりにもトントン拍子じゃないか？　ともすれば……誘導されているかのような」

　目を見開くアスフィに、ヘルメスは面白おもしろそうに口を吊り上げる。

「戦争たたかいの中で、情報は武器ぶきだ」

「鮮度が高ければ高いほど、入手するのが早ければ早いほど、最高の切札ごちそうにもなる」

「ただし、もしその情報の中に毒が混ざっていたとすれば……全身に巡り回るのもまた早い」

　一気に言葉を連ねるヘルメスの視線の先、『鏡』の中ではきょろきょろと顔を振る小男ルアンの姿があった。彼はすっかり手薄になっている城内西側を走り抜け、未だ健在である城壁の西門前に辿り着く。

「たった一滴の毒が、取り返しのつかない『劇薬』になるぜ」

　そして、彼の手で開門された大扉から──ベルとヴェルフが城壁内へ侵入した。
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『裏切りだぁ──!?』

　観戦していたオラリオの市民達が、頭を両手で抱えて総立ちとなる。

　街の大通りで、ギルドの前庭で、中央広場セントラルパークで、悲鳴ともつかない叫び声が連鎖した。

『【アポロン・ファミリア】の団員が味方を裏切ったぞ!?』

『敵をお城の中に入れてる!?』

　複数存在する円形の窓の内、ヒューマン二人と小人族パルゥムの男が映る『鏡』に指が差され、多くの視線が集まった。

　まさかの寝返り──ルアンの手引きによって、易々と城内に入ったベル達。東側で今も交戦を続けるリュー、そして砦中央で結界を張る命ミコトによって数を割かれ、現在位置には全く人気ひとけが存在しない。破壊された北城壁は警戒されているが、無傷である西城壁は完璧かんぺきな死角となっていた。不意に彼等に遭遇した敵団員が驚愕し声を張り上げようとするが、白兎が高速で走り抜け一瞬で斬り伏せる。

　衝撃的な光景に、オラリオ観衆にどよめきが走った。

「なっ、なっ、なっ……!?」

　言葉を失ったのはアポロンその神ひとである。

　椅子を飛ばして円卓から立ち上がり、憤怒か、顔を目まぐるしく変色させ口の開閉を繰り返している。

（よしっ……！）

　バベルの広間でわなわな震える彼を視界の外に置きながら、ヘスティアはここにきて、一人静かにグッと[image: 拳]こぶしを握った。

『鏡』の中、三人で固まる己の眷族達を信頼の眼差しで見つめながら。




「上手うまく化けたな？」

　古城跡地、【アポロン・ファミリア】城内。走りながらヴェルフはルアンへ囁ささやいた。

「リリはこれくらいしか取り柄がありませんから」

　声は男のまま、口調が女性のものに変わるルアン。顔は違えどその微笑ほほえみはリリが浮かべるものとそっくりであった。ベルも自分達の最高の『縁の下の力持ちサポーター』に向けて笑みを浮かべる。

　裏切ったルアンの正体は、『魔法』で変身したリリだ。

　ルアン本人は四日前、この古城跡地に向かう前に昏倒こんとうさせ、街外れの倉庫に閉じ込めてある──今頃いまごろは男神ミアハに見張られながらこの戦争遊戯ウォーゲームを見ていることだろう──。彼と入れ替わったリリは口調や仕草しぐさまで完璧に真似まねて、誰にも気付かれぬまま敵陣地で諜報活動を行なっていたのだ。

　決戦前夜、物資運搬作業で外に出る傍かたわらヴェルフ達と合流し、城の情報を流すことで侵入経路や敵の城内配置を筒抜けにする。そして、敵陣形を考慮した上で今日の作戦を展開した。

　Ｌｖ．４の実力者であるリューが敵の大半を城外に引き付け、残った相手の更に半数を命ミコトが本丸から遠ざけ、束縛。

　変装したリリが内部から巧みに誘導することでこれらの効果を引き上げ、手薄となった城内にベルとヴェルフを悠々と招き入れる。

　そして最後に、ヴェルフが敵の総大将のもとまでベルを導く。

　かねてから予定していた、ヘスティアとリリの作戦通りであった。

　裏切り者の存在──変身したリリこそが、城に運び込まれた『破滅トロイ』だったのだ。

「昨日伝えたけど、ここから先の敵大将ヒュアキントスがいる塔は変な作りなんだ。砦の三階から伸びる長い空中わたり廊下を通らないといけない」

　ルアンの口調で語るリリに、ベル達は相槌あいづちを打つ。王国軍によって後付けで建てられた王城のような白い塔を、窓の先に認めながら彼女は語った。

「外から塔には入れないんだな？」

「ああ。入り口もないし、綺麗きれいな外見だけど結構硬い。手間取っている内にきっと周りから群がられる。でも、一回中に入っちゃえば……」

「後は、玉座だけ？」

　ベルの言葉に小男リリは笑って頷いた。

「敵は絶対魔導士まどうしを置いて空中わたり廊下で待ち構える筈だ。頼んだぜ？」

「ああ、任せろ」

　ベルを頼む、という小男リリの言葉にヴェルフは応える。

　笑みを残し、その場で彼等と別れる小人族パルゥム。観戦者オラリオ以外の者にはまだ正体うらぎりがバレていない彼女は、ベル達に追手が向かわないよう、城内を再び撹乱かくらんするため踵きびすを返した。

「行くぞ」

「うん！」

　空中わたり廊下を目前に控え、新調された軽装を纏うベルと大刀を肩に担かつぐヴェルフは加速した。




「ちょっと、どうなってるの!?　ちゃんと報告して！」

　玉座の塔内、怒涛どとうのごとき戦況の推移にダフネは声を荒らげた。

「城壁が使い物にならなくなってるって、見ればわかるわよ!?　それよりどうして城内にこれだけしか味方が残っていないの!?」

　その大声で己の短髪ショートヘアーを揺らしながら、吊り目を見開く。

　塔の窓の外、大破した東の城壁が窺うかがえる中、伝令に来た人物を問いただした。

　ダフネ達がいる砦に繫つながった空中わたり廊下前には、彼女を含め九名の団員しかいない。

「ル、ルアンが、ヒュアキントスから城外へ出撃するよう、直接命令があったと……」

「はぁ!?　あの男はそんな指示を出していない！　ここにいるウチが聞いていないもの！」

　塔の守衛を任されている己を経由しない限り、玉座の間にいる大将ヒュアキントスの声は団員達に通らない。

　ダフネの剣幕に伝令のエルフの団員は気圧けおされてしまう。

「まさかルアンのやつ、裏切った……？」

　ありうる、と実情を知らないダフネは仲間の主神アポロンへの背信を疑った。唇を嚙んだ彼女は、状況の確認を簡潔かつ素早く行う。

「小隊長リッソス達は？」

「や、やられたようだ。砦の中では敵が魔法を発動していて、身動きが取れなくなっている者が大勢いる。まだ動ける兵が何人いるかもわからない」

　これほど情報の伝達が滞ったのも、ルアンの仕業と、何より相手の進攻はやさが原因かと舌打ちする。戦争遊戯ウォーゲームが開始されてまだ一刻も経たっていない、破竹の勢いとはこのことだ。

　ダフネは呪った。戦う前から敵を侮って高みの見物を決め込んだ大将ヒュアキントスの[image: 采]配と、城壁を砲撃された際、少しでも逡巡しゅんじゅんした自分の行動を。

「ダフネ、敵が来た!?　ヒューマン二人……敵大将リトル・ルーキーだ！」

「……ここで止めるわ。アルト、貴方はヒュアキントスにこのことを伝えに行って。玉座の間まからの援軍を加えて、確実にベル・クラネルを潰す」

　駆け付けてきた仲間に敵の接近を一報されたダフネは指示を出す。彼女の声に、わかった、と頷いて伝令のエルフは塔の奥へ消えた。

　ダフネはベル達の進撃を食い止めるため空中わたり廊下に陣を敷く。大の男が十人以上並んでも塞ふさがらない横幅は広く、そしてとにかく長大だ。壁と窓、天井に包まれた長い一本道にはぼろぼろになった赤絨毯じゅうたんが端から端まで伸びている。ダフネはすぐに、魔導士達に詠唱を始めさせた。

　やがて視界の奥から、ベル達がこの空中わたり廊下に姿を現す。

「弓矢は前に！　逃げ場はないわ、狙い放題よ！　ウチの合図で魔導士達も斉射！」

　遮さえぎるものがない長大な空中わたり廊下は近付かれる前に狙撃できる絶好の環境だ。広範囲攻撃の魔法ならばなおさら逃げる場所もない。

　迎撃隊を眼前に展開させたダフネは、短剣を抜いて真まっ直すぐ突き進んでくるベル達を指す。

　弓使いアーチャーが弓を引き絞り、魔導士達が詠唱を終了させた。

「──行け！」

　それと同時に、大刀を担いだ男──ヴェルフが吠える。

　白髪の少年は前傾し、並走する彼の隣から疾走した。

「放て!!」

　ダフネの号令によって矢が発射され、続いて魔法が発動しようとした、その瞬間。

　ヴェルフは、左腕を突き出した。

「【燃えつきろ、外法げほうの業わざ】」

　超短文詠唱。

　瞬く間に彼の手から放たれた陽炎かげろうが音もなく、鉄砲水のごとく突進する。

　先行したベルの体を背後から包み込み、そのままダフネ達のもとに到達した。


「────」



　視界の歪みをダフネが感じた瞬間、魔導士達のもとに陽炎が吸い込まれる。

　次の瞬間、彼女達の体が内側から炎の色に輝いた。

　自爆する。

「なっ!?」

　咲き乱れる爆破の華。

　ダフネの目の前で魔導士達が発動失敗──魔力暴発イグニス・ファトゥスに追いやられた。

　──魔導士を爆弾に変えた!?

　ヴェルフの対魔力魔法アンチ・マジック・ファイア。迎撃隊の中心で巻き起こった大爆発の連鎖に、弓使いアーチャー達が左右に吹き飛ばされる。黒煙を吐く魔導士の少女達は言うまでもなく再起不能に陥った。

　轟音とともに割れる通路の硝子、燃える絨毯。咄嗟とっさに身を屈かがめて衝撃に耐えたダフネの目の前で、獰猛どうもうな爆風がうねりを上げる。

　彼女が息を呑み戦慄していると、間髪入れず、白髪の少年が爆煙から飛び出してきた。

「っ!?」

　兎を彷彿ほうふつさせる速度で瞬く間に真横を抜かれ、突破される。

　不味まずい、とダフネが慌てて後を追おうとするも、打ち上がった悲鳴が彼女の足を止めた。

　ばっと振り返ると、止めを刺された弓使いアーチャーが崩れ落ち、そして燃える絨毯を割って進み出る男の姿があった。

　黒い着流しを揺らすヴェルフは、立ちつくすダフネの前で──ドンッ、と。

　担いでいた大刀を、床に突き立てる。

「冒険者だったら武器これで戦やろうぜ、なっ？」

　不敵に笑う鍛冶師スミスに、ダフネは瞳を揺らした。
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　ヴェルフとダフネが激しい交戦に移る。

　動揺する少女を大刀で攻める彼の姿が『鏡』に映し出される中、ロキはにんまりと笑った。

「ファイたんとこの子もやるなー」

「あら、ありがとう」

　バベルの塔の広間。すぐ隣にいる彼女からヴェルフを賞賛されたヘファイストスは、その唇に笑みを浮かべる。

「例のアホみたいな『魔剣』も、あの鍛冶師スミスの子が作ったんやろ？　手放してよかったん？」

「さぁね」

　ニヤニヤ問いかけてくるロキに、ヘファイストスはどこかご機嫌に微笑んだ。

　一方で、バベルでそんな女神達の会話が交わされているとは露知らず、塔真下の街ではこれまでとは異なったざわつきが広がり始めていた。

「おいヤベェぞ、このままじゃ……」

「もしかして、もしかすると……」

　酒場の冒険者達の間に流れる、かすかな不穏な空気。

『鏡』の中で一人疾走するベルの姿に、神妙な顔を浮かべていた彼等は途端、『くたばれー!!』と少年へ野次を飛ばし、『負けんじゃねえー!?』と【アポロン・ファミリア】に必死の応援と叱咤しったを行なった。アポロン派に財産を賭けている冒険者達の声が今日一番の激しさをもって方々ほうぼうの酒場から上がっていく。

「いけー少年しょうねーんッ、ぶっ飛ばすニャー!?」

「こいつ、こりずにまた賭博かねを……」

「【アポロン・ファミリア】に賭けてニャかっただけまだマシニャ……」

　西のメインストリート沿い、酒場『豊穣ほうじょうの女主人』。

　全席が埋まっている店内で、仕事そっちのけに大声を張るクロエを、ルノアとアーニャは白い眼で見る。

「……」

　そんな彼女達の隣で、シルも手を止めながら『鏡』に映るベルを見つめていた。

　薄鈍うすにび色の瞳が何かを願うように、走る少年の姿を追っている。

「──すごい、すごいね、アイズ!?　本当にここまで来ちゃった！」

「うん」

　そして、都市北端。

　遠く離れた【ロキ・ファミリア】ホームでも。

『鏡』の中で繰り広げられる【ヘスティア・ファミリア】の快進撃に、ティオナが瞳を輝かせていた。

　彼女の隣でもまた、アイズの金色の瞳が少年の姿に釘付くぎづけになっている。

「確かによくやりますけど……こんなまどろっこしいやり方じゃなくても、あの覆面に『魔剣』を持たせて城に突っ込ませれば何とかなったんじゃないんですか？」

　アイズ達が『鏡』の真まん前に陣取っている中、背後でティオネが疑問を呈する。

「アマゾネスらしいのぉ、その考え方……」

「ンー、すごい単純な話、階層主ゴライアスをあの百人の軍勢パーティに放り込んで勝てると思うかい？」

「……無理ですね」

「それに、あの二振りの『魔剣』だけでは城砦は落とし切れなかった。組織としての地力は間違いなく向こうの方が高い、敵味方入り乱れての乱戦は望むところではなかったのだろう」

　ティオネの疑問に呆れるガレス、フィン、リヴェリアと発言を続けた。

　Ｌｖ．３の団長ヒュアキントスが率いる【アポロン・ファミリア】の練度れんどは、過去、自派閥の精鋭のみで階層主ゴライアス撃破を成功させているほどに高い。

　冷静に派閥首脳陣が客観的分析をしていると、

「関係ねえっての」

　ベートが、口を開いた。

「兎野郎は、自分てめえであの変態野郎にケリをつけてえだけだろ」

　他の団員達も集まっているホームの応接間、ロキが設置した複数の『神の鏡』が展開されている中で、狼人ウェアウルフの青年は壁に寄りかかりながら少年の横顔を眺めた。

「男おすだぞ、あいつは」

　彼の琥珀こはく色の瞳が、それだけは見透かしているように細められる。

「何か知っているのか？」

「……知らねえよ」

　リヴェリアの問いに、ベートは吐き捨ててそっぽを向いた。

「いけるいける、ここまで来たらいけるって!?」

　そんな彼等のやり取りも知らず、『鏡』の前ではティオナがアイズを巻き込んで騒ぎまくる。体を横に揺らしては手を振り上げてやかましく、実姉ティオネやベートが傍はた迷惑そうな顔を浮かべるのもお構いなしに、漂い始めている番狂わせの気配に[image: 拳]を作る。

　興奮で頰を染める彼女は、『鏡』の先にいる少年へ声援エールを送った。

「いけー！　アルゴノゥトくーん！」
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　空中わたり廊下から塔内に進入したベルは、リリがあらかじめ授さずけた経路じょうほう通りに道を行く。

　玉座の塔は広かった。古びた絨毯が石の床にどこまでも敷かれ、通路の壁には埃ほこりを被った絵画までかけられている。まるで主あるじを失った貴族の城に迷い込んだかのようだ。

「シィッ！」

「！」

　物陰にひそみ飛び出してきた獣人の攻撃を、ベルは冷静に対処した。

　振り回される白刃に回避を二度重ね、反撃から武器を弾き、上段蹴げり。頰にめり込むベルの左足に「ごっ!?」と相手は飛ばされ床に転がった。

　──クラネルさん。私は力を貸すだけです。

　敵が散発的に襲いかかってくる中、ベルの脳裏に昨夜の光景が蘇よみがえる。

　古城から離れた森で過ごした決戦前夜、月明かりの下で歴戦のエルフの戦士はそう告げた。

　──この戦いは派閥ファミリアである貴方達の手で、いえ、貴方の手で決着をつけなくてはならない。

　急造の『魔剣』で力押しに城を攻略することを、ベル達は避けた。砦の防御力と敵の力を計算した上で、【疾風】を犠牲にするやり方も止めた。

　だが、それらは前提に過ぎなかった。

　きっと、誰もが望んでいる。

　ヘスティアも、リリも、ヴェルフも、命ミコトも、観衆も、恐らく神々さえも──そして何よりも、ベルが。

　少年じぶんの手で決着をつけることを、自他ともに望んでいる。

　──僕は、あの青年ひとに勝ちたい。

　胸に灯ともるのは意地だ。

　敵わなかった悔しさと、人知れず流した涙、次こそはという雄叫おたけび。

　酒場、街中、そして今日。三度目の再戦をもってベルはあの男を超えに行く。

　雪辱を果たすために、主神と約束した勝利を摑つかみ取るために、その高みの先へ行くために。

　ベルは今日、己の手で決着をつける。

（気配がなくなった……）

　人の気配が途切れた通路に、ベルは己の足音だけを響かせる。

　残る敵は塔の最上階、玉座の間ま。大将であるヒュアキントスと、そして彼を守る近衛兵。

　短刀を全て鞘さやに収め、手の平を見下ろす。

　ぎゅっと手を握り締めたベルは、前を向き──リン、リン、という鐘チャイムの音を響かせた。




「敵襲だ！　【リトル・ルーキー】が来るぞ!?」

　伝令の団員が駆け込み、玉座の間は一気に慌ただしくなった。

　本丸であるこの塔にベルが進入したという報しらせに、この場にいる者達は動揺を伝播させる。援軍と迎撃の要請に彼等はそれぞれ武器を持ち、大扉から飛び出していった。

「ええい、何をやっている!?」

　広間の最奥の玉座に腰かけるヒュアキントスは、肘掛けへ[image: 拳]を振り下ろした。

　立ち上がって身に付けているマントを揺らし、怒り心頭で周囲にいる者達に当たり散らす。

「このような醜態を晒すなど恥の極み、アポロン様にどのような顔を合わせればいいのか……」

　その美貌は眉間みけんに屈辱が皺となって表れていた。

　言いように翻弄ほんろうされ挙句ここまでの侵入を許した団員達と、そして己自身にも、ヒュアキントスは苛立いらだちを隠せない。

「団長様っ、団長様!?　お願いです、早くここから逃げてください!?」

「カサンドラ、しつこいぞ！」

　玉座の隣で頻しきりに呼びかけてくるこの少女の存在も、彼の憤懣ふんまんに一役買っていた。

　ロングスカート型の戦闘服バトル・クロスを纏う長髪の少女、カサンドラは戦闘が始まる前の早朝から、何度もヒュアキントスにこの玉座の塔から離れるよう進言してきているのだ。必死に取りすがってくる少女の姿が、その弱腰の姿勢が、何よりも彼の癇かんに障る。

「どうか、どうか私カサンドラの言葉を信じてください……！」

「黙れと言っている!?　寝言も大概にしろ！」

　腕を振り払い、ヒュアキントスは激昂した。

　主神アポロンに大将を任された自分が無様に逃げ出せるわけがなく、そもそも負ける筈がないと彼は訴えをはねのけた。

「貴様には見えないのか!?　ここには私の他にも団員がいる、一人で攻め込んできたところでベル・クラネルなど返り討ちだ！」

　玉座に残る近衛の団員を示すヒュアキントス。彼等はヒュアキントス自らが見繕みつくろっただけあって実力は勿論もちろん、今いる者だけでも十名いる。

　ヒュアキントスがこの中に加われば、Ｌｖ．２に過ぎない新人ルーキーには間違いなく過剰な戦力だ。

　そんな彼を前に、カサンドラは泣きそうな顔を浮かべ、おそるおそる足もとを見た。

　床を見下ろす彼女は、まるで耐え切れないように自分の体を両手で抱く。

「あ……あぁ」

　顔を蒼白にさせ、いよいよ怯え始める長髪の少女。

　苛立いらだつヒュアキントスが口を開こうとすると、彼女はそこで、呟いた。

「雷いかずちが……」




　リン、リン、と。

　鐘チャイムの音を鳴らしながら走り続けるベルは、とうとう上に繫がる階段を発見した。

　無人の通路を駆け抜け、視界の奥にある大階段を目指す中、彼は白い光粒こうりゅうが集まる右手に意識を向ける。

　18階層の戦い以降、大鐘楼グランドベルの音は鳴らなかった。

　何か切っかけがあるのだろうか、蓄力チャージの出力は以前と変わらない。記憶があやふやになっているあの時、自分は男神だれかの言葉を聞いたような気がする。

　そして再起し、憧憬しょうけいを燃やし、願望ねがいを吠えて──そこまで思い出したベルは、切っかけが何なのか唐突にわかったような気がした。同時に、常に引き出せるものではないと漠然と理解する。

　それに、今は必要ない。

「……っ！」

【英雄願望スキル】の引鉄トリガー、思い浮かべる憧憬の存在は、『戦士アレギス』。

　怪物モンスターに占領された要塞を陥落させるため、その命が燃えつきるまで敵を討ち続けた、不死身と謳うたわれた大英雄。

　神速とも称えられた英雄の勇姿を胸に、ベルは右手に光を収斂しゅうれんさせる。




「雷いかずちだと？」

　カサンドラの呟きに、ヒュアキントスは鼻を鳴らした。

　顔を横に向け、玉座の間に張り巡らされた窓の外を見る。

「この青空のどこに雷雲らいうんがある？　雷など落ちるものか」

　憎々しいほど晴れ渡る蒼穹そうきゅうに、ヒュアキントスはせせら笑う。

　しかし。

「違います……」

　震える声で、カサンドラは否定した。

　頭を両手で摑み、蒼白になったまま、唇から呟きを落とす。

「雷いかずちが……昇る」

　少女の瞳は、真下あしもとを見下ろし続けていた。

「なにっ？」




　玉座の間の真下、大階段。

　左右から伸びる巨大な螺旋らせん階段前に辿り着いたベルは足を止め、上を見上げる。

　開けた頭上から、階段を駆け下りてくるいくつもの音が響いてくる中。

　まるで太陽を引きずり下ろすように、右手を、天高くへと伸ばす。

　──一分。

　六十秒分の蓄力チャージ。集束する白光。

　次には、一声いっせい。

「【ファイアボルト】」

　弩ど級の炎雷が、直上へ撃ち出された。





「────」



　罅割ひびわれる床、漏もれ出る純白の輝き。

　ヒュアキントスが言葉を失った瞬間、天へと昇る雷光が玉座の間に炸裂する。

　大爆発。
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「何なんだ今のおおおおおおおおおおおおおおおお──────ッ!?」



　バベルは絶叫に包まれた。

「無詠唱!?」

「呪文じゅもん唱えてないのにあの威力とかー!!」

「あのヒューマン欲しいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっ!?」

　広間の中で沸きに沸く全ての神々。

　詠唱されずに放たれたベルの大砲撃に、驚愕の声と歓声が入り乱れた。

「……、……っ!?」

　はしゃぎ回る彼等を他所に、立ちつくし、開いた口が塞がらないアポロン。

「……ッ!!」

　ヘスティアもまた、目を見開きながら『鏡』にかじり付く。

　投影される光景の中では、崩壊した城の瓦礫の中から現れるヒュアキントスの姿があった。




「はぁーっ、はぁー……ッ!?」

　石材の砕片さいへんを払いのけたヒュアキントスは全身を発熱させる。

　玉座の塔は、上半分から消失していた。直下より砲撃されたことにより玉座の間ごと爆砕されたのだ。城の上空では、純白光に縁取られた炎雷が無数の雲を貫き、光り輝く太陽へと昇っていく。

「なんだっ、なんだ今のはァ!?」

　マントの裾すそをぼろぼろにさせ、汚れた髪を振り乱しながらヒュアキントスは喚く。

　──玉座の間が白い光に塗り潰された時、彼はカサンドラに体当たりをされ、窓を割って宙に放り出された。

　間を置かず大雷がヒュアキントスの視界を焼き、弾け飛んだ無数の破片とともに地に墜落したのだ。今や周囲一帯は瓦礫の山と化し、視界を遮る膨大な砂煙が充満している。

「カサンドラ!?　ラオン!?」

　怒りとも混乱とも知れない感情が赴くまま団員達の名を呼ぶが、返ってくる声はなく。

　次第に晴れてくる煙の奥に、瓦礫に埋もれた片腕や上半身を見つけ、ヒュアキントスは凍りつく。

　──全滅。

　周囲でもう残っているのは自分のみ。その事実がヒュアキントスの精神の均衡を崩した。

　遠方で砦から伸びる空中わたり廊下が崩れ落ちる中、彼は乱心したかのように勢いよく抜剣する。

「どこだ!?」

　波状剣フランベルジュを装備し、叫んだ。

　あの敵おとこもまだ生きている、と自分を穿うがつ戦意を捉とらえ確信する。

　心臓が荒れ狂い、発汗が止まらない。この立ち込める煙のどこかに身をひそめ、ヒュアキントスの首を狙っているのか。

　何度も回転させる己の体。平静を欠く思考。崩壊した瓦礫の中で視線を四方へ振り回す。

　やがて上空の太陽の光が、砂煙を切り裂き、徐々に散らしていく──その時だった。


「────」



　揺れ乱れる空気の流れ。

　背後の煙の奥で、深紅ルベライトの眼光が輝く。

　血塗れの兎けもののごとき気配に、全身がわなないた。

　次の瞬間、煙を突き破って襲いかかるベルに、ヒュアキントスは振り向きざま剣を薙ぐ。

　短刀と長剣が、火花を放ち、激突した。




『うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!?』




　オラリオが、震えた。

　冒険者も、実況も、神々も。

　まさかの大将同士の一騎打ちに、都市もろとも興奮が爆発する。

　誰もが[image: 拳]を作り、手に汗を握ってのめり込む、決戦の光景。

　大熱狂を引き起こす観衆が言葉にならない叫びを繰り広げられる剣劇にぶつけた。

「……!?」

　放たれる斬撃。二振りの紅緋色べにひいろの短刀。

　速く鋭い攻撃が眼前を通過し、一度防げば次には三度の斬閃が迫りくる。正面で向き合った瞬間しゅんかん白髪が疾走し、懐へ、側面へ、死角へ、視界外しかいがいへ回り込み怒涛の乱打をたたみかけた。

　防戦を強しいられ、反撃が許されない。

　武器の上から確かな衝撃おもみが手を打ち抜き、痺しびれさせる。

　両手に同種の紅刀を装備し斬りかかってくるベルに、ヒュアキントスの碧眼へきがんが揺れた。

　──だ。

　激しく打ち合う長剣と短刀、遅れ始めている自身の対応。

　力はこちらの方が上。だが僅かに、完璧に、速さが上を行かれた。

　──誰だ。

　技をもってしても捌さばき切れず、そして瞬速の駆け引きがこちらの裏をかく。

　過去の交戦の記憶が霞かすむほどの、尋常ではない速度。

　──誰だっ。

　成長、などという言葉は生温なまぬるい。

　目を疑うような変貌を遂げた少年の姿に、ヒュアキントスは、あらん限りに吠えた。

「──誰だっ、お前はっ!?」

　能力も、技も、駆け引きも、その全てが一線を画している。

　攻撃の威力、体の切れ、愚直なまでに真っ直ぐな技、一瞬の閃ひらめき。まだ十日前、散々打ちのめしてやった少年はもうどこにもいない。

　別人に成り果てた眼前の冒険者に、強引ごういんな切り払いをするとともに叫び散らす。

「私は、Ｌｖ．３だぞ!?」

　戦慄と動揺を重ねるヒュアキントスに対し、ベルの体がぶれる。

　獰猛な輝きを宿す紅緋色の短刀が駆け抜け、相手の波状剣フランベルジュを両断した。




「何をやっている、ヒュアキントス!?」

　長剣を失った眷族に、アポロンが悲鳴を上げる。その顔には既に余裕はない。

　都市から怒号が絶えない中、バベルに展開された『鏡』の中では予備の短剣を引き抜いたヒュアキントスとベルが激しい戦闘を続けている。一撃離脱ヒットアンドアウェイも織り交ぜ果敢に攻め立てる少年をヘスティアが凝視していると、ヘルメスがそっと近付いてきた。

「これはベル君、Ｌｖ．２になった際に相当な潜在値ちょきんがあったみたいだね？」

　優男の笑みを浮かべる男神は、彼女の横顔を窺った。

　ベルがＬｖ．３に【ランクアップ】をしたという情報は聞いていない。となれば現在の能力値アビリティと過去の能力値アビリティを合算した結果がこの戦いに反映されていると見当をつける彼は、よっぽど能力値アビリティが高かったに違いないと、興味津々の様子で尋ねる。

「Ｌｖ．１の時点で、【ステイタス】の最高値アビリティはどれくらいだったんだい？　口外しないと約束するから、どうか聞かせてくれないか？」

　じーっと『鏡』のみを見つめているヘスティアは、一瞥いちべつもせず返事をする。

「どうせ信じないから、言わない」

「信じるよ、だから教えてくれ」

　ねだるヘルメスに、ヘスティアはミノタウロス戦後の最終更新値アビリティを告げる。

「『敏捷』以外、SS」

「ハハ、冗談だろ？」

「ほらね」

　笑いかけるヘルメスに、ヘスティアは『鏡』を見つめたまま終始真顔だった。

　顔色一つ変えない彼女に、ヘルメスは徐々に頰を痙攣けいれんさせる。

「マジ？」

「マジ」

　簡潔な応答に、ヘルメスは引きつった笑みを浮かべた。

「……じゃあ、『敏捷』は？」

「ヘルメスうるさい」

　しつこい男神の問いかけを切り捨て、ヘスティアは『鏡』の中の光景に没入する。

　ベル達の戦いの行方ゆくえを、固唾かたずを呑んで見守った。




「ふッッ!!」


「～～～～～～～～～～～～～っ!?」



　紅の大閃が宙を切り裂き、受け止めるヒュアキントスの短剣を脅かす。

　業物である波状剣フランベルジュを一撃のもとに叩き切ったベルが持つ武器に、敵は大粒の汗とともに後退を余儀なくされた。

《牛若丸弍式うしわかまるにしき》。

　残っていた戦利品ドロップアイテム『ミノタウロスの角』を武器素材にして作製された、上級鍛冶師ヴェルフ入魂の一振り。初代である《牛若丸》を大きく上回る破壊力は、ベルの右手にあの宿敵ミノタウロスの猛威がそのまま宿ったかのようだ。逆に振り回されかねない猛牛えものを必死に御しながら、ベルはヒュアキントスを仕留めるべく全力で攻めかかる。

　敵の武器を破壊し、圧倒し続けているも、ベルの心中にも余裕があるわけではない。

　ナァーザから譲り受けたありったけの二属性回復薬デュアル・ポーションで回復したとはいえ、【英雄願望アルゴノゥト】の反動は健在だ。戦闘が長引けば負ける、と四肢に刻まれた重苦じゅうくががなり立てている。

　超短期決戦で決着をつけるため、この一分に全身全霊をそそぎ込む。

　限界を引き千切るように、ベルの体が更に加速した。

「ぐぅうっ……っ!?」

　神に惚ほれ込まれたヒュアキントスの美貌が、焦燥に燃え、歪む。

　一週間、アイズ達に師事した対人戦の極意。技と駆け引きを始めとした先達の教えが、その攻勢いきおいも相まって拮抗きっこうに届こうかという技巧の応酬に繫がる。第一級冒険者に剣つるぎと[image: 拳]蹴からだで直接叩き込まれた勝負の感覚が、ヒュアキントスの退路を断った。

　激上した能力ステイタスとともに身を結んだ打倒の意志が、第二級冒険者を追い詰める。

「う、おおおおおおおおッ!?」

「っ!?」

　肌を掠め冒険者用装身具アクセサリーの数々も吹き飛ばす紅刃の乱舞に対し、ヒュアキントスは咆哮ほうこうとともに足もとへ短剣を振り下ろした。

　発生する衝撃と風圧。凄まじい威力の一撃に瓦礫ごと地面が抉えぐれ、土煙が舞い上がる。ベルが素早く飛び退く中、ヒュアキントスもまた全力の跳躍で矢のように後方へ下がった。

　そして、

「──【我が名は愛、光の寵児ちょうじ。我が太陽にこの身を捧ぐ】！」

　ヒュアキントスは最後の賭けに出た。

　彼我の距離が大きく離れる中、詠唱を開始する。

「【我が名は罪、風の悋気りんき。一陣の突風をこの身に呼ぶ】！」

『魔法』──起死回生の切り札。

　不利な白兵戦から堪たまらず逃のがれ、形勢を逆転しうる必殺の行使に踏み切った。

「【放つ火輪かりんの一投いっとう──】！」

　大量に舞う砂塵の奥で、紡がれる呪文をベルは察知する。

《牛若丸》を鞘に戻し、させぬとばかりに左手を突き出した。

「【ファイアボルト】！」

　瞬発力に秀でた速攻魔法がヒュアキントスに炸裂する。


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?」



　炎雷が轟とどろき、爆炎が巻き起こる。

　仰のけ反ぞる長身の体。全身を焼き焦こがし戦闘衣バトル・クロスをぼろぼろにするヒュアキントスは、しかし、耐え抜いた。

　鋼の精神で『魔力』制御の手綱を離さない。

　歯を食い縛った顔をぐんっと前に戻し、詠唱を続行した。

「【──来きたれ、西方せいほうの風】!!」

　瞠目どうもくし、すぐに眦を吊り上げるベル。

　速攻魔法の真骨頂である連射で押し切ろうとした、が。

「やぁー!?」

「!?」

　瓦礫の中から這い出た長髪の少女、カサンドラから奇襲を受ける。

　ヒュアキントスと同じく砲撃の直撃を免れていたのか、真横からの渾身こんしんの体当たりに、射撃が阻害された。

「でかした、カサンドラ！」

　都市オラリオで男神アポロンの喝[image: 采]が響く中──カサンドラに取り付かれるベルのもとへ、今度は小柄な影が飛び込む。

「ベル様！」

「きゃっ!?」

　変身を解いたリリの救援サポート。

　誰よりも速くこの場に駆け付けた少女が、カサンドラの体をはね飛ばし、そのままごろごろと地面にもつれ合う。

「──ぬぅうううううううううううんっ!!」

　ベルが直ちに左手を構え直す先、詠唱を終えたヒュアキントスは上半身をひねった。

　重心は低く、左腕を下に、そして右腕が高々と上げられたその体勢は──円盤投げ。

　高出力の『魔力』を右手に凝縮させながら、ヒュアキントスの碧眼は驚愕するベルを射抜き、一挙、魔法を発動させる。

「【アロ・ゼフュロス】!!」

　太陽光のごとく輝く、大円盤。

　振り抜かれた右手から放たれた日輪が、高速回転しながら驀進ばくしんする。

「【ファイアボルト】!!」

　一歩遅れて撃ち出されるベルの速攻魔法。

　人の上半身ほどもある巨大な光円、高速で疾走する緋色の稲光。

　互いの魔法は瞬く間にぶつかり合い、そして、大円盤が炎雷を蹴散らした。

「っ!?」

　一条の炎の矛が無残に切り裂かれ、大量の火の粉をばら撒まき霧散する。

　決定的なまでの力負け。ベルの魔法の欠点、単発の威力は決して高くない。

　敵の必殺に対し、【ファイアボルト】は打ち破られた。

「ぐっっ!?」

　そのまま突き進んできた大円盤を、ベルはぎりぎりのところで回避する。

「無駄だッ!?」

　しかし、そのヒュアキントスの叫びに導かれるように、回転する光の円盤は上空へ舞い上がり、大きな弧を描いてベルのもとに進路を転ずる。深紅ルベライトの双眸そうぼうが見開かれた。

　自動追尾の属性。照準した対象に命中するまで敵の魔法は消滅しない。

　西風を帯びて舞い戻ってきた大円盤を、ベルは焦あせりながら再び躱そうとする。

「【赤華ルベレ】!!」

　瞬間、円盤は眩い輝きを放ち、大爆発した。

「──がっっ!?」

　回避行動を取ったベルの真横を過ぎ去る間際まぎわ、行使者ヒュアキントスの呪文に呼応し西風の火輪アロ・ゼフュロスが爆砕する。

　高威力の爆裂弾に、少年の体は吹き飛んだ。

「ベル様!?」

　カサンドラにしがみ付くリリの張り裂けんばかりの悲鳴。

『鏡』を通して見守る女神ヘスティアの呼吸も停止し、少年に声援を送る全ての者が動きを止めた。

　爆煙を身に纏う体が瓦礫の上を何度も跳ね、舞い、血の粒を散らしながら転がっていく。同時に響く、カランッ、と右手の中からこぼれ落ちる紅刀ナイフの音。

　ベルは何とか勢いを止めて立ち上がるが、鎧よろいを失ったその右肩が、ぴくりとも動かない。

　まるで関節が外れたかのように、無残に焼かれた右腕はだらりと垂れ下がっている。

「もらったぞ!!」

　鞘に収めた短剣を再装備し、ヒュアキントスが突撃する。

　凄まじい速度で迫りくる敵の姿に、右肩を潰されたベルは動けない。

　立ちつくす彼に向かって、太陽の日差しを反射する剣身がギラリと輝いた。


（────）



　ベルの体感時間が極限まで引き伸ばされる中、遠く離れたオラリオで。

　ヘスティアの瞳が恐怖に染まる。

　アポロンの笑みが歓喜に歪む。

　エイナが青ざめ、シルは硬直し、ヘルメスは目を逸そらさず、ベートは舌打ちをした。

　そして、ティオナが息を押し殺す横で──アイズの金の瞳は。

　少年の深紅ルベライトの瞳と同じ、あの日の光景をその目に映していた。


（────）



　夕焼けに染まる市壁の上で、二人の影を重ね合いながら。

　彼女わたしは言った。少年ぼくは聞いた。

　──人は隙を見つけると、動きが単純になることがある。

　彼女が語り、少年が教えられた助言の内容。

　──止めの一撃は、油断に最も近い。

　蘇る回想を、偶然に、必然に、二つの心が共有する。

　──追い込まれたその先が、一番の好機こうきにもなる。

　彼女わたしは教えたよ。少年ぼくは胸に刻んだ。

　──忘れないで。

　だから、まだ。




（（──ここから））




　急迫するヒュアキントスが短剣を背に溜める。

　勢いが乗った突きの一撃。ベルを串刺しにする満を持しての必殺。

　舌舐なめずりを彷彿させるように青年の口角が持ち上がる中、ベルは、身を後ろに引いた。

　臆病風に吹かれたと見て取ったヒュアキントスは嘲笑あざわらい、無駄だとばかりに短剣を握り締め、そして剣尖けんせんを繰り出す。

　次の瞬間、ベルは地面に背中から倒れ込んだ。

　重心を思い切り後方に傾け、後転こうてん。

　間合いが三Ｍメドルを切ったところで、勢いよく背から地面に落ち、短剣の突きを回避する。

　更に、その反動で両足を振り上げた。

　突きが回避され伸び切った相手の腕、手が握った剣の柄に、右足のつま先が触れる。

　そのまま、上空へと蹴り上げた。


「────」



　キィンッ、と音を鳴らし宙を回転する短剣、武器を失い硬直するヒュアキントス。

　敵が抱いた勝利の確信を、油断を、己の勝機へと覆す。

　ベルは後転の勢いに逆らわず立ち上がり、踵かかとを地面に埋め──疾駆した。

「──ふッッッ!!」

　突貫する。

「──ま、待てぇええええええええええええええええええええええええ!?」

　使い物にならなくなった右肩を捨て、左手を握り締める。

　全速で正面から突っ込んでくる少年の体に対し、突きの体勢により前のめりになったヒュアキントスに往いなす術すべはない。

　白兎の牙ヴォーパル・ファング──迷宮ダンジョン奥深くにひそむ殺人兎の姿を幻視する青年の顔が、恐怖と、絶叫に歪む。

　そして、牙きばを突き立てるべく振り上げられたベルの左手が、渾身をもって振り抜かれた。




「うああああああああああああああああああああああッッ!!」




　撃砕する。

「がぁっっっ!?」

　放たれた左[image: 拳]がヒュアキントスの頰に叩き込まれ、めり込み、吹き飛ばした。

　弾けるような[image: 拳]打音。殴り飛ばされた青年の体は地面を一度大きく跳ねて舞い上がり、マントを巻き込みながら決河の勢いで転がっていく。

　三〇Ｍメドルもの距離を行ったところで、ヒュアキントスは大の字になり大空と太陽を仰いだ。

　頰に殴打の跡を残し、白目を剝く体が、立ち上がることはなかった。

　風が止み、戦場の音が途絶える。

　決着の光景に、リリを振り払おうとしていたカサンドラの体が、へたり込んだ。





『────────────────────────────────────ッッッ!!』






　オラリオの上空に、大歓声が打ち上がった。

　古城跡地で打ち鳴らされる激しい銅鑼の音とともに、決着を告げる大鐘の音が都市全体に響き渡る。

　観衆である多くの亜人デミ・ヒューマンが、『鏡』の中に立つ少年へ興奮の叫びを飛ばした。

「エイナ、やったぁー!?」

「ベル君……！」

　ギルド本部前庭では、エイナがミィシャに横から抱き着かれた。

　緑玉色エメラルドの瞳を涙ぐませる彼女は、今は立場を忘れて喜び合う。周囲のギルド職員達も感極まったように沸いている中、思い切り相好を崩した。


『戦闘終了～～～～～～～～～～っ!?　まさにっ、まさに階層主きょじん殺し『ロキ・ファミリア』のお株を奪う大番狂わせジャイアント・キリング!!　戦争遊戯ウォーゲームの勝者は、【ヘスティア・ファミリア】─────！』



　そして舞台ステージ上、何故なぜか主神ガネーシャが雄々しい姿勢ポーズを決める横で、実況者イブリが身を乗り出し真っ赤になって拡声器へ叫び散らす。

　彼の拡声された言葉は波が轟くように、観衆と建物の群れを呑み込んだ。





『『『『『ヒャッハァ────ッッ!!』』』』』






　酒場では、ヘスティア達に賭けていた神々が勢いよく立ち上がり勝利の歓声を上げる。





『『『『『ちくしょぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!?』』』』』






　一方で、アポロン達に賭けていた冒険者達は無数の賭券を破り捨て頭上に放り投げた。

「おっ、嬢ちゃん!?　お前も勝ったのか！」

　酒場が阿鼻叫喚あびきょうかんに包まれる中、一人勝ちに成功したと思っていたモルドは、店の隅で得意気な顔をした少女を見つける。

　彼が嬉うれしそうに尋ねると、尻尾しっぽをブンブンと振る犬人シアンスロープ──ナァーザは、笑みとともにグッと親指を上げた。




「「「ッしゃあ！」」」

　西の大通り『豊穣の女主人』では、アーニャ、クロエ、ルノアの店員娘達が三人一緒に手の平を叩き合う。他の従業員や厨房の猫人キャットピープル達も手を取り合い笑い合った。

「……ベルさん」

　シルもまた、薄鈍色の瞳を細め、唇に喜びの微笑を浮かべる。

　頰を薄紅色で彩って『鏡』を見上げていると、店のあちこちでは、くそー負けたー！　シルちゃーんお酒おかわりー!?　と悲嘆に暮れる冒険者達が自棄酒やけざけに走り始める。

　酒場の少女は「はーいっ」と機嫌良く返事をし、ぱたぱたと弾むように店内を駆け回った。




「……勝ちやがった」

　ホームの外から響いてくる歓声を耳にしながらベートは不機嫌そうに言い捨てる。

　彼は応接間に背を向けて歩き出した。

「ベート、どこへ行くんだい？」

「どこだっていいだろ」

　団長であるフィンの問いにまともに取り合わず狼人ウェアウルフの青年は姿を消す。

　応接間に残った面々は顔を見合わせ、それぞれの表情を浮かべた。

「ダンジョンか」「ダンジョンじゃのう」「ダンジョンだな」

「ですね……」

　フィンとガレスが苦笑を浮かべ、リヴェリアは両目を閉じ、ティオネも呆れた顔を作る。

　また、その周囲では、約十日前ホームを訪れた少年が摑み取ってみせた勝利の光景に、団員達が何とも言えない表情を浮かべていた。

　そして。

「……やったねっ」

「うん……」

『鏡』の前、つい先程まで喚き続けていたティオナがゆっくりと振り返り、にししっ、と満面の笑みを浮かべる。

　頷き返すアイズは、駆け寄ってくる仲間に囲まれるベルの姿を見て、顔を綻ばせた。

「おめでとう……」




　兄貴分に髪をかき回されながら、仲間と喜びを分かち合う少年の姿が大通りの巨大な『鏡』に映し出され、都市はあっという間にお祭り騒ぎに包まれた。

　神々が集うバベルでも喧騒は絶えず、彼等は銘々に子供達を褒ほめ称え、批評し、好き勝手に戦争遊戯ウォーゲームの総括を始める。

「な……が、ぁ……？」

　そんな中で一人、アポロンは、顔を真っ白にして立ちつくしていた。

　己の子供達が力なく両膝を地についている『鏡』の光景が、彼を現実から逃避することを許しはしない。

　二歩、三歩後退する彼の頭から、ぽろりと被っていた月桂樹の王冠がこぼれ落ちる。

「──ア～ポ～ロ～ンッ」

　そして、ゆらぁ、と。

　これまで沈黙を貫いてきたヘスティアが、不気味な動きで円卓の席から立ち上がる。

　うつむき加減の前髪の奥、瞳から邪神と見紛うような眼光を放ち、茫然自失ぼうぜんじしつとするアポロンに近付いた。

「ひ、ひぃいっ!?」

「覚悟はぁできているだろうなぁ？」

　地獄の底から響くような低い声音に、アポロンは盛大な尻しりもちをつく。

　ベルを虐げられ、ホームを破壊され、街中を追い回され、ことごとく見下され。

　果てしない鬱憤うっぷんが溜め込まれ爆発寸前と化している女神を前に、男神はがたがたと震え上がり、更にその目からはらはらと涙をこぼしていく。

「ま、待ってくれヘスティアっ!?　こ、これは出来心だったんだっ、君の子供が可愛かわいかったからつい悪戯いたずらを……た、頼むっ、どうか慈悲を恵んでくれ、慈愛の女神よ！　私達は求婚し合った仲じゃないか!?」

「だ・ま・れ」

　冥王のごとく嘆願を封殺する幼女神。

『天界』においても今まで見たことないほど怒髪天を衝ついている彼女の姿に、アポロンは真まっ青さおになり言葉をなくす。

　ヒュンッヒュンッヒュンッ、とツインテールを荒ぶらせる彼女の怒りがどれだけ深いのか、悟ってしまった。

「勝った暁には、要求を何でも呑むと約束したなぁ？」

　勝利を信じて疑わなかったアポロンは、敗北したら確かにそのようにすると豪語していた。

　周囲からも神々が集まり大きな円を作り上げる中、かたや罪状を叩きつけられる咎人とがびとと、かたや『神の審判』を下す女神に分かれる。

　心底面白そうにニヤニヤと笑みを浮かべる神々、喉を引きつらせるアポロン。

　腰を抜かしている男神の前でゆっくりと顔を上げるヘスティアは、瞳をカッと見開いて、怒りの咆哮を上げた。


「ホームを含めた全財産は全て没収、【ファミリア】も解散──そして主神である君は永久追放、二度とオラリオの地を踏むなァ────────ッッ!!」



「ひぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああっっ!?」

　都市を震わせる神の絶叫が轟く。

　眷族の貞操すべてを付け狙う危険神物じんぶつに、ヘスティアは容赦ない罰則を叩きつけた。

　戦場から遥はるか離れた都市の中、興奮の渦が未だ収まらないこのオラリオにおいても。

　一つ、決着がつけられた。





[image: ]






　戦いが終わった古城跡地。

　城壁や玉座の塔、他にも多くの建物が壊れた城内で、ベル達は勝利に浮かれていた。

「本当に、あれほどの【ファミリア】に勝ってしまったのですね……自分達だけで」

「小細工は色々働かせたが……まぁ、今だけは胸を張っていいんじゃないか」

　興奮醒さめやらぬと言った様子で命ミコトが、ヴェルフが言葉を交わす。自ら魔法を浴びた彼女と相手幹部ダフネと刃を交えた彼の格好は、防具や着流しを傷付けていたが、その顔には達成感を得た笑みが浮かんでいる。

　そんな彼等の会話を耳にしながら、ベルは、リリの前でゆっくり屈んだ。

「リリ……助けてくれて、ありがとう」

「ベル、様……」

「本当に、ありがとう……」

　ぼろぼろな笑みに嬉しさを滲にじませるベルの顔に、リリは胸に迫ったのか、ぐっと声を詰まらせる。彼女はその小さな体を緊張させ、顔を伏せながら、おそるおそる尋ねてきた。

「リリは……ベル様のお役に立てましたか？」

「うん。リリがいてくれたから……僕は、オラリオに帰れる」

　ベルの言葉に、あどけない顔が一杯に破顔する。

　まるでお互いの関係がやり直されたあの日のように、小人族パルゥムの少女は頰を染め、向日葵ひまわりのような笑みを浮かべた。

「クラネルさん、そろそろここを発ちましょう。ギルドの派遣職員達が来るまで、どこかに腰を据えて治療しなければ」

「あ、はい」

　覆面を被ったリューがベルの潰された右肩を見やって提案してくる。

　勝利の余韻を嚙み締めながら、ベル達は瓦礫が散乱するこの場から移動を始めた。

「……？」

　おもむろに、ベルは自分の胸に左手を当てた。

　はっとした後、首に回してある紐ひもを引き寄せ、それを胸もとから取り出す。

　出てきたのは、壊れてしまっている首飾りアミュレットだった。

　完璧に粉砕した宝石、罅ひびが走りぽろぽろと破片をこぼす金属部分。シルから渡された際のあの美しい原型は見る影もない。

（……守って、くれた？）

　あの時、直撃した敵ヒュアキントスの魔法は強力で、再起不能になってもおかしくない威力だった。

　ともすれば、自分の身代わりになったように砕けた首飾りアミュレットを見て、ベルはそんなことを直感してしまう。

　そして。

　砕けて割れた首飾りアミュレットの内部には、徽章らしき刻印が施されていた。

　無数の亀裂のせいで判然としない、何らかの側面像プロフィール。

「どうした、ベル？　行くぞ」

「あ……う、うん」

　立ち止まっていると、ヴェルフが振り返って呼びかける。

　首飾りアミュレットを見下ろしていたベルは曖昧あいまいに頷いて、歩き出す前に、一度いちど上空を仰いだ。

「……」

　この首飾りアミュレットをシルに譲ったという冒険者は、誰だったのだろう。

　何の目的でシルに預け、自分の手に回ってきたのだろう。

　晴れ渡る蒼穹を見上げながら考える。

　あの空の奥で、『鏡』を通じて見ているだろう都市の観衆の中から、こちらに気付いた誰かが微笑んだ──そんな気がした。





[image: ]






　戦争遊戯ウォーゲームは【ヘスティア・ファミリア】の勝利で幕を閉じた。

　両派閥の激闘は語り草となっており、古城跡地から一日をかけてベル達が都市に帰還してからも、彼等はしばらく注目を浴びることになる。

　敗北した【アポロン・ファミリア】はヘスティアの要求通りに直ちに解散。主神であるアポロンは眷族達との別れと退団の儀式を済ませた後、一人都市を追われることになった。

　無所属フリーとなった元団員達は気長にこれからの道を模索する者、他派閥の勧誘スカウトを受け入れ入団する者、落ちぶれる者、様々だった。中にはヒュアキントスのようにアポロンに心酔し、ギルドの戦力流出禁止令せいしを振り切ってまで、己の生涯の主神を追う者達もいた。

　戦争遊戯ウォーゲームの影響は、様々な場所で波紋を広げている。

　未だほとぼりが冷めない中、多くの者が後始末に追われていた。




「……こちらが、約束していた脱退金になります」

　金貨が詰まった袋が、リリの手から差し出される。

　ローブを纏ったソーマは、無言でそれを受け取った。

　戦争遊戯ウォーゲームから二日後。リリは【ソーマ・ファミリア】のホームに一人で訪れていた。

　解散したアポロン派の資産は賠償金とばかりに丸々ヘスティア達のもとに転がり込んでいる。リリは約束通り、大金を用意して担保として出していた《ヘスティア・ナイフ》の交換を行おうとしているのだ。

　同伴する、というベル達の申し出を断って彼女はここに来ていた。自分の手でけじめを付けたいのだと、そう告げて。

「……」

　派閥としての面子めんつがある手前、ソーマは大人しく脱退金を受け取った。

　袋の中の金額など確かめず、保管してあった漆黒のナイフをリリに返却する。

　植物の苗、酒瓶さかびんが棚に並ぶホームの主神の自室であっさりと終わってしまったやり取りにリリはうろたえていたが、やがて姿勢を正す。

　おずおずと、ぎこちなく最後の挨拶あいさつをした。

「今まで、お世話になりました……」

　皮肉でも恨み節でもなく、けじめを付けるためにリリはそれを口にする。

　背中に女神の『恩恵』が刻まれているリリはもう【ヘスティア・ファミリア】の一員だ。もう【ソーマ・ファミリア】の団員ではない。

　ローブですっぽり覆われた小さな体で礼を取り、顔を伏せがちにして、碌に視線も合わせられないまま、ソーマの前から辞する。

「……」

　背を向けて部屋の扉に向かっていく少女に、立ったままでいるソーマは何事かを考える素振りをした後……その後ろ姿に、声をかけた。

「リリルカ・アーデ……すまなかった」

　びくり、とリリの体が扉の前で立ち止まる。

　長い前髪のせいで全く表情が窺えない男神は、最後に告げた。

「……体には、気を付けなさい」

　初めてかけられた、主神かみさまの言葉。

　静かに、ゆっくりと、リリの栗色の瞳が潤む。

　ずっと前に聞きたかった、でも最後に聞けて良かった、と振り向けないままうつむく。

　自分の名前を覚えていた主神に、「はい……」と震える声で返事をした後。

　今度こそ、部屋を後にした。




「……」

　リリが去った後、しばらくたたずんでいたソーマは、おもむろに振り返った。

　棚の中に置かれていた酒瓶を全て取り出し、抱え、木箱の中に押し込み蓋をする。

　出番のなくなった杯さかずきを代わりに棚へ置き、長い前髪の奥で、目を細めた。




　以後、【ソーマ・ファミリア】の派閥状況は、少しずつ改善されていくことになる。
















　巨大な屋敷が建つ、広い庭の中で。

　ヘスティアは大いに威張った。

「じゃーん！　どーだ、これが今日からボク達のホームだ！」

『おお～～～っ』

　ヘスティアが示す屋敷を見て、ベル、リリ、ヴェルフ、命ミコトは感嘆する。

　見上げるほどの、三階建ての大きな邸宅だった。ヘスティアが言うには中庭と回廊までも備わっているらしい。敷地は背の高い鉄栅に囲まれており、花や庭木が植えられた広い前庭も備わっている。

「しかし、本当に【アポロン・ファミリア】の本拠ホームを乗っ取ってしまいましたねぇ……」

「ふん、ボク達は理不尽にホームを潰つぶされたんだ、文句は言わせないぞ！」

　屋敷を仰あおぐリリの言葉に、ヘスティアは堂々と言ってのける。

　戦争遊戯ウォーゲームの勝者の権利として、ヘスティア達は【アポロン・ファミリア】のホーム──彼等が所有していた豪邸を手に入れていた。まさかの住居の段階上昇ランクアップに、ベルはヴェルフ達ともども驚きをあらわにしてしまう。

　新たなホームとなる館を前庭から皆で眺めながら、信じられない気持ちで一杯になった。

「賠償金おかねもたっぷりある、趣味の悪い彫像やらの撤去も含めて屋敷全体は改装しよう！　何か要望があったら言ってくれ！」

「ヘ、ヘスティア様っ、どうかお風呂ふろの導入を!?」

「ヘスティア様ー！　作業用の炉を造ってくれー！」

　今後、アポロンの趣味全開の館を改装する旨を告げると、命ミコトとヴェルフが興奮気味に懇願してくる。彼女達に対してヘスティアは目を瞑つむり手の平を向けながら、「まぁ待て待て」とどこか鷹揚おうように告げた。

「ようやく胸を張って【ファミリア】を名乗れるようになったんだ、先にエンブレムを決めようじゃないか」

『確かに！』

　主神の提案に揃そろって頷うなずく眷族達。中でもベルは念願の【ファミリア】のエンブレムが掲げられることに、一際ひときわわくわくしてしまった。

　屋敷の玄関前の階段に座り込むヘスティア。あらかじめ用意していたのか、ごそごそと画材と画板を取り出して絵を描き始める。彼女を中心にして羊皮紙を覗のぞき込もうとするベル達は、家族のようにして身を寄せ合った。

「へっへーん、ずっと前から考えていたんだー」

　淀よどみない動きで手を動かすヘスティアは、ほどなくして「じゃん！」と言って完成した絵を見せつける。羊皮紙を受け取ったヴェルフ、命ミコト、リリは三人で目を通した。

「これは、炎と……」

「なるほど。ヘスティア様の象徴は、護まもり火びなのですね」

「そんなことはどうでもいいんですっ、このエンブレム、要はヘスティア様とベル様ということではないですか！」

　ヴェルフと命ミコトが呟つぶやく横で、ぷりぷりと怒るリリ。

　三者三様の反応に対し、ヘスティアは主神の権力を振りかざして、ご満悦そうに告げた。

「いいだろー。この【ファミリア】はボクとベル君が始めたんだから」

　やがてベルの手にも羊皮紙が渡る。

　エンブレムの絵を見下ろした彼は、その深紅ルベライトの瞳ひとみを見開いた。

「神様、これって……」

　驚く少年に向かって、女神はふふっと頰ほおを染めて笑みを漏もらす。

　彼女は嬉うれしそうに微笑ほほえみ、あらためて言った。

「さぁ、ベル君。今日が本当の意味で、ボク達の【ファミリア】の門出だ」

　羊皮紙を見て苦笑していたベルもまた、その言葉を聞いて、嬉しそうに破顔した。

　少年はもう一度、仲間達と一緒に己おのれの手の中を見下ろす。




　彼が持つ羊皮紙には、炎と鐘が重なり合うエンブレムが刻まれていた。
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　ダンジョンファンタジーなのに一度もダンジョンに向かわない、第六巻になります。次巻以降、ダンジョンの出番が少ない展開がもう少々続くかと思いますが……足りない迷宮成分は外伝で補給することが可能です！　と露骨ろこつな宣伝をさせて頂きます。興味がありましたらぜひ。




　仲間が一人ずつ加わっていく物語の展開が大好きです。

　一人旅を続けていた主人公が巡めぐり会う頼たのもしい武闘家、次は回復や補助を担になう紅一点の美しい占い師、四人目にして加わる念願の魔法使い……漫画や小説、とりわけゲームの中で、仲間が増える度にとてもわくわくする思いを抱いてしまいます。そして仲間が揃そろった時の充実感というのは、一つの終点のようにも感じられます。

　少ない人数で様々な事柄をやりくりしなければならない、そんな苦労さえも物語序盤じょばんの醍醐味だいごみといいますか、上手く言葉にはできませんが、かけがえのないものではないかと。仲間との出会いと以降の過程をゆっくり描いた本編一巻から五巻は、ある意味いみ物語性を犠牲にしてでも、そういったものを描きたかったように思います。余談にはなりますが、本作のシリーズがまだ始まったばかりの頃、担当編集様と「ダンジョンに向かう仲間パーティをもっと増やした方がいいのでは？」と話し合っていたことが懐なつかしく思えます。作者の我儘わがままというかこだわりを聞き入れてくださった担当様には感謝しております。

　おかげさまで、本格的に仲間が結束するこの第六巻では、納得のいく物語の区切りを迎えられたのではないかと、作者はそう感じております。

　神様、眷族けんぞく、【ファミリア】と、この作品の骨子こっしを組み立てた際、次にぱっと思い浮かんだ「神々の代理戦争」というもテーマも本巻で描くことができました。これも応援して頂いた読者様のおかげです。本当にありがとうございます。

　今回も入念なプロット作りから力を貸して頂いた担当の小瀧様、既刊作品に負けないほど素晴らしいイラストを描いてくださったヤスダスズヒト先生、作品関係者の皆様にも、深く御礼おんれいを申し上げます。

　また、この第六巻は通常版の他にも限定版が刊行され、多くの方々がゲストイラスト集に参加してくださいました。ＮＯＣＯ様、飯塚いいづか晴子はるこ様、兎塚うさつかエイジ様、神奈月かんなづき昇のぼる様、たかやＫｉ様、みけおう様、ヤス様、様々なキャラクターを魅力溢れるイラストとして描いてくださり、感謝感激しております。この場を借りて謝辞しゃじを述べさせて頂きます。

　次巻以降の執筆も一層励はげんでいきたいと思います。それでは、失礼します。


大森藤ノ









著者

大森藤ノ（おおもり ふじの）

　ベタですが、ファンタジー作品なら王宮ないし豪邸で開かれる豪華なパーティーを見てみたい、やってみたい、という願望がありました。着飾った美男美女が優雅なワルツを踊る光景はこちらも心躍ってしまうものがあります。

　ですが作者が一番好きなのは、ドレスを着れない、魔法も失った女の子が周囲をあっと言わせる姿です。




イラスト

ヤスダスズヒト

　三重生まれ。主な作品に『夜桜四重奏～ヨザクラカルテット～（講談社刊）』、『デュラララ!!（電撃文庫刊）』挿画、など他多数。

公式サイト　http://www.suzuhito.com/








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜アンケートページはこちら＞

https://emob.jp/m/fi.php?a=gabunko&d=6&i=6153

[image: ]

（このページのスクリーンショットを撮って、ＱＲコードリーダーアプリで読み取ればアンケートページにアクセスできます）
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ＧＡ文庫編集部 気付




「大森藤ノ先生」係

「ヤスダスズヒト先生」係
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ダンジョンに出会いを求めるのは間違っているだろうか６
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